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序 文

財団法人千葉県文化財センターは，埋蔵文化財の調査研究，文化

財保護思想の涵養と普及などを主な目的として昭和49年に設立され，

以来，数多くの遺跡の発掘調在を実施し，その成果として多数の発

掘調査報告書を刊行してきました。

このたび，千葉県文化財センター調在報告第435集として，日本

道路公団の東関東自動車道（千葉・富津線）建設事業に伴って実施

した袖ケ浦市台山遺跡の発掘調査報告書を刊行する運びとなりまし

た。

この調査では，旧石器時代の石器群や古墳時代前期の集落が検出

されるなど，この地域の歴史を知る上で貴重な成果が得られており

ます。

刊行に当たり，この報告書が学術資料として，また埋蔵文化財の

保護に対する理解を深めるための資料として広く活用されることを

願っております。

終わりに，調査に際し御指導御協力をいただきました地元の方々

を初めとする関係の皆様や関係機関，また，発掘から整理まで御苦

労をおかけした調壺補助員の皆様に心から感謝の意を表します。

平成14年3月25日

財団法人千葉県文化財センター

理事長清水新次



凡例

1 本書は，日本道路公団による東関東自動車道（千葉・富津線）建設事業に伴う埋蔵文化財の発掘調査

報告書の第10集である。

2 本書は，下記の遺跡を収録したものである。

台山遺跡 千葉県袖ケ浦市野川字代官割12-1ほか （遺跡コード481-014)

3 発掘調在から報告書作成に至る業務は，日本道路公団の委託を受け，財団法人千葉県文化財センター

が実施した。

4 発掘調在及び整理作業の担当者，実施期間は本文中に記載した。

5 本書は，調在部長佐久間豊及び南部調査事務所長高田博の指導のもとに，副所長小久貫隆史が編集し

た。

執筆は，旧石器時代については，上席研究貝新田浩三，縄文時代晩期から弥生時代中期の土器につい

ては，上席研究員渡辺修ーがそれぞれ担当したほかは，副所長小久貰隆史が担当した。

6 竪穴住居跡出土の炭化材の樹種同定については，株式会社パレオ・ラボ植田弥生氏の協力を得た。

7 発掘調査から報告書の刊行に至るまで， H本道路公団，千葉県教育庁生涯学習部文化課，袖ケ浦市教

育委員会，財団法人君津郡市文化財センターの御指導，御協力を得た。

8 本書で使用した地形図は，下記のとおりである。

第 1図 国土地理院発行 1 : 25,000「姉崎」 (NI-54 -19 -16 -3) 

「上総横田」 (NI-54-19-16-4)

第2図 袖ケ浦町（当時）発行1: 2,500地形図No.19・26

9 周辺航空写真は，京葉測量株式会社による平成 5年撮影のものを使用した。

10 本書で使用した図面の方位は，すべて座標北である。

11 本書で使用した遺構番号は，調査時の番号 (033・060・093は欠番）を踏襲している。
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第 1章はじめに

第 1節調在の概 要

1 調査に至る経緯

日本道路公団では，千葉市から富津市に至る高速自動車道である東関東自動車道館山線を計画した。こ

の路線のうち，千葉市から市原市，袖ケ浦市を経て木更津市に至る約35kmの区間が事業化され，千葉・富

津線として建設が行われることとなった。

用地内には数多くの遺跡が所在することから，その取扱いについて，千莱県教育委員会と日本道路公団

との慎重な協議が直ねられた。その結果，現状保存が困難な部分については，やむを得ず発掘調在による

記録保存の措罹を講ずることで協議が整い，財団法人千葉県文化財センターが発掘調査を実施することと

なった。

調壺は，平成元年 1月から開始され，平成 6年 6月に全ての発掘調査が終了した。平成 5年度から各遺

跡ごとの本格的な整理作業が開始され，順次報告書を刊行し，現在に至っている。

2 調査の経過

台山遺跡の発掘調壺は，平成 4年度に行われた。本格的な整理作業は，平成 9年度から平成12年度にわ

たって実施し，報告書の刊行を平成13年度に行った。発掘調査及び整理作業に関わる各年度の担当職員及

び作業内容は以下のとおりである。

(1)発掘調査

平成 4年度

平成 4年11月2日～平成 5年 3月26日

内 容：（上層）確認調壺 9,800面のうち980面，本調1t 8.lOOrri 

（下層）確認調在 9,800rrlのうち488面，本調在 2.lOOrrl 

担当者：主任技師川島利道 技師四柳隆

(2)整理作業

平成 9年度

内 容：記録整理，接合・復元から実測の一部まで

担当者：主任技師渡邊高弘 技師高梨友子

平成10年度

内 容：実測の一部から挿図作成の一部まで

担当者：主任技師渡邊高弘

平成11年度

内 容：挿図作成の一部から原稿執筆の一部まで

担当者：副所長小久貫隆史 主任技師豊田秀治小笠原永隆

平成12年度

内 容：原稿執筆の一部から編集まで

担当者：副所長小久貫隆史 研究員高梨友子
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3 調介の方法

東関東自動車道（千葉・富津線）建設に関わる発掘調在では，遺跡の数も多く，遺跡の面積も大きいた

め，それぞれの遺跡毎に平面直角座標1X系に基づいたグリッドの設定を行っている。台山遺跡の場合は，

調査対象範囲を覆うように20mxzom方眼を大グリッドとして，南北方向を北から 1, 2, 3…，東西方

向を西からA, B, C…として設定した。さらに，このグリッドを 2mX2mの小グリッドに100分割し，

北から00~90, 西から00~09と設定した。したがって，各小グリッドは3C-67,4F-51のように呼称し

た。

発掘調査は，まず調企対象面積9,800niの10%の980rriについて， トレンチ・グリッドを設定して，遺構

の種類や時期そしてその広がりを知るために確認調査を行った。その結果，古墳時代前期の集落であるこ

とが明らかとなり，遺構の確認されない調在範囲の両端の斜面部を除いた8.lOOniが，本調在の対象となっ

た。

遺構の大半を占める竪穴住居跡では，基本的に土層観察用の十字のベルトを設定して調査を行ったが，

重複の著しい部分や遺存状態の悪い部分では，ベルトの設定を一部省略したものもある。遺物の取り上げ

はその大半を，四分割した区毎に一括して行い，完形あるいは遺存状態の良い土器や鉄製品・石製品等の

特殊な遺物については，出土状況と出土レベルを記録した。そのほかの遺構については，適宜土層観察用

のベルトを設定しながら，調査を行った。遺構の実測は，主に簡易遣り方を用い，適宜平板も使用した。

遺構番号は，遺構の種類に関係なく，通し番号で付し，整理作業段階まで，変更は行っていない。

上層の遺構調査終了後，調壺対象面積9,800面の 4%の392面について， 2mX2mのグリッドを98か所

設定し，一部重機（クラムシェル）を併用して， 1B石器時代の確認調壺を行った。その結果， 22か所のグ

リッドで遺物が検出されたため，周辺を拡張して遺物の広がりを確認した。 22か所のうち，周辺拡張後も

遺物の単独出土にとどまった 8か所については確認調資で終了とした。したがって，当初の確認調在面積

392面に拡張分96niを加えた488niが最終的な確認調査面積となる。 22か所のうち，遺物の広がりが認めら

れた14か所については，本調企の対象となり，全体として， 2,100niの1B石器時代の本調査を行った。

第 2節遺跡の概要

1 台山遺跡の位置

台山遺跡の所在する袖ケ浦市は，房総半島のほぽ中央に位置し，北部から東部は市原市，東部から南部

は木更津市に接している。袖ケ浦市の地形は，北部から南東部の台地と中央部から南部の沖積地とに大き

く分けられる。台地部分は下総台地の南縁部に当り，標高約30m~50mを測る。北を養老川，南を小櫃川

によって分断された袖ケ浦市の台地は，袖ケ浦台地と呼ばれている。この平坦な台地上には大規模な遺跡

が多数確認されている。一方沖積地部分は，小櫃川によって形成された肥沃な沖積地で，小櫃川低地と呼

ばれている。小櫃川は，君津市南端部の消澄山系を水源とし，房総丘陵を複雑に開析しながら北流し，木

更津市域を経て，西に流れを変えながら袖ケ浦市を流れ，下流域に広大な沖積地を形成しながら，河口部

で再び木更津市に入り，東京湾に注ぐ県内有数の河川である。流路延長88km, 流域面積267k面を測る。小

櫃川低地内では，蛇行する小櫃川に伴って発達した自然堤防などの微高地上に遺跡が確認されている。

台山遺跡は，この袖ケ浦台地の縁辺部から匝線距離にして，約1.5kmほど北側に入り込んだ標高約50mの

台地上に位置する。台山遺跡の北側に入り込む小支谷は，西南西へ伸び，約 3kmで小櫃川低地へ続いている。
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1. 消水川台追跡 2. 豆作台辿跡 3. 神田追跡 4. 美生追跡群 5. 堂庭山B辿跡 6. 山谷辿跡

7. 根形台遺跡群 8. 山王辺田辿跡群 9. 文脇追跡 10. 西原辿跡 11. ヤジ山辿跡 12. 細山追跡

13. 芝野追跡

第 1図 台山逍跡の位置と周辺の主な逍跡
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2 台山遺跡周辺の遺跡

前述のように台山遺跡周辺には多くの遺跡が所在し，大規模プロジェクトとそれに伴う様々な開発に先

行する発掘調登が財団法人君津郡市文化財センターや当センターによって大規模に行われている。ここで

は台山遺跡の周辺に分布する遺跡のうち，発掘調在によって内容が明らかになっており，さらに，台山遺

跡と同時期の遺構・遺物が検出された遺跡について概観する囚

消水川台遺跡 台山遺跡の北北東2kmの標高約50mの台地上に位置する遺跡で、君津地域において旧石器

時代の本格的な調査が最初に行われた遺跡として重要である。旧石器時代の石器集中地点が 2か所検出さ

れている。そのほかに，縄文時代早期の土器や奈良• 平安時代の竪穴住居跡などが検出されている。

豆作台遺跡21 台山遺跡の北北東 2kmで，清水川台遺跡の南側の標高約50mの台地上に位置する遺跡であ

る。縄文時代早期を中心とする遺跡であるが，旧石器時代の遺物も多数出土している。そのほかに，奈

良• 平安時代の遺構も検出されており，遺跡の内容は，清水川台遺跡に類似する。

上大城遺跡 台山遺跡の北 2kmの標高約45mの台地上に位置する遺跡である。弥生時代後期～古墳時代前

期の集落と，古墳時代前期の方形周溝墓が主体となる遺跡である。

神田遺跡 台山遺跡の北西1.8kmの標高約35mの台地上に位置する遺跡である。弥生時代後期の方形周溝墓

や古墳時代前期の前方後方墳・方墳，集落などが主体となる遺跡である。そのほかに，奈良• 平安時代の

集落や五輪塔・板碑を伴う中枇墳墓群などが検出されている。

美生遺跡群31 台山遺跡の北西1.2kmの標高約40m~45mの台地上に位置する遺跡である。従来，美生遺跡，

堂庭山B遺跡，坂下遺跡，大久保遺跡として呼ばれていた遺跡の総称である。調査区は 7地点に分かれる。

第1・2・4・5地点で，旧石器時代の石器集中地点，弥生時代後期・古墳時代前期の集落，第 6・7地

点では，旧石器時代の石器集中地点，古墳時代前期の集落などが検出されている。

堂庭山B遺跡 台山遺跡の北 1kmの標高約50mの台地上に位置する遺跡である。旧石器時代が主体となる

遺跡で，石器集中地点が13か所検出されている。そのほかに，縄文時代早期の遺構・遺物や古墳時代後期

の集落などが検出されている。

山谷遺跡4I 台山遺跡の西に隣接し，標高約50mの台地上に位置する遺跡である。中世の鎌倉街道とそれ

に伴う集落遺跡として有名であるが，そのほかに，古墳時代前期の集落や旧石器時代の石器集中地点が 6

か所検出されている。

根形台遺跡群 台山遺跡の西700mの標高約30mの台地上に位置する遺跡である。従来，境遺跡や西ノ窪

遺跡として調杏されてきた遺跡と，周辺に多く分布する遺跡とをあわせて，近年は根形台遺跡群として呼

ぶようになっている。当センターで東関東自動車道（千菓・富津線）の建設に伴って調企した関畑遺跡も

含まれる。弥生時代後期～古墳時代前期の集落が主体となる遺跡であるが，当センターの調壺した関畑遺

跡では，旧石器時代の石器集中地点が多数検出されている。

山王辺田遺跡群 台山遺跡の南側に位置する「のぞみ野」地区の団地造成に伴って，昭和50年から昭和52

年にかけて調査された 8遺跡の総称である。なかでも，山王辺田遺跡の弥生時代後期～古墳時代前期の大

集落や山王辺田遺跡 2号墳や山谷古墳の内容は，この地域の弥生時代後期～古墳時代前期を考える上で，

極めて重要であり，位置的にも近い山王辺田遺跡は，台山遺跡との関連を考える必要がある。

文脇遺跡 台山遺跡の南東1.8kmの標高約30m~40mの台地上に位置する遺跡である。 2回の調資で，旧石

器時代の石器集中地点が 8か所検出されている。また，弥生時代後期～古墳時代前期にかけての竪穴住居
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跡が密集して検出されており，相当な広がりを有する遺跡と考えられている。近年，周辺の遺跡とあわせ

て，上泉遺跡群と呼ばれている。

西原遺跡51 台山遺跡の南1.3kmの標高約17mの微高地上に位置する広大な広がりを有する遺跡である。確

認調査及びパイプラインの埋設に伴う本調壺が行われている。古墳時代前期の竪穴住居跡や方形周溝墓，

5000点以上の士器片が出土した遺物集中地点などが検出されている。

ヤジ山・細山遺跡61 台山遺跡の北東 2km~3.5kmの標高約66m~70mの台地上に位置する遺跡である。い

ずれも東関東自動車道（千業・富津線）の建設に伴って調査された遺跡で，旧石器時代と縄文時代の遺跡

である。 1B石器時代の石器集中地点は，ヤジ山遺跡で7か所，細山遺跡で 9か所が検出されている。

芝野遺跡71 台山遺跡の南西3.3kmの標高約12mの沖積平野内の微高地上に立地する遺跡である。束関東自

動車道（千菓・富津線）の建設に伴って調介された遺跡で，弥生時代後期および古墳時代前期の水田とそ

れに関連する遺構が検出されている。そのほかに，古墳時代後期から中世にいたるまでの遺構が検出され

ている。

以上のように，台山遺跡の存在する袖ケ浦市北部の遺跡の分布をみると，台山遺跡周辺には多くの遺跡

が存在し，台地上には弥生時代から古墳時代にかけての大集落が検出されている。また，北側を中心に，

旧石器時代の調査例も多いといった状況である。さらに近年では，沖積平野内の微高地上にも大規模な遺

跡が確認されつつある状況といえる。

なお，台山遺跡については，今皿の発掘調介がはじめてであるが，広大な広がりを有する台山遺跡の北

西部分で，昭和49年に行われた東洋大学考古学研究会による分布調査で，石製模造品が採集されている。

地点によって，遺跡の時期や性格が異なることが予想され，今回の発掘調査とは直接関わりはないが，付

記しておく。

注 1 ここで紹介した遺跡の概要は，特に断りのない限り，平成11年袖ケ浦市発行の『袖ケ浦市史 資料編 l

原始・古代・中枇』の内容を参考にしたものである。

2 井上 賢ほか 1999 『豆作台遺跡 I』 財団法人君津郡市文化財センター

3 浜崎雅仁ほか 1992 『美生遺跡群 I 第 1地点』 財団法人君津郡市文化財センター

浜崎雅仁 1993 『美生遺跡群 11 第4・5・9地点』 財団法人君津郡市文化財センター

浜崎雅仁 1994 『美生遺跡群m 第6・7地点』 財団法人君津郡市文化財センター

小高幸男 1998 『美生遺跡群w 第2地点』 財団法人君津郡市文化財センター

4 井上哲朗 2001 『東関東自動車道（千菓・富津線）埋蔵文化財調在報告書 9ー袖ケ浦市山谷遺跡ー』 財

団法人千菓県文化財センター

5 桐村久美子 1997 「平成 8年度袖ケ浦市内遺跡発掘調査報告書 西原遺跡』 袖ケ浦市教育委員会

伊藤伸久 1999 『平成11年度千薬県袖ケ浦市 市内遺跡発掘調査報告書11 西原遺跡 11』 袖ケ浦市教育

委員会

6 豊田秀治ほか 2000 『東関東自動車道（千葉・富津線）埋蔵文化財調究報告書 5―市原市中伊沢遺跡・百

H木遺跡・下椎木遣跡・志保地遺跡・ヤジ山遺跡・細山 (1)(2)遺跡ー』 財団法人千葉県文化財センター

7 笹生 衛 2001 『東関東自動車道（千葉・富津線）埋蔵文化財調査報告書 7ー木更津市芝野遺跡ー』 財

団法人千葉県文化財センター
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第 3図遺構配置図



第 2章遺構と遺物

第 1節 IB石器時代

1 概要

(1)基本層序（第 4図）

I層 （黒灰色土） 表土

Ila層 （黒褐色土） F2-10グリッドにおいては， II層は細分され

なかったが，他の区域では Ila・Ilb層の二つに細分可能で

ある。

Ilb層 （明灰褐色土） いわゆる「新期テフラ」と呼ばれている層

に相当する。

皿層 （明褐色土） 本層が立川ローム最上層に相当する。いわゆ

る「ソフトローム層」である。色調は均質ではない。下部

に向かってソフト化がみられるが，本遺跡では，それほど

著しく下部にソフト化が及んでおらず， v層に及んでいる

程度である。

w層 （明褐色土） 硬質のローム層でいわゆる「ハードローム層」

である。特徴的な赤色スコリアを含み，全体に赤みを帯び

て明色である。

v層 （暗灰褐色土） 第 1黒色帯に相当する。全体に黒ずんでい

る。下総台地においても，南部の本地域周辺では，比較的

第1黒色帯を識別することが容易である。 I Xa 

VI 層 （暗灰黄白色土） AT (姶良丹沢火山灰）が集中的に包含さ

F2-10グリッド北壁

耕作土

ー

51m 

50m 

49m 

れる。黒色スコリアを含み，赤色スコリアも少量含む。

VIl層 （暗灰褐色土） 第2黒色帯上部に相当する。全体に黒ずんでいる。黒色スコリアを含み，赤色ス

第4図基本層序

コリアも少量含む。 ATブロックが若干混在する。

IXa層 （濃暗灰褐色土） 第2黒色帯下部の上半である。＂層よりも黒ずんでいる。黒色スコリアを多く

含み，赤色スコリアも含む。本遺跡の主体を成す第 I文化層は，本層に集中して検出された。

IXb層 （濃暗灰褐色土） 第2黒色帯下部の間層。 IXa層より若干褐色分が強く，赤みがある。黒色スコリ

アを多く含む。大粒の赤色スコリアを含む。

IXc層 （淡黒褐色土） 第2黒色帯下部の下半である。黒色スコリアを多く含む。大小の赤色スコリアを

含む。白色スコリアを微量含む。

Xa層 （暗灰褐色土） 黒色スコリアを含み，赤色スコリアを微量含む。

Xb層 （暗灰褐色土） Xa層よりも若干暗<, 上下の層に比べて，スコリアの量が少なくなる。黒色スコ

リアを微量含む。

Xe層 （暗茶褐色土） スコリアをほとんど含まなくなる。立川ローム最下層である。
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XI層 （灰褐色土） 武蔵野ローム最上層である。粘性を帯びた灰褐色ロームである。

(2)文化層の概要（巻頭図版 1~ 3, 第5図，第 1~3表）

旧石器時代の文化層は，第 I文化層～第皿文化層の三文化層に分離できた。そのほかに，これらの文化

層に所属できないものは，単独石器として取り扱った。文化層のうち，第 I文化層が本石器群の大半を占

め，全石器中の915点を占め，全体の97.57%を占める。

文化層別の出土分布と出土位置は第 5図のとおりである。各文化層とも出土層位に上下の幅をもつが，

各文化層の出土層位と出士集中層位から生活面を記載すると以下のとおりとなる。

① 第I文化層： IX a層に生活面を持つ文化層と推定できる。第 1~第24ブロックが相当する。

第I文化層の24箇所のブロック群の分布状況から，有意なまとまりを持つものとして，西から東に

向かって，第 1ユニット～第 4ユニットの四つにブロック群を区域分けした。

② 第1I文化層： VI層に生活面を持つ文化層と推定できる。第25ブロックが相当する。ただし，ナイフ

第 1表全文化層器種石材組成表

石＼材

ナイフ 彫 器 楔形
削器 敲石 冒誓 微の鵬あるl晨剥痕片 石核 剥片 砕片 礫礫片 合計

組成比
形石器 石器 （％） 

黒曜石
1 I 4 3 5 6 20 2.17 
3.32 1.47 2.55 2.34 5.28 2.98 17.94 O.Ql 

安山岩
1 10 2 13 1.41 
53.30 ll9.94 1.00 174.24 0.09 

ガラス質黒色安山岩
2 4 I 11 8 3 209 120 358 38.88 
34.29 37.04 15.68 141.19 97.28 108.24 193,925.00 69.03 194,427.75 95.20 

トロトロ石（安山岩）
12 5 17 1.85 
49.22 2.94 52.16 0.03 

ホルンフェルス
2 1 7 17 I 28 3.04 
9.57 55.97 45.60 14.15 19.05 144.34 0.07 

流紋岩
1 3 2 19 23 5 65 44 20 182 19.76 
22.40 28.98 331.36 247.56 117.19 241.84 336.73 17.67 3,348.03 4,691.76 2.30 

頁岩
5 24 17 6 52 5.65 
16.60 139.47 73.78 2.37 232.22 0.11 

珪質頁岩
2 ， 23 3 18 5 60 6.51 
2.48 65.46 322.18 256.33 121.77 4.11 772.33 0.38 

嶺岡産珪質頁岩
I 5 3 5 25 I 40 4.34 
215 114.92 27.66 205.80 744.96 317.48 1,412.97 0.69 

チャート
3 1 I 5 7 29 11 14 71 7.71 

9.63 2.49 305.50 28.44 49.45 255.65 11.69 1,154.62 1,817.47 0.89 

玉髄（メノウ含む）
4 1 2 10 16 8 41 4.45 
26.96 7.41 18.00 79.22 83.99 3.94 219.52 0.11 

砂岩
1 1 3 5 0.54 
76.98 II.SO 18.72 107.50 0.05 

凝灰岩
2 ， 16 5 32 3.47 
8.95 40.27 65.46 4.65 119.33 0.06 

緑色凝灰岩
1 I 2 0.22 
7.95 9.15 17.10 O.oI 

点数合計 14 I 11 1 4 62 112 17 431 229 39 921 100.00 

重量合計 101.23 7.41 78.93 15.68 713.84 695.97 884.63 868.18 195,848.33 134.53 4,857.90 204,206.63 100.00 

点数組成比（％） 1.52 0.11 1.19 OJI 0.43 6.73 12.16 1.85 46.80 24.86 4.23 100.00 
重量組成比（％） 0.05 0.00 0.04 O.Dl 0.35 0.34 0.43 0.43 95.91 0,07 2.38 100.00 

［上段：点数，下段：重量(g)]
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第 2表文化層別器種組成表

文化層 ユニット プロック ナイフ
彫器 楔形石器 削器 敲石 工二次の加片あ 微痕剥細の剥あ雛片る 石核 剥片 砕片 礫・礫片 総 計 総組（計成比の

形石器 る剥 ％） 

1 
1 1 0.11 
11.18 11.18 0.09 

2 
1 1 4 11 1 18 1.95 
2.49 17.03 14.28 108.47 0.36 142.63 1.16 

3 
2 2 2 5 6 2 26 12 1 58 6.3 
6.64 18.35 205.68 23.61 53.31 90.46 198.5 11.11 2.62 610.28 4.98 

1 
2 3 1 1 66 27 100 10.87 

4 29.85 16.52 3.77 42.44 568.8 22.32 683.7 5.59 

5 1 1 1 2 18 21 44 4.78 
2.01 305.5 12.29 51.73 58.85 6.28 436.66 3.56 

6 
2 1 24 4 31 3.37 
4.11 7.95 263.02 1.91 276.99 2.26 

1合計
4 6 3 11 11 5 146 65 1 252 27.38 
10.75 52.7 511.18 77.4 71.36 184.63 1,208.82 41.98 2.62 2,161.44 17.64 

7 2 1 12 ， 32 22 1 79 8.58 
3.11 1.47 199.14 66.48 324.6 10.9 0.56 606.26 4.95 

8 
1 4 14 18 14 ， 60 6.51 
3.32 4.64 63.28 138.27 7.82 1.000.16 1,217.49 9.94 ， 2 ， ， 3 40 11 3 77 8.36 

11.45 157.46 78.96 313 275.59 8.2 23.99 868.65 7.09 

10 4 13 17 15 1 50 5.43 
86.32 209.11 184.38 11.98 7.96 499.75 4.08 

2 
1 8 8 2 19 2.06 11 9.07 66.19 41.38 0.91 117.55 0.96 

12 1 3 4 1 12 6 2 29 3.15 
1.52 11.68 13.2 11.32 40.54 2.95 2,219.44 2,300.65 18.78 

13 1 1 2 4 2 48 36 94 10.21 
7.28 15.68 2.26 13.23 74.21 539.32 23.68 675.66 5.52 

I 14 2 8 27 11 48 5.21 
37.46 25.31 62.58 4.1 129.45 1.06 

2合計
4 4 1 37 69 6 202 117 16 456 49.51 
7.95 20.2 15.68 508.03 535.76 398.53 1,606.66 70.54 3,252.11 6,415.46 52.38 

15 1 3 2 1 11 4 20 42 4.56 
5.81 2.66 3.19 14.02 51.64 0.76 1,281.01 1,359.09 11.09 

16 1 1 3 1 2 1 ， 0.98 
1.54 17.08 39.27 9.42 2.04 1.14 70.49 0.58 

17 
1 7 4 1 13 1.41 
15.77 24.99 18.18 4.68 63.62 0.52 

3 18 1 3 6 1 11 6 28 3.04 
7.41 18.76 111.24 190.15 113.8 2.68 444.04 3.62 

19 1 1 3 5 1 22 5 1 39 4.23 
22.4 6.03 14.73 29.89 12.84 686.92 1.33 317.48 1,091.62 8.91 

20 2 2 4 8 2 18 1.95 
19.61 40.68 51.36 56.72 0.8 169.17 1.38 

21 
1 1 2 4 0.43 
5.04 5.37 0.65 11.06 0.09 

3合計
5 1 1 13 28 4 59 20 22 153 16.6 
49.36 7.41 6.03 109.68 264.98 226.43 934.67 7.36 1,603.17 3,209.09 26.19 

22 
1 11 22 34 3.69 
0.86 72.97 10.49 84.32 0.69 

4 23 
I 1 2 0.22 
0.58 11.26 11.84 0.1 

24 
2 11 5 18 1.95 
9.65 57.57 4.16 71.38 0.58 

4合計
1 3 23 27 54 5.86 
0.86 1023 141.8 14.65 167.54 1.37 

I 合計
13 1 11 1 3 62 lll 15 430 229 39 915 99.35 
68.06 7.41 78.93 15.68 511.18 695.97 882.33 809.59 3,891.95 134.53 4,857.90 11,953.53 97.57 

n 合計 25 II 31.17 3~.17 醤}I
m 合計 I26 21 .3 52 8.59 i.63 6f.s2 智I

I単独出土合計 2021 .661 2021 .66 温I
総 計

14 1 11 1 4 62 112 17 431 229 39 
2,922501 .881 100 101.23 7.41 78.93 15.68 713.84 695.97 884.63 868.18 3,892.58 134.53 4,857.90 1 100 

総総計計のの点重量数組組成成比比（（％％）） 
1.52 0.11 1.19 0.11 0.43 6.73 12.16 1.85 46.8 24.86 4.23 100 
0.83 0.06 0.64 0.13 5.83 5.68 7.22 7.09 31.77 1.1 39.65 100 

［上段：点数，下段重量(g)J 
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第 3表文化層別石材組成表

ガラス トロトロ
ホルン 精 珪嶺質岡頁産岩 冑” 緑灰色石山凝 鸞文化層 ユニット ブロック 黒曜石 安山岩

r女質ら黒色 間 流紋岩 頁岩 チャート 砂岩 凝灰岩 総計
山岩

フェルス む）
り％）

1 I I 0.11 
11.18 11.18 0.09 

2 I 3 I I 12 18 1.95 
2.91 19.69 17.03 2.22 100.78 142.63 116 

3 25 I 8 4 I l 13 I 2 2 58 6.3 
24192 1.16 75.42 138.02 1.86 13.05 52.46 2.78 79.6 4.01 610.28 4.98 

1 
I 77 I 8 4 4 I I 3 100 10.87 4 
I.I 493.39 0.77 88.07 4.94 84.32 1.67 0.49 8.95 683.7 5.59 

5 38 I I 2 2 44 4.78 
84.8 0.33 28.45 317.79 5.29 436.66 3.56 

6 22 3 2 2 I I 31 3.37 
214.89 18.06 1.39 31.71 2.99 7.95 276.99 2.26 

1合計 l 162 5 15 13 5 8 2 29 2 2 7 I 252 27.38 
1.1 1035 22.13 97.6 243.12 6.8 1313 30.12 474.51 13.96 79.6 1825 7.95 2,161.44 17.64 

7 4 I 45 I I 11 3 ， 3 I 79 8.58 
2.72 2.39 397.11 3.77 0.64 41.83 3.62 71.96 68.77 13.45 606.26 4.95 

8 8 3 I 18 ， 5 2 ， 4 I 60 6.51 
8.07 40.29 5.28 307.13 45.63 8.02 14.04 760.88 20.01 8.14 1217.49 9.94 ， 2 4 14 3 2 11 3 13 21 3 I 77 8.36 
1.94 117.51 116.52 12.2 2.1 224.52 9.82 224.54 138.93 11.42 9.15 868.65 7.09 

10 
I 2 7 I 4 18 5 5 I I I I 3 50 5.43 
0.88 24.46 厖52 3.08 6.45 250.43 36.49 120.2 6.31 1.62 4.87 7.96 8.48 499.75 4.08 

2 
2 2 7 8 19 2.06 

11 6.47 6.38 46.14 58.56 117.55 0.96 

12 6 14 I 2 6 29 3.15 
15.12 2262.25 3.82 3.96 15.5 2,300.65 18.78 

13 I 63 4 7 2 4 2 4 I 6 94 10.21 
0.78 521.19 15.26 40船 18.4 30.78 2.24 14.94 11.8 20.19 675.66 5.52 

I 
I 3 I 21 5 4 12 I 侶 521 14 1.19 4.97 0.24 44.l 20.79 30.32 25.18 2.66 129.45 1.06 

2合計 16 8 143 7 II 102 35 37 19 33 28 3 13 I 456 49.51 
14.8 145.14 1130.19 24.57 24.45 3176.72 184.71 323.8 313.66 903.67 93.95 27.9 42.75 9.15 6,415.46 52.38 

15 l 33 I 1 5 I 42 4.56 
19.05 869.04 I 35.11 429.08 5.81 1,359.09 11.09 

16 I 2 4 2 ， 0.98 
1.14 26.5 9.61 33.24 70.49 0.58 

17 I 2 I ， 13 1.41 
0.88 20.45 2.67 39.62 63.62 0.52 

3 18 8 I 4 7 7 I 28 3.04 
130.85 324 16.05 6.8 279.69 7.41 444.04 3.62 

19 I 13 6 15 I I 2 39 4.23 
2.76 57.85 19.75 986.61 4.67 8.39 11.59 1,091.62 8.91 

20 I 8 I I 2 4 I 18 1.95 
6.81 57.45 24.3 16.79 4.91 51.79 7.12 169.17 1.38 

21 2 2 4 0.43 
0.65 10.41 11.06 0.09 

3合計
I II 2 2 64 12 15 16 8 10 12 153 16.6 
0.88 138.31 3.9 2229 1057.75 40.71 317.23 1021.72 438.66 109.31 58.33 3,209.09 26.19 

22 I 3 25 3 I I 34 3.69 
0.37 26.03 37.23 1.56 025 18.88 84.32 0.69 

4 23 I I 2 0.22 
0.58 11.26 11.84 0.1 

24 I I 16 18 1.95 
1.31 1.97 68.1 71.38 0.58 

4合計 3 4 41 v3 2 I 54 5.86 
2.26 28 105.33 156 11.51 18.88 167.54 1.37 

I合計 20 13 357 17 28 181 52 60 38 70 40 5 32 2 915 99.34 
17.94 174.24 2,408.83 52.16 144.34 4,489.10 232.22 772.33 1,384.38 1,816.84 217.22 107.5 119.33 17.1 11,953.53 97.57 

I II 合計 25 3L1 蜘翡I

Im合計 I26 II ふ， 加 }.3 64 1.52 00.4.53 1 

I単独出土合計 2ol66 20~.661~ 晶|

総 計 20 13 358 17 28 182 52 60 40 71 41 5 32 2 
1~2,250.88 1o00 ゚17.94 174.24 2,442.00 52.16 144.34 4,691.76 232.22 772.33 1,442.97 1,817.47 219.52 1位5 1,119.33 17.1 

総総計計のの点璽数量組組成成比比(（%％)） 2.17 1.41 38.87 1.85 3.04 19.76 5.65 6.51 4.34 7.71 4.45 0.54 3.47 022 100 
0.15 1.42 19.93 0.43 118 38.3 1.9 6.3 11.78 14.84 1.79 0.88 9.14 0.14 100 

［上段：点数，下段煎量(g)]
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形石器が 1点出土しているだけであり，出土層位についても検討を要する。ナイフ形石器の形態から

みて，第 I文化層に帰属することが可能な石器である。

③ 第rn文化層： V層に生活面を持つ文化層と推定できる。第26プロックが相当する。総計 4点の出土

である。

1 第 I文化層

(1)第I文化層の概要（第 6図，第 2~4表）

IXc層から V層にかけて出土している。ブロックごとに石器の集中する層位は，微妙に異なるが，大半

のプロックでは， IXa層下部から珊層下部に集中する傾向にあり，特にIXa層に集中するブロックが多い。

これらのことから，本文化層の生活面は， IXa層であると推定することにする。石器の平面分布は，ブ

ロックが第 1ブロック～第24ブロックの24箇所の集中地点がみられる。平面分布は，第 6図のとおりであ

る。東西方向に分布し，本文化層の分布を，ブロックの分布傾向から，四つのユニットに大別して，西か

第4表第I文化層器種石材組成表

石｀材

ナイフ 彫器 開 削器 敲石 二あ次るh軋DI片の 閾のあ騨るl軋信痕片 石核 剥片 砕片 礫・礫片 合計 門成比
形石器 ％） 

黒曜石
1 1 4 3 5 6 20 2.19 
3.32 1.47 2.55 2.34 5.28 2.98 17.94 0.15 

安山岩
1 10 2 13 1.42 
53.30 119.94 1.00 174.24 1.46 

ガラス質罵色安山岩
1 4 I 11 8 3 209 120 357 39.01 
1.12 37.04 15.68 141.19 97.28 108.24 1,939.25 69.03 2,408.83 20.15 

トロトロ石（安山岩）
12 5 17 1.86 
49.22 2.94 52.16 0.44 

ホルンフェルス
2 1 7 17 1 28 3.06 
9.57 55.97 45.60 14.15 19.05 144.34 1.21 

流紋岩
1 3 1 19 23 5 65 44 20 181 19.78 

22.40 28.98 128.70 247.56 117.19 241.84 336.73 17.67 3,348.03 4,489.10 37.55 

頁岩
5 24 17 6 52 5.68 
16.60 139.47 73.78 2.37 232.22 1.94 

珪質頁岩
2 ， 23 3 18 5 60 6.56 
2.48 65.46 322.18 256.33 121.77 4.11 772.33 6.46 

嶺岡産珪質頁岩
1 5 3 3 25 1 38 4.15 
2.15 114.92 27.66 147.21 774.96 317.48 1,384.38 11.58 

チャート
3 1 1 5 7 28 11 14 70 7.65 
9.63 2.49 305.50 28.44 49.45 255.02 11.69 1,154.62 1,816.84 15.20 

玉髄（メノウ含む）
4 1 2 ， 16 8 40 4.37 
26.96 7.41 18.00 76.92 83.99 3.94 217.22 1.82 

砂岩
1 1 3 5 0.55 
76.98 11.80 18.72 107.50 0.90 

凝灰岩
2 ， 16 5 32 3.50 
8.95 40.27 65.46 4.65 119.33 1.00 

緑色凝灰岩
1 1 2 0.22 
7.95 9.15 17.10 0.14 

点数合計 13 1 11 1 3 62 Ill 15 430 229 39 915 100.00 
重量合計 68.06 7.41 78.93 15.68 511.18 695.97 882.33 809.59 3,891.95 134.53 4,857.90 1,953.53 100.00 

点数組成比（％） 1.42 0.11 1.20 0.11 0.33 6.78 12.13 1.64 46.99 25.03 4.26 100.00 
重量組成比（％） 0.57 0.06 0.66 0.13 4.28 5.82 7.38 6.77 32.56 1.13 40.64 100.00 

［上段：点数，下段：重量(g)J 
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ら順に第 I~第4ユニットに区域分けを行った。第 2ユニットと第 3ユニットの分布状況は，第25図のと

おりである。一見して， IXc層から出士する環状ブロックに類似する分布状況を示す。しかしながら，通

常の環状ブロックでみられるような，ブロック間接合がほとんどみられず，ブロック内での接合が頻繁で，

ブロック内で接合が完結する傾向がある。また，環状ブロックでみられるような，環状ブロックの中央部

に遺物の空白部も顕著にみられない。遺物の石器組成においても，石斧や台形様石器が出土していない。

以上の点からみて，第 I文化層の石器の平面分布は，環状ブロックが形成されたものではないと判断され

る。層位的出土状況からみて，環状ブロックが形成された段階（時期）よりも後続する段階の石器群であ

り，環状ブロックの形状が崩れて，ブロック群の中心部付近にもブロックが形成され，規格的にブロック

が形成された形跡が乏しいことが推察される。

器種組成は，ナイフ形石器13点，楔形石器11点で，数量的に少ないが，これらが，本文化層の特徴的な

器種といえよう（第 2・4表）。石材組成は，ガラス質黒色安山岩357点，安山岩13点， トロトロ石（安山

岩） 17点で，安山岩系の石材が多く，流紋岩181点，珪質頁岩60点，頁岩52点，チャート70点，韮髄（メ

ノウ含む） 40点と多様な石材が用いられており，黒曜石が20点用いられている（第 3・4表）。これらの

石材の用いられ方は，ユニット別にみると，やや偏りがみられるが，石材構成が類似する。

ユニットの構成は，西側から第 1ユニットが第 l~第6ブロック，第 2ユニットが第 7~第14ブロック，

第3ユニットが第15~第21プロック，第 4ユニットが第22~第24ブロックでそれぞれ構成される。

接合関係は，ブロック内の接合は頻繁であるが，ブロック間接合は，隣接する第11ブロックと第12ブ

ロックが接合し，第12ブロックと第17ブロックが約25m離れて接合しており，後者は第 2ユニットと第 3

ユニットとの接合関係を示す貴重な資料である。しかしながら，ブロック間接合を示す資料は，非常の乏

しく，ブロック間で明確に同一母岩と推定されるものも少ないことから，ブロック同士の同時性について

は，確証がつかめない。ただ，層位的には，同一層準の石器群であり，平面的にもまとまって出tしてい

ることから，ブロック間の何らかの関係はあると想定される。

(2)第 1ユニット（第 6・7図，第 2・3表）

第 1ブロック～第 6ブロックで構成される。第 1ユニットは総計252点出土している。器種組成は，製

品では，ナイフ形石器 4点，楔形石器 6点，敲石 3点であり，本文化層のうち敲石を有するユニットは本

ユニットのみである。石材組成は，ガラス質黒色安山岩162点でかなりの比率を占め，黒曜石が 1点も含

まれていないことが特徴といえよう。平面分布は，第 7図のとおりであるが，第 l~第 3ブロックは散漫

に分布し，第 4~第6ブロックは小範囲に密集する傾向があり，第 4・6ブロックはブロック内での接合

がみられる。ブロック間接合はみられない。

① 第 1ブロック（第 8・9図，第 5・32表）

出土状況 1点のみの出士である。出土層位は，セクションに投影すると IXa層下部であるが，発掘

の遺物の取り上げ時の所見は， VII層出土となっていることから，出士層位の位置づけは明確ではない。

隣接のブロックの平面と出土層位から，第 I文化層に帰属する石器として識別した。

② 第2ブロック（第10・11図，第 6・32表）

出土状況 平面分布は，約 8mX4mの長楕円形の範囲から散漫に分布している。出土層位は， IXa 

層下部からVI層にかけて出土し， IXa層に集中する。

出土遺物 総計18点出土した。 1は二次加工のある剥片である。右側面は折断後に，粗い調整加工が
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第8図 第 I文化層 第 1ブロック器種別分布図
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第 9図 第I文化層 第 1ブロック出土石器
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第 5表第 I文化層 第 1ブロック器種石材組成表

＼ 石 材
剥 片 合 計 組成比（％）

玉髄（メノウ含む）
1 1 100.00 

11.18 11.18 100.00 

点数合計 1 1 100.00 
重最合計 11.18 11.18 100.00 

点数組成比（％） 100.00 100.00 
重量組成比（％） 100.00 100.00 

［上段：点数．下段：重量 (g)J 

第 6表第 I文化層 第 2ブロック器種石材組成表

石 ＼材
楔形石器

二次加工の 微細剥剥離痕の 剥 片 砕 片 ムロ 計 組成比（％）
ある剥片 ある片

トロトロ石（安山岩）
1 1 5.56 
2.91 2.91 2.04 

ホルンフェルス
1 1 1 3 16.67 
7.33 12.00 0.36 19.69 13.80 

流紋岩
1 1 5.56 

17.03 17.03 11.94 

珪質頁岩
1 1 5.56 
2.22 2.22 1.56 

チャート
1 2 ， 12 66.65 
2.49 4.73 93.56 100.78 70.66 

点数合計 1 1 4 11 1 18 100.00 

重量合計 2.49 17.03 14.28 108.47 0.36 142.63 100.00 

点数組成比（％） 5.56 5.56 22.22 61.11 5.56 100.00 

重量組成比（％） 1.75 11.94 10.01 76.05 0.25 100.00 

［上段：点数，下段：重量(g)]

こ

乙二＞
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チャート

1 C4-15-l 
流紋岩

゜
(4/5) 5cm 

第11図第 I文化層第 2ブロック出土石器

施されている。左側縁下部に微細剥離痕がみられる。 2は剥片である。

③ 第 3ブロック（第12~15図，第 7・32表）

出土状況 平面分布は， 10mX7mの長楕円形の範囲から散漫に分布している。出上層位は， IXb層

から珊層にかけて出士し， IXa層に集中する。

出土遺物 総計58点出土した。器種組成は，ナイフ形石器 2点，楔形石器 2点，敲石 2点が出士して

おり，敲石が含まれることが本ブロックの特徴といえる。石材組成は，ガラス質黒色安山岩25点

-20-
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第7表第 I文化層 第3ブロック器種石材組成表

石＼材重
ナイフ

楔形石器 敲石
二次加IIJ)微細剥雛痕

石核 剥片 砕片 礫・礫片 合計 組成比
形石器 ある剥片 (/)ある剥片 （％） 

ガラス質黒色安山岩
1 1 1 19 3 25 43.12 

15.58 28.95 34.49 161.71 1.19 241.92 39.63 

トロトロ石（安山岩）
1 1 1.72 
1.16 1.16 0.19 

ホルンフェルス
1 1 2 4 8 13.79 
2.24 55.97 11.77 5.44 75.42 12.36 

流紋岩
1 2 1 4 6.90 

128.70 9.00 0.32 138.02 22.62 

頁岩
1 1 1.72 
1.86 1.86 0.30 

珪質頁岩
1 1 1.72 

13.05 13.05 2.14 

チャート
2 3 1 3 4 13 22.41 
6.64 14.61 4.43 22.62 4.16 52.46 8.60 

玉髄（メノウ含む）
1 1 1.72 
2.78 2.78 0.46 

砂岩
1 1 2 3.45 

76.98 2.62 79.60 13.04 

凝灰岩
1 1 2 3.45 
2.77 1.24 4.01 0.66 

点数合計 2 2 2 5 6 2 26 12 1 58 100.00 
重贔合計 6.64 18.35 205.68 23.61 53.31 90.46 198.50 11.11 2.62 610.28 100.00 

点数組成比（％） 3.45 3.45 3.45 8.62 10.34 3.45 44.83 20.69 1.72 100.00 
重量組成比（％） 1.09 3.01 33.70 3.87 8.74 14.82 32.53 1.82 0.43 100.00 

［上段：点数，下段：重量 (g)J 

(43.12%) で比率が高く，次に，チャート 13点，ホルンフェルス 8点で多様な石材が用いられている。

1・2はナイフ形石器である。 1は幅広の剥片を素材として，素材を主軸方向に用いて，両側縁を

折断し成形後，左側縁に急角度の調整加工が施されている。 2は幅広の剥片を素材として，素材を横

位に用いて，打面と下端部を折断し成形後，打面部に急角度の調整加工が施されている。 1・2とも

に，幅広の剥片を素材として，折断により成形し，ー側縁に急角度の調整加工が施されるという共通

した点がみられる。 3は楔形石器である。幅広の剥片を素材として，両極剥離によって調整されてい

る。 4・5は微細剥離痕のある剥片である。 4は微細剥離痕が対向方向にみられることから，楔形石

器の可能性もある。 6は二次加工のある剥片である。両側縁を折断調整している。 7~15は微細剥離

痕のある剥片と剥片である。良質の石材を用いている。 9は，同一方向から連続的に剥離が行われて

いる。それに対して，比較的粗悪な石材であるガラス質黒色安山岩・流紋岩・ホルンフェルスなどの

石材を用いている 7・8・10~15は多方向からの剥離で構成されているものが多い。

16は石核である。拳大の円礫を母岩として，打面を頻繁に転移して，幅広の剥片を生産しているこ

とがうかがえる。 17・18は敲石である。 17は扁平な楕円形礫の突出部に顕著な敲打痕がみられる。中

間部から大きく破損している。 18は厚みのある長楕円形礫を素材として，突出部と裏面平坦部に敲打

痕がみられる。器体は上端部から大きく破損している。

④ 第4プロック（第16~18図，第 8・32・33表）

出土状況 平面分布は約 3mX3mの小範囲から密集して出士している。ブロック内での接合も頻繁

にみられる。砕片の出土量も多い。石器製作をこの場で行った可能性が高い。出土層位は， !Xb層か

-25-



第8表第 I文化層 第4ブロック器種石材組成表

石＼材重 楔形石器 二あ次る加剥工片の 微の細あ剥る離剥痕片 石核 剥片 砕片 合計 組（成比
％） 

安山岩
1 1 1.00 
1.10 1.10 0.16 

ガラス質黒色安山岩
1 3 52 21 77 77.00 

14.18 16.52 442.83 19.86 493.39 72.18 

ホルンフェルス
1 1 1.00 
0.77 0.77 0.11 

流紋岩
1 6 1 8 8.00 

15.67 72.13 0.27 88.07 12.88 

頁岩
2 2 4 4.00 
4.30 0.64 4.94 0.72 

珪質頁岩
1 1 2 4 4.00 
3.77 42.44 38.11 84.32 12.33 

嶺岡産珪質頁岩
1 1 1.00 
1.67 1.67 0.24 

チャート
1 1 1.00 
0.49 0.49 0.07 

凝灰岩
2 1 3 3.00 
8.66 0.29 8.95 1.31 

点数合計 2 3 1 1 66 27 100 100.00 
重量合計 29.85 16.52 3.77 42.44 568.80 22.32 683.70 100.00 

点数組成比（％） 2.00 3.00 1.00 1.00 66.00 27.00 100.00 
重量組成比（％） 4.37 2.42 0.55 6.21 83.19 3.26 100.00 

［上段：点数，下段：重量(g)]

らVI層にかけて出上し， IXa層に集中する。

出土遺物 総計100点出土した。器種組成の特徴は，製品の比率が極めて低く，楔形石器が 2点出土

しているのみである。石材組成は，ガラス質黒色安山岩の比率が圧倒的に高く，次に流紋岩が用いら

れている。

1・2は接合資料である。 1+ 2は摂理面で大きく分割された剥片を素材として， 1を剥離（ある

いは摂理面での分割剥離の際の同時割れの可能性もある）後に， 2を石核として用いている。 2は裏

面上半部に数回の剥離と表面下半部に比較的輻広の剥片を数回剥離している。

3~7は接合資料である。 1・2と同様に，拳大の母岩を大きく分割したものが， 3~7の状況で

ある。この分割剥片 3~7を素材として，上端部から， 3 + 4の剥片を剥離している。 3と4はこ

の剥離時の同時割れと思われる。その後， 5を上端部から剥離し，左側縁を折断し，上端部に比較的

細かい調整加工を施している。 6+ 7の形状で残ったものを器体中央部から折断して， 6と7に分割

している。

8は剥片である。左側縁と下端部は折断されている。

⑤ 第 5ブロック（第19・20図，第 9・33・34表）

出土状況 平面分布は，約 4mX3mの小範囲に密集して出土している。敲石が集中部の南東に分布

し，砕片・剥片が敲石の西側に分布する傾向がある。出土層位は， IXb層から V層にかけて出士し，

IXa層上部に集中する。

出土遺物 総計44点出土した。第 4ブロックと同様に，製品の占める割合が極めて低く，楔形石器が

1点出土するのみである。敲石が 1点出土し，石核 2点，剥片18点，砕片21点出土し，砕片の占める
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割合が高い。石器製作をこの場で行った可能性が高い。

1は二次加工のある剥片である。横長の剥片を素材として，下端部を折断し，左側縁に微細剥離痕

が連続的にみられる。 2・3は石核である。 2は摂理面で大きく分割された厚みのある剥片を素材と

して，打面転移を頻繁に繰り返して，角柱状の残核の形状を呈する。 3は小型の円礫を母岩として，

上端部から横長の幅広の剥片を剥離した後に，両側面に数枚の剥片を剥離している。 4は敲石である。

厚みのある長楕円形礫を用いて，下端部の突出部と左側縁と表裏の平坦面の中央部にそれぞれ顕著な

敲打痕がみられる。そのほかに，器面全体に線状の浅い窪みがみられ，おそらく，前述の敲打部とは，

異なる対象に対する敲打痕であると思われる。

第9表第 I文化層 第5ブロック器種石材組成表

石~材 種 楔形石器 敲石 二あ次る加剥工片の 石核 剥片 砕片 合計 組（成比
％） 

ガラス質黒色安山岩
1 1 16 20 38 86.36 
2.01 23.28 53.56 5.95 84.80 19.42 

ホルンフェルス
1 1 2.27 
0.33 0.33 0.08 

嶺岡産珪質頁岩
1 1 2.27 

28.45 28.45 6.52 

チャート
1 1 2 4.55 

305.50 12.29 317.79 72.77 

凝灰岩
2 2 4.55 
5.29 5.29 1.21 

点数合計 1 1 1 2 18 21 44 100.00 
重量合計 2.01 305.50 12.29 51.73 58.85 6.28 436.66 100.00 

点数組成比（％） 2.27 2.27 2.27 4.55 40.91 47.73 100.00 
重量組成比（％） 0.46 69.96 2.81 11.85 13.48 1.44 100.00 

［上段：点数，下段：重量(g)]

⑥ 第 6ブロック（第21~24図，第10・34表）

出土状況 平面分布は，約 6mX3mの小範囲に密集して出土している。ブロック内でのガラス質安

山岩製の 1~7の接合資料がブロック全体に広がって分布している。製品はナイフ形石器が 2点出土

しており，ブロックのほぽ中央部から出土している。出土層位は， IXa層からVI層にかけて出土し，

JXa層に集中する。

出土遺物 総計31点出土した。器種組成の特徴は，ナイフ形石器が 2点出土していることがあげられ

る。石材組成は，ガラス質黒色安山岩の占める割合が極めて高いことがあげられる。

1~7は接合資料である。大型の円礫を分割した剥片を素材として， 1から 7の順番に規格性のな

い剥片を剥離している。摂理面に沿って剥離が行われていることがうかがわれ，数枚の剥片は同時割

れによるものである可能性がある。

8・9はナイフ形石器である。 8は接合資料 1~7の接合資料と同一母岩のガラス質黒色安山岩を

用いている可能性がある。背面に自然面を大きく残し，素材の形状を大きく変えている。右側縁を大

きく折断し，左側縁は折断後に，非常に急角度の調整加工を入念に施している。第一次剥離面はほと

んど残っていない。 9は縦長の剥片を素材として，上端部に粗い調整加工を施し，右側縁は背腹両面

から急角度の調整加工を入念に施している。 8・9ともに，ー側縁に急角度の調整加工を施し，全体

形状が長方形の形状を呈するという点で共通する。 10・11は剥片である。
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第10表第 I文化層 第 6ブロック器種石材組成表

石＼材直 ナイフ形石器 二あ次る加剥工片の 剥 片 砕 片 合 計 組成比（％）

ガラス質黒色安山岩
1 19 2 22 70.96 
1.12 213.25 0.52 214.89 77.58 

トロトロ石（安山岩）
3 3 9.68 
18.06 18.06 6.52 

ホルンフェルス
2 2 6.45 
1.39 1.39 0.50 

嶺岡産珪質頁岩
2 2 6.45 
31.71 31.71 11.45 

チャート
1 1 3.23 
2.99 2.99 1.08 

凝灰岩
1 1 3.23 
7.95 7.95 2.87 

点数合計 2 1 24 4 31 100.00 
重量合計 4.11 7.95 263.02 1.91 276.99 100.00 

点数組成比（％） 6.45 3.23 77.42 12.90 100.00 
重量組成比（％） 1.48 2.87 94.96 0.69 100.00 

［上段：点数，下段：重量(g)]
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(3) 第2ユニット（第 6・25図，第 2・3表）

第25図は，第 2ユニットと第 3ユニットの遺物分布と接合関係の図面である。調究区中央部に位置し，

第3ユニットと隣接し，ユニット間の接合もみられる。第 2ユニットと第 3ユニットとの区域分けについ

ては，明確に区域分けできるものではない。第12ブロックと第17ブロックとのブロック間・ユニット間接

合がみられることから，第 3ユニットの西側に隣接する第 8ブロックと第12ブロックは，第 3ユニットに

帰属させて捉えたほうが良い可能性もある。前述のとおり，第 2ユニットの平面分布の状況は，環状ブ

ロックを星していると捉えることも可能であるが，プロック間の接合関係がみられず，ブロック内で接合

が収束し，ユニットの中間部に空白部が明瞭でない点から，第 2ユニットに関しても環状ブロックとして

捉えることができないと判断した。

第 2ユニットは総計456点出土した。第 I文化層中で最も出土点数が多く，質量ともに最も充実してい

る。第 7~第14ブロックが相当する。器種組成は，製品においては，ナイフ形石器 4点，楔形石器 4点，

削器l点で他のユニットとほぽ同様の組成を示す（第 2表）。石材組成は，ガラス質黒色安山岩143点，流

紋岩102点で，これらの石材が主要な石材であることは，他のユニット伺様の傾向であるが，黒曜石が16

点出土しており，他のユニット比較して多いことが特徴としてあげられる。

① 第 7ブロック（第25~31図，第11・34・35表）

出土状況 平面分布は，約 9mX6mの範囲にやや密集して出土している。ナイフ形石器が 2点出土

しているが，ブロックの外周部に分布する。接合資料や砕片は，ブロックの中央部に分布する。出士

層位は， IXb層から V層にかけて出士し， IXa層からVII層に集中する。

第11表第 I文化層 第7ブロック器種石材組成表

石 ＼材

ナイフ
楔形石器

二次加工の 微細剥剥離痕 剥片 砕 片 礫・礫片 合 計 組（成比
形石器 ある剥片 のある片 ％） 

黒曜石
1 1 1 1 4 5.06 
1.47 0.27 0.71 0.27 2.72 0.45 

安山岩
I 1 1.27 
2.39 2.39 0.39 

ガラス質黒色安山岩
3 1 27 14 45 56.95 

75.64 3.27 310.09 8.11 397.11 65.50 

トロトロ石（安山岩）
1 1 1.27 
3.77 3.77 0.62 

ホルンフェルス
1 1 1.27 
0.64 0.64 0.11 

流紋岩
3 2 5 1 11 13.92 

32.78 7.64 0.85 0.56 41.83 6.90 

頁岩
3 3 3.80 
3.62 3.62 0.60 

珪質頁岩
1 3 4 1 ， 11.39 
0.96 28.86 41.11 1.03 71.96 11.87 

嶺岡産珪質頁岩
1 1 1 3 3.80 
2.15 48.14 18.48 68.77 11.34 

玉髄（メノウ含む）
1 1 1.27 

13.45 13.45 2.22 

点数合計 2 1 12 ， 32 22 1 79 100.00 
重量合計 3.11 1.47 199.14 66.48 324.60 10.90 0.56 606.26 100.00 

点数組成比（％） 2.53 1.27 15.19 11.39 40.51 27.85 1.27 100.00 
重量組成比（％） 0.51 0.24 32.85 10.97 53.54 1.80 0.09 100.00 

［上段：点数，下段：重量(g)J 
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出土遺物 総計79点出土した。 1・2はナイフ形石器である。 1は同一方向から剥離された縦長剥片

（石刃と捉えてよい形状のもの）を素材として，打面を基部に設定して，主要剥離面方向を主軸に設

定して，素材の形状をそれほど変えずに調整加工が行われている。右側縁と左側縁下半部に急角度の

調整加工が施され，特に基部が入念に調整加工が施され，やや尖った形状をしている。 2は横長幅広

の剥片を素材として，素材を横位に用いて，右側縁の打面部側と左側縁下半部に急角度の調整加工を

施している。 1・2ともに，右側縁と左側縁下半部に急角度の調整加工を施すという共通した特徴を

持つ。

3は楔形石器である。左右からの両極剥離はやや粗い加工で，上下からの両極剥離は細かい調整加

工を施している。 4・5は二次加工のある剥片である。 4・5ともに同一方向から連続的に剥離され

た縦長剥片を素材としている。 4は右側縁に連続的に施され，上半部は腹面から，下半部は背面から

調整加工が施されている。 5は両側面の中間部に連続的な調整加工が施されている。特に，背面から

調整加工が施されていることが特徴としてあげられる。 6~9は微細剥離痕のある剥片である。 4~

11は，同一方向から連続的に剥離された縦長剥片である。

12~15は背面構成が多方向から剥離された剥片を素材とした二次加工のある剥片，微細剥離痕のあ

る剥片である。 16・17は二次加工のある剥片である。 16は幅広の剥片を素材として，末端部と左側縁

下部に面的な細かい調整加工が連続的に施されている。 17は縦長剥片を素材として，上下両端部を折

断し，右側縁と上端部にやや粗い調整加工が施されている。

18~27は不定形で，背面構成も多方向から剥離された剥片を素材とした剥片・微細剥離痕のある剥

片・ニ次加工のある剥片である。 24は左側縁下半部に急角度の調整加工が施され，右側縁は数回の折

断により成形加工が施されている。

28~32は接合資料である。大きな円礫の自然面を剥離した資料である。剥離された剥片の背面には，自

然面が大きく残っている。剥離の順序は， 28から32の順番に剥離されたことが観察されるが， 31と32

との剥離の順序は不明である。 31のみ下端部からの打撃により剥離されている。いずれの剥片も，打

瘤の盛りあがりがみられ，ハードハンマーによって剥離されたものと思われる。

② 第8ブロック（第32・33図，第12・35・36表）

出土状況 平面分布は，約 9mX6mの長楕円形の範囲にやや散漫に分布する。ナイフ形石器は，第

7プロックと同様にブロックの外側に分布する。礫は南東部にまとまって出土している。出土層位は，

IXb層からVI層にかけて出土し， IXa層上部からVII層下部に集中する。

出土遺物 総計60点出土した。器種組成は，製品ではナイフ形石器 l点のみの出土であることと，石

核が含まれないことが特徴である。石材組成は，流紋岩が18点で比率が高く，頁岩・チャート・黒曜

石の順に用いられている。黒曜石は， 8点のみの出土ではあるが，唯一の製品が黒曜石製のナイフ形

石器であることと，本文化層のうちで最も出土点数が多いことが特徴といえる。

1はナイフ形石器である。黒曜石製である。幅広の剥片を素材として，左側縁の打面部側を大きく

成形後に急角度の調整を施し，右側縁上半部に急角度のやや粗い調整加工を施し，下端部右側裏面に

は粗い調整加工を施している。第一次剥離の素材面は右側縁下端部にわずかに残っているが，ほぼ全

周に調整加工を施している。 2は微細剥離痕のある剥片である。同一方向に連続的に剥離を行って生

産された縦長剥片を素材として，末端部に微細剥離痕がみられる。
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第12表第 I文化層 第8ブロック器種石材組成表

石 ＼材

ナイフ 二あ次る加剥工片の 微細剥離剥痕片 剥片 砕片 礫．礫片 合計 組（成比
形石器 のある ％） 

黒曜石
1 2 3 2 8 13.33 
3.32 1.00 3.38 0.37 8.07 0.66 

ガラス質黒色安山岩
2 1 3 5.00 

38.96 1.33 40.29 3.31 

トロトロ石（安山岩）
1 1 1.67 
5.28 5.28 0.43 

流紋岩
2 4 10 2 18 30.00 
0.72 10.53 5.41 290.47 307.13 25.23 

頁岩
1 7 1 ， 15.00 
1.89 41.96 1.78 45.63 3.75 

珪質頁岩
1 2 2 5 8.33 
1.75 2.00 4.27 8.02 0.66 

嶺岡産珪質頁岩
1 1 2 3.33 
2.87 11.17 14.04 1.15 

チャート
2 1 6 ， 15.00 
58.62 0.71 701.55 760.88 62.50 

玉髄（メノウ含む）
2 2 4 6.67 
15.73 4.28 20.01 1.64 

砂岩
1 1 1.67 
8.14 8.14 0.67 

点数合計 1 4 14 18 14 ， 60 100.00 
重鼠合計 3.32 4.64 63.28 138.27 7.82 1,000.16 1,217.49 100.00 

点数組成比（％） 1.67 6.67 23.33 30.00 23.33 15.00 100.00 
重量組成比（％） 0.27 0.38 5.20 11.36 0.64 82.15 100.00 

［上段：点数，下段：璽量(g)]

3~6は剥片である。いずれも同一方向からの連続的な剥離によって生産された剥片で， 4~6は

末端部あるいは中間部から折断されている。 7は二次加工のある剥片である。右側縁に連続的に細か

い調整加工が施されている。

8 ~10は微細剥離痕のある剥片である。 8は頭部調整・打面調整が行われ，同一方向に連続的に剥

離された縦長剥片を素材として，末端部を折断し，両側縁に微細剥離痕が連続的にみられる。器種的

には，調整加工とみなして，削器と識別することも可能である。 9は多方向から剥離された幅広の剥

片を素材として，右側縁下部に微細剥離痕がみられる。 10は右側縁に微細剥離痕が連続的にみられる。

③ 第 9ブロック（第34~42図，第13・36・37表）

出土状況 平面分布は，約 7mX7mの円形の範囲にやや密集する。接合資料が，北東側に20~22の

資料，南西側に接合資料12~17と接合資料23~28が分布し，ブロックの外周部に接合資料が分布する

傾向がみられる。出士層位は， IXb層からVI層にかけて出土し， IXa層に集中する。

出土遺物 総計77点出土した。器種組成は，製品がみられず，楔形石器が 2点出土しているのみであ

る。石材組成は，比較的多様な石材が量的にも多寡なく出土している。そのなかで，チャート・ガラ

ス質黒色安山岩・流紋岩が比較的多く用いられている。

1・2は二次加工のある剥片である。 1は大型の横長剥片を素材として，打面部を大きく除去して，比

較的粗い加工を階段状に施している。 2は末端部が右方向にねじれている。左側縁に粗い調整加工が

施されている。 3は楔形石器である。上下から数回の両極剥離が行われている。 4・5は微細剥離痕

のある剥片である。末端部に微細剥離痕が連続的にみられる。
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6 ~11は剥片である。背面に自然面を持つものも多く，多方向からの剥離面で構成されており，不

定形の形状の剥片である。

12~17は接合資料である。嶺岡産珪質頁岩である。比較的粗悪な材質で，摂理面に沿って大きく剥

離された厚みのある剥片を素材としている。 12から17の順番に基本的に剥離されているが，同時割れ

の所産のものもある。まず， 12は末端部を折断に近いかたちで剥離している。次に，上端部から13+

14を剥離している。その際に， 13と14は同時割れにより，中間部から割れたものと思われる。最後に，

続けて上端部から15+16+17を剥離している。おそら<, 15と16と17も同時割れによるものと思われ

る。

18と19は接合資料である。自然面を打面に設定し，幅広の剥片を剥離している。 18は右側縁に微

細剥離痕が連続的にみられる。 19は下端部が折断されている。

20~22は接合資料である。最終的には，上面を打面に設定し，ほぽ全周に打点をめぐらせて21をは

じめとした縦長剥片を剥離している。これらの上端部からの連続的な剥離の前に，側面から20を含む

数回の剥離が行われている。ただし， 22の残核の形状が円錐状に近い形を呈しており，側面からの剥

離で生産された剥片の形状は，幅広のものも含まれ，形状的には不定形なもので構成されていること

から， 20などの側面からの剥離は，石核の側面調整と捉えるほうが妥当と考えられる。つまり， 21の

ような企画的な縦長剥片（石刃と呼んでいいもの）を量産した資料と考えられ，側縁調整や下端部か

第13表第 I文化層 第9ブロック器種石材組成表

石 ＼材
楔形石器 二あ次る加剥工片の 微細剥離剥痕

のある片 石核 剥片 砕片 礫・礫片 合計 組（成比
％） 

黒曜石
1 1 2 2.60 
1.28 0.66 1.94 0.22 

安山岩
1 3 4 5.19 

53.30 64.21 117.51 13.53 

ガラス質黒色安山岩
1 2 1 6 4 14 18.18 

5.27 33.67 12.65 63.66 1.27 116.52 13.41 

トロトロ石（安山岩）
3 3 3.90 
12.20 12.20 1.40 

ホルンフェルス
2 2 2.60 
2.10 2.10 0.24 

流紋岩
2 1 7 1 11 14.29 
19.51 194.24 10.61 0.16 224.52 25.87 

頁岩
1 1 1 3 3.90 
2.43 2.18 5.21 9.82 1.13 

嶺岡産珪質頁岩
4 2 7 13 16.88 
66.78 118.76 39.00 224.54 25.85 

チャート
4 11 3 3 21 27.26 

40.29 70.64 4.01 23.99 138.93 15.99 

凝灰岩
1 1 1 3 3.90 
6.18 4.33 0.91 11.42 1.31 

緑色凝灰岩
1 1 1.30 
9.15 9.15 1.05 

点数合計 2 ， ， 3 40 11 3 77 100.00 

重量合計 11.45 157.46 78.96 313.00 275.59 8.20 23.99 868.65 100.00 

点数組成比（％） 2.60 11.69 11.69 3.90 51.95 14.29 3.90 100.00 
重量組成比（％） 1.32 18.13 9.09 36.03 31.73 0.94 2.76 100.00 

［上段：点数，下段：重量(g)J 
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らの調整で石核を調整し，単設打面の石刃技法による所産の資料といえよう。

23~28はやや粗悪な石材の嶺岡産珪質頁岩を用いた接合資料である。大きな円礫を摂理面に沿って

分割した剥片を素材として，基本的に23から28の順番に剥離している。背面に大きく自然面を残すが，打

面はすべて剥離面を打面に設定して剥片を剥離している。まず，上端部打面に設定し，左側から23

を剥離，次に中央部から24を剥離し，右側から25を剥離している。 26は右上端部から剥離， 27は中央

上端部から剥離， 28は左下端部から剥離している。摂理面に沿って剥離されたものも多く，不定形

な剥片が生産されている。剥離された剥片のうち，加工のあるものは， 23・24・26・28であるが，粗

い調整加工が階段状に施されている。

④ 第10ブロック（第43~47図，第14・37表）

出土状況 平面分布は，約 7mX7mの円形の範囲から，やや散漫に分布している。分布の集中地

点は北東部にやや集中する。出土層位は， IXc上部からVI層にかけて出土し， IXa層に集中する。

出土遺物 総計50点出土した。器種組成は，製品がないことが特徴である。微細剥離痕のある剥片

の比率が高いことも特徴である。石材組成は，出土点数が少ない割には，多様な石材が用いられてお

り，石材による偏りはあまりみられないが，流紋岩の割合が比較的高い。

第14表第 I文化層 第10ブロック器種石材組成表

~ 石材
二あ次る加剥工片の 微の細あ剥る剥離痕片 剥 片 砕 片 礫．礫片 ムロ 計 組（成比

％） 

黒曜石
1 1 2.00 
0.88 0.88 0.18 

安山岩
1 1 2 4.00 

24.24 0.22 24.46 4.89 

ガラス質黒色安山岩
1 4 2 7 14.00 
9.05 18.61 0.86 28.52 5.71 

トロトロ石（安山岩）
1 1 2.00 
3.08 3.08 0.62 

ホルンフェルス
1 3 4 8.00 
5.20 1.25 6.45 1.29 

流紋岩
2 5 7 4 18 36.00 
74.78 53.66 118.68 3.31 250.43 50.12 

頁岩
1 3 1 5 10.00 
2.49 26.10 7.90 36.49 7.30 

珪質頁岩
2 1 2 5 10.00 

117.29 1.11 1.80 120.20 24.05 

嶺岡産珪質頁岩
1 1 2.00 
6.31 6.31 1.26 

チャート
1 1 2.00 
1.62 1.62 0.32 

玉髄（メノウ含む）
1 1 2.00 
4.87 4.87 0.97 

砂岩
1 1 2.00 
7.96 7.96 1.59 

凝灰岩
1 2 3 6.00 
5.56 2.92 8.48 1.70 

点数合計 4 13 17 15 1 50 100.00 

重量合計 86.32 209.11 184.38 11.98 7.96 499.75 100.00 

点数組成比（％） 8.00 26.00 34.00 30.00 2.00 100.00 

重量組成比（％） 17.27 41.84 36.89 2.40 1.59 100.00 

［上段：点数，下段：重量(g)J 
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15 E3-02-l 
流紋岩

゜
14/5) 5cm 

第47図 第 I文化層 第10ブロック出土石器 (4)

1から 6は同一方向から連続的に剥離された縦長剥片を素材とした石器である。石刃技法による所

産によるものと思われる。 1・2は二次加工のある剥片である。 1は右側縁の端部に細かい調整加工

が連続的に施されている。左側縁には，微細剥離痕が連続的にみられる。器種的には，ナイフ形石器

と識別することも可能であるが，右側縁の加工は，微細剥離痕に近いほどの細かい加工であることか

ら，ナイフ形石器としては識別しなかった。 2は右側縁に調整加工が施されている。 3~5は微細剥

離痕のある剥片である。断面の鋭角になった箇所に微細剥離痕が連続的にみられる。 6は剥片である。

7~9は微細剥離痕のある剥片である。いずれも不定形な剥片を素材としている。 10は横長幅広

の剥片を素材として，上端部と下端部が折断されている。

11と12は接合資料である。良質のチョコレート色の珪質頁岩を用いている。背面に自然面を残して

おり，自然面の形状から，母岩は比較的大きな犀岩であったことが推察される。背面は多方向から

の剥離面で構成され，打面を順次転移しながら，台形状・三角形状の剥片を剥離したことが観察され

る。 11は上端部からの剥離によって，三角形状の剥片を剥離して，右側縁と下端部に顕著な微細剥離

痕がみられる。 12は， 11の剥離によって尖った箇所を先端部に用いて，左側縁を折断後に微細な剥離

が施され，先端部がさらに尖った形状となっている。右側縁と基部は，ほとんどの剥離面が，第一

次剥離面のもので構成されているが，右側縁下半部と下端部左部に微細な加工がみられる。器種分類

は，微細剥離痕のある剥片としたが，素材の形状を巧みに利用して，微細な調整加Iで形状を整えた

石器と捉えることが可能で，削器，あるいは，掻器と識別することも可能である。

13と14はやや粒子の粗い石質をした流紋岩を用いた接合資料である。おそらく分割面と思われる大

きな剥離面を打面に設定し，同一方向に連続的に剥離を行って， 13と14を剥離している。 15は横長幅

広剥片を素材として，末端部にやや粗い調整加工を施した二次加工のある剥片である。
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⑤ 第11ブロック（第48~50図，第15・37表）

出土状況 平面分布は，約 6mX5mの範囲に散漫に分布している。出土層位は，第48図のセクショ

ン断面図に投影した垂直分布図では， IXb層から VII層にかけて出土しているが，第37表の属性表で記

載したように，発掘時の遺物の取り上げ時の出士層位の所見では， IXa層と＂層から出土したと記載

されており，大半がIXa層出土から出土しており， IXa層に集中すると考えられる。

出土遺物 総計19点出士した。器種組成は，製品が含まれていないが，石刃と呼べる規格性の高い縦

長剥片が多く，微細剥離痕のある剥片の割合が高いことが特徴としてあげられる。

石材組成は，頁岩 7点，珪質頁岩 8点でこれらの比較的良質な石材を用いていることが特徴である。

良質な石材は，石刃技法によるものと捉えてよいものと思われる。良質な石材と石刃技法との緊密な

関係がみられるブロックといえよう。

本ブロックは，良質な石材を用いていることと， 1 ~10のような，同一方向から連続的に剥離を

行って，縦長剥片（石刃と識別可能）を多く生産していることが特徴としてあげられる。

lは二次加工のある剥片である。縦長剥片を素材として，打面部を除去し，左側縁下半部に面的な

調整加工を施し，右側縁には微細剥帷痕が連続的にみられる。素材の末端部は大きく折断されている。

2~4・6・8は微細剥離痕のある剥片である。微細剥離痕の部位は， 2が右側縁， 3が左側縁， 4 

が左側縁下半部， 6が左側縁と右側縁下半部， 8が左側縁下半部にみられる。 5・7は剥片である。

9と10は接合資料である。良質のチョコレート色の珪質頁岩を用いており，背面構成は同一方向か

ら連続的に剥離を行っていることがうかがえるが，少しずつ打点を移動していることが観察される。

9・10ともに幅広の打面を星する。 9は打面調整が顕著で末端部の形状が尖る。左側縁に微細剥離痕

が連続的にみられる。 10は中間部に最大幅のあるやや輻広の剥片を素材として，左側縁に微細剥離痕

がみられ，末端部は折断されている。

本ブロックの特徴は，良質の石材を用いて，石刃が比較的多く出土していることである。ただし，

明確な調整加工はみられないものの，ほとんどの石刃や縦長剥片には微細剥離痕がみられる。

第15表第 I文化層 第11ブロック器種石材組成表

＼石材重
二次加工の 微細剥離痕の

剥 片 砕 片 合 計 組成比（％）ある剥片 ある剥片

ガラス質黒色安山岩
1 1 2 10.53 
5.96 0.51 6.47 5.50 

流紋岩
1 1 2 10.53 
5.98 0.40 6.38 5.43 

頁岩
1 3 3 7 36.84 
9.07 24.15 12.92 46.14 39.25 

珪質頁岩
5 3 8 42.10 

42.04 16.52 58.56 49.82 

点数合計 1 8 8 2 19 100.00 
璽量合計 9.07 66.19 41.38 0.91 117.55 100.00 

点数組成比（％） 5.26 42.11 0.00 42.11 10.53 100.00 
重量組成比（％） 7.72 56.31 0.00 35.20 0.77 100.00 

［上段：点数，下段：重量(g)J 
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⑥ 第12ブロック（第51~53図，第16・37・38表）

出土状況 平面分布は，約 6mX5mの範囲に散漫に分布している。ナイフ形石器は．ブロックの北

側に分布している。本ブロックの分布の最大の特徴は，接合関係において， 1~3の接合資料におい

て，第17ブロックと接合する関係がみられたことである。第12プロックと第17ブロックは約25m離れ

ており，ブロックのまとまりを四つのユニットに類別したが，第 2ユニットに属する第12ブロックと

第3ユニットに属する第17ブロックが接合したことは，第 2ユニットと第 3ユニットとの緊密な関係

が想定できる貴重な資料である。

出土遺物 1~3は第12ブロックと第17ブロックのブロック間の接合を示す貴重な接合資料である。

良質の流紋岩が用いられており，背面を観察すると下端部からの剥離面がみられ，両設打面から剥離

された石刃の接合資料と考えられる。剥離は， 1と2+ 3の二つの石刃が接合した資料である。 1が

第17ブロックから出土し，二次加工のある剥片である。左側縁上半部に急角度の調整加工が施され．

石刃末端部の両側縁に，微細剥離痕が顕著にみられる。使用頻度が高かったことが想定される。 2+ 

3は石刃を素材として，両側縁の大部分に連続的な微細剥離痕がみられる。おそら<, 2 + 3の状態

で石刃として機能していた時の機能時の使用の痕跡と想定される。 2+ 3の接合資料は，その後，中

間部から切断され， 2は折断後に．背面から右側縁を大きく折断後に急角度の調整加工が施されてい

る， 3は末端にも折断面がみられ，上端部と下端部の折断面の小口部分には．顕著な微細剥離痕がみ

られる。 1~3の接合資料は，顕著な微細剥離痕がみられ，折断等を行って，顕著に使用した痕跡が

想定される。また， 25m離れたプロック間で資料が接合していることから， 1~3の資料は，第12プ

ロックと第17プロックにおいて，これ以外に同一母岩と思われる資料がないことから，製品として，

第12ブロックと第17ブロックに持ち込まれて，かなり使用頻度の高かった資料であったと想定される。

4は石刃を素材としたナイフ形石器である。打面部を左上部に設定し，右側縁と基部に急角度の調

整加工が施されており，特に，打面部側の右側縁上部は入念に急角度の調整加工が施され，先端部が

かなり尖った形状を呈している。 5は石刃である。背面の上端部に同一方向から連続的な剥離がみら

れ，頭部調整が顕著な石刃生産技術が推察される。 6は打面調整と頭部調整の顕著な剥片を素材とし

第16表第 I文化層 第12ブロック器種石材組成表

＼ 石材

ナイフ
二あ次る加剥工片の 微の細あ剥る離剥痕片 石 核 剥片 砕 片 礫・礫片 合計 組（成比

形石器 ％） 

ガラス質黒色安山岩
6 6 20.69 
15.12 15.12 0.66 

流紋岩
1 3 1 3 4 2 14 48.27 
4.69 9.38 11.32 15.42 2.00 2,219.44 2,262.25 98.33 

頁岩
1 1 3.45 
3.82 3.82 0.17 

珪質頁岩
1 1 2 6.90 
1.52 2.44 3.96 0.17 

玉髄（メノウ含む）
1 3 2 6 20.69 
4.55 10.00 0.95 15.50 0.67 

点数合計 1 3 4 1 12 6 2 29 100.00 
重量合計 1.52 11.68 13.20 11.32 40.54 2.95 2,219.44 2,300.65 100.00 

点数組成比（％） 3.45 10.34 13.79 3.45 41.38 20.69 6.90 100.00 
重量組成比（％） 0.07 0.51 0.57 0.49 1.76 0.13 96.47 100.00 

［上段：点数，下段：重量(g)J 
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て，右側縁に微細剥離痕がみられる。 7は，幅広の剥片を素材として，左側縁と下端部は折断されて

いる。 8・9は細長の小型の石刃を素材として，両側縁に微細剥離痕が顕著にみられる。

10は剥片の末端部に連続的な調整加工が施され，左側縁に微細剥離痕が連続的にみられる。 11は石

核である。厚みのある剥片を素材として，表面には主に上端部を打面に設定し，右から左に打点を順

次ずらして，縦長の剥片を生産している。裏面は，主に左下端部から連続的に剥離が行われている。

良質な流紋岩を用いており，おそらく，剥片の状態で機能していたものを再生して，小型の剥片（石

刃）を生産した石核と考えられる。

本ブロックの石器群は，石刃技法を基盤とした石器群として位置づけることができる。また，再度，

本石器群の特徴をまとめると，①石刃を再生して利用する様子が接合資料 1~3にみられる。②4の

石刃を素材とした柳葉形の細長のナイフ形石器が出士している。③8・9の小型の石刃が出土してい

る。④厚みのある石刃状の剥片を究極まで利用して剥片を生産している。以上の四つの特徴があげら

れる。
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⑦ 第13ブロック（第54~58図，第17・38・39表）

出土状況 平面分布は，約 8mX8mの範囲に部分的に集中部分をもって分布する。集中部分は，北

西部と北東部と南部の三箇所にみられ，本ブロックをさらに戸つのブロックに細分することも可能で

ある。出土層位は，三箇所の集中部ともにIXb層から V層にかけて出士し， IXa層からVII層に集中する。

出土遺物 総計94点出上した。器種組成は，製品の出士点数が少なく，楔形石器が 1点，削器が 1点

出tしているにすぎない。剥片・砕片の割合が約 9割を占め，石器製作に関連するブロックであると

推察される。石材組成は，比較的粗悪な石材であるガラス質黒色安山岩の占める割合が極めて高いこ

とが特徴である。

1は楔形石器である。背面に自然面を残している。自然面の形状から，母岩は小型の円礫であること

が推察される。素材はおそらく両極剥離によって剥離された剥片を素材としているものと思われる。

上下両端から数回の両極剥離が行われている。下総台地の礫層によくみられる，小型の円礫を素材と

して，両極剥離を行って，楔形石器と小型の細長の石器を剥離する，いわゆる「遠山技法」によるも

のである可能性がある。

2は削器である。背面下部に自然面を残し，素材はおそらく両極剥離によって剥離された剥片を用

いているものと思われる。右側縁下部は，器体の奥まで入る調整加工が施されている。左側縁上部に

は，背腹両面に急角度の調整加工が施されている。背面上端から 2回の剥離が施されている。

3~8は縦長剥片である。背面構成は多様である。同一方向で構成されるものはみられず， 3は反

対方向からの剥離で構成され， 5~8は横方向，多方向の剥離面で構成されるものと自然面で構成さ

れている。

9 ~14は横長幅広剥片である。背面構成は，縦長剥片同様に同一方向で構成されるものはなく，多

方向の剥離面で構成されるものや自然面を大きく残すものが多い。

15・16は石核である。 3~14の縦長剥片・横長幅広剥片でみられた背面構成と同様に，打面転移を

頻繁に繰り返しており，自然面を残している。残核の形状は，サイコロ状を呈する。 15は左側縁下部

の剥離面を打面に設定し，裏面左側縁から数回の剥離を行い，縁辺に微細な調整加工を連続的に施し

ている。その後，打面を表面上端部の剥離面に転移して，裏面→左側面→表面に剥離を行って，不定

形な剥片を生産している。 16も基本的に15と同様の剥離を行っている。打面を頻繁に転移して，幅広

の剥片を剥離しており，残核の形状は，直方体の角柱状を呈する。

17~19はやや粗悪なガラス質安山岩を用いている。素材は横長幅広の分割剥片を用いているものと

思われる。背面下部に大きく自然面を残している。上端部に打面を設定し，腹面から 2・3回の剥離

を行った後に， 180度打面を転移して，背面から剥離を数回行っている。その際に， 17の横長剥片

が剥離されている。続けて腹面左側から剥離した際に， 18と19が分割されている。 19を石核，あるい

は，削器として識別することも可能である。

本ブロックの石器製作の特徴は， 1の楔形石器でみられるように，いわゆる「遠山技法」によるも

のである可能性のあるものもみられる。また，剥片剥離技術においては，比較的粗悪な素材であるガ

ラス質黒色安山岩や珪質頁岩を多く用いて， 15・16でみられるように，分割礫を素材として，分割面

を打面に設定して，打面転移の頻繁な石核から剥離された不定形な剥片が多く，多方向からの剥離面

で構成され，横長幅広の剥片が多く生産されていることがあげられる。
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第17表第I文化層 第13ブロック器種石材組成表

~ 石材
楔形石器 削器 二あ次る加親工l片の 微の細あ刺る離剥痕片 石核 剥片 砕 片 合計 組（成比

％） 

安山岩
1 1 1.06 
0.78 0.78 0.12 

ガラス質黒色安山岩
1 2 1 33 26 63 67.01 
15.68 6.47 50.47 432.65 15.92 521.19 77.13 

ホルンフェルス
2 2 4 4.26 
13.39 1.87 15.26 2.26 

流紋岩
1 1 5 7 7.45 
7.28 0.79 32.01 40.08 5.93 

頁岩
1 1 2 2.13 
0.72 17.68 18.40 2.72 

珪質頁岩
1 1 2 4 4.26 

23.74 5.76 1.28 30.78 4.56 

チャート
1 1 2 2.13 
1.54 0.70 2.24 0.33 

玉髄（メノウ含む）
2 2 4 4.26 
13.25 1.69 14.94 2.21 

砂岩
1 1 1.06 
11.80 11.80 1.75 

凝灰岩
1 3 2 6 6.38 
5.97 12.78 1.44 20.19 2.99 

点数合計 1 1 2 4 2 48 36 94 100.00 
重量合計 7.28 15.68 2.26 13.23 74.21 539.32 23.68 675.66 100.00 

点数組成比（％） 1.06 1.06 2.13 4.26 2.13 51.06 38.30 100.00 
重量組成比（％） 1.08 2.32 0.33 1.96 10.98 79.82 3.50 100.00 

［上段：点数，下段：重量(g)J 

⑧ 第14ブロック（第59~61図，第18・39表）

出土状況 平面分布は，約 8mX6mの範囲にやや密集して分布している。南側に密集する箇所があ

り，砕片が多く伴う。北側は散漫に分布する。出土層位は， IXc層から珊層にかけて出土し， IXb層か

らIXa層に集中する。

出土遺物 総計48点出土した。器種組成は，製品はみられないものの，比較的良質な石材が用いられ，

石刃が出土している点が大きな特徴である。石刃のほとんどのものは，側縁に微細剥離痕がみられる。

石材組成は，比較的良質な流紋岩が21点，玉髄（メノウ含む）が12点出土しており，これらの良質な

石材で約 7割を占める。

1は二次加工のある剥片である。やや厚みのある剥片を素材として，左側縁と下端部を折断により

成形して，三角形状の剥片を作出している。調整加工は，腹面下端部と腹面左上半部と表面右上半部

に施されており，三角形の先端部がさらに尖った形状に整えられている。

2は平坦剥離面を打面として，頭部調整の顕著な石刃を素材とした微細剥離痕のある剥片である。

背面構成には，下端部からの剥離面もみられることから，両設打面の石核から剥離されたものと想定

される。微細剥離痕は，右側縁の中間部と末端部と右側縁中間部にみられる。

3は横長の厚みのある剥片を素材とした二次加工のある剥片である。素材の打面部と末端部は折断

によって，素材の形状を変えて成形されている。折断成形後に，表面下端部に階段状の調整加工が施

され，表面上部に細かい調整加工が施されている。盤状の剥片を素材とした石核の可能性もある。
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第18表第 I文化層 第14プロック器種石材組成表

石三材種 二あ次る加剥工片の 微細あ剥る離剥痕片の 剥 片 砕 片 ムロ 計 組成比（％）

黒曜石
1 1 2.08 
1.19 1.19 0.92 

ガラス質黒色安山岩
2 1 3 6.25 
4.22 0.75 4.97 3.84 

トロトロ石（安山岩）
1 1 2.08 
0.24 0.24 0.19 

流紋岩
1 2 13 5 21 43.76 
17.25 2.08 22.96 1.81 44.10 34.07 

頁岩
1 4 5 10.42 
1.81 18.98 20.79 16.06 

珪質頁岩
1 2 1 4 8.33 

20.21 7.98 2.13 30.32 23.42 

玉髄（メノウ含む）
2 6 4 12 25.00 
10.78 13.10 1.30 25.18 19.45 

凝灰岩
1 1 2.08 
2.66 2.66 2.05 

点数合計 2 8 27 11 48 100.00 
重量合計 37.46 25.31 62.58 4.10 129.45 100.00 

点数組成比（％） 4.17 16.67 56.25 22.92 100.00 
重量組成比（％） 28.94 19.55 48.34 3.17 100.00 

［上段：点数，下段：重量(g)J 

4は2と類似した下端部からの剥離面がみられる石刃を素材とした微細剥離痕である。先端部に顕

著な微細剥離痕がみられる。 5は小型の細長の石刃を素材とした微細剥離痕のある剥片である。両側

縁に微細剥離痕がみられ，末端部は折断されている。

6 ~10は小型の石刃である。いずれも打面幅が狭く，最大幅が末端部側にあるという特徴がみられ
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る。 9・10は末端部が折断されている。

11・12は背面に多方向からの剥離面がみられる縦長剥片である。 13・14は横長剥片である。

本プロックの特徴は，製品はみられないものの， 2・4~10のような規格化された石刃が多くみら

れることである。これらの石刃は，良質の石材が用いられている。

(4)第3ユニット（第 6・25図，第 2・3表）

第25図は，第 2ユニットと第 3ユニットの遺物分布と接合関係の図面である。調査区中央部に位置し，

第2ユニットと隣接し，ユニット間の接合もみられる。第 2ユニットと第 3ユニットとの区域分けについ

ては，明確に区域分けできるものではない。第12プロックと第17ブロックとのブロック間・ユニット間接

合がみられることから，第 3ユニットの西側に隣接する第 8プロックと第12プロックは，第 3ユニットに

帰属させて捉えたほうが良い可能性もある。

第15~第21ブロックが相当するが，前述のとおり，第 8ブロックと第12ブロックも含めて第 3ユニット

に区分けすることも可能である。しかしながら，第 2ユニットでみられたように，第12プロックと第17プ

ロック間の接合以外には，ブロック間の接合がみられない。また，ユニット内の中心部に空白部分がみら

れないことから，第 3ユニットについても環状ブロックとして捉えられないと判断した。

環状ブロックが形成される時期は， IXc層に多くみられ，本文化層はIXa層に石器の集中がみられ，環状

ブロックよりも，後続する石器文化の様相を示していると思われ，中間部に空白部がみられる環状ブロッ

クが変形して，ブロック形成された石器文化の段階と理解できるのではないかと思われる。

第3ユニットは総計153点出土した。第 I文化層の中では，三番目の出土量である。第15~第21プロッ

クが相当する。器種組成は，第 2表のとおりであるが，製品では，ナイフ形石器 5点，彫器 1点，楔形石

器 1点で，製品以外の石器の器種組成においても，第 2ユニットと共通する点が多い。また，第 2ユニッ

トと接合関係にあることから，第 2ユニットと第 3ユニットとは緊密な関係が想定される。それに対して，

第1ユニットや第 4ユニットとの器種組成の特徴は若干異なる点がみられる。

石材組成は，第 3表のとおりであるが，流紋岩の比率が高く (64点），嶺岡産珪質頁岩，珪質頁岩，頁

岩の頁岩系の石材がこれに次ぐ。他のユニットにおいては，ガラス質黒色安山岩や安山岩やトロトロ石

（安山岩）などの安山岩系の石材が多用されているのに比べて，第 3ユニットにおいては，安山岩製の石

材はあまり用いられていないことも特徴としてあげられる。

前述のとおり，第 3ユニットの平面分布の状況は，環状ブロックを呈していると捉えることも可能であ

るが，ブロック間の接合関係がみられず，ブロック内で接合が収束し，ユニットの中間部に空白部が明瞭

でない点から，第 3ユニットに関しても環状ブロックとして捉えることができないと判断した。

① 第15ブロック（第62・63図，第19・39・40表）

出土状況 平面分布は，約 7mX3mの範囲にやや密集する。中央部に礫．礫片が集中し，南東部

に剥片・砕片等が集中する。唯一の製品であるナイフ形石器は，礫．礫片の集中部と剥片・砕片の境

にあたるブロックの中央部から出士している。出土層位は，第62図のセクション断面図に投影した垂

直分布図では， IXc層からIXa層にかけて出土し， IXb層に集中するが，第39・40表の属性表で記載し

たように，発掘時の遺物の取り上げ時の出土層位の所見はすべてがIXa層出土となっている。セク

ション断面図と遺物集中地点とが離れていることから，ここでは，発掘時の所見を重視して， IXa層
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に集中するブロックであると判断した。

出土遺物 総計42点出土した。器種組成は，製品ではナイフ形石器が 1点のみ出土しており，このナ

イフ形石器は，良質で硬質の玉髄（メノウ含む）であり，単体で持ち込まれている。二次加工のあ

る剥片や微細剥離痕のある剥片の割合も低い。礫・礫片が20点出土しており， 47%の高い比率を示す。

石材組成は，流紋岩の占める割合が高く (78%), チャートがこれに次ぐ。

lはナイフ形石器である。製品として持ち込まれた良質な玉髄（メノウ含む）を用いている。石刃

を素材として，主要剥離方向を主軸にして，打面を基部に設定している。基部は，大きく調整加工さ

れており，おそらく折断後に調整加工が施されたものと思われる。右側縁から先端部にかけて急角度

の調整加工が入念に施されている。先端部が，左側にねじれていることと先端部に最終調整が施され

ていることから，先端部が破損した後に再生加工が施された可能性がある。

2・3は小型の石刃を素材とした二次加工のある剥片である。 2は打面部を折断後に，左側縁上部

に細かい調整加工が集中的に施されている。右側縁下部に扶り状の調整加工がみられる。ナイフ形石

器と識別することも可能である。 3は右側縁に調整加工が施され，特に，中間部の調整加工は急角度

の調整加工が施されている。 2と同様にナイフ形石器と識別することも可能である。

4は大型の縦長剥片である。背面構成は，多方向からの剥離で構成されている。 5は縦長剥片を素

材とした二次加工のある剥片である。右側縁に急角度の調整加工が連続的に施されている。末端部は，

発掘時に破損している。全体形状は不明であるが，ナイフ形石器と識別することも可能である。

6と7は石刃と石核の接合資料である。 7は両設打面の石刃石核から小型の細長の石刃を連続的に

生産していることが観察される。大きな剥離面を打面として，基本的に上端部から剥離を行っている。

下端部からの剥離もみられるが，石核調整の可能性がある。剥離された石刃は， 6のような小型の細

長の石刃が生産されており， 3も同一母岩の資料と思われ，小型の石刃を量産して，二次加工のあ

る剥片やナイフ形石器を作出しているものと思われる。

本ブロックの特徴は，中型のナイフ形石器が単体で持ちこまれ，小型の石刃を量産した石刃石核と

第19表第 I文化層 第15ブロック器種石材組成表

石 ＼材

ナイフ 二あ次る力剥0工片の 微細剥剥離痕 石核 剥片 砕片 礫・礫片 合計 組（成比
形石器 のある片 ％） 

ホルンフェルス
1 1 2.38 

19.05 19.05 1.40 

流紋岩
2 2 1 10 4 14 33 78.58 
1.66 3.19 14.02 16.53 0.76 832.88 869.04 63.95 

珪質頁岩
1 1 2.38 
1.00 1.00 0,07 

嶺岡産珪質頁岩
1 1 2.38 

35.11 35.11 2.58 

チャート
5 5 11.90 

429.08 429.08 31.57 

宝髄（メノウ含む）
1 1 2.38 
5.81 5.81 0.43 

点数合計 1 3 2 1 11 4 20 42 100.00 

重量合計 5.81 2.66 3.19 14.02 51.64 0.76 1,281.01 1,359.09 100.00 

点数組成比（％） 2.38 7.14 4.76 2.38 26.19 9.52 47.62 100.00 

重量組成比（％） 0.43 0.20 0.23 1.03 3.80 0.06 94.25 100.00 

［上段：点数，下段：重量 (g)J 
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小型石刃を素材とした二次加工のある剥片（あるいはナイフ形石器）で石器が構成される点と，礫．

礫片が他のブロックに比べて高い比率を示すことがあげられる。

② 第16ブロック（第64・65図，第20・40表）

出土状況 平面分布は，約 3mX2mの小範囲にやや密集する。ナイフ形石器が，ブロックの外側の

東側に分布する。出土層位は，第64図のセクション断面図に投影した垂直分布図では， IXb層からVI

層にかけて上下から出土しているが，第40表の属性表で記載したように，発掘時の遺物の取り上げ時

の出士層位の所見では!Xa層から VI層から出tしていると記載されており， IXa層から出土したものが

多い。セクション断面図と遺物集中地点とが離れていることから，ここでは，発掘時の所見を重視し

て， !Xa層に集中するブロックであると判断される。

出土遺物 総計 9点出土した。器種組成は，出士点数が少ないながら，ナイフ形石器や二次加工のあ

る剥片や微細剥離痕のある剥片の占める割合が比較的高い。石材組成は，比較的良質の玉髄（メノウ

含む），頁岩，流紋岩で構成される。

1はナイフ形石器である。石刃を素材として，主要剥離方向を主軸に設定し，打面を基部にしてい

る。左側縁と右側縁下半部に急角度の調整加工が入念に施されており，先端部が尖った形状を呈し，

基部は打瘤部を除去し，調整加工が集中し，やや尖った形状を呈する。全体形状は，柳菓形の形状を

呈する。

2は二次加工のある剥片である。幅広の剥片を素材として，末端部は折断され，左側縁下半部と右

側縁に調整加工が施されている。

3 + 4は接合資料である。板状の幅広の剥片を素材としている。 3+ 4の状態で左側縁の背腹両面

から交互剥離が施され，縁辺は鋸歯状の形状を星する。背面は比較的器体の奥まで入り込む調整加工

が施されている。右側縁中央部からの加撃により 3と4が分割されている。その際に， 3の右側縁も

大きな分割面が形成されている。 3を二次加工のある剥片と識別したが，削器と識別することも可能

である。また，分割面の腹面側に微細剥離痕が連続的にみられる。 4は石核として識別したが， 3 + 

4の状態では，削器であったものを石器再生（リダクション）によって，石核として利用したものと

思われる。 3と4が分割された剥離面を打面として，同一方向に細長の石刃状の縦長剥片を数枚剥離

第20表第 I文化層 第16ブロック器種石材組成表

石 ＼材

ナイフ 二あ次る加剥工片の 微細剥離剥痕 石核 剥片 砕片 合 計 組（成比
形石器 のある片 ％） 

トロトロ石（安山岩）
1 1 11.11 
1.14 1.14 1.62 

流紋岩
1 1 2 22.22 

17.08 9.42 26.50 37.59 

頁岩
2 2 4 44.45 
7.57 2.04 9.61 13.63 

玉髄（メノウ含む）
1 1 2 22.22 
1.54 31.70 33.24 47.16 

点数合計 1 1 3 1 2 1 ， 100.00 

重贔合計 1.54 17.08 39.27 9.42 2.04 1.14 70.49 100.00 

点数組成比（％） 11.11 11.ll 33.33 11.11 22.22 11.11 100.00 

重量組成比（％） 2.18 24.23 55.71 13.36 2.89 1.62 100.00 

［上段：点数，下段：重量(g)J 
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している。

5は細長の石刃状の剥片を素材として，右側縁に微細剥離痕がみられる。 6は幅広の石刃状の剥片

を素材として，上端部を折断し，右側縁に顕著な連続的な微細剥離痕がみられ，右側縁下部に微細剥

離痕がみられる。削器と識別することも可能である。
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③ 第17ブロック（第66・67図，第21・40表）

出土状況 平面分布は，約 4mX4mの範囲に，やや散漫に分布する。本ブロックの最大の特徴は，

第2ユニットに属する第12ブロックと約25m離れた接合資料がみられることである。接合資料である

1は，良質の流紋岩で本ブロックでは，単体で出土しており，搬入された石器と捉えられる。出土層

位は， IXb層からIXa層にかけて出土し， IXa層に集中する。

出土遺物 総計13点出士した。器種組成は，製品は少ないながら，二次加工のある剥片と微細剥離

痕のある剥片の比率が高い。石材組成は，凝灰岩の占める割合が高い。

1は第12ブロックと接合関係にある資料である。石刃を素材として，右側縁中間部に連続的な調整

加工が施され，末端部の両側縁に微細剥離痕がみられる。良質の流紋岩を用いており，縞状の色をし

た，識別しやすい石質をしている。本ブロックには，単体で持ち込まれ，第12ブロックでは， 2点の

み持ち込まれている。本栂岩は，微細剥離痕が非常に顕著にみられる。
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第21表第I文化層 第17ブロック器種石材組成表

石~材 種 二あ次る加剥工片の 微細あ剥る剥離痕片の 剥 片 礫・礫片 ムロ 計 組成比（％）

黒曜石
1 1 7.69 
0.88 0.88 1.38 

流紋岩
1 1 2 15.38 
15.77 4.68 20.45 32.14 

玉髄（メノウ含む）
1 1 7.69 
2.67 2.67 4.20 

凝灰岩
5 4 ， 69.24 
21.44 18.18 39.62 62.28 

点数合計 1 7 4 1 13 100.00 
重量合計 15.77 24.99 18.18 4.68 63.62 100.00 

点数組成比（％） 7.69 53.85 30.77 7.69 100.00 
重量組成比（％） 24.79 39.28 28.58 7.36 100.00 

［上段：点数，下段：重量(g)J 

④ 第18ブロック（第68~72図，第22・40表）

出土状況 平面分布は，約 6mX4mの範囲に，やや密集して分布する。北東部に集中する傾向が

ある。珪質頁岩の接合資料 1~4はブロックの中央部に分布する。出土層位は，第68図のセクション

断面図に投影した垂直分布図では， IXb層からIXa層にかけて出土しているが，第40表の属性表で記載

したように，発掘時の遺物の取り上げ時の出土層位の所見では， IXa層と渭層から出土したと記載さ

れており， IXa層出土のもののほうが多いことから， IXa層から集中して出土したと考えられる。

出土遺物 総計28点出土した。製品の出土量が少なく，彫器が 1点出土しているのみである。石材

組成は，ガラス質黒色安山岩，頁岩，珪質頁岩の割合が高い。

1~4は接合資料である。拳大の円礫を母岩として，打面を転移しながら剥片を生産しているが，

最終的には，上端部の分割面を打面として，連続的に縦長剥片を生産している。まず，左側面の自然

面を打面にして，幅広の横長剥片を剥離している。次に，上端部の分割面を打面として， 2の幅広剥
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第72図第 I文化層第18ブロック出土石器 (4)

第22表第 I文化層 第18ブロック器種石材組成表

器種
彫器 二あ次る加剥工片の 微細剥剥離痕 石核 剥片 砕片 合 計

組成比

石 材 のある片 （％） 

ガラス質黒色安山岩
1 1 4 2 8 28.57 

5.45 36.29 88.16 0.95 130.85 29.47 

ホルンフェルス
1 1 3.57 
3.24 3.24 0.73 

流紋岩
2 2 4 14.29 

13.31 2.74 16.05 3.61 

頁岩
1 2 4 7 25.00 

2.10 2.97 1.73 6.80 1.53 

珪質頁岩
2 1 4 7 25.00 
70.11 190.15 19.43 279.69 62.99 

玉髄（メノウ含む）
1 1 3.57 

7.41 7.41 1.67 

点数合計 1 3 6 1 11 6 28 100.00 

重量合計 7.41 18.76 111.24 190.15 113.80 2.68 444.04 100.00 

点数組成比（％） 3.57 10.71 21.43 3.57 39.29 21.43 100.00 

璽量組成比（％） 1.67 4.22 25.05 42.82 25.63 0.60 100.00 

［上段：点数，下段：重量(g)J 
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片を剥離している。その後，数枚の剥片を剥離した後に，上端部の分割面を打面として，裏面から 3

の剥片を剥離している。 4の残核の形状から， 1~3の剥片を剥離する前に，裏面の左側縁から大き

な剥離面がみられ，打面転移を行ったものか，あるいは，石核成形を行ったものと考えられる。最終

的には，上端部から，連続的に剥片を剥離していることから，側面からの剥離は石核成形の可能性が

高い。

5は良質の玉髄（メノウ含む）を用いた彫器である。頭部調整の顕著な石刃を素材として，末端部

を折断後に，折断面の左側面小口から 2回の樋状剥離が行われている。樋状剥離の後にも，左側面小

口に微細剥離痕がみられる。また，右側縁小口と右側縁上半部にも微細剥離痕がみられる。

6~8は二次加工のある剥片である。 6は横長剥片を素材として，左側縁に急角度の調整加工が施

され，右側縁には微細剥離痕が連続的にみられる。 7は頭部調整の顕著な石刃を素材としている。末

端部は折断されている。右側縁と右側縁下部に調整加工が施されている。その他の側縁には，微細剥

離痕が顕著にみられる。 8は縦長剥片を素材として，左側縁上半部と右側縁上半部に調整加工が施さ

れている。

9 ~12は微細剥離痕のある剥片である。 9は背面に大きく自然面を残した横長剥片を素材としてい

る。打面部側にあたる右側縁下部と末端部にあたる左側縁に微細剥離痕が連続的にみられる。上端部

は折断されている。 10は頭部調整の顕著な小型の石刃を素材として，両側縁に顕著な微細剥離痕がみ

られる。 11は平坦打面の細長の縦長剥片を素材として，左側縁下部に微細剥離痕がみられる。 12は頭

部調整が非常に顕著な不定形な剥片を素材としている。背面構成も多方向からの剥離で構成されてい

る。左側縁下部に微細剥離痕がみられる。また，右側縁下部は折断後に，微細剥離痕がみられる。

⑤ 第19ブロック（第73・74図，第23・40・41表）

出土状況 平面分布は，約 7mx7mの範囲にやや散漫に分布する。ナイフ形石器は，ブロックの北

端部に分布する。出上層位は，第73図のセクション断面図に投影した垂直分布図では， IXb層から VI

層にかけて出上しているが，第40・41表の属性表で記載したように発掘時の遺物の取り上げ時の出

土層位の所見では， IXa層と VII層から出土したと記載されており，大半がIXa層出tから出土しており，

IX a層に集中すると考えられる。

出土遺物 総計39点出土した。器種組成は，製品の出土点数は少なく，ナイフ形石器が 1点，楔形石

器が 1点出土しているのみである。剥片の比率が極めて高い。石材組成は，嶺岡産珪質頁岩15点，流

紋岩13点，珪質頁岩 6点でこれらの石材が大半を占める。良質の流紋岩でナイフ形石器と楔形石器が

製作されている。

1は石刃を素材としたナイフ形石器である。主要剥離面方向を主軸に設定し，基部を打面側に設置

している。右側縁と左側縁下部に急角度の調整加工が施されている。特に，打面部側にあたる甚部の

調整加工は，打瘤を除去するような調整加工が施されている。

2は二次加工のある剥片である。大型の剥片を素材としており，剥片の中間部と末端部を折断した

後に，左右両端に調整加工が見られる。両極剥離による可能の可能性もあり，楔形石器として識別す

ることも可能である。折断面の縁辺に微細剥離痕がみられる。

3は二次加工のある剥片である。横長剥片を素材として，全周を数回の折断により成形した後に，

左側面と上端部に面的な調整加工が施されている。 4は微細剥離痕のある剥片である。縦長剥片を素
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材として，左側縁に微細剥離痕がみられ，下端部にも折断後に微細剥離痕がみられる。

5は厚みのある剥片を素材として，上下両端から両極剥離を行った楔形石器である。 6は剥片であ

る。 7~9は微細剥離痕のある剥片である。いずれも縦長剥片を素材とするが，背面構成が多方向，

自然面で構成されていることから，石刃として識別しなかった。 7は左側縁に微細剥離痕がみられ，

末端部が折断されている。 8は末端部から右側縁下部にかけて微細剥離痕がみられる。 9は左側縁中

間部に顕著な微細剥離痕がみられる。

10は石核である。良質の流紋岩を用いている。原みのある剥片を素材としている。右側縁に数回

の剥離を行い，下端部に剥離している。小型の横長剥片が剥離されている。縁辺のほぼ全周に微細剥

離痕がみられる。石核として識別したが，折断剥離を多用した二次加工のある剥片と識別することも

可能である。

第23表第I文化層 第19ブロック器種石材組成表

＼ 石 材
ナイフ

楔形石 二あ次る加紺Il片の微細翡罷痕(JJ
石核 剥片 砕片 礫・礫片 合計 組（成比

形石器 ある様l片 ％） 

トロトロ石（安山岩）
1 1 2.56 
2.76 2.76 0.25 

流紋岩
1 1 1 1 1 3 5 13 33.33 

22.40 6.03 3.53 9.81 12.84 1.91 1.33 57.85 5.30 

珪質頁岩
2 2 2 6 15.38 
11.20 5.82 2.73 19.75 1.81 

嶺岡産珪質頁岩
14 1 15 38.48 

669.13 317.48 986.61 90.38 

チャート
1 1 2.56 
4.67 4.67 0.43 

玉髄（メノウ含む）
1 1 2.56 
8.39 8.39 0.77 

凝灰岩
1 1 2 5.13 
5.87 5.72 11.59 1.06 

点数合計 1 1 3 5 1 22 5 1 39 100.00 
重量合計 22.40 6.03 14.73 29.89 12.84 686.92 1.33 317.48 1,091.62 100.00 

点数組成比（％） 2.56 2.56 7.69 12.82 2.56 56.41 12.82 2.56 100.00 
重量組成比（％） 2.05 0.55 1.35 2.74 1.18 62.93 0.12 29.08 100.00 

［上段：点数，下段：盾量(g)]

⑥ 第20ブロック（第75~77図，第24・41表）

出土状況 平面分布は，約 6mX3mの長楕円形の範囲から，やや散漫に分布する。ナイフ形石器

は，北側に分布する。出土層位は，第75図のセクション断面図に投影した垂直分布図では， IXc層か

らVI層にかけて出土しているが，第41表の属性表で記載したように，発掘時の遺物の取り上げ時の出

土層位の所見では， IXa層と珊層から出土したと記載されており，大半がIXa層出土から出士しており，

IXa層に集中すると考えられる。

出土遺物 総計18点出土した。器種組成は，製品はナイフ形石器が 2点出土しており，出土点数の

割には，高い比率を示す。石材組成は，ナイフ形石器の 2点とも良質で硬質の玉髄（メノウ含む）が

用いられており，この母岩は両方とも単独母岩であり，製品の形で搬人されたものと思われる。石材

の主体を占めるのは，流紋岩 8点と[髄りノゥ含む） 4点である〇

1・2はナイフ形石器である。 1は大型の石刃を索材として，主要剥離面方向を主軸に設定し，打

-100-



@ 

り； ＼い
6 

＼ 
2 • 
＊ 

喜

． 
.. 5 ． 

• 
4 

•• 

＊ナイフ形石器

△ 二次加工のある剥片

■ 微細剥離痕のある剥片

● 剥片

・砕片

゜
(1/80) 4m 

50.0m I I /-へ ~w I 500m 

49.0m 切力名'W//A -- -- ~=';'~ 必仰 49.0m 

Xa I---- -'-----.,.. __________ _ 
I Xb I T Xb 

第75図 第 I文化層 第20ブロック器種別分布図

-101-



~ 
’‘  

； 
ー、

'; 

・. . 

.. 
，； 

; I . 

. , . 
-: 
』・

.-・・ 
・. , . 
. : 

こ1~1tz!~;含む）~、~

ヒ===-=ヘ

乙一一

~ 

こ

ぃ含
1
ウ

一
ノ

0
6
9
 

―

―

髄

.

m

玉

い
＼
丑
2

乙4~五悶―2

3 F3-17-l 
珪質頁岩

j~ ヽ 疇冒ド":-c~ 二
6 FZ-96-1 

頁岩

~j ¥j ~ 
／ ~ 5 F3-05-4 ゜

(4/5) 5cm 

流紋岩

第76図第 I文化層第20ブロック出土石器 (1)

-102-



7 F2-94-3 
流紋岩

゜
(4/5) 5cm 

第77図 第 I文化層 第20ブロック出土石器 (2)

面を基部として，打面は残っている。左側縁と右側縁上部に急角度の調整加工が施されている。特に，

左側面下部と左側面上部の調整加工は，入念に施されている。先端部は折断，あるいは，破損してい

る。 2は中型の石刃を素材としている。主要剥離面方向からやや斜めに主軸を設定し，打面を基部と

しており，打面は残っている。左側縁上半部に急角度の調整加工が施されている。先端部は，折断，

あるいは，破損している。背面基部側の調整加工は，石刃生産時の頭部調整の可能性が高い。

3・4は微細剥離痕のある剥片である。 3は腹面末端部左側と背面右側縁中間部に微細剥離痕がみ

られ，左側縁下部は数回の折断がみられる。 4は両設打面の石刃石核から剥離された石刃を素材とし

第24表第 I文化層 第20ブロック器種石材組成表

器 種
ナイフ形石器 二あ次る加剥工片の 微細剥離剥痕片 剥 片 砕 片 合 計 組（成比

石 材 のある ％） 

ガラス質黒色安山岩
1 1 5.56 
6.81 6.81 4.03 

流紋岩
2 2 2 2 8 44.43 
40.68 10.27 5.70 0.80 57.45 33.97 

頁岩
1 1 5.56 

24.30 24.30 14.36 

珪質頁岩
1 1 5.56 
16.79 16.79 9.92 

2 2 11.11 
チャート 4.91 4.91 2.90 

玉髄（メノウ含む）
2 2 4 22.22 
19.61 32.18 51.79 30.61 

凝灰岩
1 1 5.56 
7.12 7.12 4.21 

点数合計 2 2 4 8 2 18 100.00 

重量合計 19.61 40.68 51.36 56.72 0.80 169.17 100.00 

点数組成比（％） 11.11 11.11 22.22 44.44 11.11 100.00 

重量組成比（％） 11.59 24.05 30.36 33.53 0.47 100.00 

［上段：点数，下段：重塁 (g)J 
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ていると思われる。左側縁に微細剥離痕がみられる。

5は二次加工のある剥片である。両側縁中間部に調整加工が施されている。 6は微細剥離痕のあ

る剥片である。縦長剥片を素材として，左側縁中間部から下部にかけて連続的に顕著な微細剥離痕が

みられる。背面の稜上からの剥離は，石核調整の剥離と思われる。 7は微細剥離痕のある剥片である。

硬質の流紋岩を用いている。不定形の剥片を素材として，打面部の折断面と左側縁下半部に微細剥離

痕がみられる。

⑦ 第21ブロック（第78図，第25・41表）

出士状況 平面分布は，約 2mXlmの小範囲に， 4点ほど出土した。出土層位は， !Xe層上部か

ら珊層にかけて出土しているが，出土点数が少ないので，集中する層位は判然としないが，おそらく

他のブロックとの関連からIXa層と想定される。

出土遺物 総計 4点出土した。製品は出土していないので，石器群の内容は明確でない。石材組成は，

ガラス質黒色安山岩と流紋岩で構成される。

． t
 

． 
■ 微細剥離痕のある剥片

● 剥片

．砕片

土-55 玉2-6s 土-75

゜
(l/80) 4m 

SO.Om 

49.0m 

SO.Om 

49.0m 

I Xb 

第78図 第 I文化層 第21ブロック器種別分布図

第25表第 I文化層 第21ブロック器種石材組成表

＼ 石 材
微細剥離剥痕の 剥 片 砕 片 合 計 組成比（％）
ある片

ガラス質黒色安山岩
2 2 50.00 
0.65 0.65 5.88 

流紋岩
1 1 2 50.00 
5.04 5.37 10.41 94.12 

点数合計 1 1 2 4 100.00 
重量合計 5.04 5.37 0.65 11.06 100.00 

点数組成比（％） 25.00 25.00 50.00 100.00 
重量組成比（％） 45.57 48.55 5.88 100.00 

［上段：点数，下段：菫量(g)J 
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(5) 第4ユニット（第 6・79図，第 2・3表）

第6図のとおり，第 I文化層の分布の中では，東側に位置し，他のユニットに比べて，散漫に分布する

傾向がある。詳細な分布は，第79図のとおりであるが，第22~第24ブロックが相当し，ブロック間の接合

はみられない。器種組成は，第 2表のとおりであるが，総数54点で第 I文化層の中で最も出上点数が少な

い。それに関連してか，製品はみられず，石器群の内容は明確でない。二次加工のある剥片・微細剥離痕

のある剥片・剥片・砕片で構成され，礫・礫片は含まれない。石材組成は，第 3表のとおりであるが，黒

曜石が少ないながら，各ブロックから 1点ずつ出土していることが特徴といえる。また，他のユニットと

同様に，ガラス質黒色安山岩が41点出士し，かなり高い割合を示す。

① 第22ブロック（第80・81図，第26・41表）

出土状況 平面分布は，約 7mX4mの範囲にやや密集して分布する。西側に集中部分がみられ，砕

片がまとまって出土している。出土層位は，第80図のセクション断面図に投影した垂直分布図では，

!Xe層から VI層にかけて出土しているが，第41表の属性表で記載したように，発掘時の遺物の取り上

げ時の出土層位の所見では， !Xb層から V層にかけて出士したと記載されており，大半がIXa層出土か

ら出士しており， IXa層に集中すると考えられる。

出土遺物 総計34点出土した。器種組成は，製品は出土しておらず，二次加工のある剥片が 1点出土

しているのみである。石材組成は，点数が少ないながら，比較的多様な石材が用いられているが，ガ

ラス質黒色安山岩が大半を占める。

1は二次加工のある剥片である。小型の石刃状の剥片を素材として，右側縁に急角度の調整加工が

人念に施されている。器体の中間部から破損していることから，全体形状が不明であるが，ナイフ形

石器の可能性もある。 2は背面に自然面を大きく残した剥片である。

第26表第 I文化層 第22ブロック器種石材組成表

＼ 石 材
二あ次る加剥工片の 剥 片 砕 片 合 計 組成比（％）

黒曜石
1 1 2.94 
0.37 0.37 0.44 

安山岩
3 3 8.82 
26.03 26.03 30.87 

ガラス質黒色安山岩
1 7 17 25 73.54 
0.86 28.06 8.31 37.23 44.15 

トロトロ石（安山岩）
3 3 8.82 
1.56 1.56 1.85 

流紋岩
1 1 2.94 
0.25 0.25 0.30 

嶺岡産珪質頁岩
1 1 2.94 
18.88 18.88 22.39 

点数合計 1 11 22 34 100.00 
重量合計 0.86 72.97 10.49 84.32 100.00 

点数組成比（％） 2.94 32.35 64.71 100.00 
重最組成比（％） 1.02 86.54 12.44 100.00 

［上段：点数，下段：重量(g)J 
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第80図 第 I文化層 第22ブロック器種別分布図
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1 G3-43-17 
ガラス質黒色安山岩

゜
14/51 5cm こ

2 G3-44-3 
ガラス質黒色安山岩

第81図第 I文化層 第22ブロック出土石器
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② 第23ブロック（第82図，第27・41表）

出土状況 平面分布は，単独出士に近い状況で出土している。出土層位は， IXa層から出土している。

出土遺物 総計 2点出士した。微細剥離痕のある剥片と剥片のみの出土であるので石器の内容は明確

でない。石材は，黒曜石と流紋岩が用いられている。

R 

．
 *4-48 斤4-40

■ 微細剥離痕のある剥片

--t.4-59 ヤ4-50

゜
11/801 4m 

50.0rn 

490m 

,nnm 

49flm 

Xb 
Xb 

第82図 第 I文化層 第23ブロック器種別分布図

第27表第 I文化層 第23ブロック器種石材組成表

＼ 石 材
微細剥離痕のある剥片 刺 片 合 計 組成比（％）

黒曜石
1 1 50.00 

0.58 0.58 4.90 

流紋岩
1 1 50.00 

11.26 11.26 95.10 

点数合計 1 1 2 100.00 

直最合計 0.58 11.26 11.84 100.00 

点数組成比（％） 50.00 50.00 100.00 

璽星組成比（％） 4.90 95.10 100.00 

［上段：点数，下段：重量(g)J 
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③ 第24ブロック（第83・84図，第28・41表）

出土状況 平面分布は，約 6mX5mの範囲に，やや散漫に分布する。出土層位は， !Xb層から V層

にかけて出土し， IXa層に集中する。

出土遺物 総計18点出土した。器種組成は，製品が出土しておらず，剥片・砕片の占める割合が高い。

石材組成は，黒曜石が 1点含まれるが，ガラス質黒色安山岩が大半を占める。

1 + 2は縦長剥片を素材とした微細剥離痕のある剥片である。左側縁上部に微細剥離痕が顕著にみ

れれる。調整加工の可能性もある。器体上半部からの剥離により， 1と2が剥離されている。 3は微

細剥離痕のある剥片である。左側縁は折断されている。

R 

■ 微細剥離痕のある剥片

● 剥片

・砕片

゜

●, ． 
~3-76 

． 
北郊 ・...,, 土-70． 

． ． 
V / ／ , / 

． ． 
1 

． 

土-90

(l/80) 4m 

1+2 

50.0m ． 50.0m 

49.0m .. ―
 

Xa 

X b 1 

19.0m 

第83図 第 I文化層 第24ブロック器種別分布図
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3 H3-77-2 

゜
(4/5) 5cm 

ガラス質黒色安山岩

第84図 第I文化層 第24ブロック出土石器

第28表第I文化層 第24ブロック器種石材組成表

~ 石 材
微細あ剥る離剥痕片の 刺 片 砕 片 合 計 組成比（％）

黒曜石
1 1 5.56 
1.31 1.31 1.84 

安山岩
1 1 5.56 
1.97 1.97 2.76 

ガラス質黒色安山岩
2 10 4 16 88.88 
9.65 55.60 2.85 68.10 95.40 

点数合計 2 11 5 18 100.00 
重量合計 9.65 57.57 4.16 71.38 100.00 

点数組成比（％） 11.ll 61.11 27.78 100.00 
重量組成比（％） 13.52 80.65 5.83 100.00 

［上段：点数，下段：重量(g)]
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2 第II文化層

第I1文化層の石器は，ナイフ形石器が 1点のみの単独出士した。単独出土ではあるが，第25ブロックと

して識別した。これらのことから， 1点のみのナイフ形石器の出土であるが， VI層から出土している。第

I文化層の出土層位の主体がIXa層であることと，ナイフ形石器のサイズが異なることから，単独出士で

はあるが，第 I1文化層の石器として位置づけた。ただし，単独出土であり，第 I文化層の石器においても，

VI層から出士している石器もみられる。また，大型のサイズではあるが，ナイフ形石器の形態が類似する

ことから，第 I文化層に帰属させて良い可能性もある。

(1) 第25ブロック（第85・86図，第29・41表）

出土状況 調在枢の東側の，第 I文化層第 4ユニットと第1II文化層の中間部にあたる H3グリッドから出

土した。第 I文化層の集中地点よりも離れた位置に分布している。 1点のみの単独出土である。出士層位

は，第85図の断面投影図においては， VI層上部から V層下部かけて出土しており，発掘時の遺物取り上げ

時の出土層位の所見でも VI層から出土している。発掘時の所見を重視すると， VI層の出土と考えられる。

R 

七か24

＊ナイフ形石器 ,-, 

~I 

1 古3-33 士3-34

゜
(1/80) 4m 

SO.Om 

49.0m 

50.0m 

49.0m 

Xb Xb 

第85図 第1I文化層 第25ブロック器種別分布図
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出土遺物 1は良質のガラス質黒色安山岩を用いて，石刃を素材として，急角度の調整加工が入念に施さ

れているナイフ形石器である。素材の石刃の背面構成は，対面からの剥離面もみられることから，両設打

面の石核から生産された石刃と考えられる。主要剥離面の方向に主軸を設定し，打面を基部に設定してい

る。比較的厚みのある大型の石刃を素材としてる。左側縁と右側縁下部に急角度の調整加工が施されてい

る。特に，打面部側の調整加工は入念に施されており，基部の形状は丸みを持つ。先端部は，おそらく，

使用時の加撃により剥離されたものの可能性が高い。

L::i 

こ

こ

1 H3-23-l 
ガラス質黒色安山岩 ゜

(4/5) 5cm 

第86図第1I文化層 第25プロック出土石器

第29表第11文化層器種石材組成表

~ 石 材
ナイフ形石器 合 計 組成比（％）

ガラス質黒色安山岩
1 1 100.00 

33.17 33.17 100.00 

点数合計 1 1 100.00 
重量合計 33.17 33.17 100.00 

点数組成比（％） 100.00 100.00 
重量組成比（％） 100.00 100.00 

［上段：点数，下段：重量 (g)J 
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3 第11I文化層

第26ブロックが相当する。第1II文化層の出土層位は，第87図の断面投影図によると， W層上部から 1II層

下部にかけて出土している。第41表の発掘時の取り上げの所見によると， v層から出土していると記載さ

れている。第87図の断面が，出土地点から遠い位置のものであることから，ここでは，第41表に記載され

ている，発掘時の出土層位の所見を重視して， v層に生活面を持つ石器群と捉えた。

(1)第26ブロック（第87・88図，第30・41表）

出土状況 平面分布は，約 3mXlmの小範囲に 4点ほど散漫に出士した。出土層位は，前述のとおり，

断面投影図では， W層上部から 1II層下部にかけて出士しているが，発掘時の所見がV層であることから，

発掘時の所見を重視して， v層に集中すると捉えられる。

出土遺物 総計4点出土した。器種組成は，製品は出士していないが，石核が 2点出土しており，出土点

数の半数にあたり，高い割合を示す。石材組成は，石核に嶺岡産珪質頁岩が用いられていることが特徴で

ある。 1・2は石核である。 1・2ともに拳大の円礫を母岩として，大きく分割した剥片を素材としてい

る。 1はまず正面右側面に打面を設定し，側面方向から数枚の大きな横長剥片を剥離した後に，打面を上

端部に転移して，縦長剥片を数枚剥離している。 2は分割面を打面に設定し，ほぼ全周に打点を巡らせて，

横長の輻広剥片を生産している。
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第87図 第11I文化層 第26ブロック器種別分布図
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1 H3-27-2 
嶺岡産珪質頁岩

支〖胃

゜
W51 5cm 

2 H3-27-3 
嶺岡産珪質貞岩

第88図 第皿文化層 第26ブロック出土石器

第30表第1II文化層器種石材組成表

＼ 石 材
微細剥離剥痕 石 核 剥 片 合 計 組成比（％）
のある片

嶺岡産珪質頁岩
2 2 50.00 
58.59 58.59 95.24 

チャート
1 1 25.00 
0.63 0.63 1.02 

玉髄（メノウ含む）
1 1 25.00 
2.30 2.30 3.74 

点数合計 1 2 1 4 100.00 
重量合計 2.30 58.59 0.63 61.52 100.00 

点数組成比（％） 25.00 50.00 25.00 100.00 
重最組成比（％） 3.74 95.24 1.02 100.00 

［上段：点数，下段：重量 (g)J 
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4
 

単独出土（第89図， 第31表）

調資区の東側にあたる H3グリッドから出士しており，

ないで，単独出士の石器として捉えた。

出土層位も明確でないものを文化層に帰属させ

出土状況 第1I文化層の第25ブロックの北西側で単独で出土した。出土層位が不明であるが， おそらく，

発掘時の出士層位が記載されていないことから，上層の調査時に出土したものと思われ，

III層から出土したものと思われる。

ローム層上部の

出土遺物 1は敲石である。流紋岩の長楕円形礫を用いて，下端部と表裏両面の中央平坦部に顕著な敲打

痕がみられる。上端部は，敲打痕によるものと思われるが，数枚の横長剥片が剥離されており，石核の可

能性もある。

第31表 単独出土石器
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流紋岩
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11"51 5cm 

単独出土石器

器種石材組成表

＼ 石 材
敲 石 合 計 組成比（％）

流紋岩
1 1 100.00 

202.66 202.66 100.00 

点数合計 1 1 100.00 
重量合計 202.66 202.66 100.00 

点数組成比（％） 100.00 100.00 
重量組成比（％） 100.00 100.00 

［上段:点数，下段．・重量(g)J 
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第32表旧石器属性表 (1)

文化層 ユニット プロック 挿図 大グリッド 中グリッド 小小）ッド 闘 器種名 石 材 名 rmm月
幅

rmm~ 戸S 出土層位(mm) 

I 1 1 1 C 4 89 1 剥片 玉髄（メノウ含む） 38 27.9 10.3 11.18 vn 
I 1 2 1 C 4 15 1 一次加工のある剥片

チ流ャ紋ー岩ト
54.1 31.8 18.4 17.03 !Xa 

I 1 2 2 C 4 45 I 剥片 39.8 18.5 7 5.53 

＂ I 1 2 C 4 5 I 微細剥離痕のある剥片 珪質頁岩 13.9 22.7 9.3 2.22 V 
I 1 2 C 4 16 I 微細剥離痕のある剥片 ホルンフェルス 38.7 20.5 8.8 7.33 VI 
I 1 2 C 4 26 I 楔形石器 チャート 17.5 16.4 6.5 2.49 VI 
I I 2 C 4 26 2 剥片 チャート 33.5 27.2 13.3 14.44 !Xa 

I 1 2 C 4 26 3 微細剥離痕のある剥片 チャート 20.3 30.4 6.7 3.58 VI 
I 1 2 C 4 26 4 微細剥離痕のある剥片 チャート 17.8 15.5 5.7 1.15 VI 
I 1 2 C 4 26 5 剥片 チャート 22.5 13 5.5 1.42 VI 
I 1 2 C 4 26 6 剥片 チャート 37.2 41 16.1 32.83 VI 
I 1 2 C 4 26 7 剥片 チャート 25.8 28.4 13.5 7.48 VI 
I 1 2 C 4 26 8 剥片 チャート 25.1 20.8 10.7 4.4 

＂ I I 2 C 4 26 ， 剥片 ホルンフェルス 34.6 30.5 11.7 12 

＂ I 1 2 C 4 26 10 剥片 チャート 30.5 25 8.9 6.08 VII 
I I 2 C 4 36 1 剥片 チャート 19.8 23 4.5 1.63 VII 
I I 2 C 4 36 2 剥片 チャート 47.2 34 13.3 19.75 VI 
I 1 2 C 4 36 3 剥片 トロトロ石（安山岩） 22 22.1 7.8 2.91 IX a 
I 1 2 C 4 45 2 砕片 ホルンフェルス ， 9.1 3.8 0.36 

＂ I 1 3 1 D 4 2 5 ナイフ形石器 チャート 24.8 12.2 7.6 2.37 VI-¥11 
I I 3 2 D 4 2 2 ナイフ形石器 チャート 24.7 21.3 8.6 4.27 VI-W 
I 1 3 3 D 3 93 12 楔形石器 ガラス質黒色安山岩 38 41.9 9.5 15.58 VI-VH 
I 1 3 4 D 3 93 1 微細剥離痕のある剥片 ホルンフェルス 25.4 19.2 5.5 2.24 VI-W 
I 1 3 5 D 3 92 1 微細剥離痕のある剥片 チャート 25.6 28 6.3 4.43 VI-VB 
I 1 3 6 D 3 93 5 二次加工のある剥片 流紋岩 26 33.6 9.4 7.73 VI-W 
I 1 3 7 D 4 21 I 剥片 ガラス質黒色安山岩 27.2 34.7 10.8 9.79 VI-I'll 
I I 3 8 D 3 93 3 剥片 ホルンフェルス 33 30 13.7 8.53 VI-W 
I 1 3 ， D 4 4 1 微細剥離痕のある剥片 玉髄（メノウ含む） 35.4 19.3 4.3 278 VI-W 
I 1 3 10 D 3 85 I 微細剥離痕のある剥片 珪質頁岩 40.5 39.7 9.8 13.05 VI-W 
I 1 3 11 D 4 I 4 剥片 ガラス質黒色安山岩 33.1 43.9 13.3 11.21 VI-VII 
I I 3 12 D 3 75 1 剥片 ガラス質質黒色安山岩 38 16.8 7.7 3.72 !Xa 
I I 3 13 D 4 2 3 剥片 ガラス 黒色安山岩 28.4 66.7 15.5 21.1 VI-W 
I 1 3 14 D 4 II 1 剥片 ガラス質黒色安山岩 38.8 37.5 16.9 19.6 VI-W 
I 1 3 15 D 4 11 3 微細剥離痕のある剥片 ガラス質黒色安山岩 72.9 49.8 8.5 28.95 VI-珊
I 1 3 16 D 3 94 4 石核 ホルンフェルス 36.7 48.8 27.4 55.97 VI-W 
I 1 3 17 D 3 93 10 敲石 流紋岩 52.2 74.3 23 128.7 VI-W 
I 1 3 18 D 4 11 5 敲石 砂岩 67.2 40.3 29.8 76.98 VI-W 
I I 3 D 3 84 I 剥片 ガラス質黒色安山岩 31.4 25.5 10.5 6.62 VI-VII 
I 1 3 D 3 84 2 微細剥離痕のある剥片 頁岩 15.2 23.6 8.1 1.86 VI-Vll 
I I 3 D 3 91 I 礫．礫片 砂岩 20.7 11.1 7 2.62 VI-I'll 
I 1 3 D 3 91 2 砕片 ホルンフェルス 15.8 12.4 7.6 1.47 VI-W 
I I 3 D 3 93 2 剥片 ガラス質黒色安山岩 19.6 14.4 6.4 1.75 VI-W 
I 1 3 D 3 93 4 剥片 凝灰岩 16 18.2 4.5 1.24 VI-Vll 
I I 3 D 3 93 6 楔形石器 凝灰岩 23.2 21.6 6.5 2.77 VI-W 
I I 3 D 3 93 7 剥片 ガラス質黒色安山岩 26.5 19.4 6.5 3 VI-W 
I 1 3 D 3 93 8 剥片 ガラス質黒色安山岩 17.3 22.3 4.8 1.35 VI-W 
I 1 3 D 3 93 ， 二次加工のある剥片 流紋岩 20.8 15.1 6 1.27 VI-W 
I I 3 D 3 93 11 剥片 ガラス質黒色安山岩 16.l 18.9 4.1 1.36 VI-W 
I I 3 D 3 94 1 砕片 ホルンフェルス 18.4 14.2 5.3 1.06 VI-Vil 
I I 3 D 3 94 2 砕片 ガラス質黒色安山岩 8.5 13.1 4 0.51 VI-W 
I I 3 D 3 94 3 剥片 トロトロ石（安山岩） 15 22.8 3.2 1.16 VI-Vll 
I 1 3 D 4 1 I 砕片 ホルンフェルス 9.7 18.4 9.4 1.88 VI-W 
I I 3 D 4 I 1 剥片 ホルンフェルス 23.9 14.8 7.4 3.24 VI-¥11 
I I 3 D 4 1 2 剥片 ガラス質黒色安山岩 40 33.8 11.l 9.56 VI-W 
I I 3 D 4 1 3 剥片 ガラス質黒色安山岩 24.3 31.6 7.8 4.2 VI-W 
I I 3 D 4 2 I 砕片 ホルンフェルス 15.1 19.7 4.5 1.03 VI-W 
I I 3 D 4 2 4 砕片 ガラス質黒色安山岩 8.2 16.4 3.8 0.37 VI-W 
I I 3 D 4 2 6 石核 ガラス質黒色安山岩 47.6 54.4 15.8 34.49 VI-VII 
I 1 3 D 4 2 7 剥片 チャート 26.3 15.6 9.4 3.34 VI-Vll 
I 1 3 D 4 2 7 砕片 チャート 8.3 15.l 1.7 0.25 VI-W 
I 1 3 D 4 2 8 二次加工のある剥片 チャート 18.4 9.5 7.4 1.78 VI-VII 
I I 3 D 4 2 ， 二次加工のある剥片 チャート 33.2 24.3 9.3 5.52 VI-VII 
I I 3 D 4 2 10 砕片 チャート 10.8 7.1 3 0.2 VI-W 
I I 3 D 4 2 II 剥片 チャート 28.7 21.8 16 9.25 VI-W 
I I 3 D 4 3 I 砕片 チャート 8.2 17.4 4.6 0.92 VI-Vll 
I 1 3 D 4 3 I 砕片 チャート 15.6 14.6 10 2.79 VI-W 
I I 3 D 4 3 1 ：ご次加工のある剥片 チャート 19.4 38.1 12.4 7.31 VI-VB 
I 1 3 D 4 3 I 剥片 チャート 25.6 30.8 17.6 10.03 VI-Vll 
I 1 3 D 4 11 2 砕片 流紋岩 13.9 13.1 2.2 0.32 VI-W 
I I 3 D 4 11 4 剥片 ガラス質黒色安山岩 33.l 81.6 16.7 26.45 VI-W 
I I 3 D 4 11 6 剥片 ガラス質黒色安山岩 18.5 42.1 18 15.75 VI-W 
I I 3 D 4 12 1 剥片 ガラス質黒色安山岩 27.5 42.3 10.7 11.73 VI-VII 
I I 3 D 4 12 2 砕片 ガラス質黒色安山岩 10.1 13 4.7 0.31 VI-VH 
I 1 3 D 4 13 1 剥片 ガラス質黒色安山岩 25.1 27.2 8.7 6.16 VI-I'll 
I I 3 D 4 13 2 剥片 ガラス質慇色安山岩 16.9 21.8 7.4 2.97 VI-VB 
I 1 3 D 4 13 3 剥片 ガラス質黒色安山岩 11.3 18.5 9.9 1.99 VI-W 
I 1 3 D 4 23 I 剥片 ガラス質黒色安山岩 29.1 13.9 10.3 3.4 VI-W 
I I 4 1 C 3 12 10 剥片

ガラス珪珪質質質黒頁頁色岩岩安山岩

36.4 52.8 17.5 36.56 IX a 
I I 4 2 C 3 12 ， 石核 36.9 66.9 25.5 42.44 IX a 
I 1 4 3 C 3 12 14 剥片 26.5 16.5 11 3.72 VII 
I I 4 4 C 3 12 15 剥片 ガラス質煎色安山岩 28 27.2 6.7 5.41 

＂ I I 4 5 C 3 13 51 二次加工のある剥片 ガラス質黒色安山岩 39.4 23.8 7.2 6.89 !Xa 
I 1 4 6 C 3 13 57 剥片 ガラス質黒色安山岩 42.4 24.5 9.5 11.82 !Xa 
I 1 4 7 C 3 13 10 剥片 ガラス質黒色安山岩 20.2 36.5 5.2 5.27 IX a 
I I 4 8 C 3 13 5 剥片 流紋岩 31 18.5 11.2 3.83 VI 
I 1 4 C 3 3 I 砕片 チャート 8.2 10.6 4.3 0.49 IX a 
I 1 4 C 3 3 2 砕片 ガラス質黒色安山岩 18.1 21.4 7.1 1.71 VJ 
I I 4 C 3 12 1 剥片 頁岩 22.2 27.6 5.8 2.74 VII 
I 1 4 C 3 12 2 砕片 ガラス質黒色安山岩 9.2 18.2 4.6 0.66 vn 
I 1 4 C 3 12 4 剥片 ガラス質黒色安山岩 21.6 38.8 13.6 11.94 VI 
I 1 4 C 3 12 5 剥片 ガラス質黒色安山岩 18.2 16.6 6.4 1.33 VII 
I I 4 C 3 12 5 剥片 ガラス質黒色安山岩 16.6 16.8 6.8 1.32 

＂ 
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第33表旧石器属性表 (2)

文化層 ユニット プロック 挿図 大'fl)ッド 中'fl)ッド 小グリッド 鰐 器種名 石 材 名 長(mmさ) 
幅 な rg~ 出土層位(mm) 

I 1 4 C 3 12 6 剥片 ガラ岡ス産質黒珪色安山岩 47.2 37.6 12.2 23.71 

＂ I I 4 C 3 12 7 剥片 嶺 質頁岩 18.4 26.6 6.1 1.67 VI 
I I 4 C 3 12 8 剥片 ガラス質黒色安山岩 20.8 6.8 6.2 0.64 VII 
I I 4 C 3 12 11 砕片 ガラス質黒色安山岩 ， 10.2 4.5 0.28 

＂ I 1 4 C 3 12 12 剥片 ガラス質黒色安山岩 24 23 4.2 2.15 IX a 
I 1 4 C 3 12 13 剥lj- ガラス質黒色安山岩 25 18.1 8.4 4.7 

＂ I 1 4 C 3 12 16 砕片 ガラス質黒色安山岩 9.6 12 3.8 0.27 VI 
I 1 4 C 3 12 17 剥片 凝灰岩 19 32.4 17.9 7.41 

＂ I I 4 C 3 12 18 砕片 ガラス質黒色安山岩 9.6 5.2 2.2 0.07 vn 
I 1 4 C 3 12 19 剥片 ガラス質黒色安山岩 13.4 19.7 12.4 2.31 vn 
I I 4 C 3 12 20 剥片 ガラス質黒色安山岩 15.2 17.4 1.6 0.37 IX a 
I 1 4 C 3 12 21 砕片 ガラス質黒色安山岩 11.8 7.6 9.2 0.43 

＂ I 1 4 C 3 12 22 剥片 ガラス質黒色安山岩 77.7 44.3 28.6 62.48 IX a 
I 1 4 C 3 13 1 砕片 ホルンフェルス 9.6 16.4 4.8 0.77 VII 
I 1 4 C 3 13 2 砕片 ガラス質黒色安山岩 8.6 16 6.7 1.1 

＂ I I 4 C 3 13 3 剥片 ガラス質黒色安山岩 50 42.5 21.5 28.66 VI 
I 1 4 C 3 13 4 剥片 ガラス質黒色安山岩 32.4 20 18.3 7.33 VN 
I I 4 C 3 13 6 砕片 ガラス質黒色安山岩 11.5 9.2 1.2 0.9 IX a 
I 1 4 C 3 13 6 剥片 ガラフ~ ス質黒色安山岩 14.6 19.2 4 1.09 IX a 
I 1 4 C 3 13 7 剥片 ガ ス質黒色安山岩 26.4 19 6.7 3.65 IX a 
I I 4 C 3 13 ， 剥片 ガラス質黒色安山岩 24.8 25.5 7.1 3.14 IX a 
I I 4 C 3 13 11 砕片 貞岩 12.4 11 4.2 0.41 IX a 
I 1 4 C 3 13 12 剥片 ガラス質黒色安山岩 28 26.3 10.5 7 IX a 
I I 4 C 3 13 13 砕片 ガラス質黒色安山岩 14 14.2 4.3 0.36 I'll 
I 1 4 C 3 13 14 剥片 ガラス質黒色安山岩 18.6 26.7 6 2.24 

＂ I 1 4 C 3 13 15 コ次加__[のある剥片 ガラス質黒色安山岩 29.3 33 8.8 8.64 VI 
I 1 4 C 3 13 16 剥片 ガラス質黒色安山岩 29.4 39.6 21.4 23.2 IX a 
I 1 4 C 3 13 17 二次加工のある剥片 ガラス質黒色安山岩 10.5 15.3 6.6 0.99 IX a 
I I 4 C 3 13 17 砕片 ガラス質黒色安山岩 6.7 8.8 2.3 0.12 !Xa 
I 1 4 C 3 13 18 楔形石器 ガラス質黒色安山岩 31.2 26.2 12.3 14.18 
I I 4 C 3 13 19 砕片 頁岩 14.3 7.2 3.5 0.23 

＂ I 1 4 C 3 13 20 剥片 ガラス質黒色安山岩 25.4 15.6 11.4 311 

＂ I 1 4 C 3 13 21 剥片 ガラス質黒色安山岩 24 21.7 8.8 6.1 

＂ I 1 4 C 3 13 22 砕片 ガラス質黒色安山岩 5.6 11.4 2 0.09 IXa 
I 1 4 C 3 13 22 砕片 ガラス質黒色安山岩 6.8 9.8 1.5 0.1 IX a 
I 1 4 C 3 13 23 剥片 ガラス質黒色安山岩 43.4 24.6 16.7 13.07 IX a 
I 1 4 C 3 13 24 剥片 ガラス質黒色安山岩 22 18.2 4.6 1.58 IX a 
I 1 4 C 3 13 25 剥片 ガラス質黒色安山岩 19.2 18.4 5 1.55 

＂ I 1 4 C 3 13 26 剥片 安山岩 8.4 16.7 5.2 I.I I'll 
I 1 4 C 3 13 27 微細剥離痕のある剥片 珪質頁岩 19.2 31 8.2 3.77 IX a 
I 1 4 C 3 13 27 剥片 ガラス質黒色安山岩 24.8 14.7 5.6 2.28 IXa 
I 1 4 C 3 13 28 剥片 ガラス質黒色安山岩 15.3 19.2 4.8 1.37 VII 
I 1 4 C 3 13 29 剥片 ガラス質黒色安山岩 22.8 18.8 13.7 4.25 !Xa 
I 1 4 C 3 13 30 剥片 ガラス質黒色安山岩 22.4 29.3 6.7 4.61 

＂ I 1 4 C 3 13 31 剥片 ガラス質黒色安山岩 20.5 24.3 5.4 2.25 

＂ I 1 4 C 3 13 32 剥片 流紋岩 31.2 26.8 11 7.33 

＂ I 1 4 C 3 13 33 剥片 ガラス質黒色安山岩 36.6 49.4 18.2 26.73 !Xa 
I 1 4 C 3 13 34 刺片 頁岩 14.7 24.8 4.3 156 IX a 
I 1 4 C 3 13 34 剥片 ガラス質黒色安山岩 35.5 28.4 9.4 8.56 !Xa 
I 1 4 C 3 13 35 剥片 ガラス質黒色安山岩 42.4 462 12 21.28 IX a 
I 1 4 C 3 13 37 剥片 ガラス質黒色安山岩 15.2 26.2 12.4 3.49 !Xa 
I 1 4 C 3 13 38 剥片 流紋岩 33.6 56 14.3 26.15 IX a 
I 1 4 C 3 13 39 楔形石器 流紋岩 36 24.3 19.5 15,67 IX a 
I 1 4 C 3 13 40 剥片 流紋岩 27 29.1 15.8 10.62 !Xa 
I 1 4 C 3 13 40 砕片 ガラス質黒色安山岩 12.3 5.4 1.9 0.09 !Xa 
I 1 4 C 3 13 41 剥片 ガラス質黒色安山岩 16.4 29.6 11.4 4.94 IX a 
I 1 4 C 3 13 42 剥片 ガラス質黒色安山岩 13.2 21.2 2.5 1.15 IX a 
I 1 4 C 3 13 43 剥片 ガラス質黒色安山岩 14.2 24.2 2.6 1.01 VII 
I 1 4 C 3 13 44 剥片 凝灰岩 13.2 22.8 5 1.25 IX a 
I 1 4 C 3 13 45 剥片 ガラス質黒色安山岩 40 40.8 23.8 39.91 IX a 
I 1 4 C 3 13 46 剥片 ガラス質黒色安山岩 34.8 15.6 10.6 4.6 IX a 
I 1 4 C 3 13 47 剥片 ガラス質黒色安山岩 16.2 19.8 10 2.91 
I 1 4 C 3 13 48 剥片 流紋岩 40.8 38.6 15 23.18 VII 
I 1 4 C 3 13 49 剥片 ガラス質黒色安山岩 17 13.4 3.4 0.66 !Xa 
I 1 4 C 3 13 50 剥片 ガラス質黒色安山岩 20.5 9.8 9.6 2.12 IX a 
I 1 4 C 3 13 52 剥片 ガラス質黒色安山岩 17 21.8 3.2 0.87 IX a 
I 1 4 C 3 13 53 剥片 ガラス質黒色安山岩 25.8 44.6 13.3 18.36 !Xa 
I 1 4 C 3 13 54 砕片 ガラス質黒色安山岩 18 5 5.5 0.47 IXa 
I 1 4 C 3 13 54 砕片 ガラス質黒色安山岩 8.2 13.8 3.8 0.56 IX a 
I 1 4 C 3 13 55 剥片 ガラス質黒色安山岩 42.7 45 19 28.93 IX a 
I 1 4 C 3 13 56 砕片 ガラス質黒色安山岩 10 15 5.2 0.68 IXa 
I 1 4 C 3 13 58 剥片 珪質頁岩 19.3 21.6 5.5 1.55 IX a 
I 1 4 C 3 13 59 砕片 流紋岩 9.3 15.2 2.4 0.27 IX a 
I 1 4 C 3 13 59 剥片 流紋岩 13 24.3 4.6 1.02 IX a 
I 1 . 4 C 3 13 60 砕片 ガラス質黒色安山岩 11.8 14.3 4.4 0.56 IX a 
I 1 4 C 3 13 61 剥片 ガラス質黒色安山岩 37.8 15 11.7 10.26 IX a 
I l 4 C 3 13 62 砕片 ガラス質黒色安山岩 18 14.8 5.2 10.1 IX a 
I 1 4 C 3 13 63 剥片 ガラス質黒色安山岩 20.2 28.4 4.5 3.24 IXa 
I 1 4 C 3 13 64 砕片 ガラス質黒色安山岩 10.4 13.4 6.7 0.47 !Xa 
I 1 4 C 3 13 64 剥片 ガラス質黒色安山岩 28.6 18 13.4 6.64 IXa 
I 1 4 C 3 13 65 剥片 ガラス質黒色安山岩 12.4 18.7 4 0.65 IX a 
I 1 4 C 3 13 65 砕片 ガラス質黒色安山岩 11.8 4.6 4.5 0.23 IXa 
I 1 4 C 3 13 66 砕片 ガラス質黒色安山岩 8 12.4 6.6 0.61 IXb 
I 1 4 C 3 13 67 靡 凝灰岩 16.3 82 3.4 0.29 IXb 
I 1 4 C 3 22 1 ガラス質黒色安山岩 18.4 25 6.2 2.87 

＂ I 1 5 1 C 3 4 1 一次加工のある剥片 チャート 25.5 52.1 11.3 12.29 IXa 
I 1 5 2 C 3 15 14 石核 嶺岡産珪質頁岩 25.6 48 22.8 28.45 vn 
I 1 5 3 C 3 16 3 石核 ガラス質黒色安山岩 26.7 40 15.2 23.28 

＂ I 1 5 4 C 3 25 3 敲石 チャート 82.9 65.7 43 305.5 

＂ I 1 5 C 3 14 I 砕片 ガラス質黒色安山岩 17.4 5.4 23 0.27 IX a 
I 1 5 C 3 14 I 剥片 凝灰岩 20.5 27.2 9.6 3.71 IX a 
I 1 5 C 3 14 2 砕片 ガラス質黒色安山岩 7.9 12.2 2.8 0.22 

＂ 
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第34表 18石器属性表 (3)

文化層 ユニット プロック 挿図 大グリッド 中グリッド 小グリッド 鍔 器種名 石材名 長(mmさ) 
幅

厚(mmさ) ,.g~ 出土層位(mm) 

I 1 5 C 3 14 2 剥片 ガラス質黒色安山岩 216 7.8 ， 118 VII 

I 1 5 C 3 15 1 砕片 ホルンフェルス 8 11.8 41 0.33 vn 
I 1 5 C 3 15 2 剥片 ガラス質黒色安山岩 30.5 36.4 115 10.78 vn 
I 1 5 C 3 15 3 砕片 ガラス質黒色安山岩 14.6 7.6 2 0.19 VII 
I 1 5 C 3 15 4 砕片 ガラス質黒色安山岩 9.3 7.2 2.6 0.16 !Xa 
I 1 5 C 3 15 5 剥片 ガラス質黒色安山岩 18.8 12.2 6.7 1.24 ¥Ill 
I I 5 C 3 15 6 砕片 ガラス質黒色安山岩 5.6 11.9 5.3 0.24 VII 
I 1 5 C 3 15 7 砕片 ガラス質黒色安山岩 10.8 56 3.8 0.28 IX a 
I I 5 C 3 15 8 剥片 ガラス質黒色安山岩 21.9 15 3.8 126 !Xa 
I 1 5 C 3 15 ， 砕片 ガラス質黒色安山岩 7.2 9.6 33 0.26 VII 
I 1 5 C 3 15 10 砕片 ガラス質黒色安山岩 11.2 7.4 3.4 0.26 IX a 
I 1 5 C 3 15 11 剥片 ガラス質黒色安山岩 21.5 14.2 28 0.81 Vil 
I 1 5 C 3 15 12 砕片 ガラス質黒色安山岩 5.2 54 1.3 0.06 Vil 
I I 5 C 3 15 13 剥片 ガラス質黒色安山岩 20.5 224 12 4.14 VII 
I I 5 C 3 15 15 刺片 ガラス質黒色安山岩 248 28.6 11.6 6.2 I'll 
I 1 5 C 3 15 16 剥片 ガラス質黒色安山岩 212 8.6 3.7 0.65 I'll 
I 1 5 C 3 15 17 砕片 ガラス質黙色安山岩 9.7 5.6 27 0.11 IX a 
I 1 5 C 3 15 17 剥片 凝灰岩 225 11.8 56 1.58 IX a 
I I 5 C 3 15 18 砕片 ガラス質黒色安山岩 12.8 11.8 2.6 027 Vil 
I 1 5 C 3 16 I 楔形石器 ガラス質黒色安山岩 158 25.6 5.7 2.01 VII 
I 1 5 C 3 16 2 砕片 ガラス質黒色安山岩 5.7 10.8 4 0.3 VII 
I I 5 C 3 16 2 砕片 ガラス質黒色安山岩 ， 17 2.8 035 vn 
I 1 5 C 3 24 1 砕片 ガラス質黒色安山岩 5.8 8.6 2.7 0.12 IX a 
I 1 5 C 3 24 2 砕片 ガラス質黒色安山岩 13.6 17 4.8 1.07 VII 
I 1 5 C 3 25 I 剥片 ガラス質黒色安山岩 23.2 20.6 5 1.79 !Xa 
I 1 5 C 3 25 2 砕片 ガラス質黒色安山岩 ， 12.3 3.2 0.37 VII 
I I 5 C 3 25 4 剥片 ガラス質黒色安山岩 18.5 23.2 8.4 3.71 VII 
I I 5 C 3 25 5 剥片 ガラス質黒色安山岩 18 16.7 7.5 1.33 !Xa 
I I 5 C 3 25 6 剥片 ガラス質黒色安山岩 25.3 30.2 16.2 9.35 

＂ I I 5 C 3 25 7 剥片 ガラス質黒色安山岩 15.4 23.2 7.4 1.77 VII 
I 1 5 C 3 25 8 砕片 ガラス質黒色安ill岩 6.5 8.8 2 0.13 IX a 
I 1 5 C 3 25 ， 剥片 ガラス質黒色安山岩 16 19.6 7.7 2.16 !Xa 
I 1 5 C 3 25 10 砕片 ガラス質黒色安山岩 7 13.2 2.6 0.22 VN 
I l 5 C 3 25 10 砕片 ガラス質黒色安山岩 7.6 12.5 39 0.27 VII 
I 1 5 C 3 25 10 砕片 ガラス質黒色安山岩 92 152 7.2 0.8 VII 
I I 5 C 3 25 10 剥片 ガラス質黒色安山岩 12.4 27.4 7.3 1.83 VII 
I 1 5 C 3 26 1 剥片 ガラス質黒色安山岩 17.7 27.4 13.6 5.36 軋

I 1 6 1 C 3 48 8 剥片 ガフス質黒色安山岩 58.2 43.7 27.8 4979 IX a 
I 1 6 2 C 3 38 2 剥片 ガラス質黒色安山岩 336 46.4 127 22.81 IX a 
I I 6 3 C 3 39 4 剥片 ガラス質黒色安山岩 414 22.6 103 53 IX a 
I 1 6 4 C 3 38 3 剥片 ガラス質黒色安山岩 30.8 31.7 9.6 7.85 vn 
I I 6 5 C 3 48 4 剥片 ガラス質黒色安山岩 19.5 32.3 9.9 3.58 vn 
I I 6 6 C 3 49 1 剥片 ガラス質黒色安山岩 34.9 7.4 14 1.48 VI 
I 1 6 7 C 3 38 4 剥片 ガラス質黒色安山岩 39.6 57.2 16.8 35.27 w 
I 1 6 8 C 3 48 2 ナイフ形石器 ガラス質黒色安山岩 205 18.4 5.7 1.12 VN 
I I 6 ， C 3 39 2 ナイフ形石器 チャート 25.5 13.8 8.2 2.99 IX a 
I 1 6 10 C 3 48 6 剥片 珪質頁岩 67.2 36.1 15.2 25.45 IX a 
I 1 6 11 C 3 29 I 剥片 トロトロ石（安山岩） 31.7 32 154 13.22 IX a 
I 1 6 C 3 17 1 二次加工のある剥片 緑色凝灰岩 30 27.4 112 7.95 

＂ I 1 6 C 3 17 I 砕片 ホルンフェルス 124 13.6 7 0.69 VII 
I 1 6 C 3 28 I 砕片 ホルンフェルス 9.3 10 42 0.7 VII 
I I 6 C 3 38 I 剥片 ガラス質黒色安山岩 20.4 14.8 4 1.21 

＂ I 1 6 C 3 38 5 剥片 ガラス質黒色安山岩 25.5 12.4 3.4 0.82 VII 
I I 6 C 3 39 I 剥片 ガラス質黒色安山岩 6.7 133 2.4 0.62 IX a 
I 1 6 C 3 39 3 剥片 ガラス質黒色安山岩 18.2 14.5 3.3 123 VJ 
I 1 6 C 3 39 5 砕片 ガラス質黒色安山岩 13 7.4 4.3 0.27 

＂ I 1 6 C 3 48 1 剥片 トロトロ石（安山岩） 14.3 15.8 4.6 0.97 IX a 
I 1 6 C 3 48 3 剥片 ガラス質黒色安山岩 15.7 148 5.2 I 13 珊

I 1 6 C 3 48 5 剥片 珪質頁岩 29.6 205 12 626 VII 
I 1 6 C 3 48 7 剥片 ガラス質黒色安山岩 18.8 158 7 I.SI VII 
I 1 6 C 3 49 2 刺片 ガラス質黒色安山岩 165 17.8 2.2 0.5 IXa 
I I 6 C 3 49 3 剥片 ガラス質黒色安山岩 ， 25.2 33 0.89 IX a 
I I 6 C 3 49 3 剥片 ガラス質黒色安山岩 14.6 21.6 6.7 1.69 IX a 
I I 6 C 3 49 4 剥片 ガラス質黒色安山岩 14.8 21 43 1.59 vn 
I I 6 C 3 49 5 剥片 ガラス質黒色安山岩 406 274 7.4 4.79 IX a 
I I 6 C 3 49 6 剥片 ガラス質黒色安山岩 30.5 58 15.5 23.19 IX a 
I I 6 C 3 49 7 砕片 ガラス質黒色安山岩 10 13.2 2.4 0.25 IX a 
I I 6 C 3 59 1 剥片 トロトロ石（安山岩） 16.2 214 10 3.87 

＂ I 2 7 I E 2 62 1 ナイフ形石器 珪質頁岩 33.2 11.4 3.4 0.96 !Xa 
I 2 7 2 E 2 66 1 ナイフ形石器 嶺岡産珪質頁岩 32 11.9 6.1 2.15 VI 
I 2 7 3 E 2 67 I 楔形石器 黒曜石 132 16.1 7.4 1.47 VII 
I 2 7 4 E 2 54 4 二次加上のある剥片 嶺岡産珪質頁岩 69 35.9 22.2 48.14 IX a 
I 2 7 5 E 2 76 I 二次加工のある剥片 流紋岩 67 29.8 83 1539 IX a 
I 2 7 6 E 2 54 20 微細剥離痕のある剥片 珪質頁岩 41.2 25.8 10.7 9.95 IX a 
I 2 7 7 E 2 85 1 微細剥離痕のある剥片 珪質頁岩 71 48.9 115 2495 !Xe 
I 2 7 8 E 2 75 4 微細剥離痕のある剥片 頁岩 19.4 156 4.6 1.26 IX a 
I 2 7 ， E 2 75 3 微細剥離痕のある刺片 頁岩 223 15.8 5.2 1.92 IX a 
I 2 7 10 E 2 84 1 剥片 トロトロ石（安山岩） 321 20.8 6.7 3.77 VN 
I 2 7 11 E 2 74 2 二次加T.のある剥片 珪質頁岩 24.4 27.4 3.2 171 VN 
I 2 7 12 E 2 56 I 微細剥離痕のある剥片 嶺岡産珪質頁岩 421 38.2 14 18.48 IX a 
I 2 7 13 E 2 74 1 二次加工のある剥片 流紋岩 48.9 23.5 15.7 12.55 VII 
I 2 7 14 E 2 75 2 二次加工のある剥片 珪質頁岩 45.6 47.6 13.3 25.76 IX a 
I 2 7 15 E 2 65 3 微細剥離痕のある剥片 珪質頁岩 37.5 222 6.8 5.35 

＂ I 2 7 16 E・ 2 63 2 二次加］．．のある剥片 流紋岩 28 35.8 56 4.84 IX a 
I 2 7 17 E 2 72 I ---: 次加上のある剥片 珪質頁岩 16.8 22.6 3.8 1.39 VI 
I 2 7 18 E 2 54 7 剥片 ガラス質黒色安山岩 27.4 24.9 9.1 6.48 VN 
I 2 7 19 E 2 66 2 -: 次加工のある剥片 玉髄（メノウ含む） 47 46.1 10.8 13.45 IX a 
I 2 7 20 E 2 55 3 微細剥離痕のある剥片 ガラス質黒色安山岩 26.1 18.1 7 3.27 VI 
I 2 7 21 E 2 55 I 剥片 ガラス質黒色安山岩 31 425 12.2 16.3 IX a 
I 2 7 21 E 2 55 2 剥片 ガラス質黒色安山岩 49 43.6 14.6 30.89 !Xa 
I 2 7 22 E 2 64 7 剥片 ガラス質黒色安山岩 20.4 26.9 46 1.72 vn 
I 2 7 23 E 2 64 I 剥片 ガラス質黒色安ii!岩 22.3 26.4 5.9 2.94 VI 
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第35表旧石器属性表 (4)

文化層 ユニット プロック 挿図 大グ）ッド 中グリッド 小グリッド 鰐 器種名 石材名
長さ 幅

厚(mmさ) 
重最

出t層位(mm) (mm) (g) 

I 2 7 24 E 2 54 I ご一次hurのある剥片
ガラスス質質黒黒色色安安山山岩岩 46.8 44.5 30 5111 IX a 

I 2 7 25 E 2 64 8 剥片 ガラ 41.4 32.6 12.3 17 VD 
I 2 7 26 E 2 64 6 剥片 ガラス質黒色安山岩 73.9 321 14.6 3011 IX a 
I 2 7 27 E 2 54 19 二次加］：のある剥片 ガラス質黒色安山岩 37.1 19.7 10.3 6.05 !Xa 
I 2 7 28 E 2 54 ， 剥片 ガラス質黒色安山岩 377 32.8 93 1142 IX a 
I 2 7 29 E 2 54 5 剥片 ガラス質黒色安111岩 49.6 75.5 145 45.51 IX a 
I 2 7 30 E 2 54 3 刺片 ガラス質黒色安山岩 48.3 47.3 125 17.95 IX a 
I 2 7 31 E 2 53 I 剥片 ガラス質黒色安IIJ岩 311 35.9 23.2 19.66 Vil 
I 2 7 32 E 2 55 4 剥片 ガラス質黒色安山岩 23.7 24.3 6.5 3.32 IX a 
I 2 7 E 2 53 2 砕片 ガラス質黒色安山岩 14.2 14.3 47 0.62 VI 
I 2 7 E 2 53 3 砕片 珪質頁岩 72 16.5 8.4 1.03 !Xa 
I 2 7 E 2 53 4 礫．礫片 流紋岩 151 10.9 2.9 0.56 IX a 
I 2 7 E 2 53 4 剥片 ガラス質黒色安山岩 27 28 22 917 IX a 
I 2 7 E 2 53 5 砕片 ガラス質黒色安山岩 11.2 16.8 5.1 079 IX a 
I 2 7 E 2 53 6 剥片 ガラス質黒色安山岩 16.8 326 8.8 516 VII 
I 2 7 E 2 53 7 刺片 ガラス質黒色安1!1岩 17.9 13.8 6.1 129 IX a 
I 2 7 E 2 53 7 砕片 ガラス質黒色安山岩 IO.I 9.9 3.4 032 IX a 
I 2 7 E 2 54 2 砕片 ガラス質黒色安JIJ岩 13.8 12.6 4.5 0.38 IX a 
I 2 7 E 2 54 5 剥片 ガラス質黒色安山岩 48.6 33.8 17.2 19.31 IX a 
I 2 7 E 2 54 6 砕片 ガラス質黒色安山岩 132 10.8 8 0.53 IX a 
I 2 7 E 2 54 8 剥片 ガラス質黒色安山岩 272 48.9 22.8 2154 IX a 
I 2 7 E 2 54 10 剥片 ガラス質黒色安山岩 316 32.7 20.4 1358 ,~ 
I 2 7 E 2 54 11 剥片 ガラス質黒色安山岩 31.4 17.7 9.5 4.65 !Xa 
I 2 7 E 2 54 12 剥片 ガラス質黒色安J]J岩 14.4 215 4.8 0.8 VI 
I 2 7 E 2 54 12 砕片 ガラス質黒色安1l1岩 9.3 142 6.4 0.45 VI 
I 2 7 E 2 54 13 剥片 ガラス質黒色安山岩 15 20.9 4.7 118 

＂ I 2 7 E 2 54 14 砕片 ガラス質黒色安山岩 76 14.4 5.4 0.37 IX a 
I 2 7 E 2 54 14 砕片 ガラス質黒色安山岩 122 12 3 0.47 IX a 
I 2 7 E 2 54 15 剥片 安山岩 351 13.2 8.5 2.39 IXa 
I 2 7 E 2 54 16 砕片 ガラス質黒色安Iii岩 21.8 7.5 5.6 0.86 IX a 
I 2 7 E 2 54 17 剥Ii ガラス質黒色安山岩 20.4 13.8 46 121 Vil 
I 2 7 E 2 54 18 剥片 ガラス質黒色安山岩 225 20 56 208 !Xa 
I 2 7 E 2 54 21 砕片 ガラス質黒色安山岩 172 17.7 2.8 065 !Xa 
I 2 7 E 2 55 5 砕片 ガラス質黒色安山岩 12.2 17.8 5.4 07 IX a 
I 2 7 E 2 63 I 砕片 流紋岩 7.9 11.5 2 0.09 VI 
I 2 7 E 2 63 3 微細剥離痕のある剥片 貞岩 21.9 10.4 2 0.44 IX a 
I 2 7 E 2 63 4 砕片 流紋岩 11.3 132 1.8 0.23 IX a 
I 2 7 E 2 63 4 砕片 流紋岩 10 74 2.3 0.21 IX a 
I 2 7 E 2 63 5 砕片 流紋岩 8.3 9.2 1.5 016 

＂ I 2 7 E 2 63 6 砕片 流紋岩 8.8 12.3 22 016 VII 
I 2 7 E 2 63 7 砕片 黒曜石 9.2 ， 3 027 

＂ I 2 7 E 2 64 2 砕片 ガラス質黒色安ill岩 18 2 9.2 35 055 

＂ I 2 7 E 2 64 3 二次加丁．のある剥片 ガラス質黒色安山岩 50.4 30.2 4.4 18.48 

＂ I 2 7 E 2 64 4 剥片 ガラス質黒色安山岩 22.4 IO 3.8 0.69 VII 
I 2 7 E 2 64 5 剥片 流紋岩 26.1 46.8 9.4 6.66 IX a 
I 2 7 E 2 64 ， 剥片 ガラス質黒色安山岩 45.5 24.4 16.6 16.51 IX a 
I 2 7 E 2 64 10 砕片 ガラス質黒色安山岩 JO.I 16 2.8 0.44 VII 
I 2 7 E 2 65 I 砕片 ガラス質黒色安山岩 17.5 21.8 4.2 0.98 VI 
I 2 7 E 2 65 2 剥片 ガラス質黒色安111岩 22.3 37.5 8.5 837 !Xa 
I 2 7 E 2 65 4 微細剥離痕のある剥片 珪質頁岩 16.7 18.5 5.2 0.86 !Xa 
I 2 7 E 2 67 I 二次加Lのある剥片 黒曜石 10.3 128 2 0.27 VII 
I 2 7 E 2 67 2 剥片 黒曜石 17.8 10.6 4.1 071 !Xa 
I 2 7 E 2 73 1 剥片 ガラス質黒色安IU岩 14.6 20.4 8.8 125 VI 
I 2 7 E 2 75 I 剥片 流紋岩 15 18.3 65 098 VI 
I 2 7 E 2 86 I 砕片 ホルンフェルス 9.6 12 51 064 VII 
I 2 8 1 E 2 89 2 ナイフ形,fj器 黒曜“ 30.7 151 8 332 VII 
I 2 8 2 E 2 78 I 微細剥離痕のある剥片 玉髄（メノウ含む） 36.7 255 5.4 4.92 IX a 
I 2 8 3 E 2 99 I 剥片 流紋岩 35.9 192 5.9 1.96 IX a 
I 2 8 4 E 2 79 5 剥片 珪質頁岩 31 15.3 3.6 1.54 IX a 
I 2 8 5 E 2 69 4 剥片 珪質頁岩 20.5 26.8 51 273 IX a 
I 2 8 6 E 2 58 I 剥片 嶺岡産珪質頁岩 28.4 42.8 8 1117 IX a 
I 2 8 7 E 2 89 1 二次加Tのある剥片 珪質貞岩 30.6 242 46 175 V 
I 2 8 8 E 2 59 1 微細剥離痕のある剥片 E髄（メノウ含む） 39.5 28.3 9.7 10.81 IX a 
I 2 8 ， F 2 80 8 剥片 ガラス質惧色安山岩 57.8 48.5 19.6 36.47 IX a 
I 2 8 10 E 2 69 I 微細剥離痕のある剥片 貞岩 29.1 326 7 3.87 ¥Ill 
I 2 8 E 2 59 2 微細剥離痕のある剥片 嶺岡産珪質頁岩 16.3 275 6.4 2.87 IX a 
I 2 8 E 2 68 I 微細剥離痕のある剥片 珪質頁岩 10.4 132 21 0.4 VII 
I 2 8 E 2 68 2 二次加上のある剥片 黒曜石 8.2 148 5.2 046 VII 
I 2 8 E 2 68 2 て次加,:ーのある剥片 黒曜石 167 12.3 4 0.54 Vil 
I 2 8 E 2 68 3 剥片 トロトロ石（安山岩） 29.8 28.9 8 5.28 IX a 
I 2 8 E 2 68 4 剥片 黒曜石 9.9 186 6.9 1.3 IX a 
I 2 8 E 2 68 5 剥片 玉髄（メノウ含む） 22.8 155 4.6 1.34 !Xa 
I 2 8 E 2 68 6 剥片 貞岩 20 15.8 5 178 IX a 
I 2 8 E 2 69 2 剥片 玉髄（メノウ含む） 26.7 207 7.2 2.94 IX a 
I 2 8 E 2 69 3 剥片 黒曜石 13 146 3.4 0.41 IX a 
I 2 8 E 2 69 6 微細剥離痕のある剥片 珪質頁岩 23.8 242 2.2 16 IX a 
I 2 8 E 2 78 2 剥片 黒曜石 26 135 66 1.67 IX a 
I 2 8 E 2 78 3 砕片 黒曜石 9.6 17.4 35 0.33 VII 
I 2 8 E 2 78 4 砕｝＼^ 流紋岩 19 16 4.5 0.75 IX a 
I 2 8 E 2 79 I 砕片 流紋岩 15 13 7 135 W 
I 2 8 E 2 79 2 砕片 黒曜石 9.8 7.7 1.5 0.04 IX a 
I 2 8 E 2 79 3 砕J,・ 流紋岩 8.8 7.4 31 0.1 !Xa 
I 2 8 E 2 79 4 微細剥離痕のある剥片 貞岩 29.8 18.4 37 1.09 w 
I 2 8 E 2 88 I 砕片 流紋岩 23.8 12.6 57 0.46 IX a 
I 2 8 E 2 88 2 砕片 流紋岩 11.2 12 5 0.53 IXa 
I 2 8 E 2 88 3 砕片 流紋岩 12 11.5 2.4 0.21 IX a 
I 2 8 E 2 88 4 微細剥離痕のある剥片 流紋岩 152 9.9 2.6 0.26 VI 
I 2 8 E 2 89 3 微細剥離痕のある剥片 頁岩 136 25.9 6.9 1.68 VII 
I 2 8 E 2 89 4 二次加工のある剥片 貞岩 17.2 24.5 42 1.89 IX a 
I 2 8 E 2 98 I 砕片 流紋岩 132 122 3.3 0.22 VI 
I 2 8 E 2 98 2 剥片 流紋岩 32 42 ， 6.78 lXa 
I 2 8 E 2 98 3 剥片 流紋岩 22 8 4.5 0.56 IX a 
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第36表旧石器属性表 (5)

文化層 ユニット プロック 挿図 大グリッド 中1'}ッド 小'fl)ッド 罪 器種名 石 材 名 rmm月
幅

rmm町 門 出土層位(mm) 

I 2 8 E 2 98 4 微微細細剥剥離痕のあるる剥剥片 流頁亀又岩右 20.2 14,3 2.5 0.46 IXa 
I 2 8 E 2 98 5 離痕のあ 片 39.4 39.5 8.8 12.35 IX a 
I 2 8 E 2 98 6 微細剥離痕のある剥片 頁岩 56.4 17.6 14.1 13.52 IX a 
I 2 8 E 2 98 7 微細剥離痕のある剥片 頁岩 18.7 21.1 7.8 2.44 IX a 
I 2 8 E 2 99 2 微細剥離痕のある剥片 頁岩 30.8 49.3 82 7.01 

＂ I 2 8 E 2 99 3 剥片 ガラス質黒色安山岩 18.2 25.1 8.7 2.49 V 
I 2 8 F 2 70 1 砕片 チャート 17.l 8.7 4.7 0.71 VI 
I 2 8 F 2 70 2 剥片 チャート 25.4 28.2 14.2 8.18 VI 
I 2 8 F 2 70 3 砕片 ガラス質黒色安山岩 21.2 11.6 5 1.33 VI 
I 2 8 F 2 70 4 礫．礫片 チャート 54.5 31.7 30.1 124 VI 
I 2 8 F 2 70 6 剥片 チャート 39.6 52.6 22.5 50.44 w 
I 2 8 F 2 80 1 礫．礫片 チャート 45 69.4 31.1 58.14 !Xa 
I 2 8 F 2 80 2 礫．礫片 チャート 16.3 29.8 13.6 4.74 IX a 
I 2 8 F 2 80 3 礫．礫片 チャート 14.1 19.5 5.4 1.62 IX a 
I 2 8 F 2 80 4 礫・礫片 チャート 85.3 61.4 39.5 180 IX a 
I 2 8 F 2 80 5 礫．礫片 砂岩 50.4 18.2 8.2 8.14 IXa 
I 2 8 F 2 80 6 礫．礫片 チャート 85.6 81.5 52.5 333.05 IX a 
I 2 8 F 2 80 7 礫．礫片 流紋岩 49.6 64.3 16.2 55.21 IXa 
I 2 8 F 2 80 ， 砕片 流紋岩 14 6 5 0.33 IX a 
I 2 8 F 2 80 10 砕片 流紋岩 17 13 5 0.72 IXa 
I 2 8 F 2 80 11 剥片 流紋岩 24.5 17 5 1.23 IXa 
I 2 8 F 2 80 12 礫砕．礫片片 流紋岩 74.4 64 43.8 235.26 IX a 
I 2 8 F 2 90 I 流紋岩 13 7 6 0.74 IX a 
I 2 ， 1 D 3 19 6 --次加工のある剥片 汝頁山岩宕 50 69.4 19.1 53.3 

＂ I 2 ， 2 E 3 20 I 二次加工のある剥片 27 22.6 6.2 2.43 VII 
I 2 ， 3 D 3 27 1 楔形石器 凝灰岩 28.8 22.1 11.7 6.18 

＂ I 2 ， 4 D 3 18 10 微細剥離痕のある剥片 チャート 32.8 40.9 10.2 10.45 vn 
I 2 ， 5 D 3 19 2 微細剥離痕のある剥片 凝灰岩 24.3 28.6 7.9 4.33 VI 
I 2 ， 6 D 3 18 6 剥片 頁岩 35.3 20.2 9.7 5.21 VI 
I 2 ， 7 D 3 28 1 剥片 トロトロ石（安山岩） 28.4 32.5 8 7.18 VN 
I 2 ， 8 D 3 19 7 剥片 安山岩 63.1 48.7 5.4 29.58 

＂ I 2 ， ， D 3 27 3 剥片 ガラス質黒色安山岩 57.6 38 14.6 26.58 VII 
I 2 ， 10 D 3 18 11 剥片 安山岩 30.8 37.4 8 11.77 I'll 
I 2 ， 11 D 3 19 3 剥片 安山岩 37.7 49.9 12.2 22.86 

＂ I 2 ， 12 D 3 28 17 剥片 嶺岡産珪質頁岩 28.4 37.4 15.8 9.89 vn 
I 2 ， 13 D 3 39 2 剥片 嶺岡産珪質頁岩 21.4 28.3 11.4 4.42 VI 
I 2 ， 14 D 3 27 6 剥片 嶺岡産珪質頁岩 28.1 31.1 14.8 10.59 

＂ I 2 ， 15 D 3 28 5 剥片 嶺岡産珪質頁岩 32 27.9 7.4 4.86 

＂ I 2 ， 16 D 3 28 6 剥片 嶺岡産珪質頁岩 18.7 19 11.8 3.14 VI 
I 2 ， 17 D 3 .28 8 剥片 嶺岡産珪質頁岩 19 13.6 8.3 1.61 VI 
I 2 ， 18 D 3 18 7 微細剥離痕のある剥片 ガラス質黒色安山岩 42.6 58.7 52 12.65 VI 
I 2 ， 19 D 3 17 I 二次加工のある剥片 ガラス質黒色安山岩 37 40 13.9 19.45 VI 
I 2 ， 20 D 3 29 2 微細剥離痕のある剥片 流紋岩 38.8 20.1 6.1 3.26 

＂ I 2 ， 21 D 3 19 4 微細剥離痕のある剥片 流紋岩 42.1 29.6 16 16.25 

＂ I 2 ， 22 E 3 20 3 石核 流紋岩 55.9 58.9 45.8 194.24 !Xa 
I 2 ， 23 D 3 18 ， 二次加工のある刺片 嶺岡産珪質頁岩 29.2 21.8 9.5 4.48 VN 
I 2 ， 24 D 3 28 13 二次加工のある剥片 嶺岡産珪質頁岩 46 47.6 24 37.52 

＂ I 2 ， 25 D 3 37 1 石核 嶺岡産珪質頁岩 33.1 47.8 21.7 28.6 

＂ I 2 ， 26 D 3 27 8 二次加工のある剥片 嶺岡産珪質頁岩 36.4 33.6 14 7 19.83 vn 
I 2 ， 27 D 3 38 1 剥片 嶺岡産珪質頁岩 23.2 21.7 11.5 4.49 VI 
I 2 ， 28 D 3 28 16 二次加工のある剥片 嶺岡産珪質頁岩 22.7 31.2 9.8 4.95 vn 
I 2 ， D 3 8 1 礫．礫片 チャート 29.4 17.3 14.6 10.89 

＂ I 2 ， D 3 18 1 剥片 チャート 19.2 10.4 7.6 1.58 

＂ I 2 ， D 3 18 2 礫．礫片 チャート 15.5 9.2 6.4 128 ¥II 
I 2 ， D 3 18 3 微細剥離痕のある剥片 チャート 34.8 11.5 5.7 2.6 VI 
I 2 ， D 3 18 3 砕片 チャート 8.3 7.8 2.6 0.16 VI 
I 2 ， D 3 18 4 剥片 チャート 27.4 23.8 18.4 7.24 

＂ I 2 ， D 3 18 5 剥片 チャート 27.2 38.4 14.2 13.82 VII 
I 2 ， D 3 18 8 剥片 チャート 14.8 26.5 14.4 5.06 

＂ I 2 ， D 3 18 12 剥片 ガラス質黒色安山岩 24.7 18.6 6.4 228 

＂ I 2 ， D 3 18 13 微細剥離痕のある剥片 チャート 33.4 49.2 16.7 21.18 I'll 
I 2 ， D 3 18 13 剥片 チャート 16.4 29 9.4 4.41 ¥II 
I 2 ， D 3 19 I 剥片 トロトロ石（安山岩） 23.6 18 4.8 1.08 VI 
I 2 ， D 3 19 5 剥片 凝灰岩 21.6 10.6 4.8 0.91 VI 
I 2 ， D 3 19 8 砕片 ホルンフェルス 7.2 13.6 5.6 0.49 VI 
I 2 ， D 3 19 8 剥片 チャート 13.4 12.2 10.4 1.91 

＂ I 2 ， D 3 27 2 剥片 緑色凝灰岩 26.2 33.8 9.3 9.15 

＂ I 2 ， D 3 27 4 二次加工のある剥片 ガラス質黒色安山岩 32.4 33 13.2 14.22 

＂ I 2 ， D 3 27 5 剥片 チャート 15.8 24 5 1.8 

＂ I 2 ， D 3 27 7 剥片 チャート 22.2 32 18.2 9.78 

＂ I 2 ， D 3 27 ， 楔形石器 ガラス質黒色安山岩 25.3 35.2 6.7 5.27 

＂ I 2 ， D 3 27 10 剥片 ガラス質黒色安山岩 26 23.6 5.7 3.69 vn 
I 2 ， D 3 28 2 砕片 ガラス質黒色安山岩 8 14.7 3.6 0.29 VII 
I 2 ， D 3 28 3 礫．礫片 チャート 24.4 19.8 17.6 11.82 

＂ I 2 ， D 3 28 4 剥片 チャート 31.4 37.6 12 15.75 vn 
I 2 ， D 3 28 7 砕片 ガラス質黒色安山岩 13.4 8.6 2.4 0.23 vn 
I 2 ， D 3 28 ， 剥片 ガラス質黒色安山岩 18.4 17.6 4 1.68 VI 
I 2 ， D 3 28 10 微細剥離痕のある剥片 チャート 25.6 29.4 14.6 6.06 VI 
I 2 ， D 3 28 11 剥片 チャート 32.8 16.4 13.5 7.14 VI 
I 2 ， D 3 28 12 剥片 ガラス質黒色安山岩 44.6 64.6 18 27 

＂ I 2 ， D 3 28 14 剥片 ガラス質黒色安山岩 19.2 22.6 6.8 2.43 VI 
I 2 ， D 3 28 15 剥片 チャート 20.7 20.2 5.8 2.15 

＂ I 2 ， D 3 28 18 砕片 ガラス質黒色安山岩 15 11.8 2.6 0.49 I'll 
I 2 ， D 3 28 19 砕片 ガラス質黒色安山岩 10.8 13.7 2.2 0.26 w 
I 2 ， D 3 28 20 砕片 チャート 10 16.7 6 1.03 

＂ I 2 ， D 3 28 21 砕片 ホルンフェルス 19 12.4 6 1.61 VN 
I 2 ， D 3 29 1 石核 嶺岡産珪質頁岩 36.2 56.9 47 90.16 

＂ I 2 ， D 3 29 3 剥片 流紋岩 28.6 26,4 13.6 4.54 VI 
I 2 ， D 3 29 4 砕片 流紋岩 9.6 13.3 1.8 0.16 VII 
I 2 ， D 3 38 2 二次加工のある剥片 黒曜石 13.5 19.8 5.5 1.28 IX a 
I 2 ， D 3 39 1 砕片 チャート 14.8 21.4 8.4 2.82 

＂ I 2 ， D 3 49 1 砕片 黒曜石 18.6 9.8 4.2 0.66 IXa 
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第37表旧石器属性表 (6)

文化層 ユニット プロック 挿図 大グリッド 中グリ・ノド 小グリット 鍔 器種名 石材名 長(mmさ) 
幅

原(mmさ) 
重量

出土層位(mm) (g) 

I 2 ， E 3 20 2 剥片 流紋岩 322 17.4 6.2 223 渭
I 2 ， E 3 20 4 微細剥離痕のある剥片 頁岩 372 23.3 4 2.18 VII 
I 2 ， E 3 20 5 剥片 トロトロ,a・(安山岩） 292 18.4 134 394 VII 
I 2 ， E 3 20 6 剥片 流紋岩 136 9.8 43 047 111 
I 2 ， E 3 20 7 剥片 流紋岩 27 9.7 46 1.05 IX a 
I 2 ， E 3 30 1 剥片 流紋宕 177 26.5 48 144 !Xa 
I 2 ， E 3 30 2 剥片 流紋岩 23.4 11.5 48 0.36 IX a 
I 2 ， E 3 30 3 剥片 流紋岩 13.4 17.2 26 0.52 VII 
I 2 10 1 E 3 3 5 一二次加工のある剥片 流紋岩 35.8 17 8.8 3.26 VIl 
I 2 10 2 E 3 13 5 __:次加工のある剥片 頁岩 35.5 188 7.4 249 IX a 
I 2 10 3 E 3 13 3 微細剥離痕のある剥片 流紋岩 217 18.3 2.6 1.23 

＂ I 2 10 4 E 3 14 5 微細剥離痕のある剥片 貞岩 36.4 234 5.5 3.04 w 
I 2 10 5 E 3 3 6 微細剥離痕のある剥片 玉髄（メノウ含む） 35.9 26.1 95 487 IX a 
I 2 10 6 E 3 2 5 剥片 流紋岩 25.9 20.3 3.4 1.85 IX a 
I 2 10 7 E 3 34 I 微細剥離痕のある剥片 嶺岡産珪質頁岩 21.8 34.8 8.9 6.31 V 
I 2 10 8 E 3 14 2 微細剥離痕のある剥片 貞岩 31 548 17 15.6 vn 
I 2 10 ， E 3 13 1 微細剥離痕のある剥片 流紋岩 38.3 25.8 9.6 7.46 VII 
I 2 10 10 E 3 2 4 剥片 安山岩 40.2 57.4 11 7 24.24 w 
I 2 10 11 E 3 2 7 微細剥離痕のある剥片 珪質貞岩 45.5 47 15.6 24.48 VII 
I 2 JO 12 E 3 3 4 微細剥離痕のある剥片 珪質頁宕 645 736 20.9 92.81 

＂ I 2 10 13 E 3 3 1 剥片 流紋岩 735 47.7 20 6014 VII 
I 2 10 14 E 3 2 ， 剥片 流紋岩 40.5 526 12.3 2135 珊
I 2 10 15 E 3 2 I ご次加 I.のある剥片 流紋岩・ 66.1 818 22 7152 IX a 
I 2 10 E 2 81 I 砕片 ガラス質黒色安ii)岩 17 10.5 3.2 056 V 
I 2 10 E 2 91 I 砕片 凝灰岩 16.5 152 11.3 1.88 IX a 
I 2 10 E 3 1 I 剥片 ホルンフェルス 27.2 22 7.8 5.2 vn 
I 2 10 E 3 1 I 剥片 トロトロ石（安山岩） 19.2 20.1 73 308 ¥1 
I 2 10 E 3 I 2 剥片 流紋岩 23.2 29.5 82 363 w 
I 2 10 E 3 1 3 剥片 珪質頁岩 19.5 15.6 65 Ill ,~ 
I 2 10 E 3 2 2 剥片 ガラス質黒色安山岩 392 25.4 13.5 12.41 VII 
I 2 10 E 3 2 3 剥片 ガラス質黒色安山岩 203 15.8 6.2 1.26 VII 
I 2 10 E 3 2 6 剥Ii ガラス質黒色安山岩 222 143 4.3 1.46 w 
I 2 10 E 3 2 8 剥片 ガラス質黒色安山岩 32.7 16.5 ， 3.48 w 
I 2 10 E 3 3 I 砕片 凝灰岩 17.4 15.6 4.8 1.04 VN 
I 2 10 E 3 3 2 剥片 凝灰岩 34.2 22 11.5 5.56 VII 
I 2 10 E 3 3 3 微細剥離痕のある剥片 流紋岩 14.8 235 47 0.94 VII 
I 2 10 E 3 3 7 礫・ 礫片 砂岩 35 118 15 7.96 IX a 
I 2 10 E 3 11 1 砕片 ガラス質黒色安山岩 ， 145 33 03 IX a 
I 2 10 E 3 11 2 砕片 安山岩 11.8 5.4 3 I 022 IX a 
I 2 10 E 3 11 3 砕片 ホルンフェルス 115 97 8.5 0.44 IXa 
I 2 10 E 3 12 I 砕片 珪質貝岩 133 25.8 5.2 1.47 VII 
I 2 10 E 3 12 2 砕片 ホルンフェルス 15 ， 4.2 0.35 VI 
I 2 10 E 3 12 2 砕片 ホルンフェルス 9.2 165 6 0.46 VI 
I 2 10 E 3 12 3 二次加工のある剥片 ガラス質黒色安山岩 30.7 25 13.7 9.05 

＂ I 2 10 E 3 13 2 剥片 流紋岩 193 32 12.5 4.54 VII 
I 2 10 E 3 13 4 微細剥離痕のある剥片 頁岩 30.2 297 13.5 7.46 VII 
I 2 10 E 3 14 1 微細剥離痕のある剥片 流紋岩 354 54.5 138 32.08 IX a 
I 2 10 E 3 14 3 砕片 流紋岩 12 7 3.5 0.33 IX a 
I 2 10 E 3 14 4 剥片 ti岩 31 29.5 128 7.9 VII 
I 2 10 E 3 14 6 剥片 流紋岩 512 311 125 26.27 IX a 
I 2 • 10 E 3 15 I 微細剥離痕のある剥片 T. 髄（メノウ含む） 215 22.4 4.2 2.26 IX a 
I 2 10 E 3 22 I 剥片 流紋岩 19.4 192 4.8 0.9 VII 
I 2 10 E 3 23 I 砕片 流紋岩 197 9.3 64 0.93 VI 
I 2 10 E 3 23 2 砕片 チャート 21.8 8 7.9 162 VJ 
I 2 10 E 3 23 3 微細剥離痕のある剥片 黒曜石 15.9 17.5 5 0.88 

＂ I 2 10 E 3 24 1 砕片 珪質頁岩 126 14.2 26 033 VI 
I 2 10 E 3 24 2 砕片 流紋岩 137 13.5 6.4 1.05 

＂ I 2 10 E 3 24 3 微細剥離痕のある剥片 流紋岩 334 35 14.9 11.95 

＂ I 2 10 E 3 34 2 砕片 流紋岩 19.5 8.5 4.9 I IX a 
I 2 11 1 E 3 26 I 二次加工のある剥片 頁岩 38.4 26.7 116 9.07 VII 
I 2 II 2 E 3 16 3 微細剥離痕のある剥片 頁岩 36.3 27 10.7 8 IX a 
I 2 11 3 E 3 36 2 微細剥離痕のある剥片 貞岩 45.4 30.2 ， 1215 
I 2 11 4 E 3 17 1 微細剥離痕のある剥片 珪質頁岩 382 10.8 72 1.9 vn 
I 2 11 5 E 3 17 4 剥片 頁岩 305 25.4 6.5 2.78 VII 
I 2 11 6 E 3 17 2 微細剥離痕のある剥片 珪質頁岩 28.7 87 3.2 0.64 VII 
I 2 11 7 E 3 17 5 剥片 頁岩 33 42.5 7.5 8.12 VII 
I 2 11 8 E 3 16 2 微細剥離痕のある剥片 頁岩 36.8 24.9 5.4 4 VI 
I 2 11 ， E 3 28 1 微細剥離痕のある剥片 珪質頁岩 541 32 116 12.03 IX a 
I 2 11 10 E 3 16 1 微細剥離痕のある剥片 珪質頁岩 527 442 10.6 23.56 VN 
I 2 11 E 3 6 1 剥片 珪質貞岩 24 44.7 5.6 4.7 IX a 
I 2 11 E 3 7 1 剥片 珪質貞岩 41 33 11 7 10.41 vn 
I 2 11 E 3 7 2 微細剥離痕のある剥片 珪質頁岩 37 45.2 45 3.91 IX a 
I 2 11 E 3 7 3 剥片 頁岩 27.3 311 5 2.02 VII 
I 2 11 E 3 8 1 砕片 ガラス質黒色安山岩 111 15 5.6 0.51 vn 
I 2 11 E 3 17 3 剥片 珪質頁岩 16.3 235 34 1.41 VN 
I 2 11 E 3 26 2 砕片 流紋岩 114 7.8 5.6 0.4 VII 
I 2 11 E 3 27 1 剥片 ガラス質黒色安L!J岩 39 427 7.8 5.96 IX a 
I 2 11 E 3 27 2 剥片 流紋岩 35 322 136 5.98 IX a 
I 2 12 2 E 3 29 6 剥片 流紋岩 34.5 24.4 156 12.08 !Xa 
I 2 12 3 E 3 19 3 微細剥離痕のある剥片 流紋岩 43.5 26 10.2 8.11 IX a 
I 2 12 4 F 3 10 I ナイフ形石器 珪質貞岩 35 13.2 44 1.52 IX a 
I 2 12 5 E 3 29 2 剥片 F屈髄（メノウ含む） 46 I 23.2 5.2 4.79 IX a 
I 2 12 6 E 3 19 1 微細剥離痕のある剥片 頁岩 35 25.4 6.9 3.82 IX a 
I 2 12 7 F 3 20 2 剥片 ガラス質黒色安山岩 297 367 5.8 5.63 !Xa 
I 2 12 8 E 3 29 3 微細剥離痕のある剥片 流紋岩 215 112 4 0.67 IX a 
I 2 12 ， F 3 11 3 微細剥離痕のある剥片 流紋岩 25.7 8 2.6 06 w 
I 2 12 10 E 3 29 4 二次加上のある剥片 珪質貞岩 23.5 19.1 5.9 244 IX a 
I 2 12 II E 3 39 3 石核 流紋岩 34.9 29.3 17.9 11.32 IX a 
I 2 12 E 3 19 2 剥片 ガラス質黒色安山岩 15 31.8 2.3 0.99 IX a 
I 2 12 E 3 19 4 砕片 流紋岩 8.8 102 4 0.26 

＂ I 2 12 E 3 28 2 砕片 屯髄（メノウ含む） 8.2 125 1.7 0.11 VII 
I 2 12 E 3 29 I 礫．礫片 流紋岩 125.8 68.3 67.3 757.82 IX a 
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第38表旧石器属性表 (7)

文化層 ユニット プロック 挿圏 大グリッド 中グリッド 小グリッド 鍔 器種名 石 材 名 長(mmさ) 
幅

厚(mmさ) ↑胄 出土層位(mm) 

I 2 12 E 3 29 4 剥片 ガラス質黒色安山岩 31.4 20.6 3.5 1.95 IX a 
I 2 12 E 3 29 5 礫．礫片 流紋岩 175 89.8 60 1461.62 IX a 
I 2 12 E 3 39 I 二次加工のある剥片 流紋岩 28 331 11.5 4.69 !Xa 
I 2 12 E 3 39 2 砕片 流紋岩 20.6 9.4 6.8 I IX a 
I 2 12 E 3 39 4 剥片 ガラス質黒色安山岩 14.2 33.9 3.5 1.44 !Xa 
I 2 12 F 3 

゜
1 二次加工のある剥片 玉髄（メノウ含む） 24.3 32 8.1 4.55 IX a 

I 2 12 F 3 10 2 剥片 流紋岩 26.5 17.8 6.4 1.17 VN 
I 2 12 F 3 10 3 剥片 玉髄（メノウ含む） 16.4 21.8 8 3.15 I'll 
I 2 12 F 3 10 4 砕片 流紋岩 10.4 8.2 2.2 0.29 IX a 
I 2 12 F 3 10 5 剥片 流紋岩 34.4 17.2 6.3 2.17 IX a 
I 2 12 F 3 II I 砕片 玉髄（メノウ含む） 11.5 14.2 7.3 0.84 !Xa 
I 2 12 F 3 11 2 剥片 玉髄（メノウ含む） 14.5 34.2 5 2.06 IX a 
I 2 12 F 3 20 I 砕片 流紋岩 18.3 9.2 4.6 0.45 IX a 
I 2 12 F 3 20 3 剥片 ガラス質黒色安山岩 19.7 28.8 3.2 139 IX a 
I 2 12 F 3 30 I 剥片 ガラス質黒色安山岩 19.2 31 7.8 3.72 IX a 
I 2 13 I E 3 82 I 楔形石器

ガラス流質紋黒岩色安山岩
27 20.3 12.4 7.28 IX a 

I 2 13 2 E 3 71 4 削器 507 

゜
13.6 15.68 

＂ I 2 13 3 E 3 92 3 剥片 珪質頁岩 42 22 10 5.76 IX a 
I 2 13 4 E 3 92 12 剥片 玉髄（メノウ含む） 38.3 30 10 9.84 IX a 
I 2 13 5 E 4 2 I 剥片 頁岩 441 37 12.6 17.68 IX a 
I 2 13 6 E 3 72 20 微細剥離痕のある剥片 凝灰岩 365 27.7 5.7 5.97 !Xa 
I 2 13 7 E 3 84 I 剥片 ホルンフェルス 33.4 39.6 9.8 10.63 IX a 
I 2 13 8 E 3 92 2 剥片 ガラス質黒色安山岩 46.8 30.8 5.5 2018 IXa 
I 2 13 ， E 4 4 I 剥片 ガラス質黒色安山岩 421 52.9 18.7 2957 IX a 
I 2 13 10 E 3 72 4 剥片 ガラス質黒色安山岩 42.6 36.3 11 17.37 Vil 
I 2 13 11 E 3 71 5 剥片 ガラス質黒色安山岩 40.3 44.5 14.7 27.99 VN 
I 2 13 12 E 3 74 1 剥片 ガラス質黒色安山岩 44.6 40 11.l 20.49 !Xb 
I 2 13 13 E 3 92 15 剥片 ガラス質黒色安山岩 49.8 37.4 13.6 22.09 IX a 
I 2 13 14 E 3 73 7 剥片 ガラス質黒色安山岩 39.3 45.7 15 38.14 !Xb 
I 2 13 15 E 3 92 13 石核

ガラス珪質質黒頁色岩安山岩
34.6 30 34.9 23.74 IX a 

I 2 13 16 E 3 73 4 石核 46.8 47.7 25.5 50.47 !Xb 
I 2 13 17 E 3 71 13 剥片 ガラス質黒色安山岩 30.3 25 10.4 5.68 IX a 
I 2 13 18 E 3 71 2 剥片 ガラス質黒色安山岩 43.6 221 12.8 15.43 珊
I 2 13 19 E 3 62 2 剥片 ガラス質黒色安山岩 41.5 68.2 20.1 58.03 IX a 
I 2 13 E 3 60 I 砕片 チャート 14.2 7.6 6.3 07 Vil 
I 2 13 E 3 60 2 剥片 ホルンフェルス 23.7 20.8 10.8 2.76 IX a 
I 2 13 E 3 61 I 剥片 ガラス質黒色安山岩 22.8 22.6 5.7 2.43 VI 
I 2 13 E 3 61 2 剥片 ガラス質黒色安山岩 272 342 21.1 18.01 

＂ I 2 13 E 3 61 3 砕片 ガラス質黒色安山岩 10.6 105 3.9 0.28 VN 
I 2 13 E 3 61 4 二次加工のある剥片 チャート 15.6 19 5.8 1.54 VI 
I 2 13 E 3 61 5 砕片 ガラス質黒色安山岩 13.5 5.2 5.1 015 

＂ I 2 13 E 3 61 6 剥片 ガラス質黒色安山岩 21.4 187 6 2.67 IX a 
I 2 13 E 3 62 1 剥片 ガラス質黒色安山岩 27.8 12.7 10.8 2.85 VI 
I 2 13 E 3 64 1 剥片 ガラス質黒色安山岩 30.5 36.4 17.2 19.15 

＂ I 2 13 E 3 71 I 砕片 ガラス質黒色安山岩 15 214 6.1 1.43 

＂ I 2 13 E 3 71 3 刺片 ガラス質黒色安山岩 24.4 15.2 8.3 2.93 vn 
I 2 13 E 3 71 6 砕片 ガラス質黒色安山岩 II 7 207 7.7 1.84 vn 
I 2 13 E 3 71 7 微細剥離痕のある剥片 流紋岩 14.9 141 3.8 0.79 IX a 
I 2 13 E 3 71 8 砕片 ガラス質黒色安山岩 8 13.6 3.9 0.36 IX a 
I 2 13 E 3 71 ， 砕片 ガラス質黒色安山岩 10.4 18 6.4 1.08 IX a 
I 2 13 E 3 71 10 砕片 玉髄（メノウ含む） 13 5 17.6 3.4 0.47 IX a 
I 2 13 E 3 71 11 砕片 ガラス質黒色安山岩 6.3 11.7 2.2 0.11 !Xa 
I 2 13 E 3 71 12 砕片 ガラス質黒色安山岩 7.7 14.2 21 0.19 IX a 
I 2 13 E 3 72 1 砕片 ガラス質黒色安山岩 13.3 21 4.1 0.91 VI 
I 2 13 E 3 72 2 砕片 安山岩 11.5 13.3 5.6 0.78 VI 
I 2 13 E 3 72 3 剥片 凝灰岩 35.5 27 ， 712 VII 
I 2 13 E 3 72 5 砕片 ガラス質黒色安山岩 11.8 15.7 36 0.59 VN 
I 2 13 E 3 72 6 砕片 玉髄（メノウ含む） 18.7 14.8 5.3 1.22 VI 
I 2 13 E 3 72 8 砕片 ガラス質黒色安山岩 12.6 14.6 4.9 0.61 VII 
I 2 13 E 3 72 ， 砕片 凝灰岩 22.2 18.8 3 1.27 VI 
I 2 13 E 3 72 10 砕片 ガラス質黒色安山岩 132 9.2 3.8 0.34 VN 
I 2 13 E 3 72 11 砕片 ガラス質黒色安山岩 17.7 7.2 38 0.29 

＂ I 2 13 E 3 72 12 剥片 玉髄（メノウ含む） 23 26.9 7.2 3.41 VI 
I 2 13 E 3 72 13 剥片 ガラス質黒色安山岩 26.2 20.7 7 2.97 VI 
I 2 13 E 3 72 14 剥片 流紋岩 28.1 27 6.5 4.63 VN 
I 2 13 E 3 72 15 砕片 ガラス質黒色安山岩 10.6 16.8 25 0.34 VII 
I 2 13 E 3 72 16 剥片 ガラス質黒色安山岩 28.5 16.1 4.4 2.07 VI 
I 2 13 E 3 72 17 砕片 ガラス質黒色安山岩 118 9.2 2.7 0.19 VN 
I 2 13 E 3 72 18 砕片 凝灰岩 13 9.1 1.8 0.17 VN 
I 2 13 E 3 72 19 剥片 ガラス質黒色安山岩 38.5 39 18.1 24.04 IX a 
I 2 13 E 3 72 21 剥片 流紋岩 11.5 16.6 4 0.47 IX a 
I 2 13 E 3 72 22 剥片 凝灰岩 22.8 27.5 4 1.97 !Xa 
I 2 13 E 3 72 23 砕片 ガラス質黒色安山岩 12 10.9 3 0.35 !Xa 
I 2 13 E 3 72 24 微細剥離痕のある剥片 ガラス質黒色安山岩 30.5 18.8 9.6 4.43 IX a 
I 2 13 E 3 72 25 剥片 凝灰岩 16.6 27.9 8.9 3.69 IX a 
I 2 13 E 3 72 26 剥片 流紋岩 25 11.8 6.9 1.84 IX a 
I 2 13 E 3 72 28 砕片 ガラス質黒色安山岩 17.7 16.4 4.7 12 IX a 
I 2 13 E 3 72 29 砕片 ガラス質黒色安山岩 8.4 19.8 6 068 IX a 
I 2 13 E 3 72 30 微細剥離痕のある剥片 ガラス質黒色安山岩 17 19.8 4.6 2.04 IX a 
I 2 13 E 3 72 30 砕片 ガラス質黒色安山岩 108 4.6 1.5 0.05 IX a 
I 2 13 E 3 72 31 砕片 ガラス質黒色安山岩 185 148 4 122 IX a 
I 2 13 E 3 73 I 砕片 ホルンフェルス ， 10.4 7.9 0.7 

＂ I 2 13 E 3 73 2 二次加工のある剥片 頁岩 155 191 5.5 0.72 VN 
I 2 13 E 3 73 3 砕片 ガラス質黒色安山岩 13.5 18.9 41 0.78 !Xb 
I 2 13 E 3 73 5 剥片 ガラス質黒色安山岩 17.5 33.6 15 679 !Xb 
I 2 13 E 3 73 6 刺片 ガラス質黒色安山岩 18.8 28.7 9.8 4.87 IXb 
I 2 13 E 3 74 2 剥片 ガラス質黒色安山岩 16.9 20.2 6.4 1.8 !Xb 
I 2 13 E 3 74 3 剥片 ガラス質黒色安山岩 23.6 19.5 7,8 3.79 VI 
I 2 13 E 3 74 4 剥片 ガラス質黒色安山岩 26.9 17.5 10.2 3.38 IX a 
I 2 13 E 3 74 5 剥片 ガラス質黒色安山岩 20.2 7.1 6.5 119 IXa 
I 2 13 E 3 74 6 剥片 ガラス質黒色安山岩 40.1 36 16 17.58 IXb 
I 2 13 E 3 74 7 剥片 ガラス質黒色安山岩 218 16 8.8 2.62 !Xb 
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第39表旧石器属性表 (8)

文化層 ユニット プロック 挿図 大グリッド 中小）ッド 小'I')ッド 蒻 器種名 石 材 名 fmm~ 
幅

rmm月 戸9 出土層位(mm) 

I 2 13 E 3 80 1 悶 ガフスス質質黒黒色安山山岩岩 9.6 18.7 3.8 0.74 

＂ I 2 13 E 3 81 1 ガラ 色安 4.8 12.3 3.9 0.56 vn 
I 2 13 E 3 81 2 砕片 ホルンフェルス 19.2 12.8 5.8 1.17 

＂ I 2 13 E 3 81 3 剥片 ガラス質黒色安山岩 17.6 17.8 5.3 1.26 VI 
I 2 13 E 3 81 4 砕片 ガラス質黒色安山岩 17.3 8.4 5.2 0.63 VI 
I 2 13 E 3 83 1 砕片 ガラス質黒色安山岩 6.5 8 1.8 0.09 VI 
I 2 13 E 3 92 1 剥片 ガラス質黒色安山岩 23.8 24.4 14.9 8.6 vn 
I 2 13 E 3 92 4 剥片 ガラス質黒色安山岩 24.5 51.8 16.2 14.36 IX a 
I 2 13 E 3 92 5 剥片 ガラス質黒色安山岩 23.2 37.4 20.3 18.15 IX a 
I 2 13 E 3 92 6 砕片 ガラス質黒色安山岩 15.1 13.2 5.6 0.91 IXa 
I 2 13 E 3 92 7 砕片 珪質頁岩 10.6 10.6 2.3 022 IX a 
I 2 13 E 3 92 8 剥片 ガラス質黒色安山岩 23.8 22.8 7.7 4.41 

＂ I 2 13 E 3 92 ， 剥片 流紋岩 40.7 22.8 12.5 8.91 IX a 
I 2 13 E 3 92 10 剥片 流紋岩 38.7 47.5 122 16.16 IXa 
I 2 13 E 3 92 11 砕片 珪質頁岩 14 21.8 4.8 1.06 !Xa 
I 2 13 E 3 92 14 剥片 ガラス質黒色安山岩 37.3 45.4 10.2 11.76 IX a 
I 2 13 E 4 5 1 剥片 砂岩 27.7 34.5 21.2 11.8 vn 
I 2 14 1 E 3 55 1 

微二細次剥加離工痕ののああるる剥剥片片
流紋岩 55.6 26.8 11.5 1725 IXa 

I 2 14 2 E 3 59 3 玉髄（メノウ含む） 59.4 30.5 7.3 9.38 IX a 
I 2 14 3 E 3 67 5 二次加工のある剥片 珪質頁岩 32.7 50.6 12 20.21 w 
I 2 14 4 E 3 77 3 微細剥離痕のある剥片 珪質頁岩 51.5 23.2 7.4 6.78 IX a 
I 2 14 5 E 3 76 2 微細剥離痕のある剥片 珪質頁岩 32.1 11 4 1.2 IX a 
I 2 14 6 E 3 67 8 剥片 頁岩 31.9 25.4 6.7 2.56 IXa 
I 2 14 7 E 3 68 6 剥片 頁岩 37 18 4.1 1.88 IXa 
I 2 14 8 E 3 67 1 砕片 流紋岩 29.2 12.8 1.9 0.53 !Xa 
I 2 14 ， E 3 59 I 剥片 玉髄（メノウ含む） 34.9 15.3 5.2 1.55 IX a 
I 2 14 10 E 3 67 4 剥片 流紋岩 20.1 13.4 4 0.79 IX a 
I 2 14 11 E 3 69 1 剥片 玉髄（メノウ含む） 31.7 16 6.2 2.78 IX a 
I 2 14 12 F 3 50 5 剥片 流紋岩 33.7 23.5 13 9.86 VII 
I 2 14 13 E 3 76 1 剥片 玉髄（メノウ含む） 39.9 36 5.5 6.98 IXa 
I 2 14 14 E 3 76 3 微細剥離痕のある剥片 至髄（メノウ含む） 20.5 25 3.7 1.4 IX a 
I 2 14 E 3 46 1 剥片 流紋岩 12 11 2.8 0.29 IXa 
I 2 14 E 3 46 2 剥片 黒曜石 16.8 21.4 4.3 1.19 IX b 
I 2 14 E 3 47 I 剥片 珪質頁岩 18.9 22.6 6.9 2.13 IX b 
I 2 14 E 3 55 2 微細剥離痕のある剥片 凝灰岩 34.8 30.2 4.8 2.66 IX a 
I 2 14 E 3 55 3 剥片 玉髄（メノウ含む） 24.2 10.2 3.3 0.58 !Xa 
I 2 14 E 3 58 1 剥片 流紋岩 23 14 6.2 0.57 IX a 
I 2 14 E 3 58 2 微細剥離痕のある剥片 頁岩 23.5 21.1 6 1.81 IX a 
I 2 14 E 3 59 2 砕片 流紋岩 9.4 14 4.5 0.37 IXa 
I 2 14 E 3 59 2 剥片 流紋岩 33.8 21.1 3.5 2.21 IX a 
I 2 14 E 3 66 1 剥片 流紋岩 20 17.3 5.8 1.17 IXa 
I 2 14 E 3 66 2 剥片 玉髄（メノウ含む） 15.6 15.9 3 0.51 IXa 
I 2 14 E 3 66 3 砕片 流紋岩 11 9.3 2.3 0.1 IX a 
I 2 14 E 3 67 2 砕片 流紋岩 14.2 7.2 5.4 0.37 ¥II 
I 2 14 E 3 67 2 砕片 流紋岩 15.2 17.3 6.8 0.81 

＂ I 2 14 E 3 67 3 剥片 流紋岩 14.7 16.6 2.8 0.44 

＂ I 2 14 E 3 67 6 剥片 流紋岩 19.8 15.6 3.5 0.78 IX a 
I 2 14 E 3 67 7 剥片 流紋岩 24 15.2 6.8 1.9 !Xa 
I 2 14 E 3 67 ， 剥片 流紋岩 24 16.2 5.8 1.7 IXa 
I 2 14 E 3 67 10 剥片 頁岩 27 41.1 19.8 12.93 IXa 
I 2 14 E 3 68 1 微細剥離痕のある剥片 流紋岩 12.3 15.6 4.9 0.75 IXa 
I 2 14 E 3 68 2 微細剥離痕のある剥片 流紋岩 26.7 18.3 4.5 1.33 IXa 
I 2 14 E 3 68 3 剥片 頁岩 23.5 17.8 8 1.61 IXa 
I 2 14 E 3 68 4 剥片 ガラス質黒色安山岩 21.8 15.6 62 1.86 !Xa 
I 2 14 E 3 68 5 砕片 トロトロ石（安山岩） 7.2 11.8 3 0.24 !Xa 
I 2 14 E 3 76 4 剥片 ガラス質黒色安山岩 21.7 29 5.4 2.36 !Xa 
I 2 14 E 3 76 5 砕片 至髄（メノウ含む） 7 10.4 1.5 O.D7 IXa 
I 2 14 E 3 76 5 砕片 玉髄（メノウ含む） 7.6 11.1 1.8 0.14 !Xa 
I 2 14 E 3 76 6 砕片 玉髄（メノウ含む） 15 8.5 1.1 0.11 IX a 
I 2 14 E 3 76 7 剥片 韮髄（メノウ含む） 16.2 18 2.5 0.7 IX a 
I 2 14 E 3 76 8 砕片 流紋岩 15.6 7.1 2.5 0.16 IXa 
I 2 14 E 3 76 ， 砕片 ガラス質黒色安山岩） 82 15.3 5.6 0.75 !Xa 
I 2 14 E 3 77 1 砕片 玉髄（流メ紋ノ岩ウ含む 16.9 11.8 5.6 0.98 IX a 
I 2 14 E 3 77 2 剥片 30.1 20 9.2 2.06 !Xa 
I 3 15 1 F 2 43 4 ナイフ形石器 玉髄（メノt頁ウ岩含む） 40.2 18.2 9.5 5.81 IXa 
I 3 15 2 F 2 53 4 二次加工のある剥片 珪質 26.8 11.2 4.5 1 IXa 
I 3 15 3 F 2 44 4 二次加工のある剥片 流紋岩 24.8 10.4 6.8 1.17 IX a 
I 3 15 4 F 2 54 4 剥片 嶺岡産珪質頁岩 66.1 28.8 18.1 35.11 !Xa 
I 3 15 5 F 2 43 3 二次加工のある剥片 流紋岩 21.5 17.4 3.3 0.49 !Xa 
I 3 15 6 F 2 44 1 剥片 流紋岩 25.4 12.3 6.4 1.33 IX a 
I 3 15 7 F 2 43 2 石核 流紋岩 49 18.5 17.2 14.02 IXa 
I 3 15 F 2 21 I 剥片 流紋岩 14.8 13.4 6.3 0.97 IXa 
I 3 15 F 2 22 1 剥片 流紋岩 28 14.9 7.7 1.74 !Xa 
I 3 15 F 2 32 I 剥片 流紋岩 25 16 7 2.16 !Xa 
I 3 15 F 2 32 2 礫．礫片 チャート 73.8 547 36.8 203.77 IX a 
I 3 15 F 2 32 3 礫・礫片 流紋岩 53.6 38.5 33.6 95.8 IXa 
I 3 15 F 2 32 4 礫．礫片 チャート 59.6 31.8 24.8 66.39 IX a 
I 3 15 F 2 32 5 礫・礫片 チャート 25.1 11.5 8 1.89 IXa 
I 3 15 F 2 32 6 剥片 流紋岩 33 22 7 5.01 IX a 
I 3 15 F 2 32 7 礫・ 礫片 チャート 60.2 46 46.7 119.42 IX a 
I 3 15 F 2 33 1 礫．礫片 流紋岩 38.7 40.2 24 44.91 IX a 
I 3 15 F 2 33 2 礫．礫片 流紋岩 40.2 36.2 17 29.8 IX a 
I 3 15 F 2 33 2 礫．礫片 流紋岩 40.2 36.2 17 36.4 IXa 
I 3 15 F 2 33 3 礫．礫片 流紋岩 21.6 20.3 11.4 6.79 IX a 
I 3 15 F 2 33 4 剥片 流紋岩 17 14 8 1.81 IXa 
I 3 15 F 2 33 5 礫・礫片 流紋岩 46.5 42.4 20.8 38.19 IXa 
I 3 15 F 2 43 5 礫．礫片 チャート 40.2 34.5 22.6 37.61 IX a 
I 3 15 F 2 43 6 礫．礫片 流紋岩 53.2 44.1 32.2 10925 IX a 
I 3 15 F 2 43 8 礫．礫片 流紋岩 69.4 42.7 31.5 124.57 IX a 
I 3 15 F 2 43 ， 礫・ 礫片 ホルンフェルス 40.5 21.8 13.7 19.05 IXa 
I 3 15 F 2 43 10 礫・ 礫片 流紋岩 56.5 42 24.6 79.12 IXa 
I 3 15 F 2 43 11 礫・礫片 流紋岩 52.8 32 20 46.05 IXa 
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第40表旧石器属性表 (9)

文化層 ユニット プロック 挿図 大グリッド 中グリッド 小グリッド 鰐 器種名 石材名 長(mmさ) 幅
rmm~ rg; 出土層位(mm) 

I 3 15 F 2 43 11 礫．礫片 流紋岩 50.8 30.4 20.8 41.59 IX a 
I 3 15 F 2 43 II 礫・ 礫片 流紋岩 52.5 318 17.7 43.07 IX a 
I 3 15 F 2 43 12 砕片 流紋岩 8 6 2 0.13 IX a 
I 3 15 F 2 43 13 礫．礫片 流紋岩 74.2 55.1 30.2 12879 IX a 
I 3 15 F 2 44 2 砕片 流紋岩 15 136 35 0.24 IX a 
I 3 15 F 2 44 3 砕片 流紋岩 8.8 137 18 0.09 IX a 
I 3 15 F 2 53 1 剥片 流紋岩 21.8 18.5 32 0.82 IX a 
I 3 15 F 2 53 2 微細剥離痕のある剥片 流紋岩 242 312 5.1 2.46 IX a 
I 3 15 F 2 53 3 礫．礫片 流紋岩 295 20.6 13.2 8.55 IX a 
I 3 15 F 2 53 5 微細剥離痕のある剥片 流紋岩 20.8 9.5 5.4 0.73 IX a 
I 3 15 F 2 53 6 砕片 流紋岩 105 124 38 0.3 IX a 
I 3 15 F 2 54 I 剥片 流紋岩 19.4 10.5 5.6 108 IX a 
I 3 15 F 2 54 2 剥片 流紋岩 24.5 11 47 0.75 IX a 
I 3 15 F 2 54 3 剥片 流紋岩 20.8 13.7 4.5 0.86 IX a 
I 3 16 1 F 2 28 I ナイフ形石器 玉髄（メノウ含む） 35.3 126 3.7 1.54 IX a 
I 3 16 2 F 2 38 I 微細剥離痕のある剥片 玉髄（メノウ含む） 53.5 52.2 12.3 31.7 IX a 
I 3 16 3 F 2 37 3 二次加工のある剥片 流紋岩 35.2 44 14 17.08 IX a 
I 3 16 4 F 2 37 2 石核 流紋岩 26 29.4 14.3 9.42 IX a 
I 3 16 5 F 2 37 1 微細剥離痕のある剥片 頁岩 56.6 133 11.9 528 IX a 
I 3 16 6 F 2 27 3 微細剥離痕のある剥片 頁岩 23.5 175 4.1 229 w 
I 3 16 F 2 27 I 砕片 トロトロ石（安山岩） 16 7 14.8 3.4 114 VI 
I 3 16 F 2 27 2 剥片 頁岩 18.8 7 5.7 058 VI 
I 3 16 F 2 38 2 剥片 頁岩 15.5 27.8 5.5 1.46 VI 
I 3 17 I F 2 49 I 一次加工のある剥片 流紋岩 64.5 35.8 128 1577 IX a 
I 3 17 F 2 39 1 礫．礫片 流紋岩 25.6 20 8.6 468 IX a 
I 3 17 F 2 49 2 微細剥離痕のある剥片 凝灰岩 28.2 362 5 4.09 IXb 
I 3 17 F 2 59 1 微細剥離痕のある剥片 凝灰岩 50.1 417 5.9 9.7 Vil 
I 3 17 G 2 40 1 微細剥離痕のある剥片 黒曜伍 19.8 141 3.9 088 VII 
I 3 17 G 2 40 2 微細剥離痕のある剥片 凝灰料 26.6 23.1 7.3 294 vn 
I 3 17 G 2 40 3 剥片 凝灰岩 22.3 12.8 4.2 061 VII 
I 3 17 G 2 50 I 微細剥離痕のある剥片 玉髄（メノウ含む） 32.5 21 7 3.5 2.67 VII 
I 3 17 G 2 50 2 剥片 凝灰岩 56.8 33.2 10.4 16.91 VII 
I 3 17 G 2 50 3 剥片 凝灰岩 15.5 16.4 2.8 0.43 VII 
I 3 17 G 2 50 3 剥片 凝灰岩 7.4 17.8 1.8 023 VII 
I 3 17 G 2 50 4 微細剥離痕のある剥片 凝灰岩 10.3 7.4 26 015 VII 
I 3 17 G 2 50 4 微細剥離痕のある剥片 凝灰岩 59.6 33.5 44 456 Vil 
I 3 18 I G 2 61 6 剥片 珪質頁岩 27.3 256 ， 372 IX a 
I 3 18 2 G 2 71 5 剥片 珪質頁岩 38.4 31.5 8.6 8.39 IX a 
I 3 18 3 G 2 61 10 剥片 珪質頁岩 38.9 28.6 6.4 456 IX a 
I 3 18 4 G 2 71 2 石核 珪質頁岩 57 621 526 19015 IX a 
I 3 18 5 G 2 61 2 彫器 玉髄（メノウ含む） 34.9 28 7.5 7.41 VII 
I 3 18 6 G 2 71 3 二次加］．．のある剥片 流紋岩 21.7 22.8 3.8 141 VN 
I 3 18 7 G 2 70 I 二次加工のある剥片 流紋岩 46.8 24.3 11.3 11.9 !Xa 
I 3 18 8 G 2 81 I 二次加工のある剥片 ガラス質黒色安山岩 41.6 23 6.7 545 珊
I 3 18 ， G 2 70 3 微細剥離痕のある剥片 ガラス質黒色安山岩 ， 8.5 25 018 IX a 
I 3 18 10 G 2 62 I 微細剥離痕のある剥片 流紋岩 25.5 12 5.8 1.92 Vil 
I 3 18 II G 2 70 6 微細剥離痕のある剥片 頁岩 48.4 14.5 5.2 2.1 IX a 
I 3 18 12 G 2 61 2 微細剥離痕のある剥片 珪質頁岩 68.2 77 17.8 69.73 IX a 
I 3 18 G 2 61 3 剥片 ホルンフェルス 19.2 22.2 10.4 324 IXa 
I 3 18 G 2 61 4 剥片 ガラス質黒色安山岩 40.2 28.2 232 15.63 

＂ I 3 18 G 2 61 5 砕片 頁岩 13 7 6.5 2.2 0.15 IX a 
I 3 18 G 2 61 7 剥片 頁岩 238 211 5.7 2.03 IX a 
I 3 18 G 2 61 8 剥片 ガラス質黒色安山岩 30 43.7 19 14.48 IX a 
I 3 18 G 2 61 ， 剥片 ガラス質黒色安山岩 73.7 34.2 207 42.16 IX a 
I 3 18 G 2 70 2 剥片 ガラス質黒色安山岩 351 18.8 27.4 15.89 IX a 
I 3 18 G 2 70 3 微細剥離痕のある剥片 ガラス質黒色安山岩 446 76.4 13.4 36.29 IX a 
I 3 18 G 2 70 3 砕片 ガラス質黒色安山岩 131 13.8 4.5 0.77 IX a 
I 3 18 G 2 70 4 砕片 頁岩 14.5 13.4 2.5 0.42 IX a 
I 3 18 G 2 70 5 微細剥離痕のある剥片 流紋岩 20.2 13 41 0.82 IX a 
I 3 18 G 2 71 I 砕片 頁岩 115 18 45 0.75 VII 
I 3 18 G 2 71 4 刺片 貞岩 18.5 22.1 2.8 0.94 w 
I 3 18 G 2 81 2 砕片 頁岩 192 8 3.5 0.41 VN 
I 3 18 G 2 81 3 剥片 珪質頁岩 151 16.5 57 276 IX a 
I 3 18 G 2 92 1 微細剥離痕のある剥片 珪質頁岩 16.4 115 2.7 0.38 IX a 
I 3 19 1 F 2 78 10 ナイフ形石器 流紋岩 443 15.4 7.8 22.4 IXa 
I 3 19 2 F 2 86 I 二次加丁．のある剥片 珪質頁岩 34.7 25.6 7.8 6.28 IX a 
I 3 19 3 F 2 68 1 二次加工のある剥片 珪質貞岩 23 35.1 7.8 492 IX a 
I 3 19 4 F 2 87 3 微細剥離痕のある剥片 玉髄（メノウ含む） 47 4 24 8.2 8.39 IX a 
I 3 19 5 F 2 77 2 楔形石器 流紋岩 304 29.8 13.2 6.03 IX a 
I 3 19 6 F 2 89 1 剥片 珪質頁岩 31.5 13 10.3 218 !Xb 
I 3 19 7 F 2 99 3 微細剥離痕のある剥片 珪質頁岩 316 23.1 9.4 5.34 vn 
I 3 19 8 G 3 

゜
4 微細剥離痕のある剥片 凝灰岩 382 20.6 6.9 5.87 

I 3 19 ， F 2 87 1 微細剥離痕のある剥片 流紋岩 53.2 18.9 14.2 9.81 IX a 
I 3 19 10 F 2 87 2 石核 流紋岩 40.2 28.8 14.9 1284 IX a 
I 3 19 F 2 68 2 礫・ 礫片 嶺岡産珪質頁岩 89.7 53.8 48.2 317.48 IX a 
I 3 19 F 2 77 I 剥片 流紋岩 321 205 4.9 1.21 IX a 
I 3 19 F 2 78 l 砕片 流紋岩 15.4 11.8 3.2 0.2 IX a 
I 3 19 F 2 78 1 砕片 流紋岩 122 8.3 3 0.12 IXa 
I 3 19 F 2 78 2 剥片 チャート 425 221 7.8 4.67 IX a 
I 3 19 F 2 78 3 砕片 流紋岩 16.5 14.9 3.5 0.43 IX a 
I 3 19 F 2 78 4 剥片 嶺岡産珪質貞岩 36.2 28.8 215 28.45 IX a 
I 3 19 F 2 78 5 剥片 嶺岡産珪質頁岩 39.8 27 23.9 21.94 IX a 
I 3 19 F 2 78 6 剥片 嶺岡産珪質頁岩 74.1 29 371 108.58 IX a 
I 3 19 F 2 78 8 剥片 嶺岡産珪質頁岩 26 23.5 10.2 3.36 !Xa 
I 3 19 F 2 78 ， 剥片 嶺岡産珪質頁岩 42.5 27.9 116 18.46 IX a 
I 3 19 F 2 87 4 -. 次加工のある剥片 流紋岩 426 21 11 3.53 IX a 
I 3 19 F 2 88 I 砕片 流紋岩 138 9.6 5.2 0.38 IX a 
I 3 19 F 2 88 2 剥片 嶺岡産珪質頁岩 61.6 45.7 26 88.82 IX a 
I 3 19 F 2 89 2 剥片 嶺岡産珪質貞岩 41.5 415 23.2 43.66 IXb 
I 3 19 F 2 89 3 剥片 嶺岡産珪質頁岩 44 28.5 25.1 41.99 IXa 
I 3 19 F 2 89 4 剥片 嶺岡産珪質頁岩 32.5 23 18.8 13.86 !Xa 
I 3 19 F 2 89 5 剥/, 嶺岡産珪質頁岩 23.5 18.7 6.5 1.89 VI 
I 3 19 F 2 89 6 砕片 流紋宕 85 131 4.3 02 VI 
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第41表旧石器属性表 (10)

文化層 ユニット プロック 挿図 大グリッド 中グリッド 小1')ッド

＂ 
器種名 石 材 名 戸~~ 幅 r~ 勺 重量

出土層位(mm) (g) 

I 3 19 F 2 89 6 剥片 流紋岩 18.2 ll.l 4 0.28 VI 
I 3 19 F 2 89 7 剥片 嶺岡産珪質頁岩 26.2 11.7 9.5 2.7 w 
I 3 19 F 2 98 1 剥片 流紋岩 21.1 14 4 0.42 IX a 
I 3 19 F 2 99 1 剥片 嶺岡産珪質頁岩 54.9 722 51.3 252 IXa 
I 3 19 F 2 99 2 剥片 嶺岡産珪質頁岩 40.4 37.3 22.2 37.55 !Xa 
I 3 19 F 2 99 4 剥片 珪質頁岩 19.5 12.2 4.3 0.55 IXb 
I 3 19 F 2 99 5 微細剥離痕のある剥片 珪質頁岩 10.5 82 3.6 0.48 IXb 
I 3 19 F 2 99 6 剥片 嶺岡産珪質頁岩 23.6 27.5 6.7 5.87 IXa 
I 3 19 G 2 90 I 剥片 トロト凝ロ石灰岩（安山岩） 21.4 18 7 2.76 IX a 
I 3 19 G 3 

゜
6 剥片 38.4 20.1 7.9 5.72 

I 3 20 1 F 2 94 2 ナイフ形石器 玉髄（メノウ含む） 65.1 31.1 9.2 16.95 IX a 
I 3 20 2 F 3 6 I ナイフ形石器 玉髄（メノウ含む） 33 19.6 3.5 2.66 IXa 
I 3 20 3 F 3 17 I 微細剥離痕のある剥片 珪質頁岩 49.5 37.2 13.l 16.79 IX a 
I 3 20 4 F 2 95 2 微細剥離痕のある剥）ヤ 流紋岩 47.3 16.9 14.1 8.37 IXa 
I 3 20 5 F 3 5 4 二次加工のある剥片 流紋岩 57 37.1 10.1 13.14 IX a 
I 3 20 6 F 2 96 1 微細剥離痕のある剥片 頁岩 66 23.2 21.3 24.3 IX a 
I 3 20 7 F 2 94 3 二次加工のある剥片 流紋岩 64.7 42.8 7.5 27.54 IXa 
I 3 20 F 2 94 1 剥片 玉髄（メノウ含む） 47.3 47.4 11 17.27 IXa 
I 3 20 F 2 94 4 剥片 チャート 24.6 14.7 5.7 1.61 IX a 
I 3 20 F 2 95 1 剥片 玉髄（メノウ含む） 37.5 43.4 11.5 14.91 IX a 
I 3 20 F 3 4 1 剥片 ガラス質黒色安山岩 45.5 23.2 7.8 6.81 VI 
I 3 20 F 3 5 1 砕片 流紋岩 7 9.5 5.1 0.43 ¥Ill 
I 3 20 F 3 5 1 剥片 流紋岩 23.9 15.3 7.5 2.2 I'll 
I 3 20 F 3 5 2 剥片 凝灰岩 27.5 33.6 13.8 7.12 IX a 
I 3 20 F 3 5 3 微細剥離痕のある剥片 流紋岩 28.9 23 8 1.9 

＂ I 3 20 F 3 5 3 砕片 流紋岩 18.1 11.5 4.8 0.37 

＂ I 3 20 F 3 6 2 剥片 チ；布ャ的ー出ト 18.2 17.9 10.l 3.3 vn 
I 3 20 F 3 6 3 剥片 28.7 15.6 10.6 3.5 IX a 
I 3 21 F 2 55 I 砕片 ガフス質黒色安山岩 6.4 9.3 3.7 018 

＂ I 3 21 F 2 55 I 砕片 ガラス質黒色安山岩 10.7 12.8 4 0.47 

＂ I 3 21 F 2 66 I 微細剥離痕のある剥片
流油紋的岩史 41.8 26.7 9.9 5.04 VI 

I 3 21 F 2 66 2 剥片 42 24.5 13.2 5.37 IXa 
I 4 22 1 G 3 43 17 一次加工のある剥片 ガラス質黒色安山岩 14.3 16.6 8.5 0.86 !Xb 
I 4 22 2 G 3 44 3 剥片 ガラス質黒色安山岩 41.5 29.5 11.6 14.89 IX a 
I 4 22 G 2 40 I 砕片 黒曜石 8.2 14.9 3.1 0.37 

＂ I 4 22 G 3 25 I 剥片 安山岩 24.8 27.7 7.6 6.08 IX a 
I 4 22 G 3 33 I 剥片 ガラス質黒色安山岩 15.5 19 5.6 1.45 IX a 
I 4 22 G 3 33 2 砕片 ガラス質黒色安山岩 9.6 17.9 3.1 0.41 !Xa 
I 4 22 G 3 34 I 剥片 安山岩 18.7 22.9 15.3 7.59 IXa 
I 4 22 G 3 35 1 剥片 ガラス質黒色安山岩 25.2 18.4 8.5 3.68 IX a 
I 4 22 G 3 35 2 剥片 嶺岡産珪質頁岩 38.5 36.6 18.4 18.88 IX a 
I 4 22 G 3 43 1 剥片 ガラス質黒色安山岩 16.2 20 6.2 2.3 IX a 
I 4 22 G 3 43 2 砕片 ガラス質黒色安山岩 16 12.5 2.6 0.5 IX a 
I 4 22 G 3 43 3 砕片 流紋岩 7 10 2.6 0.25 IX a 
I 4 22 G 3 43 4 砕片 ガラス質黒色安山岩 18.5 12.7 3 0.5 IX a 
I 4 22 G 3 43 5 剥片 ガラス質黒色安山岩 26.9 24.1 4.6 2.18 V 
I 4 22 G 3 43 6 砕片 ガラス質黒色安山岩 9.3 8.7 2.8 0.3 IX a 
I 4 22 G 3 43 7 砕片 ガラス質黒色安山岩 12 6.4 2.6 0.26 V 
I 4 22 G 3 43 8 砕片 ガラス質質黒色安山岩 10.5 19 2 0.46 IX a 
I 4 22 G 3 43 ， 砕片 ガラス 黒色安山岩 9.5 6.7 1.8 017 IX a 
I 4 22 G 3 43 10 砕片 トロトロ石（安山岩） 11.5 8.5 3.3 0.31 !Xb 
I 4 22 G 3 43 II 剥片 ガラス質黒色安山岩 18.7 6.8 4.9 0.94 IX a 
I 4 22 G 3 43 12 砕片 ガラス質黒色安山岩 6 4.6 1.6 0.11 IX a 
I 4 22 G 3 43 13 砕片 ガラス質黒色安山岩 7.3 142 2 0.28 IXb 
I 4 22 G 3 43 14 砕片 トロトロ石（安山岩） 14.9 11.9 4.2 0.67 !Xb 
I 4 22 G 3 43 15 砕片 ガラス質黒色安山岩 9.9 20.3 3.8 0.56 IXa 
I 4 22 G 3 43 16 砕片 ガラス質黒色安山岩 13.3 7.5 4.3 0.35 !Xb 
I 4 22 G 3 43 18 砕片 ガラス質黙色安山岩 7 14.9 1.9 0.26 IXb 
I 4 22 G 3 43 19 砕片 ガラス質黒色安山岩 11.3 16.2 3.5 0.26 IXb 
I 4 22 G 3 44 1 砕片 ガラス質黒色安山岩 14.6 19.6 8.5 1.62 !Xa 
I 4 22 G 3 44 2 剥片 ガラス質黒色安山岩 27.1 24.2 4.5 2.62 

＂ I 4 22 G 3 44 4 砕片 ガラス質黒色安山岩 11.2 12.5 5.3 0.61 IXa 
I 4 22 G 3 44 5 砕片

ガラススト中質質ロ石黒黒,11 色色~（安安安山山山岩岩岩） 

16.2 15.4 5.5 1.03 V 
I 4 22 G 3 44 6 砕片 ガラ 18.6 11.8 3.3 0.63 V 
I 4 22 G 3 64 I 砕片 トロ 10.3 13.8 6.7 0.58 IX a 
I 4 22 G 3 65 I 剥片 17.8 40.4 12.5 12.36 VI 
I 4 23 G 4 39 I 微細剥離痕のある剥片

黒流曜紋石岩
18.9 7.5 8.1 0.58 IX a 

I 4 23 G 4 49 I 剥片 45.5 30.4 10.2 11.26 IXa 
I 4 24 1 H 3 77 4 微細剥離痕のある刺片 ガラス質黒色安山岩 15 25.7 5.2 1.68 IX a 
I 4 24 2 H 3 88 2 剥片 ガラス質黒色安山岩 30.3 26.4 8.6 6 VI 
I 4 24 3 H 3 77 2 微細剥離痕のある剥片 ガラス質黒色安山岩 29.7 24.9 11.5 7.97 V 
I 4 24 H 3 58 1 砕片 ガラス質黒色安山岩 8.2 14.9 2 0.22 V 
I 4 24 H 3 67 1 剥片 ガラス質黒色安山岩 19.2 39.5 6.4 4.57 VII 
I 4 24 H 3 67 2 剥片 安山岩 18.9 217 10.5 1.97 VN 
I 4 24 H 3 67 3 砕片 ガラス質黒色安山岩 ， 6.9 3.2 0.08 

＂ I 4 24 H 3 76 1 剥片 ガラス質黒色安山岩 29.3 29.4 11 6.08 VI 
I 4 24 H 3 77 1 剥片 ガラス質黒色安山岩 35.3 32.1 13.8 15.69 V 
I 4 24 H 3 77 3 剥片 ガラス質黒色安山岩 23.6 18.2 8.1 2.15 !Xa 
I 4 24 H 3 77 5 剥片 ガラス質黒色安山岩 32.7 18.5 10.3 4.74 !Xa 
I 4 24 H 3 77 6 剥片 ガラス質黒色安山岩 15.7 29.l 8.8 2.85 

＂ I 4 24 H 3 77 7 剥片 ガラス質黒色安山岩 17.8 21.3 10.2 3.07 

＂ I 4 24 H 3 77 8 剥片 ガラス質黒色安山岩 112 29.4 4.8 2.04 

＂ I 4 24 H 3 78 1 砕片 ガラス質黒色安山岩 17 19.7 5 1.3 V 
I 4 24 H 3 78 2 砕片 黒耀石 6.3 7.4 1.2 1.31 VI 
I 4 24 H 3 86 1 剥片

ガガララスス質質黒里色伍安宅山山岩宍
24.5 37.1 10.2 8.41 

＂ I 4 24 H 3 88 I 砕片 19.7 17.5 5.8 1.25 VI 
II 25 1 H 3 23 I ナイフ形石器 ガラス質黒伍セ山岩 80.9 27 14.8 33.17 VI 
m 26 I H 3 27 2 石核 嶺岡産珪質質頁岩 41.8 39.9 237 38.39 V 
皿 26 2 H 3 27 3 石核 嶺岡産珪頁岩 12.4 37 15.3 20.2 V 
m 26 H 3 16 1 微細剥離痕剥片のある剥片 玉髄チ（メャノーウト含む） 16 22.8 7.5 2.3 V 
m 26 H 3 27 I 15.5 15.8 4 0.63 V 

単独 I H 3 

゜
6 敲石 油的出 82 51.8 37.5 202.66 
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第 2節縄文時代晩期から弥生時代中期の土器（第90--93図 図版40--42)

今回の調在では，遺構は検出されなかったものの，縄文時代晩期から弥生時代中期にかけての士器が出

土している。これらは，いずれも古墳時代前期の竪穴住居跡の覆土中から出土したものである。その出土

地点には偏りがあり，調査範囲の中央北側， 2F・3F・2Gという大グリッドを中心としている。

1 縄文時代晩期前葉～中葉（晩期安行式•前浦式）の土器 1~9 

1, 2は縄文を施さず，水平に巡ると考えられる沈線のみが残る破片である。明確ではないが，安行3b

式から安行3d式のいずれかの段階に比定すべきであろう。 3, 4, 5, 6, 7は前浦式士器であろう。い

ずれも小片で全体の構成をうかがい知ることができないが，枠状無文部の形成，主文様の無文部への施文

など前浦II式段階の特徴を示していよう。 8, 9は無文の破片で屈曲部付近である。詳細な時期判別はで

きないが，前浦式に帰属する可能性が高いと考えられる。

偉

—り
ー

拿瓜疇鬱心
2 3 

c沿と心 こヽ ~~ 
4
 

5
 

6
 

八
7“”

 ~ 戸バ8 h, 
゜

10cm 

第90図 縄文時代晩期から弥生時代中期の土器 (1)

2 縄文時代晩期後葉（浮線文期）の土器

(1)浅鉢形土器 10~26 

文様帯の位置及び器形から大きく 2種に分けられる。口縁直下から文様帯が始まる10, 11・12, 13・14 

はハンガー状浮線文をもつ浅鉢形土器である。 10は，口唇部から約 1cm下に段状の成形がなされ，その下

に三分岐浮線文が認められる。内面の口唇直下には突起が巡るが，見方によっては凹線を巡らせていると

解釈することもできる。 11・12も三分岐ハンガー状浮線文をもつらしい。単段の構成をとる。比較的直線

的に開く器形で，内面口唇直下に 2条の凹線を巡らせる。 13・14は施文単位が二分岐のもので，複段構成

をとる。口縁部が立ち上がるボウル状の器形で，口唇内面は内そぎ状をなす。

15, 16~ 18, 19~23は口縁直下に無文帯をもつものである。 16~18は口縁部無文帯が幅広で屈曲部から

上がやや外反する。屈曲部以下が文様帯となり，これも三分岐浮線文の可能性があるが，はっきりしない。

19~23は，口縁部下の無文帯下の比較的幅の狭い文様帯にレンズ状浮線文が巡るものである。無文帯と文

様帯の境界は屈曲し，口縁部が外反する。また口縁部が小波状をなしている。 15も一応無文帯をもつが，

幅が狭く，文様帯との境界も屈曲しないで直線的に開く。文様帯はおそらく単段の三分岐浮線文で，文様

単位の交点に刺突を加えている。

(2)壺形士器 27~31 

27は小径の口頸部で，頸部下端と思われる部位に突帯が巡り，断続的な沈線を加える。他はいずれも肩

部破片である。 28,29は肩部にエ字文が巡るもので， 28は大型の壺形土器である。沈線の連結部は縦位の
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第91図 縄文時代晩期から弥生時代中期の土器 (2)

-127-



短い沈線を付加する手法をとっている。 29はきわめて彫刻的な手法でエ字文が施されている。 30は壺形土

器かどうか明確ではないが，平行沈線またはエ字文を巡らせる肩部破片と思われる。だとすれば，肩が強

く張る器形となり， 28と共通する。 31は肩部付近の小片で，そのため文様構成は不詳であるが，浮線文が

施されている可能性が強い。

(3)有文の甕形土器・深鉢形上器 32~42 

32~36は頸部に横位の綾杉文を施す甕形士器である。口縁部の形状が不明であるが，やや肩が張り，そ

の上位で若千内湾し，また口縁部に向かって外反する。文様帯の上下に 3条ないし 4条の平行沈線を巡ら

せる。 37は甕形土器の口頸部の小破片で，口唇部は平坦に面取りされ，外側に向かって小突起または指頭

で刻目を加えた突帯を付加する。小突起または突帯の直下には 2条の平行沈線が巡る。 38・39は平縁の甕

形士器である。口縁部は外反し，口端直下に列点を巡らせる。また，幅 1Clllほどの無文部を挟んでその下

に平行沈線が巡るようであるが，それが浮線文を形成している可能性もある。 42は三分岐ハンガー状浮線

文をもつ小片である。 40は甕形土器の肩部破片である。肩部に稜をつくり，稜上に断続的な沈線を巡らせ

ている。 41はエ字文を巡らせる深鉢形または鉢形土器である。口端直下には撚糸文が施されている。

(4)無文の甕形土器・深鉢形土器 43~60 

43~48, 49・50及び51は折り返し状複合口縁に横位の撚糸文を施す甕形土器の口頸部で，いずれも口唇

部に刻目をもたない。 49・50の口縁部内面には撚糸文原体による弱い条痕が認められるのが特徴である。

52, 53は同種の甕形土器であるが，口唇部に撚糸文原体による刻目が加えられる。 54は，同種の甕形士器

の頸部下位から肩部の破片である。 55~58は折り返し状複合口縁をもち，撚糸文が施される深鉢形土器で

ある。頸部無文帯をもたず，砲弾形またはボウル形の器形をもつと考えられる。この個体にも口唇部に撚

糸文原体による刻目が加えられる。 59は甕形土器または深鉢形土器の胴部破片である。口縁部破片との個

体識別はできない。 60は折り返し状複合口縁をもつ士器であるが，唯一細密条痕が施されるものである。

口唇部には断続的な刻Hが加えられている。

3 弥生時代前期（荒海式）の土器

(1)壺形士器 61~67 

61は区画系エ字文からの変化と考えられる文様をもつ壺形土器片である。元来の区画文は全面が陽刻化

し，沈線の一部は三叉文化しているようである。 62は肩部の小破片である。変形工字文が描かれている。

63は胴部最大径付近の小破片で， 3条以上の平行沈線を巡らせ，沈線間に鋭く繊細な刻目を連続させる。

なお，この個体は赤彩の痕跡が顕著である。 64・65及び66は多条の沈線が巡る肩部破片である。 66は，研

磨または手擦れにより沈線が浅くなっているため明確ではないが，エ字文が描かれている可能性がある。

67は小型の壺形士器の口頸部の破片である。口唇部に列点が巡り，口縁外面直下にも 2条の沈線に挟まれ

た列点が巡る。その下には斜行する沈線が巡らされている。

(2) 鉢形土器 68 

縄文が施された破片で，胴部から丸底の底部にかけて緩やかに移行する部分である。この上は一旦屈曲

して立ち上がり，口縁に向かって大きく開いていくものと考えられる。

(3)有文の甕形士器・深鉢形士器 69~121 

69~77, 78, 79・80, 81, 82・83, 84, 87・88, 89・90, 91の9個体は菱形連繋文が施された上器であ

る。有文の土器としては最も目立つ存在といってよい。うち， 2条の沈線を単位としているものに69~77,
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第92図 縄文時代晩期から弥生時代中期の土器 (3)

78, 79・80, 82・83があり， 69~77,79・80は単位文様連結部に縦位の短い沈線を加えている。また，

69~77の口縁には複数箇所（単位数不明）の小突起が付加され，そこにも縦位の短い沈線が加えられてい

る。 82・83は沈線の交点部分が失われているが，沈線の端部が重なるように描かれていて，交点の刺突を

伴わない稲妻状文である可能性もある。 78は拓影上は 1条の沈線しかみえないが，平行するもう 1条の沈

線部分で割れている。この個体は撚糸文を地文としている。 1条の沈線を単位として菱形連繋文を描くも

のに81,84, 87・88, 89・90, 91の5個体がある。 81,84, 89・90には単位文様連結部の刺突を伴うが，

87・88には刺突は伴わないようである。 81,84には円形の刺突が， 89・90には縦位の短い沈線が加えられ

る。大半は文様帯部分には細密条痕が施されていないが， 89・90のみ文様帯部分にも細密条痕が施される。

85・86は縦位の細密条痕を地文として 1条の沈線による稲妻状文が描かれる土器である。破片の形状から
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頸部に文様帯を形成すると考えられ，その下端には 2条の平行沈線が巡る。 92~94は横位の綾杉文が描か

れていると考えられる土器である。 85・86と同様，地文として縦位の細密条痕が施される。

95, 96~98, 99~101, 102, 103, 104, 105, 106, 116, 117, 118, 119, 120, 121は平行沈線が巡る土

器である。これらに他の文様が組み合わせられるものもあろうが，便宜上一括した。 95,96~98, 99~ 

101, 102, 103, 104, 105, 106が口縁部破片またはそれを含む個体である。 99~101は口唇部とその外面

直下に細密条痕が施され，その下位に沈線が巡るものである。 103, 104, 105はいずれも小波状口縁をな

しているかまたは小突起を付加するものである。 102,106を含めて平行沈線帯にほぽ縦位の細密条痕が施

されている。 95,96~98は波状口縁をなしているが，前出のものと異なり細密条痕が認められない。 95の

内面にはやはり 2条の沈線があり，波頂部付近で口唇部に向かって曲がる。なお， 99~101, 102は赤彩の

痕跡を残す。

107は水平な 1条の沈線と斜行する 4条の沈線及び斜行沈線に沿う列点の組み合わせをとる。 108は斜行

沈線のみがうかがえる小片であるが，おそらく 107と同種の土器であろう。 109は文様帯下端から胴部最大

径付近の破片で，水平な沈線間に列点が加えられている。 110も同種の土器であろう。 111,112, 113の3

個体は渦文をもつ土器である。いずれも列点を挟む 2条の沈線による区画内に渦文を描くもので，全体の

文様構成が不詳なのが残念である。なお， 112は沈線及び列点の酷似性から109と同一個体である可能性が

強いが，断定はできない。 114は折り返し状複合口縁をもつ甕形土器の口縁部破片で，太い沈線で 2段に

区画し，それぞれ縦位と横位の細い沈線の組み合わせで，エ字文状の文様を加えている。 115は頸胴部界

の小片で屈曲部に 1条の沈線を巡らせている。

(4)無文の甕形土器・深鉢形士器 122~124 

122, 123は折り返し状複合口縁をもち，細密条痕が施される甕形土器である。浮線文期の同種の土器と

一見区別できないが，これらは赤彩されており，浮線文期に該種士器の赤彩がまずみられないことから，

本期に含めた。 124は口唇部が平坦に面取りされた細密条痕を施す砲弾状の深鉢形土器である。

4 弥生時代中期（出流原式～池上式）の士器

(1)壺形士器 125~128 

125は壺形土器頸部の小片である。地文は無節縄文Lで，浅い縦位の沈線の一部がうかがえるが，文様

構成は不明である。 127は肩部から胴部上位の破片である。文様帯を区分する沈線の上位には山形文が，

下位には重四角文が描かれている。 128は頸部下位の破片である。 2条を単位とする幅広い沈線で三角連

繋文を描くものと考えられる。この個体の地文は破片のため読み取るのが難しいが，反撚縄文LLRである

可能性がある。 126は胴部上位の破片であろう。縄文RLを地文として太い沈線 2条が巡る。

(2)有文の甕形土器・深鉢形土器 129~149 

129~137は粗い縄文LRを地文として変形工字文を基本とするモチーフを用い，口唇部には沈線と同じ

施文具で刻目を加えている。 138のモチーフは変形工字文がさらに変化したものであると考えられるが，

独立した区画になるのか連結するのか不明である。なお，この沈線は半戟竹管を立て気味に用いたものと

思われ，沈線の縁が深く中央がやや浅い。 139は斜行する長楕円形の区画文に平行な沈線を充填する。太

い棒状工具による刻Hを口唇部にもつ141・142は，口縁匝下の水平な沈線の下に大きな波状を描く 2条の

沈線が特徴的で，その下には浅い沈線で別の文様が描かれるが，内容は判然としない。 140は口縁部の小

片で，刻日は認められない。縄文LRを地文とし， 2条の沈線による連弧文または波状文がうかがえる。
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第93図 縄文時代晩期から弥生時代中期の土器 (4)

143~145は3条を単位とする沈線で文様を描くが，その構成は不詳である。 146は縄文LRを地文として平

行沈線が描かれる口縁部である。沈線及び地文の縄文は壺形土器127に近似している。縄文地文の上に平

行な沈線が描かれるものとしてほかに147, 148がある。 149は1条の沈線がみえるだけの小破片であるが，

沈線が浅く幅が広い特徴から該期の士器と考えた。

(3)無文の甕形土器・深鉢形土器 150~153 

150・151は口唇部に指頭による大きな刻Hを連続させる破片で，横位，斜位の茎束状原体を用いた条痕

が施されている。 152も同種の土器であるが，刻Hが緩やかで小波状口縁というに近い。 153は胴部破片で，

斜位の条痕が施されている。

5 時期が限定できない縄文時代晩期終末～弥生時代中期の土器片

(1)有文の土器 154~159 

154, 155は深い平行沈線が巡る土器である。同種であるが別個体と判断した。口縁部154は内傾してお

り， 155の沈線施文部位も内側に向かって湾曲していく。 156は胴部に縄文を施し，その上位に 2条の沈線

を巡らせて，肩部で屈曲し，頸部は研磨される。 157は撚糸文を地文として 3条の平行沈線を巡らせるも

ので，壺形士器であろう。荒海式の可能性が高いが，それよりも新しくなる可能性も否定できまい。 158
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は幅広い沈線が平行かつ多条に巡るかなり厚手の破片である。 159は細い 1条の沈線がうかがえる小片で，

かなり大きく開く器形をもっと判断される。荒海式段階の浅鉢形土器の可能性があるが断定できない。

(2)無文の土器 160~167 

160, 161, 162, 163は貝殻条痕が施された破片である。荒海式の新しい段階の所産である可能性が強い

が，より以降のものである可能性もある。 164は口唇部が幅広く面取りされた破片で，外面には横位の細

密条痕が若干うかがえる。 165,166, 167は折り返し状複合口縁をもつ無文の土器である。浮線文期後葉

から荒海式前半のいずれかの段階かと考えられるが，詳細な時期は判断できない。

6 縄文時代晩期終末～弥生時代中期土器の位置付け

浮線文期（浮線文をもつ浅鉢形土器を主体的器種として組成する時期）の後葉から始まる。口縁内面に

凹線が巡る10が古い要素をもつが，浮線モチーフが扁平化したハンガー状またはレンズ状で，単段かあま

り重層しないものが主体を占めることから，概ね氷I式並行のものであると考えられる。いわゆる粗製土

器は，撚糸文が施されるものが伴うと思われるが，一部細密条痕（撚糸条痕か）が施される複合口縁の土

器も該期に含まれるのであろうか。

荒海 2式以降を弥生時代前期とした。菱形区画＋渦文，いわゆる雑書文系統の土器がいくつかあるが，

3条の沈線で大きな区画を描くものは基本的にな<' 2条の沈線を単位として沈線間の列点をもち，区画

自体の上下幅が狭いと判断され，荒海 3式に位置づけられるとみたい。また 2条の沈線または 1条の沈線

で菱形連繋文を描くものが多数あり，当遺跡の主体は荒海 3式～荒海4式であると考えられる。肩部に多

条の沈線を巡らせる壺形土器があるが，これらが東北南部の肩部にエ字文を描く壺形土器と関係するなら

ば浮線文期末葉に，遠賀川式土器末葉の多条沈線の壺形土器と関係するならば荒海 3~4式に対比されよ

う。おそらく後者の可能性のほうが高いと考える。

弥生時代中期の土器については，その前葉のものは出土していないが，中葉の出流原式～池上式（須和

田式）段階のものがある。壺形土器では，遺物包含層出土土器であるゆえか，平沢型土器は出土していな

い。また，刺突文はほとんどみられない。刺突文の多用が新しい段階の特徴であるならば，当遺跡出土土

器群は出流原式でも古い段階におかれる可能性があるが，量的に乏しいため断定はできない。ただし，

127は山形文と重四角文の組み合わせで，池上式段階まで降る可能性がある。甕形土器及び深鉢形土器は，

131ほかが変形工字文の原型に近いモチーフを残すなど沈線文様のものが中心となっている。もちろん茎

束条痕を施す深鉢形土器もあるが，池上式，中里式段階に出現する櫛歯状条痕とくに羽状条痕が含まれず，

弥生時代中期土器群の主体が出流原式であることはまちがいないだろう。
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第 3節 古墳時代前期の遺構と遺物

ー 竪穴住居跡

001 （第94・95図 図版4・43)

調在区南東部， G3-79・89・98・99, G4-09, H3 -70・71・80・81・82・90・91・92, H4 -00・01グ

リッドに位置する。規模は北西壁・南西墜は5.3m, 北東墜は5.4m, 南東壁は5.lmを測り，方形を星する。

主軸方位はN-47°-Wである。床面は平坦で，南西墜～南東壁際周辺を除いて硬化面がみられた。覆±

は大きく 3層に分かれ， ローム粒・ロームブロックを含む。壁高は北西壁で32cm, 北東墜で28cm, 南東壁

は37cm, 南西壁は40cmを測り，約75度~80度で立ち上がる。周溝は全周し，深さ約 6cmを測る。 ピットは

9か所検出された。北西壁と炉の間に位置する 3か所の小ピットはいずれも径約30cm~35cm, 深さ約 6

cm~12cmを測る小規模なもので，用途は不明である。南東壁際の 2基の重なった段状を呈するピットは貯

蔵穴とみられ，いずれも底面の北西側に小ピットが穿たれている。長軸径約1.6m, 短軸径約80cm, 南西側

は深さ約11cm, 北東側は深さ27cmを測る。柱穴は 4か所検出され，径約40cm~70cm, 深さ約65cm~70cmを
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測る。柱間寸法は約2.5m~3 mを測り，配骰は比較的整然としている。炉は北西側の柱穴の中間に位骰す

る。長軸径約90cm, 短軸径約70cmを測る楕円形を呈する。中央に火床を有し，深さは最大約 8cmを測る。

追物は，土器3点，鉄製品 1点を図示した。 1は壺である。口縁部は複合口縁となり，無節の縄文が施

され，下端には刻み目が施される。外面の頸部は縦方向にヘラミガキされ，赤彩される。肩部には無節の

縄文が施され，沈線による山形文が施される。胴部中位は横方向にヘラミガキされ，赤彩される。胴部下

半はナデが加えられる。内面の口縁部から頸部は横方向にヘラミガキされる。胴部はヘラナデされる。 2
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の甕は口縁部に刻み目が施され，頸部下端に円形刺突文を施した粘土帯接合痕，胴部下位に刻み目を施し

た粘土帯接合痕をもつ。外面は縦および斜め方向のヘラミガキ，内面口縁部は横方向，胴部上位は斜め方

向のヘラミガキが施される。外面には口縁部から胴部下位の粘土帯にかけて赤彩が施される。 3の炉器台

はヨコハケ調整後，外面から体部内面はナデ，脚部内面はヘラナデが施される。体部内面には，比較的ハ

ケHが残っている。脚部下端には粘土接合痕が顕著に認められる。 4は鉄鏃である。関が 2か所認められ

るものである。

002 (第96図図版5)

調在区南東部， G3-95・96・97, G4 -05・06・07・15・16・17グリッドに位置する。規模は北東墜は

3.5m, 北西壁は 4m, 南東墜は3.8m, 南西壁は3.3mを測り，北東璧がやや丸みを帯びているほかは東西

方向に長い方形を里する。主軸方位はN-53°-Wである。床面はほぽ平坦であった。覆士は大きく 3層

に分かれ，ローム粒を含む暗褐色士を主体とする。床面上には炭化材および焼土の分布がみられる。墜高

は北東壁・南東競で21cm, 北西壁で23cm, 南西壁は25cmを測り，約60度~70度で立ち上がる。周溝は北東

壁下を除いて断続的に巡り，深さ約10cmを測る。ピットは 6か所検出された。いずれも浅く配置もまばら

であることから，柱穴になる可能性は低い。北西側の 3か所は径約30cm, 深さ約13cm~34cmを測る。南東

壁際の瓢形のピットは深さ21cm,北側のピットは径約40cm,深さ21cmを測り，貯蔵穴になる可能性が高い。

炉は中央やや北寄りに位置する。楕円形を呈し，長軸径約65cm, 短軸径約45cm, 深さ約15cmを測る。火床

に顕著な焼け面は認められなかった。

遺物は，土器 1点を図示した。 1は甕で，胴部外面はヘラケズリ後ナデ，内面は横方向のヘラナデが施

される。
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003 (第97図図版 5)

調査区南東部， G3-73・7 4・83・84・85・93・94・95, G4 -04グリッドに位置する。規模は北東壁は

3.lm, 北西壁は3.4m,南東壁は 3m, 南西壁は3.3mを測り，全体的に丸みを帯びた方形を呈する。主軸

方位はN-25°-Eである 。床面はほぼ平坦で，顕著な硬化部分はみられなかった。覆士は自然堆積で，

ほぼ 5層に分かれ，ローム粒 ・ロームブロックを含む暗褐色土，褐色士を主体とする。床面上には炭化材

および焼士の集中する範囲がみられる。壁高は北東壁は28cm,北西壁は36cm, 南東壁は34cm,南西壁は38

cmを測り，約65度~77度で立ち上がる。周溝は全周し，深さ最大 5cmを測る。ピットは南東壁から南西壁

周辺に集中して 5か所検出された。そのうち，床面に構築されたものは 1基で，周溝を切っているものは

2基，壁を切って壁外におよんでいるものが 2基ある。いずれも径20cm~40cm,深さ15cm内外の浅いもの

で，柱穴以外の用途が考えられよう 。炉は北側コーナー寄りに位置する。楕円形を呈し，長軸径約65cm,

短軸径約50cm,深さ約 5cmを測る。火床はよく焼け，赤化していた。

遺物は，土器 2点を図示した。 1は壺の口縁部破片で，内外面ともヘラミガキが施され，赤彩される。

2は甕で，胴部外面はタテハケ調整，内面はヘラナデが施される。
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004 (第98図図 版 6)

調壺区東部， G-17・18・19, 27・28・29・37・38・39グリッドに位置する。規模は北壁・東壁は3.7m,

南壁は3.6m, 西璧は3.4mを測り，やや丸みを帯びた方形を呈する。主軸方位はN-4°-Eである。床面

はほぽ平坦で，中央部に南北方向に長い硬化面が認められた。覆土は自然堆積で大きく 4層に分かれる。

ローム粒を含む暗褐色士・褐色土を主体とする。床面上には炭化材，南側を主体として焼士の集中する範

囲がみられた。壁高は北壁は18cm, 束壁は22cm, 南壁は33cm, 西墜は24cmを測り，約70度~80度で立ち上

がる。周溝は南壁の南西側コーナー付近から西壁の南半にかけて巡り，深さ約 3cmを測る。ピットは南側，

炉を通る中軸線上に 1か所検出された。径約40cm, 深さ37cmを測る。梯子ピットの可能性が高い。炉は北

側に位置する。楕円形を呈し，長軸径約80cm, 短軸径約55cm, 深さ約 5cmを測る。火床はよく焼け，赤化

していた。

遺物は，土器 2点を図示した。 1の鉢は，胴部上位はナデ，胴部下位外面は縦方向のヘラミガキ，内面

はヘラナデが施される。 2の壺は外面はハケ調整後，縦方向のヘラミガキ，内面はヘラナデが施される。

底部には木葉痕がみられる。
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005A (第99図図版6・43)

調査区東部， G3-23・24・32・33・34・35・42・43・44・45・53グリッドに位置する。規模は北東壁は

3.6m, 南東壁は3.9m, 南西壁は3.7m, 北西墜は 4mを測り，隅丸の長方形を呈する。主軸方位はN-

27°-wである。床面はやや凹凸を有し，西側に向かってやや下がっている。覆土は 2層に分かれ，上層

はローム粒を少量含む暗褐色土，下層はロームブロックを含む褐色土が堆積していた。西側の床面上には

2か所焼土ブロックの堆積がみられた。壁裔は北東壁・南東壁・北西壁は 8cm, 南西壁は10cmを測り，遺

存状況は不良である。周溝は南東壁の一部と南西壁から北西壁の西側にかけて巡り，深さ約 5cmを測る。

ピットは 2か所検出された。中央付近に位置するピットは径約38cm~50cm,深さ約25cmの楕円形を呈する。

底面に焼けた痕跡はみられなかったが，炉となる可能性も考えられる。南側コーナー付近のピットは径約

35cm, 深さ20cmを測る。

遺物は，土器 1点を図示した。 1は直線的に開く口縁部をもつi廿で，外面は頸部付近はタテハケ調整，

体部下位から底部にかけてはヘラケズリの後，ナデが施される。口縁内面はヨコハケ調整の後ナデ，体部

内面はヘラナデが施される。内外面とも赤彩が施される。
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005B (第100図 図 版 7)

調査区東部， G3-41・42・51・52・53・61・62・63・71・72・73グリッドに位置する。005Aに北壁の

一部が切られている。規模は西壁・北壁で4.3m, 東壁で4.2m, 南壁で4.5mを測り，正方形を呈する。主

軸方位はN-74°-Wである。床面はほぼ平坦で，柱穴の内側を中心に東西方向に長く硬化面が広がって

いる。覆土は大きく 3層に分かれ，上層はローム粒・ロームブロック，焼土粒を含む暗褐色土，中層は

ロームブロックを多量に含む暗茶褐色土，下層はローム粒，焼土粒，炭化物を含む黒褐色土が堆積してい
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た。床面上には白色粘土ブロックの厚さ 7cmほどの堆積が 2か所みられた。壁高は西壁で30cm, 北陸で38

cm, 東壁で28cm, 南壁で34cmを測り，約70度~80度で立ち上がる。周溝は東壁の南半から北壁の西半にか

けて巡り，深さ約10cmを測る。 ピットは 7か所検出された。柱穴の 4か所は径約30cm~45cm, 深さ約60

cm~65cmを測り，ほぼ均質な掘方である。柱間寸法は2.3m~2.4mを測る。炉の周囲に検出された 3か所

のピットは，北側が径約50cm, 深さ約12cm~32cm, 東側が径約23cm, 深さ63cm, 西側が径約30cm, 深さ63

cmを測る。炉は西側に位置する。長軸径約90cm, 短軸径約75cm, 深さ約10cmを測り，東西方向に長い楕円

形を呈し，火床も東西方向に長い。

遺物は，土器 2点を図示した。 1は小型の鉢で口唇部と折返し状の口縁部下端には刻みHがみられる。

2は甕の底部付近で，胴部外面はハケ調整が施される。底部には径約 2CID弱を測る円形の窪みがみられ，

内面が突出しており，棒状のものを押し付けた痕跡がみられることから，焼成前に穿孔を試みた可能性が

ある。内面には黒色の煤が付着している。
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005C (第101図）

調査区東部， G3-42・43・53・54・63・64グリッドに位置する。 005Bに南西側のほとんどを切られ，

北側コーナーから南東壁の一部の周辺を検出できたのみである。規模は遺存する北東壁が約3.lmを測り，

隅丸の方形を呈すると思われる。主軸方位はN-45°-Wである。床面はほぽ平坦である。覆土は 3層に

分かれ，上層がローム粒を含む暗褐色土，中層がローム粒・ロームブロックを少量含む黒褐色土，下層は

ロームプロックを多量に含む褐色土が堆積していた。床面上には炭化材および焼土の分布がみられた。

ピット・炉は検出されなかった。

遺物は，図示可能なものはなかった。
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第101図 005C

006 (第102図図版7・43)

調査区南東部， H4-34・35・43・44・45・46・53・54・55グリッドに位置する。南側約1/2は調査範囲

外に及んでおり，全体を調査することはできなかった。規模は北西壁で約4.2mを測り，方形を呈する。主

軸方位はN-50°-Eである。床面はほぽ平坦であるが，東側に向かってやや傾斜する。炉の周囲から北

側コーナーに向かって硬化面が広がっている。覆土はローム粒・ロームブロックを含む暗褐色土を主体と

する。床面上には壁際を中心に焼土の分布がみられた。壁高は北東壁で50cm, 北西壁で64cmを測り，約80

度で立ち上がる。周溝は検出部分では全周し，深さ約12cmを測る。ピットは 4か所検出された。柱穴は北

側が径約30cm~33cm, 深さ約73cm, 南西側が径33cm~37cm,深さ92cmを測る。柱間寸法は2.35mを測る。

北側コーナー下の 1か所は，北東側は周溝を切っており，径約4.3cm,深さ22cmを測る。中央付近の 1か所

は径約30cm,深さ20cmを測る。炉は東側に位置する。長軸径約70cm,短軸径約53cmを測る台形状を呈する。

掘込みはほとんどないが，中央には火床が検出された。

遺物は，土器4点を図示した。 1は外反する口縁部を持つ壺で，胴部外面はハケ調整の後，ナデが施さ

れている。 2は鉢である。体部外面はハケ調整の後ナデが施され，内面は横方向のヘラミガキが施される。
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3は甕の底部である。 4は高杯の杯部で，内外面ともヘラミガキ調整で，口縁部付近にはハケ目が観察さ

れる。

007 (第103図図版7・43)

調壺区南東部， H4-12・13・14・22・23・24グリッドに位置する。規模は北東壁・南西墜で2.5m, 南

東壁・北西壁で2.6mを測り，ほぽ正方形を呈する。主軸方位はN-28°-Wである。床面は凹凸が激しく，

顕著な硬化面は検出されなかった。覆土は上層がローム粒・ロームプロックを含む暗褐色土，下層はロー

ムブロックを多量に含む褐色上を主体とする。床面上には南西壁下を主体に焼土の集中がみられた。壁高

は北西壁が30cm, 北東華・南西陪が34cm, 南東壁が32cmを測り，約65度~70度で立ち上がる。ピットは 3

か所検出された。柱穴になるようなしっかりとした掘方をもつものは南側コーナ一部の 1か所のみで，径

約23cm~30cm, 深さ40cmを測る。そのほかの 2か所は径約25cm~28cm, 深さ10cm~l5cmを測る。炉は検出

-141-



ー

A 

(rn 
B 

・I O 

A A' 

~ —-~ 
ニニ＿．こ—っ一 → 

がテ
I / 711 

／ 
I I /I I 

;//'.;;;;, it 口
B 1 . B' 

~ 
2
 

゜
10cm 

゜
4m 

第103図 007

されなかった。

遺物は，土器 2点を図示した。 1は鉢で，体部と口縁部の境は「く」の字形に屈折し，口縁部は匝線的

に開くものである。外面はハケ調整の後，ヘラミガキが施される。内面はヘラミガキが施される。 2ば炉

器台の脚部下端である。

008 (第104図 図 版8)

調査区南東部， H4 -05・06・14・15・16・24・25・26グリッドに位置する。規模は北東壁が3.2m, 南

東壁・北西墜が3.4m, 南西壁が3.3mを測り，方形を星する。主軸方位はN-17°-Eである。床面はほぼ

平坦である。中央付近から炉の周囲を取り囲んで西側に硬化面がみられた。覆土は大きく 3層に分かれ，

上層はローム粒・焼土粒を少量含む暗茶褐色土，中層はローム粒，焼士粒を含む黒褐色土，下層ば焼士粒

を含む暗褐色土が堆積していた。床面上にば焼土の分布および，白色粘士ブロックの分布がみられた。墜

高は北東壁は14cm, 南東壁は20cm, 南西墜は36cm, 北西壁は24cmを測り，約70度~80度で立ち上がる。周

溝は全周し，深さ約10cmを測る。ピットは検出されなかった。炉は北側中央から西寄りに検出された。楕

円形を呈し，長軸径約55cm, 短軸径約40cm, 深さ約 6cmを測る。覆土は焼土粒を少量含む暗赤褐色土が堆

積していた。底面ば焼けていなかった。

遺物は，土器 2点，鉄製品 1点を図示した。 1は折返し口縁の壺である。外面はハケ調整の後，部分的

にヘラミガキが施されている。内面は横方向のヘラミガキが施されている。 2は甕の底部破片で，底部に

は木葉痕がみられる。 3は鉄鏃である。無茎鏃であり，三角形状を星する。逆刺は見られず平基である。
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第104図 008 

三角形の重心付近に穿孔がある。表裏面に，竹とみられる柄の木質が残存している。鏃身部のみの全長は

3.8cm, 幅は2.8cmを測る。

009 (第105・106図 図版8)

調査区南東部， H3-98・99, H 4-08・09・17・18・19・28・29, 14-00・10グリッドに位置する。

規模は北東墜は3.2m, 南東墜は3.3m, 南西壁は3.lm, 北西壁は3.4mを測り， やや縦長の方形を呈する。

主軸方位はN-38°-Eである。床面はやや凹凸がある。炉の周囲を中心として硬化面がみられた。覆土

は大きく 4層に分かれ，上層からローム粒を少量含む暗褐色士， ローム粒・ ロームブロックを含む褐色土，

ローム粒・ロームプロック，焼土粒を含む黒褐色土，暗褐色土が自然堆積していた。壁高は北東壁は46cm,

南東壁は42cm, 南西壁は34cm,北西壁は38cmを測り，約80度で立ち上がる。周溝は東側コーナ一部分を除

いて全周し，深さ約 7cmを測る。ピットは検出されなかった。炉は中央北東寄りに位置する。不整な楕円

形を呈し，長軸径1.07m,短軸径約76cm,深さ約10cmを測り，中央に南北方向に長い火床が検出された。

遺物は，土器 6点，軽石 1点を図示した。 1は折返し口縁の壺である。外面は頸部上位は縦方向のヘラ

ナデ，頸部下位から胴部にかけては横方向のヘラミガキが加えられている。外面から内面口縁部は赤彩が

施される。 2は壺の底部破片で，内外面にハケ調整が施される。

が加えられ，円形刺突文が施される。その下部には縄文がわずかに観察される。

3は壺の頸部破片で，外面はヘラミガキ

4は体部中位で内折する

大形の鉢で，内面の体部中位より下がナデ調整されるほかは，ハケ調整が施されている。底部中央付近に

は直径約 6mmを測る焼成後の穿孔がなされている。 5は高杯で，外面体部上位から内面は横方向，外面体

部下位から脚部は縦方向の丁寧なヘラミガキ，脚部の内面はナデが施される。 6は炉器台で，外面はハケ
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調整後ナデが施されており，ハケ目はほとんど遺存していない。内面は，脚部下端がヨコハケ調整される

ほかは，

によるいずれも貫通しない孔が全体で10か所ほど認められる。重さは42.04gを測る。

ナデが施されている。 7は軽石である。ほぼ全面に擦痕や研磨痕がみられるほか，竹管状のもの
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010 (第107・108図図版8・44)

調査区南東部， H3 -89・99, I 3 -80・81・82・90・91・92, I 4 -00・01・02グリッドに位置する。

調査範囲内では最東端に検出された住居跡である。規模は北西壁・北東壁で4.5m, 南東壁で4.7m, 南西

壁で4.3mを測り，ほぽ正方形を呈する。主軸方位はN-20°-Wである。床面は多量のロームブロックを

含む暗褐色土を充填して厚さ約10cm~20cmの貼床がなされており， 4か所の主柱穴の周囲から南東壁にか

けて硬化面がみられる。覆土は大きく 3層に分かれ，上層はローム粒を少量含む黒褐色土，中層はローム

粒を含む褐色土，下層はローム粒・ロームブロックを含む暗褐色士が自然堆積していた。床面上にば焼土

および炭化材の分布が顕著である。壁高は北西壁・南東墜は36cm, 北東壁は39cm, 南西壁は42cmを測り，

約70度~80度で立ち上がる。周溝は全周し，深さ 5cm~lOcmを測る。ピットは10か所検出された。 4か所

の柱穴は径18cm~30cmの柱痕跡を平面で確認することができた。掘方は径約40cm~60cm, 深さ約60cmを測

る。北側コーナー墜際のピットは，底面中央は掘り窪められている。長軸70cm, 短軸45cm, 深さ約20cmを

測る。覆土は 2層に分かれ，上層はローム粒を少量含む暗褐色土，下層はロームプロックを含む黒褐色土

が堆積している。貯蔵穴と考えられる。炉の北側の 3か所のピットは径約33cm~53cm, 深さ 9cm~l2cmと

いずれも浅く，炉に伴う可能性がある。南東側と北西側の柱穴に隣接するピットは径32cm~48cm, 深さ約

14cm~40cmを測り，補助柱穴の可能性が考えられる。炉は北側に位置し，長軸径77cm, 短軸径57cm, 深さ

約10cmを測り，中央に火床が検出された。
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遺物は，土器 5点を図示した。 1は大型の用の口縁部である。内外面ともハケ調整の後，縦方向のヘラ

ミガキが加えられ，赤彩される。 2は壺の底部で，木菓痕がみられる。 3は高杯の杯部である。内外面と

もヘラミガキ調整が施される。4・5は器台である。 4は器受部で，内外面ともヘラミガキが施される。

5は脚部で，外面はヘラミガキ，内面はハケ調整が施される。内外面とも赤彩される。透孔は 3か所であ

る。

014 (第109固図版9・44)

調査区北東部， G2 -89・97・98・99, G 3 -07・08・09・17・18・19グリッドに位置する。規模は北壁

で4m, 東壁で4.lm, 南壁で3.6m, 西壁で3.8mを測り，不整な正方形を呈する。主軸方位はN-13°-W

である。床面はほぼ平坦で，中央付近に硬化面が認められた。覆土は 4層に分かれ，上層からローム粒 ．

ロームブロックを少益含む黒褐色土，ローム粒，焼土粒を少批含む暗褐色土，ロームブロックを少量含む

黒褐色土，ロームブロックを多批に含む褐色土が堆積していた。壁高は北壁は10cm, 束壁・西壁は18cm,

南壁は22cmを測り，約65度~80度で立ち上がる。周溝は東壁で 1か所途切れるほかは全周し，深さ約 5

cm~ 8 cmを測る。ピットは 3か所検出された。位骰的にみてこの 3か所で主柱穴を構成していた可能性は

低い。南壁際のピットは周溝を切っており，径約55cm~65cm, 深さ約32cmを測る。貯蔵穴の可能性が考え

られる。南壁際のもう 1か所のピットは，炉を通る主軸線上にあり，径約40cm~45cm, 深さ34.8cmを測る。

東壁側のピットは径約35cm, 深さ約15cmを測る。炉は北側に位置する。楕円形を呈し，長軸径約85cm, 短

軸径65cm, 深さ約 4cmを測る。中央の火床は被熱により赤化している。

遺物は，土器 3点，研磨痕を有する土器片 1点を図示した。 1・2は甕の口縁部付近の破片である。 1

は押捺により波状口縁となるもの， 2は刺突具による刻み目が加えられるものである。 3は鉢で，内外面

ともヘラミガキが施される。 4は甕の胴部破片を転用したもので，金属製品によるものと思われる研磨痕

は外面と図の右側面に認められた。
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015A (第110・111図図版9・44)

調査区北部， G2 -52・53・54・60・61・62・63・64・70・71・72・73・7 4・81・82・83・84・85・ 

91・92・93・94, G 3 -01・02グリッドに位置する。規模は北西墜で6.8m, 北東壁・南東壁で7.lm, 南西

壁で6.9mを測り，正方形を呈する。主軸方位はN-25°-Wである。床面は平坦で， 4本の柱穴の内側を

中心に硬化面がみられた。覆土は大きく 4層に分かれ，上層からローム粒・ロームプロックを含む暗茶褐

色士，ローム粒・ロームブロックを多量に含む暗褐色士，ローム粒・ロームブロック，焼土粒，炭化物を

含む暗褐色士，焼士粒を多量に含む黒褐色土が堆積していた。華高は北西競は32cm,北東墜は22cm,南東

墜は37cm, 南西墜は40cmを測り，約70度~80度で立ち上がる。周溝は全周し，深さ約 7cm~lOcmを測る。

ピットは主柱穴 4か所とそのほかに床面上に 7か所，壁に 3か所検出された。柱穴は径約35cm~60cm, 深

さ約50cm~65cmを測る。柱間寸法はいずれもほぽ4mを測り，均ーである。北側の炉の周囲の 6か所の

ピットは円形ないしは長楕円形を呈し，深さ 3cm~l9cmといずれも浅いものである。東側柱穴の南側に位

置するピットは長軸径約80cm, 短軸径約70cm, 深さ約22cmを測り，貯蔵穴の可能性がある。南側の柱穴と
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西側の柱穴の間には間仕切り状の溝が走っており，長さ約3.6m, 幅約12cm~l5cm, 深さ約 5cmを測る。南

東壁中央下から中央方向に伸びている溝は先端は 2段に掘り込まれており，長さ1.7m, 幅約50cm, 深さ約

26cmを測る。出入り口施設に伴う可能性が高い。炉は 2か所検出された。北側は長軸径約97cm,幅約60cm,

深さ約10cm,南側は長軸径約73cm,短軸径約52cm,深さ約 6cmを測り，いずれも底面に火床が検出された。

遺物は，士器10点を図示した。 1・2は折返し口縁壺の口縁部破片である。 1は口縁部下端には押捺に

よる刻み目， 2は円形刺突文が施される。 3は壺の胴部破片である。外面には櫛描による波状文，平行線

文，沈線による山形文が施されるものである。施文部以外は赤彩される。 4は甕の底部周辺の破片で，外

面はヘラケズリ後ヘラミガキされ，内面はハケ調整が施される。 5は小型壺の口縁部である。外面はハケ

調整後，ヘラミガキが施される。内外面とも赤彩が施される。 6は甕で，口縁部は直立し，端部がやや外

傾するものである。外面から内面口縁部はハケ調整後ヘラミガキ，胴部内面はヘラナデが施される。 7は
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高杯の杯部で，外面はハケ調整後ヘラミガキが施される。内面はヘラミガキが施される。 8は高杯の脚部

で，外面の上部は横方向に，中位から下部は縦方向にヘラミガキされる。内面は，ナデ調整を主体とする

が，裾部はハケ調整が施される。わずかに残る杯部の内面と脚部外面は赤彩される。三方に透孔を有する。

9は堆型のミニチュア士器である。外面から口縁部内面はヘラミガキ，体部内面はヘラナデが施される。

10は小型鉢の口縁部から体部である。内外面ともハケ調整後，ヘラミガキが施されており，体部内面は螺

旋暗文のようになっている。
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015B (第llO図 図版9)

G3-0lグリッドに位置する。 015Aにほとんど切られており，南西璧

の周辺のわずかな部分を検出したのみである。規模は南西壁で3.7mを測る。壁高は約34cmを測る。覆土は

調査区北部， G2-80・81・91, 

3層に分かれ，上層はロームブロックを含む暗褐色土，中層はローム粒を多量に含む暗褐色土， 下層は

ローム粒・焼土粒を多量に含む黒褐色土が堆積していた。

遺物は，図示可能なものはなかった。

ピット・炉は検出されなかった。

016A (112・113図 図版10・44・45)

調査区中央やや北東寄り， F 2 -77・78・79・86・87・88・89・97・98・99, F3-07・08ク` リッドに位

置する。規模は北西壁・北東壁が4.4m, 南東壁が4.5m, 南西墜が4.3mを測り，正方形を呈する。主軸方

位はN-30°-Wである。床面はほぽ平坦で，柱穴の内側および周囲に硬化面がみられた。覆土は大きく

3層に分かれ，上層からローム粒を多量に含み，ロームブロック・炭化物を少量含む暗褐色士，中層は

ロームブロックを含む暗褐色土，下層はローム粒，焼土粒を多量に含む暗褐色土が主体であった。床面全

体に焼土粒および炭化材の分布が顕著であった。壁高は北西壁が47cm, 北東壁が38cm, 南東墜が36cm, 南

西壁が50cmを測り，約70度で立ち上がる。周溝は全周し，深さ約 3cm~lOcmを測る。
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とそのほかに 1か所検出された。柱穴は径約32cm~37cm,深さは北側の 2か所が南側の 2か所より深く，

前者が約50cm~58cm,後者が約37cmを測る。柱間寸法は 2m~2.2mを測り，配置は整然としている。西側

コーナ一部のピットは貯蔵穴と考えられ，径約70cm~80cm, 深さ約15cmを測る。炉は床面中央付近に 3か

所検出された。西側のものに比してそのほかの 2か所は規模が小さく，位償的に考えても炉として機能し

ていたのか断定することはできない。西側の炉は長軸径約約 1m, 短軸径約90cm, 深さ 3cmを測る。火床

は2か所に分かれている。南側の炉は径約33cm~37cm,掘込みはほとんどなく，深さは約 1cmを測る。東

側の炉は長軸径約49cm,短軸径34cm,深さ約 4cmを測る。

、1:\11\I~\\

て

~ " 

6
 

ロロ 7

〇 10cm 

10 

第113図 016A(2) 

-152-



遺物は，土器13点を図示した。 1~ 3は甕である。 1は口縁部から胴部中位で，内外面ともハケ調整が

施されるが，外面口縁部はヨコナデ，内面口縁部は横方向のヘラミガキが施される。 2は口縁部で，外面

はタテハケ調整，内面は横方向のヘラミガキが施される。 3は球胴の甕の胴部下位から底部で，外面はハ

ケ調整後，縦方向のヘラミガキ，内面はヘラナデが施される。 4~6は鉢である。 4の外面は体部上半は

ハケ調整後ナデ，体部下端はヘラケズリ後ナデが施される。内面は横方向のヘラミガキが施される。 5の

外面はタテハケ調整後，体部下端にヘラケズリ，内面はヨコハケ調整がなされる。 6は体部下位から底部

で，外面は体部下端をヘラケズリ後，縦方向のヘラミガキ，内面は磨滅が著しいが，ヘラミガキが施され

る。 7は鉢の底部で，外面はヘラケズリ，内面はヘラナデが施される。 8は高杯の杯部である。内外面と

もT寧なヘラミガキが施される。全面に赤彩が施されている。 9・10は高杯の脚部である。 9は裾部を欠

くもので， 3方に透孔があり，外面に縦方向のヘラミガキが施される。 10の外面はハケ調整の後，ナデお

よびヨコナデが施される。 11は小型器台の器受部である。 12はミニチュア土器で，折返し状の二重口縁を

もっ，内面はハケ調整が施される。 13は体部上位で「く」の字状に折れて外反する鉢で，体部外面はヨコ

ハケ調整外面口縁部はタテハケ調整，内面口縁部はヨコナデが施される。体部内面はヘラミガキが施さ

れる。

0168 (第114図図版10・45)

調査区中央やや北東寄り， F2-76・77・85・86・87・95・96・97, F 3-05・06・07・08・16グリッド

に位置する。東側の約1/2は016Aに切られている。規模は北西墜・南西壁は5.7m, 北東壁は5.6m, 南東壁

は5.4mを測り，正方形を呈する。主軸方位はN-25°-Wである。床面はほぽ平坦で，中央付近に硬化面

がみられた。覆上は大きく 4層に分かれ，上層からローム粒を多量に含む茶褐色土，ローム粒を多最，

ロームブロックを少量含む茶褐色士，ロームブロックを少量含む褐色土，ローム粒を多量に含む暗黄褐色

土が堆積していた。壁高は北西壁が48cm, 南束墜が32cm, 南西壁が37cmを測り，約75度~78度で立ち上が

る。ピットは 4か所検出された。西側の 2か所は柱穴で，径34cm~38cm, 深さは北側が約50cm, 南側が40

cmを測る。柱間寸法は3.45mを測る。南東陛際のピットは径34cm~57cm, 深さ25cm, これと南側柱穴との

間にあるピットは径約40cm, 深さ40cmを測る。炉は016Aによってその大半を切られ，西側の立ち上がり

と火床の一部のわずかな範囲を検出できたのみである。深さは最大約 5cmを測る。

遺物は，土器 4点を図示した。 1は甕の底部で，体部外面はハケ調整後ヘラケズリ，内面はナデが施さ

れる。 2は甕の底部で，外面はヘラケズリされ，内面はヘラナデが施される。 3は鉢で，外面は体部下端

はヘラケズリ後，体部中位はハケ調整後，全体にヘラミガキが施される。内面はヘラナデ後，ヘラミガキ

が施される。 4は高杯の杯部で，内外面ともヘラミガキが施される。
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016C (115図図版10・45)

調査区中央北寄り， F2 -64・65・66・7 4・75・76・84・85・86グリッドに位置する。南東陛はほとん

ど016Bに切られている。規模は北西墜が4.7m, 南西壁が 4mを測る。主軸方位はN-23°-Wである。床

面は平坦である。覆土は 4層に分かれ，上層からローム粒を多鼠に含む茶褐色士，ローム粒を少最含む

茶褐色土，ロームブロックを少量含む褐色士，暗黄褐色士が堆積していた。床面上にば焼士および白色粘

土の集中個所がみられた。壁高は北西墜が30cm, 北東壁が22cm, 南西壁が36cmを測り，約70度~78度で立

ち上がる。ピットは 1か所検出された。東側コーナーに位置し，径約56cm, 深さ23cmを測る。炉は中央に

位置する。径約80cm,深さ約 2cmを測る。
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第115図 016C

遺物は，土器 2点を図示した。 1は直立する短い口縁部をもつ小型の鉢である。内外面ともハケ調整後，

縦方向のヘラミガキが施される。 2は琳の体部下位から底部で，外面はヘラケズリ後ナデ，内面はヘラナ

デが施される。

016D (第116図図版10)

調査区中央北寄り， F2-79・89・99, F3-08・09, G2-70・80・81・90・91, G3-00・01・10・11 

グリッドに位箇する。西側コーナー付近は016A・016B,東側コーナー付近は015A・015Bに切られていた。

規模は全辺遺存する壁がないが，一辺5.5mほどのやや丸みを帯びた方形の住居跡と思われる。主軸方位は

N-65°-Wである。床面はやや凹凸を有する。炉の周辺を取り囲むように柱穴周辺に硬化面が検出され

た。覆土は 2層に分かれ，ローム粒を多量に含む茶褐色土が主体であった。墜高は北西壁が21cm,北東壁

が26cm, 南東壁が20cm, 南西壁が14cmを測り，約70度~80度で立ち上がる。周溝は検出部分では東壁の北

側を除いて巡っており，深さ約 5cmを測る。ピットは柱穴が4か所検出された。径約43cm~67cmを測り，

深さ約80cmを測る。柱間寸法は3.4m~3.9mを測る。炉は中央やや北西寄りに位憤する。西側を016Aに切

られており，深さ約 2cmを測る。

遺物は，図示可能なものはなかった。
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第116図 016D

016E (第117図図版10)

調査区中央やや北東寄り， G3 -01・10・11・12・20・21・22グリッドに位置する。北西側コーナー付

近は016Dによって切られていた。規模は南壁が3.2m,東壁が3.lmを測り，丸みを帯びた方形を里する。

主軸方位はN-92°-Wである。床面はやや凹凸があり，炉の北東側には硬化面がみられた。覆土は 4層

に分かれ，上層から炭化物を多量に含む黒色土，炭化物を少量含む褐色土，灰褐色土，ロームブロックを

少量含む褐色士が堆積していた。壁高は西壁が28cm,南壁が30cm,東壁が28cmを測り，約68度~75度で立

ち上がる。ピットは 5か所検出された。明確に柱穴と捉えられるものは南側に検出された 2か所で，径約

15cm~23cm, 深さ約20cm~30cmを測る。柱間寸法は2.lmを測る。南壁際のピットは径約50cm,深さ35cmを

測る。北東コーナー付近のピットは貯蔵穴と考えられ，径60cm~65cm,深さ19cmを測る。このピットの南

西側には高さ約 2cm, 長さ約1.4mの士手状の高まりがあり，このピットに伴うものである可能性が高い。

その南側に接するピットは径約54cm,深さ33cmを測る。炉は中央西寄りに位置する。長軸径1.04m,短軸

径65cm,深さ約 5cmを測る。

遺物は，土器 3点を図示した。いずれも甕の胴部下位から底部で， 1は胴部外面はタテハケ調整，内面

はヘラナデが施される。 2は胴部下端から底部にかけてヘラミガキ，内面はナデが施される。 3は胴部外

面はハケ調整後ナデ，内面はナデが施される。
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017A (第118・119図 図 版10)

調査区中央， F3-46・47・48・49・56・57・58・59・66・67・68・69・77・78・79グリッドに位置す

る。規模は北壁が5.2m, 東璧が5.5m, 南壁が4.7m, 西壁が5.6mを測り，方形を呈する。主軸方位はN-

13°-wである。床面は平坦で， 4か所の柱穴を囲んだ内側とその周辺には硬化面がみられた。覆士は大

きく 4層に分かれ，上層からローム粒を多最，焼土粒を少量含む暗茶褐色±, ロームブロックを含む暗褐

色土，ロームブロック，焼土粒，炭化粒を多量に含む黒褐色士，ロームブロックを含む黒褐色土を主体と

する。壁高は北壁・東壁が50cm, 南壁が46cm, 西壁が48cmを測り，約70度~75度で立ち上がる。周溝は東

壁中央で 1か所途切れるほかは全周する。深さは約 5cmを測る。ピットは柱穴が4か所と南墜下に 1か所

貯蔵穴が検出された。柱穴は西側の 2か所の方が東側の 2か所より規模が大きく，掘方も深くしっかりし

ている。径約45cm~75cm, 深さは，西側の 2か所は約60cm, 東側は約45cm~60cmを測る。柱間寸法は南北

方向が約 3m, 東西方向が2.3m~2.6mを測る。貯蔵穴は南側の壁側に張出しを有し， 2段に掘り込まれ

ている。長軸径約 1m, 短軸径約90cm, 深さ約39cmを測る。

遺物は，土器 7点，軽石 1点を図示した。 1は壺の胴部中位から底部である。外面はハケ調整後，胴部

中位は横ないしは縦方向のヘラミガキ，胴部下位は縦方向のヘラミガキが施される。胴部下端から底部は

ヘラケズリが施される。内面はヘラナデが施される。 2は折返し口縁壺の口縁部である。口縁部下端には

刻み目がみられる。頸部外面はタテハケ調整が施される。 3は壺の口縁部で，口縁端部を外方につまみ出

している。 4は甕の口縁部である。内外面ともヘラミガキが施される。 5は鉢の体部下位から底部で，外

面は体部下端から底部はヘラケズリ，体部下位はヘラミガキ，内面はヘラナデが施される。 6は蓋と考え

られるもので，つまみ天井部が盛り上がる。内外面ともヘラナデされる。 7はミニチュア上器で，中心部
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第118図 017A(l)

に貰通孔がみられる。 8は軽石である。全体的に擦痕がみられる。正面中央部は窪み，研磨痕が若干観察

される。重さは62.84gを測る。
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017B (第120・121図 図 版10・45)

調介区中央， F3-15・16・17・24・25・26・27・34・35・36・37・38・45・46・47・48・55・56グ

リッドに位置する。規模は北西壁は5.5m, 北東壁は5.8m, 南東壁は5.3m, 南西壁は 6mを測り，やや縦

長の方形を呈する。主軸方位はN-23°-Wである。床面はやや凹凸がある。覆土は 4層に分かれ，上か

らローム粒を含む黒褐色土，暗褐色土，ローム粒，焼土粒を少量含む暗茶褐色土，ローム粒・ロームブ

ロックを含む暗褐色土が堆積していた。床面上には東側を主体に炭化材および焼土の分布がみられた。壁

高は北西壁が26cm, 北東墜が30cm, 南東壁が36cm, 南西壁が28cmを測り，約80度で立ち上がる。周溝は北

東壁下のみに巡り，深さ約 3cmを測る。ピットは柱穴が4か所と南側コーナー下に貯蔵穴が 1か所検出さ

れた。柱穴は径55cm~94cm, 深さは西側の 2か所は67cm~80cm, 東側の 2か所は90cm~95cmを測り，東側

の方が深く，しっかりとした掘方である。柱間寸法は2.9m~3.2mを測る。貯蔵穴は径70cm~80cm, 深さ

40cmを測る。炉は中央やや北寄りに位置する。長軸径70cm, 短軸径60cm,深さ約25cmを測る。

遺物は，上器 6点，士玉 1点，砥石 1点を図示した。 1は甕の口縁部で，内外面ともハケ調整が施され

るが，端部はヨコナデが加えられる。 2は甕で，口縁部から体部外面はハケ調整後ヘラミガキ，内面口縁
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部から体部はヘラナデ，内面底部はヘラミガキが施される。内外面とも赤彩が施される。

で，内外面とも指頭圧痕が顕著にみられる。

3は手捏ね土器

れる。

4は甕の底部である。外面はヘラケズリ，内面はナデが施さ

5は高杯である。脚部には 3方に透孔を有する。外面はハケ調整後ヘラミガキ，杯部内面はヘラミ

ガキ，脚部内面はヘラナデが施される。外面と杯部内面は赤彩が施される。 6は器台である。外面はヘラ

ミガキ，器受部内面はヘラミガキが施される。脚部内面はヘラナデ調整で，端部付近はハケ調整が施され

る。外面と器受部内面は赤彩が施される。 7は土玉である。 8は砥石である。ほとんど全面的に研磨痕が

見られる。裏面の中央部には窪みがあるが，人工的なものであるかは明らかでない。重さは373.15gを測

る。
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0170 (第120・121図）

調査区中央， F3 -34・35・44・45グリッドに位置する。017B・017Aによって切られており，西壁およ

び南壁周辺の一部を検出できたにすぎない。規模は全辺遺存する壁がないため不明である。壁高は南壁は

24cm, 西壁は25cmを測る。覆土は 3層に分かれ，上層はローム粒を含む暗褐色土，中層はローム粒・ロー

ムブロックを含む黒褐色土，下層はローム粒を多量，焼土粒を含む暗褐色土が堆積していた。ピット・炉

は検出されなかった。

遺物は，土器 1点を図示した。 9は鉢で，口縁部は「く」の字状に折れて外反する。内外面ともナデが

施される。
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017C (第122図図版11)

調査区中央， F3 -55・56・64・65・66・7 4・75・76・77・78・85・86・87グリッドに位置する。 017A

によって北東壁の周辺を切られている。規模は南西壁で5.2mを測り，丸みを帯びた方形を呈する。主軸方

位はN-43°-Wである。床面は平坦で， 4か所の柱穴の内側に硬化面がみられた。覆土は 2層に分かれ，

上層はローム粒・ロームブロックを含む茶褐色土，下層はローム粒・ロームブロックを少量含む褐色土が

堆積する。壁高は北西壁・南東壁・北東壁は20cm, 南西壁は26cmを測り，約58度~62度で立ち上がる。

ピットは 6か所検出された。 4か所の柱穴は径約26cm~40cm,深さ58cm~74cmを測る。柱間寸法は3.lm~

3.2mを測る。南東側で，炉を通る中軸線上にあるピットは径約30cm,深さ約44cmを測る。梯子ピットであ

ろう。南東壁際のピットは，長軸径約60cm, 短軸径約40cm,深さ41cmを測る。炉は中央やや北西寄りに位

置する。南北方向に長い瓢形を呈しており，長軸径約1.37m, 短軸径約70cm,深さ約 7cmを測る。

遺物は，土器 1点を図示した。 1は甕の底部破片で，外面はヘラケズリ後ナデが施される。
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018 (第123図図 版11)

調壺区中央， F3-39・49, G3-30・40グリッドに位置する。規模は北西壁・北東壁・南東壁が約2.8m,

南西墜は2.4mを測り，丸みを帯びた方形を呈する。主軸方位はN-23°-Wである。床面はほぽ平坦で，

中央付近には硬化面が検出された。覆士は 3層に分かれ，上層はローム粒を少量含む暗褐色土，中層は

ローム粒，炭化粒を少量含む黒褐色士，下層はロームブロックを含む賠褐色土が堆積していた。壁高は北

西壁・南東壁が16cm, 北東墜・南西壁が14cmを測り，約60度~70度で立ち上がる。ピットは 2か所検出さ

れた。北側のピットは径約32cm, 深さ約19cmと浅く，南側のピットは径約27cm, 深さ約32cmを測る。炉は

検出されなかった。

遺物は，土器 1点を図示した。 1は甕の胴部下半から底部で，胴部外面はヘラミガキ，胴部下端から底

部はヘラケズリ，内面はナデで部分的にヘラミガキが施される。
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第123図 018

019A (第124図図版11)

調壺区南部， F4-08・09・16・17・18・19・26・27・28・29・36・37・38・39・47・48・49グリッド

に位置する。規模は北華が5.2m, 東壁が5.8m, 南壁が5.3m, 西壁が5.6mを測り，縦長の方形を呈する。

主軸方位はN-16°-Wである。床面は平坦で，中央付近には硬化面が検出された。覆士は 3層に分かれ，

上層からローム粒を含む暗褐色士，ローム粒・ロームブロックを黒褐色土，ローム粒，焼土粒を多量に含

む暗褐色土が堆積していた。墜高は北墜が10cm, 東壁が11cm, 南墜が13cmと全体に遺存状態が悪く，約60

度~75度で立ち上がる。ピットは南側に 2か所検出された。西側のピットは貯蔵穴と考えられ，長軸径83

cm, 短軸径60cm, 深さ約30cmを測る。覆土はローム粒・ロームブロックを含む暗褐色士，黒褐色士を主体

とする。東側のピットは径約35cm, 深さ40cmを測る。炉は北側中央に位置し，長軸径約70cm, 短軸径約50

cm, 深さ約 7cmを測る。覆上ば焼土粒主体の暗赤褐色土であるが，特に焼けた火床は検出されなかった。

遺物は，土器 5点を図示した。 1は折返し口縁の壺の口縁部から頸部である。内外面ともハケ調整後へ

ラミガキが施される。 2は壺の頸部である。内外面ともハケ調整後，ヘラミガキが施される。内外面とも
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赤彩が施される。 3は壺の口縁部である。外面はハケ調整後ヘラミガキ，内面はヘラミガキが施される。

4は甕の底部である。 5は器台の器受部で，外面はハケ調整後ヘラミガキ，口唇部から内面はヨコナデが

施される。
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019B (第124図 図版11)

調究区南部， F4 -16・17・26・36グリッドに位置する。南西側のほとんどを019Aによって切られ，北

壁の一部から南壁の一部の周辺を検出できたのみである。規模は西壁は3.6mを測る。床面は平坦で，中央

から南側にかけて硬化面が広がっていた。壁高は北壁で 8cm, 東壁で10cm, 南壁で 6cmと全体に遺存が悪

く，約75度で立ち上がる。覆士は 2層に分かれ，上層はローム粒・ロームブロックを含む黒褐色土，下層

は暗褐色土を主体とする。ピット・炉は検出されなかった。

遺物は，図示可能なものはなかった。

020 (第125図図 版12)

調査区南部， G4-11・12・20・21・22・30・31・32・40・41グリッドに位置する。規模は東壁は4.lm,

南壁は3.7m, 西壁は3.9m, 北様は3.6mを測り，横長の方形を呈する。主軸方位はN-80°-Eである。床

面はほぽ平坦で，壁際を除いて硬化面が検出された。覆土は 4層に分かれ，上層からローム粒を含む賠褐

色土，ローム粒・ロームブロック，焼士粒を少量含む黒褐色土，炭化材，焼土粒を含む黒褐色土，ローム

ブロックを多量に含む暗褐色土が堆積していた。床面上には焼士および炭化材の分布がみられた。ピット

は5か所検出された。最も規模の大きい北西コーナ一部のピットは長軸径約 1m, 短軸径約70cm, 深さ36

cmを測る。貯蔵穴となる可能性が高い。他の 4か所のピットは北西側の 1か所を除いてコーナ一部に位置

する。径約40cm~65cmを測り，深さ20cm~40cmと浅く，掘方もしっかりとしたものではなく，柱穴とは断

定できない。炉は東側中央やや北側に検出された。長軸径約80cm, 短軸形約60cm, 深さ約10cmを測る。

遺物は，図示可能なものはなかった。
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021 (第126図図版12)

調査区南部， G4 -60・61・62・63・70・71・72グリッドに位置する。南側の大部分は調査区外に及ん

でおり，全体を調査することができなかった。規模は北壁で3.8mを測る。床面は平坦で，壁際以外には硬

化面がみられた。覆土は大きく 3層に分かれ，上層はローム粒を少量含む暗褐色土，中層はローム粒・

ロームブロックを含む褐色土，下層はロームブロック，焼土粒を含む暗褐色土が堆積していた。壁高は北

壁で28cm,東壁で25cm,西壁で26cmを測り，約65度~75度で立ち上がる。ピットは 2か所検出された。北

壁下のピットは径約35cm,深さ61cmを測る。西壁下のピットは径約25cm,深さ16cmを測る。炉は北側半分

を検出したのみで，おそらく南北方向に長い楕円形を呈すると思われる。東西方向の径は約95cm,深さ約

5 cmを測る。

遺物は，図示可能なものはなかった。
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022A (第127図図版12)

調査区南部， F4 -76・77・78・88・89グリッドに位置する。南側の約半分は調査範囲外に及んでおり，

全体を調査することができなかった。規模は北壁で3.3mを測る。主軸方位はN-9°-Wである。床面は

平坦で，墜際以外には硬化面がみられた。覆土は大きく 4層に分かれ，上層からローム粒を少量含む暗褐

色土，ローム粒・ロームブロックを含む暗褐色土，ローム粒を少量含む暗茶褐色土，ローム粒を多量に含

み，焼土粒，砂粒を含む黒褐色土が堆積していた。床面上には焼土および炭化材の分布が顕著にみられた。

壁高は北壁で46cm,東壁で50cm,西壁で46cmを測り，約70度で立ち上がる。周溝は検出部分では全周し，

深さ 6cmを測る。ピットは 2か所検出された。北東壁コーナ一部のピットは径約25cm,深さ24cmを測る。

北壁側の炉の北側に接するピットは径約33cm,深さ60cmを測る。炉は南北方向に細長いもので，長軸径約

93cm以上，短軸径約30cmを測る。

遺物は，士器 1点を図示した。 2は壺の胴部下端から底部で，外面はハケ調整後ナデ，内面はハケ調整

が施される。
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022B (第127図図 版12)

調査区南部， F4 -75・85・86・87グリッドに位置する。東側は022A,南側は調壺範囲外に及んでおり，

北壁の周辺を中心としたわずかな部分を調査できたのみである。規模は全辺検出した壁がないため，不明

である 。床面はほぼ平坦で，東側には硬化面がみられた。覆土は 4層に分かれ，上層から，暗褐色土，

ローム粒を多量，焼土粒を少量含む茶褐色土，ロームブロックを多量に含む暗褐色土，ローム粒，炭化粒

を少量含む暗褐色土が堆積していた。壁高は北璧で30cmを測る。周溝は北壁の西側のみに巡っており，深

さ4cmを測る。ピット ・炉は検出されなかった。

遺物は，土器 l点を図示した。 1は甕の胴部破片で，外面は斜め方向にタタキ目が施され，胴部上端に

はヨコナデが施されている。内面はヘラナデ後，ヘラミガキが施されている。
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023 (第128図

調査区南部，

図版13)

F4-44・53・54・63・64・65・74グリッドに位置する。規模は北西競で3.4m, 北東壁で

3.2m, 南東壁で3.lm, 南西壁で3.3mを測り， やや丸みを帯びた正方形を呈する。主軸方位はN-52°-W 

である。床面はほぽ平坦で，炉の南側を中心として，硬化面がみられた。覆土は大きく 4層に分かれ， 上

層から， ローム粒を少量含む黒褐色士，

土粒，炭化粒を少量含む黒褐色土，

ローム粒・ロームブロックを含む暗褐色土，ローム粒を多量，焼

ローム粒・ロームブロックを少量含む暗褐色土が堆積していた。壁高

は北西壁は34cm, 北東壁は28cm, 南東壁は26cm, 南西壁は30cmを測り，約60度~80度で立ち上がる。

トは 2か所検出された。北側のピットは径約25cm,深さ65cm,南側のピットは径約23cm,深さ17cmを測る。

炉は長軸径80cm, 短軸径55cm, 深さ約 3cmを測る。覆土ば焼士が主体であった。

ピッ

遺物は，土器 2点を図示した。 1は壺の胴部中位から底部で，胴部外面はヘラミガキ，内面はヘラナデ

が施される。 2は壺の胴部下端から底部で，磨滅が顕著なため調整は不明である。
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第128図 023 

024 (第129図

調査区南部，

図版13)

E4-97・98・99, F 4-60・61・62・70・71・72・73・80・81・82・83・90・91グリッド

に位置する。南側は調査範囲外に及んでおり，全体を調壺することができなかった。規模は北壁で6.6mを

測る。東西方向に溝状の撹乱が入っている。主軸方位はN-18°-Wである。床面は南東側がやや高く

なっており，中央から東側にかけて硬化面がみられた。覆土は大きく 4層に分かれ，ローム粒を少量含む

ローム粒・炭化粒を少量含む暗褐色土，暗褐色土，ローム粒・炭化粒を少量含む暗褐色土，

化粒を少量含む黒褐色士，

ローム粒・炭

ロームブロック・焼士粒を少量含む暗褐色土が堆積していた。壁裔は北壁が30

cm, 東壁が26cm, 西陛が22cmを測り，約55度~68度で立ち上がる。周溝は北壁から東聖にかけて巡り，深
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さ約 7cmを測る。ピットは 1か所検出された。径約50cm,深さ約70cmを測り，柱穴と考えられる。炉は検

出されなかった。

遺物は，土器 4点を図示した。 1は甕の胴部下位から底部で，胴部外面はハケ調整後，部分的に横方向

のヘラミガキ，内面はヘラミガキが施される。 2は壺の底部で，体部外面はハケ調整，底部外面および内

面はナデ調整が施される。 3は器台の脚裾部で，外面はハケ調整後ヘラミガキされ，端部はヨコナデされ

る。内面はヘラナデが施される。 4は高杯の杯部と脚部の接合部で，外面はヘラミガキ，脚部内面はヘラ

ナデが施される。

025 (第130図図版13・14・45)

調査区中央南寄り， F4 -02・03・11・12・13・14・21・22・23・24グリッドに位置する。規模は北壁

が3.4m,東壁・西壁が2.9m, 南壁が3.4mを測り，丸みを帯びた方形を呈する。主軸方位はN-23°-Wで

ある。床面はほぽ平坦で，壁際を除いた部分に硬化面がみられた。覆士は大きく 4層に分かれ，上層から，
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焼上粒を少量含む茶褐色士，焼t粒，炭化粒を少量含む暗褐色士，焼士粒を多量に含みローム粒，炭化粒

を少量含む黒褐色土，焼士粒，ローム粒を少量含む賠褐色土が堆積していた。床面上にば焼士及び炭化材

の分布が顕著であった。ピットは 4か所検出された。掘方は浅く，あまりしっかりとしたものではないが，

径約30cm~45cm,深さ約20cmを測る。柱間寸法は 2m~2.4mで，配置は東側に偏っている。炉は北側中央

東寄りに位置する。長軸径90cm,幅65cm,深さ約 5cm, 底面はあまり焼けておらず，覆士は，上層ば焼土

粒，炭化粒を少量含む暗褐色土，下層ば焼士粒・焼tブロックが主体であった。
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遺物は，土器 2点を図示した。 1は頸部に円形刺突文を施した粘土帯接合痕を有する甕で，外面はタテ

ハケ調整，内面は口縁部はヨコハケ調整後ナデ，頸部付近はヨコハケ調整が施される。胴部内面はナデが

施される。 2は甕の底部で，外面はヘラミガキが施される。

026A (第131図

調査区中央部，

図版14)

F 3 -42・52・53・54・61・62・63・64・72・73グリッドに位置する。規模は西壁が3.7

m, 北壁が3.5m, 東壁・ 南壁が3.4mを測り，やや丸みを帯びた方形を呈する。主軸方位はN-73°-Wで

ある。床面はやや凹凸があり，炉の東側から東壁際にかけて硬化面が検出された。覆土は 4層に分かれ，

ローム粒を多量に含む暗褐色土，ローム粒・ロームブロックを含む暗褐色土，ローム粒を含む

黒褐色土，ロームブロックを少量含む褐色土が堆積していた。壁高は西壁が22cm, 北壁・東壁が14cm, 南

壁が20cmを測り，約68度~70度で立ち上がる。炉は中央北寄りに位置し，長軸径60cm, 短軸径55cm, 深さ

約 3cmを測り，焼土粒を多量に含み，ローム粒・炭化粒を少量含む暗褐色土が堆積していた。

上層から，

ピットは検

出されなかった。

遺物は，土器 1点を図示した。 1は甕の胴部下位から底部で，外面はナデ，内面はヘラナデが施される。
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026B (第132図）

調査区中央部， F3-20・21・22・30・31・32・40・41・42・50・51・52グリッドに位置する。北西

コーナー付近は039,南東コーナー付近を026Aによって切られており，北壁の一部はさらに撹乱を受けて

いた。規模は東壁が4.6m, 南壁が4.2mを測り，縦長の方形を呈する。主軸方位はN-8°-Wである。床

面はほぼ平坦であるが，部分的に凹凸を有する。炉の北側には硬化面がみられた。覆上は 2層に分かれ，

上層は，ロームブロックを少量含む茶褐色土，下層はロームブロックを含む褐色土が堆積していた。壁高

は東壁が16cm,南壁が28cm,西壁が25cmを測り，約50度~70度で立ち上がる。ピットは柱穴が4か所検出

された。径約33cm~40cm,深さ約50cmを測る均質な掘方である。柱間寸法は南北方向が2.8m~2.9m, 東

西方向がl.75m~2 mを測り，配置はやや東に偏っている。炉は北側の 2柱穴の間に位置する。西側の大

きい火床とは別に南東方向に張出し状に火床があることから 2度にわたって使用されたと考えられる。長

軸径l.lm,短軸径70cm,深さ 5cmを測る。覆土は焼士を多量に含む赤褐色上を主体とする。

遺物は，図示可能なものはなかった。
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第132図 026B

027 (第133図図 版14)

調査区中央部， E2 -89, F 2 -70・71・80・81・82・90・91・92グリッドに位置する。中央付近に南北

方向の溝状の撹乱が人っている。規模は北墜は3.2m,東墜は3.5m, 南壁は2.7m, 西壁は3.6mを測り，や

や不整な方形を呈する。主軸方位はN-20°-Wである。床面はほぽ平坦で，壁際を除いて硬化面が検出
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された。壁高は北壁・南壁が 9cm, 東壁が 7cm, 西墜が 5cmを測り，約50度~60度で立ち上がる。覆土は

2層に分かれ，上層は，ローム粒を含む黒褐色土，下層はロームブロックを多量に含む暗褐色士が堆積し

ていた。北側にば焼土の分布がみられた。ピットは 3か所検出された。北東コーナー下のピットは径約37

cm, 深さ約30cm,南東コーナー下のピットは径約25cm,深さ約25cm, その西側のピットは径約40cm,深さ

36cmを測る。いずれかが柱穴になると思われるが，西側に対応する柱穴が検出されなかったことから，断

定はできない。炉は検出されなかった。

遺物は，図示可能なものはなかった。

028 (第134図図版15)

調査区南西部， E4 -17・18・19・27・28・29・37・38・39・47・48・49, F 4 -10・20・30グリッドに

位置する。規模は北壁は 5m, 束壁は4.4m,南璧．洒壁は4.8mを測り，やや丸みを帯びた方形を星する。

主軸方位はN-20°-Wである。床面はやや凹凸を有し，炉を境に西側と東側に硬化面がみられた。覆上

は大きく 3層に分かれ，上層から，ローム粒を少量含む暗褐色土，ローム粒，炭化物を含む茶褐色士，

ローム粒を含む暗褐色土が堆積していた。壁高は北璧は28cm,東壁は38cm,南壁は36cm, 西壁は34cmを測

り，約37度~70度で立ち上がる。ピットは8か所検出された。柱穴は 4か所で，径約35cm~55cm,深さ45

cm~55cmをはかる。柱間寸法は2.7m~2.8mを測り，配置は北側の 2柱穴が西側，南側の 2柱穴が東側に

それぞれ偏っている。東側の 2柱穴の北東側に位置するピットはしっかりとした掘方をもつものではなく，

浅い掘込みである。南壁際のピットは貯蔵穴と考えられ，長軸径約80cm,短軸径約65cm,深さ27cmを測る。

その東側のピットば炉を通る中軸線上に位置し，径約30cm,深さ24cmを測り，梯子ピットである可能性が

高い。北西コーナ一部のピットは径約55cm,深さ42cmを測る。炉は北側中央に位置する。長軸径約1.65m,

短軸径約85cmを測る長大なもので，深さは約10cmを測り，焼士が堆積していた。
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第134図 028 

遺物は，土器 5点，軽石 1点を図示した。

は内外面ともハケ調整が施される。

1・2は甕の胴部下端から底部で， 1は内外面ともナデ， 2 

3は高杯の脚部で，外面はヘラミガキ，内面はハケ調整およびナデが

施される。透孔は 3あるいは 4か所の可能性がある。 4は高杯の杯部下端から脚部である。杯部の外面は

ハケ調整後ナデ， 内面はヘラミガキ，脚部の内面はハケ調整後ヘラミガキ，内面はハケ調整およびナデが

施される。 5はミニチュア上器で，内外面ともヘラミガキが施される。 6は軽石である。全体的に擦痕が

観察される。重さは23.78gを測る。
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029 (第135・136図図版15)

調査区南西部， E4 -03・04・05・06・13・14・15・16・23・24・25・26グリッドに位置する。規模は

北壁が4.8m, 東壁・南壁が4.6m, 西壁が5.lmを測り，方形を里する。主軸方位はN-5°-Wである。床

面はほぽ平坦である。覆土は大きく 3層に分かれ，褐色土，茶褐色土を主体とする。墜高は北壁は37cm,

東壁は29cm, 南壁は28cm, 西墜は22cmを測り，約60度~70度で立ち上がる。ピットは 5か所検出された。

柱穴は 4か所で，径約43cm~60cm, 深さ約55cm~60cmを測る。比較的均ーな掘方である。柱間寸法は2.4

m~2.8mを測る。南壁際のピットは貯蔵穴と考えられる。 2か所のピットが連結したような形状を星し，

長軸径約90cm, 短軸径約65cmを測る。底面には段差を有し，南側の方が深くなり，深さは約50cmを測る。

炉は中央北寄りに位置する。長軸径約 1m, 短軸径約62cm, 深さ約 4CIIlを測り，覆士は焼土を多量に含

む褐色士を主体とする。

遺物は，土器4点を図示した。 1・2は甕の胴部下端から底部で， 1の胴部外面はハケ調整後ヘラミガ

キが施され，底部には木葉痕がみられる。 2の胴部外面はヘラミガキ，内面はヘラナデが施される。 3. 

4は高杯の脚部で， 3の外面はハケ調整，端部はヨコナデ，内面はナデが施される。 4は内外面ともヘラ

ミガキが施される。透孔は上下二段に施されている。
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037 (第135・136図 図 版15)

調査区南西部， E4 -24・25・34・35グリッドに位置する。北側のほとんどを029によって切られており，

南側コーナー部の周辺を検出できたのみである。規模は全辺遺存する壁がないため，不明である。壁高は

南東壁で 9cm, 南西壁で 7cmを測り，約62度で立ち上がる。覆土は褐色土を主体とする。ピット ・炉は検

出されなかった。

遺物は，土器 2点を図示した。 5は甕の胴部下端から底部で，外面はヘラケズリ後ヘラミガキ，内面は

ヘラミガキが施される。 6は高杯の脚部で，外面はヘラミガキ，内面はナデが施される。透孔は 3か所で

ある。外面には赤彩が施される。

030A (第137図）

調査区中央部， F2-92, F 3 -01・02・03・04・11・12・13・14・21・22・23グリッドに位置する。南

東コーナー付近は038によって切られている。規模は北東壁が4.5m, 南東壁は3.9m, 南西壁は4.7m, 北西

壁は4.lmを測り，横長の方形を呈する。主軸方位はN-26°-Eである。床面は平坦で，炉の北側から東

側コーナー付近と南側コーナー付近に硬化面がみられた。床面上には焼土の集中個所が 3か所みられる。

毅土はローム粒を少屈含む褐色土が主体である。壁高は北東壁が 3cm, 南東壁が 4cm, 南西壁が 5cm, 北

西壁が 6cmを測り，約50度~55度で立ち上がる。ピットは柱穴が 4か所検出された。径約20cm~43cm, 深

さは西側の 2柱穴は約35cm, 東側の 2柱穴は約30cmを測る。炉は中央やや西側に位置する。不整な瓢形を

呈しており，火床が 2か所に分かれている。長軸径約Um, 短軸径約65cm, 深さ約 1cmを測る。

追物は，土器 1点を図示した。 1は甕の胴部下位から底部で，胴部外面はハケ調整後，ヘラミガキ，内

面はヘラナデが施される。底部外面には木葉痕が残されている。
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0308 (第138・139図）

調査区中央部， F2 -93・94・95, F 3 -02・03・04・05・13・14・15・23・24・25グリッドに位置する。

南東側コーナー付近は017によって切られ，南西側コーナー付近から中央付近は030Aによって切られてい

るが，床面までは及んでいない。規模は，西壁は5.2m, 北璧は5.3mを測り，やや丸みを帯びた方形を呈

する。主軸方位はN-64°-Wである。床面はほぼ平坦で，中央から柱穴及び炉の周囲には硬化面がみら

れた。覆土は大きく 2層に分かれ，上部は茶褐色土，下部はローム粒を含む褐色土が堆積していた。壁高

は東壁で28cm, 北壁で20cm, 西壁で24cm, 南壁で22cmを測り，約70度~77度で立ち上がる。ピットは 6か

所検出された。柱穴は 4か所で，径26cm~34cm, 深さは北側の 2か所は約60cm~65cm, 南側の 2か所は約

85cmを測る。東墜際に位置するピットは方形に近い円形を呈するもので，貯蔵穴と考えられる。長軸径約

65cm, 短軸径約55cm, 深さ約40cmを測る。覆土はローム粒を含む褐色土を主体とする。その東側に隣接す

るピットは径約28cm, 深88cmを測る。梯子ピットの可能性が高い。炉は中央北側に位置する。不整な三角

形状を呈し，長軸径約Um, 短軸径約90cm, 深さ約15cmを測る。火床が西側と東側の 2か所に分かれてい

る。
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第138図 030B (1) 

されている。

遺物は，土器 6点，軽石 1点を図示した。

2は甕の底部である。

1は折返し口縁の壺の破片である。口縁下端には刻み目が施

3・4は甕で， 3の口唇部は押捺によって波状口縁となる。胴部外面

はハケ調整後ヘラミガキ，内面はヘラナデが施される。

5は高杯の脚部で，外面はハケ調整後ナデ，内面はナデが施される。

4は口唇部に刻み目を有する。内外面ともハケ調

整が施される。 6ば炉器台の脚裾部

である。内外面ともナデが加えられ，内側に折返し状の粘士帯輪積み痕が残されている。 7は軽石である。

擦痕と研磨痕が見られる。重さは24.53gを測る。
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031 (第140図図版15・45)

調在区中央部， E2 -48・49・57・58・59・67・68・69・78・79, F 3 -50・60・70グリッドに位置する。

規模は北西壁が4.3m, 北東壁が4.5m, 南東壁が4.2m, 南西壁が4.4mを測り，やや縦長の方形を星する。

主軸方位はN-48°-Wである。床面は柱穴で囲まれた内側はほぼ平坦であるが，柱穴の外側から壁にか

けて北東側と南西側にそれぞれベッド状の高まりを有する。北東側は比較的しっかりしており，高さ最大

10cm弱を測る。南西側は不明瞭で，高さ約 5cmを測る。覆土は大きく 3層に分かれ，上層からロームブ

ロックを少量含む暗褐色土，ロームブロックを多贔に含む茶褐色土，ロームブロックを含む暗褐色土が堆

積していた。壁翡は北西壁は48cm, 北東壁は52cm, 南東壁は60cm, 南西墜は56cmを測り，約77度~85度で

立ち上がる。ピットは 6か所検出された。柱穴は 4か所で，径約23cm~34cm, 深さ30cm~35cmを測る。柱

間寸法は約2.2mで，配置は整然としている。南東壁際のピットは径約35cm, 深さ22を測り，小規模である

が貯蔵穴である可能性が高い。南西側で炉を通る中軸線上に位置するピットは径約17cm,深さ34cmを測り，

梯子ピットの可能性が高い。炉は中央北西側に位置する。長軸径約70cm, 短軸径約55cm, 深さ約10cmを測

る。覆土ば焼土主体で，火床はよく焼けて硬化していた。
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第140図 031

遺物は，土器 5点を図示した。 1は小型壺の口縁部である。外面はタテハケ調整後ヘラミガキ，内面は

ョコナデ後ヘラミガキが施される。 2は甕の底部破片である。胴部外面はハケ調整，内面はヘラミガキが

施される。 3は鉢で，体部はハケ調整後ヘラミガキ，体部下端から底部はヘラケズリ後ヘラミガキが施さ

れる。 4は器台の器受部である。口唇部はヨコナデによって内彎する。外面はハケ調整後ヘラミガキ，内

面はヘラミガキが施される。内外面とも赤彩が施される。 5は器台の脚部である。外面はハケ調整後ヘラ

ミガキ，内面上半はヘラナデ，下半はハケ調整が施される。

032 (第141・142図図版15)

調壺区南部， E3-99, E4-08・09・17・18・19, F3-90, F4-00・10・11・20・21グリッドに位置

する。南側コーナーから中央付近にかけて028によって切られていた。規模は北西壁が6.lm, 北東壁が4.9

mを測り，横長の方形を呈する。主軸方位はN-28°-Wである。床面はほぼ平坦で，中央付近から北東

壁付近にかけて硬化面がみられた。覆土は記録を欠くため不明である。壁高は北西壁・北東壁が 4cm, 南

東壁で 5cmを測り，約30度~40度で立ち上がる。ピット・炉は検出されなかった。

遺物は，土器 5点を図示した。 1は壺の口縁部で，内外面ともヨコナデが加えられ，赤彩が施される。
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2・3は甕の胴部下端から底部である。4は壺の体部下位から底部で，外面はハケ調整後ヘラケズリが施

されている。内面の調整は磨滅 ・剥落が顕著で判然としない。 5は甕の口縁部から胴部中位で，外面から

口縁部内面はハケ調整が施され，口縁部は弱いヨコナデが加えられる。胴部内面はヘラナデが施される。
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034 (第143・144図図版16)

調資区南西部， E4-02・03・10・11・12・13・20・21・22・23・31・32・33グリッドに位置する。東

側コーナーは029によって切られていた。北西壁は4.6m, 南西壁は4.3mを測り，横長の方形を呈する。主

軸方位はN-40°-Wである。床面は，北東壁下から北側コーナー付近を除いて， 4か所の柱穴を囲んだ

外側が中央部より若千高くなっており，やや不明瞭であるが，ベッド状の施設と考えられる。 4か所の柱

穴の内側から南東壁際のピット付近には硬化面がみられた。覆土は 4層に分かれ，上層から茶褐色土，褐

色±, ローム粒を含む茶褐色土，ローム粒を多量に含む暗褐色士が堆積していた。南東壁際には白色粘上

が浮いた状態で堆積していた。壁高は北西壁は28cm, 北東璧は21cm, 南東壁・南西壁は20cmを測り，約47

度~60度で立ち上がる。ピットは 7か所検出された。柱穴は 4か所で，径約25cm~40cm, 深さ約40cm~45

cmを測る均質な掘方である。柱間寸法は東西方向は約2.4m, 南北方向約1.8mを測る。南東壁際中央に 3

か所並んでいるピットのうち，最も東側のピットはその位置や規模から，貯蔵穴となる可能性が高い。径

約45cm, 深さ33cmを測る。中央のピットは径約27cm, 深さ46cm, 西側のピットは径約33cm, 深さ15cmを測

り，これらの 2か所は梯子ピットとなる可能性が高い。炉は中央北西寄りに位置する。長軸径約 1m, 短

軸径約60cm, 深さ約10cmを測る。覆上ば焼土粒を含む褐色士が堆積していた。火床は西側と東側の 2か所

に分かれている。
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遺物は，土器 6点を図示した。 1は甕の口縁部から胴部上位である。外面はハケ調整，内面口縁部はヨ

コハケ調整，胴部内面はヘラナデが施される。 2~4は甕の胴部下位から底部である。いずれも外面はヘ

ラケズリ，内面はヘラナデが施される。 4は底部外面に木葉痕がみられる。 5は高杯の脚部である。内面

杯部との接合部付近はヘラナデが施されるが，ほかの部分の調整は磨滅が顕著なためはっきりとしない。

6は台付甕の胴部下端から脚台部にかけてである。内外面ともハケ調整が施される。

035 (第145図図版16)

調査区南西部， D4 -07・08・09・17・18・19・27・28・29グリッドに位置する。規模は北壁・西壁が

3.7m, 東壁が3.4m, 南壁は3.8mを測り，長方形を呈する。主軸方位はN-11°-Eである。床面はほぽ平

坦で，炉の周囲から南側にかけて硬化面がみられた。覆土は 3層に分かれ，上層は茶褐色士，中層はロー

ム粒を少星含む茶褐色土，下層は褐色土が堆積していた。中央部の床面直上にば焼土の集中個所がみられ

た。壁高は北壁・南壁・西壁が26cm, 東壁が28cmを測り，約60度~70度で立ち上がる。ピットは 4か所検

出された。炉の南西側に隣接するピットは径約40cm,深さ約35cmを測る。南墜際東側のピットは径約40cm,

深さ55cmを測る。南墜際西側で半円形を星するピットは貯蔵穴と考えられ，長軸形約95cm,短軸径約50cm,

深さ約17cmを測る。その貯蔵穴を切っているピットは径約30cm, 深さ26cmを測る。炉は中央北東側に位置

する。長軸径約95cm, 短軸径約60cm, 深さ約10cmを測る。
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第145図 035

遺物は，士器 2点を図示した。 1は高杯の杯部下端から脚部にかけてである。外面および杯部内面はヘ

ラミガキが施され，脚部の内面以外は赤彩が施される。 2は堺である。外面から口縁部内面は丁寧なヘラ

ミガキ，体部内面はヘラナデが施される。外面から口縁部内面は赤彩が施される。

036 (第146図）

調査区南西部， E4 -44・54・55・64・65グリッドに位置する。規模は北西壁 ・南東墜は2.7m, 北東壁

は2.9m, 南西壁は 3mを測り，やや縦長の方形を呈する。主軸方位はN-66°-Wである。床面は平坦で，

炉の東側から中央にかけて硬化面がみられた。覆士は大きく 2層に分かれ，上層はローム粒を含む茶褐色

土，下層は褐色土が主体であった。壁高は北西陛・南西壁は34cm, 北東壁は30cm, 南東壁は31cmを測り，

約58度~70度で立ち上がる。ピットは東側コーナー壁際に貯蔵穴と考えられるものが 1か所検出された。

径約55cm, 深さ約20cmを測る。炉は中央北側に位置する。長軸径約60cm, 短軸径約43cm, 深さ約10cmを測

る。

遺物は，図示可能なものはなかった。

-184-



S
 

・ロ
＼ 

ー
／
 

＼
 

ヽ

1
ー

1
1
1
ー

／
 

f
 

／

／

 

『

(
O

／
 

＼
 

ヽ

響

＼

ー

＼

ヽ

ー

ー

＼

／

/

l

-

ー

／
 

／

＼

 
／

＼

 

/

＼

ー

ー

＼

9
ー

／

j

A' 
-・ 

心- _f:.' 

ニし三---------------二三鱈
゜

4m 

第146図 036 

038 (第147図

調壺区中央部，

図版45)

F 3 -21・22・23・32・33・42・43・52・53グリッドに位置する。西側約1/2を026B, 南

側コーナー付近を026Aによって切られていた。規模は北東壁で3.8mを測り，縦長の方形を呈する。主軸

方位はN-28° -Eである。床面はほぽ平坦で，中央から炉の周辺にかけて硬化面がみられた。覆土は

ローム粒を含む褐色土を主体とする。墜高は北東墜は 9cm, 南東墜は 8cmを測り，約50度~60度で立ち上

がる。 ピットは柱穴が 4か所検出された。径約30cm~40cm, 深さ約75cmを測る。柱間寸法は東西方向は2.2

m, 南北方向は2.7mを測り，配置は整然としている。炉は中央北側に位置する。長軸径約80cm, 短軸径約

64cm, 深さ約10cmを測る。覆土ば焼土粒を含む褐色土，焼土が主体で，火床はよく焼け赤化していた。

遺物は，土器 2点を図示した。 lは二重口縁壺の口縁部から頸部である。口縁部下端には刻み目が施さ

れる。口縁部外面はハケ調整後ナデ，頸部外面はタテハケ調整，内面はハケ調整が施される。 2は甕の胴

部下端から底部である。胴部外面はハケ調整，内面はヘラミガキが施される。底部には木葉痕が残されて

いる。
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第147図 038

039 (第148図）

調資区中央部， E3-19・29・39, F3-10・11・20・21・30グリッドに位置する。東側の壁は026Bの調

査の際に失われてしまった。西壁は 3mを測り，正方形を呈すると考えられる。主軸方位はN-10°-E 

である。床面は平坦で，炉の南側から南東側には硬化面が検出された。床面直上中央部でば焼土の分布が

みられた。覆土は 2層に分かれ，上層はローム粒を含む茶褐色土，下層はロームブロックを少量含む褐色

土が堆積していた。墜高は北壁が26cm, 南壁が22cm, 西壁が18cmを測り，約62度~70度で立ち上がる。

ピットは柱穴が4か所検出された。径約18cm~36cm, 深さ約25cm~30cmを測る。柱間寸法は東西方向は1.8

m, 南北方向は1.5mを測る。炉は中央北東側の柱穴際に位置する。長軸径約45cm, 短軸径35cm, 深さ約 7

cmを測る。

遺物は，上器 2点を図示した。 1は壺の体部下端から底部である。内外面とも横方向のヘラミガキおよ

び，赤彩が施される。 2は壺の体部下端から底部で，ナデが施される。
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040 (第149図

調査区西部，

図版16)

D3-58・59・68・69・79, E 3 -50・51・60・61・70グリッドに位置する。北側コーナー

付近は041によって切られていた。規模は南西壁が3.8m, 南東壁は3.4mを測り，縦長の方形を呈する。主

軸方位はN-43°-Wである。床面は平坦で，東側コーナ一部及び南西壁際を除いて硬化面がみられた。

西側を主体として焼土の分布がみられた。覆土は 3層に分かれ， 上層はローム粒・ロームブロックを含

む褐色土を主体とする。壁高は南西壁は38cm, 南東壁は34cmを測り，約70度~75度で立ち上がる。ピット

は5か所検出された。柱穴は径約25cm~35cmを測り，深さ約35cm~50cmを測る。柱間寸法は南北方向が約

2m, 東西方向が約1.6mを測る。南側コーナ一部のピットは貯蔵穴と考えられ，長軸径約50cm, 短軸径約

40cm, 深さ35cmを測る。炉は中央とその北側の 2か所検出された。北側の炉は楕円形を星し，長軸径約1.1

m, 短軸径約60cm, 深さ約10cmを測り，覆土は上層は焼士を多量に含む黒褐色土，

る。南側の炉は円形で径約65cm, 深さ約10cmを測る。

下層は焼士を主体とす

遺物は， 士器 3点を図示した。 1は壺の口縁部である。内外面ともハケ調整される。 2は鉢の体部下位

から底部である。外面はヘラケズリ， 内面はヘラナデが施される。 3は器台の脚部で，外面はヘラミガキ

が施される。透孔は 3か所と思われる。
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041 (第150・151固 図 版16・46)

調査区西部， D3-27・28・29・37・38・39・47・48・49・57・58・59, E 3-30・40・50グリッドに位

置する。規模は北壁が4.6m, 東壁・南壁が 5m, 西壁が4.7mを測り，やや不整な丸みを帯びた方形を呈

する。主軸方位はN-16°-Wである。床面は平坦である。覆土は 4層に分かれ，上層からローム粒を含

む黒褐色土，ローム粒を多械に含む茶褐色土，ロームブロックを少址含む茶褐色土，ロームブロックを少

醤含む褐色土が堆積していた。壁高は北壁は52cm, 東壁は54cm, 南壁は46cm, 西壁は56cmを測り，約63

度~90度で立ち上がる。ピットは 5か所検出された。柱穴は 4か所で，径約38cm~60cm, 深さは，西側の

2か所は約55cm, 東側の 2か所は70cm~80cmを測る。柱間寸法は2.6m~2.7mを測る。南西側コーナ一部

のピットは貯蔵穴と考えられ，径約55cm, 深さ35cmを測る。炉は中央北西側に位置する。長軸径約90cm,

幅約65cm, 深さ約 8cmを測る。覆土は焼土を主体とする。
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第150図 041(1) 

遺物は，土器13点，烏帽子形支脚 1点を図示した。 1は胴部下位から底部を欠く壺で，胴部外面はヘラ

ケズリの後ヘラミガキ，内面はヘラナデ，口縁部外面はタテハケ調整，内面はハケ調整が施され，端部は

ョコナデが加えられる。外面には赤彩が施される。 2は壺の頸部から胴部上位である。外面は縦方向のヘ

ラミガキ，頸部内面はヨコナデ，胴部内面はヘラナデが施される。外面には赤彩が施される。 3は甕で，

外面は胴部下端から底部にヘラケズリが施されるほかは，ハケ調整の後ナデが施される。口縁部内面はヨ

コハケ調整が施される。 4は甕の口縁部から胴部上位である。胴部外面はヘラミガキ，内面はヘラナデが

施される。 5は口縁部が内彎しながら立ち上がる甕で，外面は口縁部はハケ調整後ヨコナデ，胴部上位は

ハケ調整，胴部下位はヘラケズリ後ナデが施され，内面は口縁部と胴部の境のくびれ部分にヨコハケ調整，

胴部内面はナデが施される。 6は甕の胴部下位から底部である。胴部外面から底部外面はヘラケズリ，内

面はヘラナデが施される。 7は高杯の杯部である。内外面とも縦方向の丁寧なヘラミガキおよび，赤彩が

施される。 8は高杯の脚部で，外面はナデ，内面はヘラナデ後，下半にヨコハケ調整が施される。内外面

とも赤彩される。 9は高杯の脚部で，端部を欠くものである。外面はタテハケ調整，内面はヘラナデが施

され，下半にはヨコハケ調整が加えられている。 10は器台の脚部である。外面はヘラミガキ，器受部内面

はヘラミガキ，脚部内面はヘラナデが施される。透孔は 3方である。 11は高杯の脚部で，外面はヘラミガ

キ，内面はナデによって調えられている。透孔は 3方である。 12ば炉器台の上半である。器受部外面はナ
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デ，脚部は内外面ともタテハケ調整が施される。 13は鉢である。口縁部外面はハケ調整後ナデ，体部外面

および内面はナデが施される。 14は部分的な遺存ではあるが，烏帽子形の支脚である。上部右側に窪みが

見られる。

042 (第152・153図図版16・46)

調査区西部， D3-36・37・45・46・47・55・56・57・58・65・66・67・68・76・77グリッドに位置す

る。東壁付近のほとんどを041, 南東側コーナー付近は040によって切られていた。規模は西壁で 6mを測

り，方形を呈する。主軸方位はN-20°-Wである。床面は平坦で， 4か所の柱穴を囲んだ内側から南北

方向にかけて硬化面がみられた。覆土は 3層に分かれ，ローム粒・ロームブロックを多量に含む茶褐色土

を主体とする。壁高は北壁は28cm, 南壁は30cm, 西墜は26cmを測り，約50度~65度で立ち上がる。ピット

は6か所検出された。柱穴は 4か所で，径約44cm~70cm, 深さ約70cmを測る。柱間寸法は南北方向は約3.2

m~3.4m, 東西方向は約2.8mを測る。南壁際のピットのうち東側は径約50cm, 深さ約22を測り，貯蔵穴

と考えられるものである。西側のピットは径約50cm,深さ39cmを測り，梯子ピットになると思われる。炉
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第153図 042(2) 

は中央北側に位置する。不整な円形を呈し，径約60cm,深さ約 8cmを測る。覆士は焼土粒を多量に含む褐

色上，焼土を主体とする。

遺物は，土器 1点を図示した。 1は甕で，胴部外面はハケ調整，口縁部はハケ調整後ヨコナデ，内面は

ヘラミガキが施される。

043 (第154図）

調査区北東部， H2 -32・33・34・42・43・44・45・52・53・54・55・63グリッドに位置する。斜面に

立地するため，北側コーナー付近の壁はほとんど失われていた。規模は北西墜・南東壁で4.5m,北東壁で

4.8m, 南西壁で4.2mを測り，やや不整な方形を里する。主軸方位はN-39°-Wである。床面は北側に向

かって傾斜しており，炉の南側付近と東側に硬化面がみられた。覆土は記録を欠くため不明である。壁高

は南西壁は25cm, 南束壁は13cmを測り， 35度~50度で立ち上がる。ピットは柱穴が 4か所検出されたが，

規模には差があり，東側の柱穴のみが大きく，位置的にもやや東側にずれている。径は約24cm~50cm,深

さは20cm~40cmを測る。柱間寸法は2.4m~3 mを測る。炉は中央北西側に位置する。楕円形を里し，長軸

径約 1m, 短軸径約63cm, 深さ約 8cmを測る。覆土ば焼土を多量に含む褐色土を主体とする。

遺物は，上器 2点を図示した。 1は甕の口縁部である。外面はハケ調整後ナデ，内面はハケ調整後ヘラ

ミガキが施される。 2は甕の胴部下端から底部である。
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044 (第155・156図図版17・46)

調壺区北東部， H2 -35・36・37・45・46・4 7・55・56・57・66グリッドに位置する。西側コーナーは

045に切られていた。規模は南西壁で4.lm, 北西壁で4.3mを測り，不整な方形を呈する。主軸方位はN-

50°-Eである。床面は東側に向かってやや傾斜しており，炉の南西側には硬化面がみられた。覆土は

茶褐色土を主体とする。墜高は南西壁は41cm, 北西墜は42cmを測り，約60度~75度で立ち上がる。ピット

は南西璧際に 2か所検出された。南側コーナー側のピットは径約45cm, 深さ21cmを測り，貯蔵穴である可

能性が高い。北西側のピットは径約33cm, 深さ38cmを測り，梯子ピットである可能性が高い。炉は中央東

側に位置する。楕円形を呈し，長軸径約90cm, 短軸径約55cm, 深さ約 8cmを測る。
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遺物は，土器 6点を図示した。 1は壺の胴部から底部で，外面はタテハケ調整，内面はヨコハケ調整が

施される。 2は壺の胴部下位から底部で，外面はハケ調整後ナデ，内面はヘラミガキが施される。 3は脚

台部の端部を欠く台付甕で，胴部から脚台部外面はヘラケズリ後ナデ，内面はヘラナデ，口縁部はヨコナ

デが施される。 4は高杯の脚裾部である。外面はヘラミガキ，内面はハケ調整が施される。外面には赤彩

が施される。 5は貰通孔を有する器台で，外面は全体に磨耗が著しく詳らかでないが，ヘラミガキが施さ

れる。脚部には 3か所の透孔を有し，内面はハケ調整が施される。器受部内面から外面には赤彩が施され

る。 6は甜である。体部外面はヘラケズリ後ナデ，内面はヘラナデが施される。口縁部は内外面ともハケ

調整後縦方向のヘラミガキが施される。内外面とも赤彩が施される。
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045 (第157図図版17)

調査区北東部， H2-28・29・37・38・39・47・48・49・57・58・59・68・69, I 2-30・40・50グリッ

ドに位置する。規模は北東壁 ・南西壁で4.6m, 南東壁で4.lm, 北西壁は4.4mを測り，やや横長の不整な

方形を呈する。主軸方位はN-55°-Eである。床面は北東側に向かって傾斜していた。炉の南側には硬

化面が点在している。覆土は大きく 2層に分かれ，上部はローム粒をやや多く含む茶褐色土，下部は焼土，

炭化物を多量に含む褐色土が堆積していた。壁高は北東陛で22cm, 南東壁で30cm, 南西壁で40cm, 北西壁

で20cmを測り，約60度~72度で立ち上がる。ピットは 6か所検出された。柱穴は 4か所で，径約18cm~28

cm, 深さ約35cm~45cmを測る 。柱間寸法は2.2m~2.5mを測る 。南西壁際に 2か所あるピットのうち，

コーナー側のピットは径約50cm, 深さ23cmを測り，貯蔵穴と考えられる。北西側のピットは径約40cm, 深

さ約21cmを測り，梯子ピットと考えられるものである。炉は中央東側に位置する。楕円形を呈 し，長軸径

約93cm, 短軸径約70cm, 深さ約 7cmを測る。覆土ば焼土粒を多量に含む褐色上を主体とする。
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遺物は，土器 1点を図示した。

ラミガキが施される。

1は甕の口縁部破片で，外面はタテハケ調整，内面はヨコハケ調整後へ

046 (第158・159図 図版46)

F 2-19・28・29・37・38・39・48・49・59・69, 

41・42・50・51グリッドに位置する。規模は北西壁は6.6m,北東壁は6.8m, 南東壁は6.7m, 南西墜は6.9

4か所の柱穴の内

調査区北部， G 2 -10・11・20・21・30・31・40・ 

mを測り，ほぼ正方形を里する。主軸方位はN-32°-Wである。床面はほぼ平坦で，

側とその周囲には硬化面がみられた。覆土は 3層に分かれ，上層はローム粒を多量に含む茶褐色士， 中層

はローム粒を多量，ロームブロックを少量含む茶褐色土，下層はロームブロックを少量含む褐色土が堆積

していた。南側の柱穴の周辺にば焼土の分布がみられる。壁高は北東壁で23cm, 北西様で38cm, 南東壁で

26cm, 南西陪で36cmを測り，約57度~72度で立ち上がる。ピットは柱穴が4か所検出された。径約40cm~

70cm, 深さ60cm~70cmを測る，比較的均質でしっかりとした掘方である。炉は中央北西側に位置する。長

軸径約1.65m, 短軸径約90cm,深さ約 8cmを測る。覆士は焼土粒を多量に含む褐色上である。
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第158図 046 (1) 

遺物は，土器 7点，鉄製品 1点を図示した。 1は折返し0縁壺の口縁部から頸部である。口縁部はハケ

調整後ヨコナデ，頸部は縦方向のヘラミガキ，内面はヨコハケ調整後，縦方向のヘラミガキが施されてい

る。 2は口唇部に刻み目を有する甕の口縁部で， 台付甕の可能性が高い。外面はタテハケ調整，内面はヨ

コハケ調整が施される。

びヨコハケ調整が施される。

3は甕の口縁部から胴部上位である。胴部外面はハケ調整，内面はヘラナデおよ

4は甕の胴部下位から底部である。外面はハケ調整後ヘラミガキ，内面はヘ

ラミガキが施される。 5は高杯の脚部で， 3方に透孔を有する。外面はハケ調整後縦方向のヘラミガキ，

内面はヨコハケ調整が施される。外面には赤彩が施される。 6は堆で， 口縁部は直線的に外方に開くもの

である。内外面ともT寧なヘラミガキによって仕上げられている。 7は甜の口縁部下端から体部で，丸底

であるが，底部外面中央は小さく上げ底状になっている。外面はハケ調整後ヘラミガキが施される。内外

面とも赤彩される。 8は刀子である。茎部のみの遺存であり，茎尻は隅切となっているが， 刃部側と背側

の別は明らかでない。現存長は8.6cmを測る。
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047 (第160図図 版17・18)

調査区北部， E2 -26・27・28・29・36・37・38・39・46・47・48・49・58・59, F 2 -20グリッドに位

置する。北側コーナー周辺は調壺範囲外に及んでおり，全体を調査することができず，また，東壁周辺は

048に切られていた。規模は全辺検出された壁がないため判然としないが， 一辺6.8mほどの丸みを帯びた

方形の住居跡と考えられる。主軸方位はN-67°-Wである。床面はほぽ平坦で，北側から炉の周辺にか

けて硬化面がみられた。覆土は 3層に分かれ，上層はローム粒を多鼠に含む茶褐色土，中層はローム粒を

含む茶褐色土，下層はロームブロックを含む褐色土が堆積していた。床面上にはところどころに焼土の分

布がみられる。ピットは 3か所検出された。柱穴は 2か所で，北側の柱穴は径約65cm, 深さ約65cm, 南側

の柱穴は径約38cm, 深さ約62cmを測る。柱間寸法は約3.6mを測る。南東コーナ一部のピットは貯蔵穴と考

えられ，長軸径約73cm, 短軸径約63cm, 深さ50cmを測る。炉は中央東側に位置する。長軸径約1.lm, 短軸

径約80cm, 深さ約 5cmを測る。覆土は焼土粒を多量に含む褐色土が堆積していた。

追物は，土器 1点を図示した。 1は甕の口縁部から胴部中位で，外面はナデ，内面はヘラナデが施され

る。
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075 (第160図 図 版17)

調査区北部， E2 -46・47・48・57・58グリッドに位置する。北東側のほとんどを047によって切られて

おり，南側コーナーを中心とする部分を検出できたのみである。規模は全辺遺存する壁がないため不明で

ある。覆土は 2層に分かれ，上層はローム粒を含む褐色士，下層はローム粒を少量含む褐色土が堆積して

いた。壁高は北西壁は22cmを測り，約60度で立ち上がる。炉，ピットは検出されなかった。

遺物は図示可能なものはなかった。

048 (第161~164図図版17・18・46~48)

調査区北部， E2 -29・39・48・49・59, F 2 -20・21・30・31・32・40・41・42・50・51・52グリッド

に位置する。規模は西壁は5.3m,北壁は5.7m,東壁は5.5m,南壁は5.6mを測り，丸みを帯びた方形を呈

する。主軸方位はN-64°-Wである。床面はほぼ平坦で，炉の北東側及び北東側コーナーの周辺は部分

的に硬化面が検出された。覆土は大きく 3層に分かれ，上層はローム粒を多量に含む茶褐色土，中層は
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ローム粒を含む茶褐色土，下層はロームブロックを含む褐色土が堆積していた。床面上にば焼上及び炭化

材の分布がみられる。壁高は西壁は60cm,北競は35cm, 東壁は39cm, 南壁は44cmを測り，約70度で立ち上

がる。ピットは 5か所検出された。柱穴は 4か所で，径約24cm~57cm,深さ約65cm~70cmを測る。柱間寸

法は南北方向が約 3m, 東西方向が3.3m~3.5mを測り，配置は整然としている。北東側コーナ一部の方

形のピットは貯蔵穴と考えられ，長軸径約80cm, 短軸径約50cm,深さ約35cmを測る。炉は中央付近に近接

して 2か所検出された。北側の炉は長軸径約80cm, 短軸径約65cm, 深さ約10cmを測る。覆士ば焼土粒を多

量に含む褐色上である。南側の炉は長軸径約70cm,短軸径約43cm,深さ 4cmを測る。

遣物は，士器26点，臼玉 2点，鉄製品 1点を図示した。 1~ 3は折返し口縁の壺である。 1の外面は，

口縁部から胴部中位はハケ調整後ナデ，下位はハケ調整後ヘラミガキが加えられる。底部外面には木薬痕

がみられる。内面は，口縁部から頸部はヨコハケ調整後ナデ，胴部はヘラナデが施される。 2は口縁部か

ら頸部で，口縁部はハケ調整後ヨコナデ，頸部外面はタテハケ調整後縦方向のヘラミガキ，内面は，ハケ

調整後縦方向のヘラミガキが加えられる。 3は口縁部から頸部で，外面は，口縁部はハケ調整後ヨコナデ，

頸部はハケ調整後縦方向のヘラミガキが施される。内面は横方向のヘラミガキが施される。 4は壺の胴部

中位から底部である。外面は，ハケ調整及びヘラケズリ後ヘラミガキが施され，胴部下端から底部にはヘ

ラケズリが施される。内面は胴部上位はヘラナデ，下位はハケ調整が施される。 5は壺の胴部中位から底

部で，胴部外面はハケ調整後ヘラミガキ，胴部内面はヘラナデ後，下端部にハケ調整が施される。底部外

面には木莱痕が残されている。 6は甕の胴部下端から底部で，外面はハケ調整で，下端から底部はヘラケ

ズリが施される。底部外面には木葉痕が残されている。内面は全く剥落してしまっている。 7は鉢で，口

唇部はヨコナデ，外面は粗いナデの後，部分的にヘラミガキが施される。部分的に縦方向の亀裂が観察さ

れる。体部下端から底部はヘラケズリ，内面はヘラミガキが施される。 8は鉢の体部下位から底部で，外

面はヘラケズリ後縦方向のヘラミガキ，内面はヘラナデが施される。 9は鉢で，口唇部はヨコナデ，外面

は，体部上位はナデ，下位から底部外面はヘラケズリ，内面はヘラナデが施される。 10は壺の胴部中位か

ら底部で，外面はハケ調整後ヘラミガキ，内面はヘラナデ後ヘラミガキが施される。 11は甕の胴部中位か

ら底部である。外面は，中位はハケ調整後ヘラケズリ，下位はヘラケズリ後ヘラミガキ，底部外面はヘラ

ケズリが施される。内面はヘラミガキが施される。外面は赤彩が施される。 12は甕の口縁部から胴部中位

で，外面は，口唇部はヨコナデ，口縁部から胴部はヘラケズリ後縦方向のヘラミガキ，内面はヨコハケ調

整が施される。 13は小型甕で，口唇部はヨコナデ，外面は中位をハケ調整後縦方向のヘラナデが加えられ

る。内面はヘラナデが施される。 14は小型の甕で，外面は，口縁部は縦方向のハケ調整後ヨコナデ，体部

はヘラケズリ後上位にはヘラミガキが加えられる。内面は，口縁部はハケ調整後ヘラミガキ，体部はナデ

が施される。 15は胴部下位から底部を欠く甕である。口唇部はヨコナデ，頸部は外面は縦方向，内面は横

方向のウラバケ調整が施される。胴部外面はヘラケズリ，内面は，上位は横方向のヘラナデ，中位から下

位は縦方向のヘラケズリが施される。 16は甕の口縁部で，口唇部はヨコナデによって外面に沈線状に作出

されている。外面は縦方向，内面は横方向のウラバケ調整が施される。 17は胴部下端から底部を欠く甕で

ある。外面は，ハケ調整後胴部下位にヘラミガキが加えられる。内面は口縁部はハケ調整後ヘラミガキ，

胴部上位から中位はヘラナデ後ヘラミガキ，下位はハケ調整が施される。 18は底部を欠く甕で，口縁部は

ョコナデ，外面は，頸部はヘラナデ，胴部上位はハケ調整，下位はヘラミガキが施される。内面は胴部下

位に縦方向のヘラミガキが施される。 19は底部を欠く甕で，口縁端部はヨコナデ，外面は，口縁部はタテ
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ハケ調整，胴部上位はハケ調整，下位はヘラケズリが施される。内面は， 口縁部はヨコハケ調整，胴部は

ヘラナデ後部分的にヘラミガキが加えられる。 20は底部を欠く甕で， 台付甕となる可能性が高いものであ

る。口唇部はヨコナデ，外面はヘラケズリ，胴部内面はヘラナデが施される。 21は高杯で，杯部内面から

外面はヘラミガキ，脚部内面はヘラナデが施される。脚部は 3方に透孔を有する。 22は小型の高杯で， 口

唇部はヨコナデ，外面はハケ調整後ヘラミガキ，杯部内面はヘラミガキ，脚部内面はヘラナデが施される。

23は高杯の脚部である。外面はヘラミガキ，内面はハケ調整後ヘラナデが施される。外面と杯部内面には

赤彩が施される。 3方に透孔を有する。 24は台付甕の脚台部で，外面はタテハケ調整後下位はナデが加え

られる。内面はハケ調整が施される。 25は脚裾部を欠く器台で，貫通孔を有するものである。イ本部中位は

稜を有し， 口縁部は外反する。脚部には透孔を 3方に有する。器受部内面から外面はヘラミガキされ，赤

彩される。脚部内面はナデが施される。 26は体部下位から底部を欠く鉢で， 口唇部はヨコナデによってや

や外方につまみ出されている。外面はヘラケズリ後ナデ，内面はナデが施される。 27・28は滑石製臼下で

黒色を星する。 29はJJ子である。茎部の破片と思われ，表面には柄の木質が残存している。裏面では樹皮

が巻かれているのが観察される。刃部方向は明らかでない。現存長4.0cmを測る。

049 (第165・166図 図版48)

調査区北東部， G 2 -64・65・66・67・7 4・75・76・77・85・86・87・95・96グリッドに位置する。遺

存状態が悪く，北東壁から南東墜の北側は検出することができなかった。また，南西側は015A, 北西側

は094に切られていた。規模は全辺遺存する壁はないが，検出状況から， 一辺約4.8mほどの方形の住居跡

と考えられる。主軸方位はN-49°-Wである。床面は北東側に向かって傾斜している。炉の南側には硬
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化な面がみられる。覆土は記録を欠くため不明である。壁高は南西墜は 4cm, 南東壁は 3cmを測り，約43

度で立ち上がる。ピットは南東壁際に 1か所検出された。径約40cm,深さ 4cmを測る。梯子ピットと考え

られる。炉は中央北西側に位骰する。長軸径約90cm,幅約65cm,深さ約 6cmを測る。覆士ば焼土粒を多量

に含む褐色士が主体であった。

遺物は，土器 1点を図示した。 1は甕で口唇部に押捺による刻みHを有する。外面は胴部下端から底部

はヘラケズリ，そのほかはハケ調整が施される。内面は口縁部はヘラナデ，胴部はヘラナデ後ヘラミガキ

が加えられる。

050 (第167・168図図版18・48・49)

調究区北西部， D2 -52・53・61・62・63・64・71・72・73・7 4・81・82・83・84グリッドに位置する。

規模は北西壁は4.7m,北東壁・南西壁は5.lm,南東璧は4.9mを測り，丸みを帯びた方形を呈する。主軸

方位はN-32°-Wである。床面はほぽ平坦で，硬化面はほとんどみられなかった。覆土は大きく 3層に

分かれ，上層は黒褐色士，中層はローム粒を多量に含む褐色土と茶褐色土の混合士，下層はローム粒を含

む茶褐色土が堆積していた。壁高は北西壁は29cm,北東壁は32cm,南東壁は34cm,南西壁は30cmを測り，

約50度~67度で立ち上がる。ピットは 7か所検出された。柱穴は 4か所で，径約32cm~47cm,深さ約60

cm~65cmを測る。柱間寸法は南北方向が約2.7m,東西方向が2.lm~2.2mを測り，配置は整然としている。

北西壁際中央部のピットは径約50cm,深さ42cmを測る。南東壁際のピットは最大径約60cm,深さ約26cmを

測る。いずれも貯蔵穴である可能性が高い。炉の南側のピットは径約30cm,深さ約34cmを測る。炉は中央

北東側に位置する。楕円形を呈し，長軸径約65cm, 短軸径約53cm, 深さ約 7cmを測る。覆士は焼士を含

む褐色土を主体とする。
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第167図 050(1) 

遺物は，土器12点を図示した。 1~3は甕である。 1は口縁部から胴部上位である。外面は，口縁部は

タテハケ調整後，口唇部はヨコナデが加えられる。胴部はヨコハケ調整が施される。内面は，口縁部はヨ

コハケ調整後，口唇部に弱いヘラミガキが加えられる。胴部はヘラナデが施される。 2は口唇部を欠くが，

調整技法は 1と同様である。 3は外面はヘラケズリの後ヘラミガキ，内面はヘラミガキが施される。

4・5は甕の胴部下端から底部で，胴部外面下端はヘラケズリ，内面はナデが施される。 4は底部外面

に木葉痕がみられ， 5は底部中央に焼成後の穿孔がなされている。 6は甕で，外面は，口縁部はタテハケ

調整後ナデ，胴部はヨコハケ調整，胴部下端から底部はヘラケズリが施される。内面はハケ調整が施され，

胴部下端にはヘラミガキが施される。 7・8は高杯の杯部上半で， 7は内外面ともハケ調整後ヘラミガキ

が施され，内外面とも赤彩が施される。 8は内外面ともヘラミガキされる。 9は高杯の杯部下半で，外面

はハケ調整後ヘラミガキ，内面はヘラミガキが施される。内外面とも赤彩が施される。 10は高杯の脚部で，

3方に透孔を有する。外面はナデ，内面はヘラナデが施される。 11は均である。外面はヘラミガキ，内面

は口縁部上位はハケ調整，口縁部下位から体部はヘラミガキが施される。内外面とも赤彩が施される。 12

は鉢で，口唇部を欠くものである。体部と口縁部の境に稜を有し，口縁部は外反するものである。外面は

ヘラケズリ，内面はヘラミガキが施される。内外面とも赤彩が施される。
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051 (第169図図版19)

調査区南部， E4-84・93・94・95, E5-03・04・05グリッドに位置する。南側コーナー付近は調在範

囲外に及んでおり，全体を調査することができなかった。規模は北西壁・北東壁で3.4mを測り，丸みを帯

びたやや不整な方形を呈するものと考えられる。主軸方位はN-55°-Wである。床面はほぽ平坦である。

覆土は大きく 3層に分かれ，上層は茶褐色土，中層は焼土粒を多量，炭化物を少量含む褐色土，下層ば焼

士粒を多量に含む褐色士が堆積していた。床面上には北側と南側に焼土の分布がみられる。壁高は北西壁

ヽ

゜
4m 

□□ 

ミ
＼こ～ミ ゜

10cm 

第169図 051

-209-



が16cm,北東墜が21cmを測り，約55度~60度で立ち上がる。ピットは南東壁，東側コーナー付近に 2か所

検出された。東側のピットは貯蔵穴と考えられ，最大径約40cm,深さ15cmを測る。西側のピットは径約25

cm, 深さ31cmを測り，梯子ピットと考えられる。炉は中央北西寄りに位置する。楕円形を呈し，長軸径約

65cm, 短軸径約50cm,深さ約 3cmを測る。

遺物は，土器 1点を図示した。 1は壺の頸部下端から胴部で，外面はヘラケズリ後ヘラミガキ，内面は

ヘラナデが施される。

052 (第170図図版19)

調査区南部， E4-92・93, E5-02・03グリッドに位置する。南側約1/2は調壺範囲外に及んでおり，

全体を調企することができなかった。規模は北西壁で2.5mを測り，丸みを帯びた方形を呈するものと考え

られる。主軸方位はN-27°-Wである。床面はほぽ平坦で，中央付近には硬化面がみられた。覆土は 3

層に分かれ，上層はローム粒を含む暗褐色士，中層は炭化物を含む黒褐色士，下層はローム粒を少最含

む褐色土が堆積していた。壁高は北西競が13cmを測り，約50度で立ち上がる。ピット・炉は検出されな

かった。

遺物は，図示可能なものはなかった。
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第170図 052

053 (第171図図版19)

調企区南西部， D4-92・93・94, D5-02・03・04・13・14グリッドに位置する。南西側は070に切ら

れており，さらにその南西側は，斜面により失われていた。規模は東壁で3.8mを測り，丸みを帯びた方形

を呈するものと考えられる。主軸方位はN-3°-Eである。床面はほぽ平坦で，ほぼ全面に硬化面がみ

られた。覆土は 4層に分かれ，上層からローム粒を少量含む黒褐色土，ローム粒を含む暗褐色土，ローム

粒を含む茶褐色土，ローム粒を少量含む褐色土が堆積していた。墜裔は北壁が17cm,東壁が35cm,南壁が

19cmを測り，約64度で立ち上がる。ピットは南壁際に貯蔵穴が 1か所検出された。径約50cm,深さ29cmを

測る。このピットの北側には幅約30cm, 高さ約 5cmを測る土手状の高まりがあり，ピットを囲むように

巡っていることから，貯蔵穴に伴うものと考えられる。炉は中央北寄りに位置する。長軸径約l.lm, 短軸
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第171図 053

径約88cm,深さ約 5cmを測る。

遺物は，土器 1点を図示した。 1は壺の口縁部から頸部で，外面はハケ調整が施され，下端部はヘラミ

ガキが加えられていることから，胴部にはヘラミガキが施されていると思われる。内面はハケ調整後ヘラ

ミガキが施される。

054 (第172図図版19)

調在区北側， E2 -58・59・68・69・78・79, F 2 -60グリッドに位置する。規模は西壁は3.2m,北壁は

2.9m, 束陛は 3m,南墜は2.7mを測り，やや丸みを帯びた方形を呈する。主軸方位はN-68°-Wである。

床面はほぽ平坦で，炉の東側から中央にかけて硬化面が見られた。覆土は 3層に分かれ，上層からローム

粒を含む茶褐色土，焼土粒，ローム粒を含む褐色土，焼士粒，炭化物を含む褐色土が堆積していた。床面

上にば焼土の分布が顕著にみられた。壁高は西壁・東壁は26cm, 北壁が29cm, 南壁は23cmを測り，約50

度~75度で立ち上がる。ピットは東墜際の北東側コーナー寄りに 1か所検出された。径約50cm, 深さ約18

cmを測り，貯蔵穴と考えられるものである。炉は中央西寄りに位置する。径約80cm, 深さ約 4cmを測る。

覆士ば焼土粒を含む茶褐色土が主体であった。

遺物は，図示可能なものはなかった。

055 (第173図図版20)

調査区北西側， E2 -72・73・7 4・82・83・84・92・94グリッドに位樅する。南側約1/2は056によって

切られていた。規模は北壁が3.9mを測り，コーナ一部がやや不明瞭な南北方向に長い楕円形を呈する。主
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軸方位はN-19°-Wである。床面は平坦で，炉の北側を除く中央付近には硬化面がみられた。覆士は

ローム粒を多量に含む茶褐色土を主体とする。壁高は北墜は38cm, 東壁は36cm, 西壁は44cmを測り，約60

度~70度で立ち上がる。ピットは柱穴が4か所検出された。径約45cm, 深さ48cm~67cmを測る。柱間寸法

は南北方向は2.7m~2.8m, 東西方向は2.4m~2.5mを測り，配罹は整然としている。炉は中央北寄りに位

置する。長軸径約90cm, 短軸径約80cm, 深さ約 4cmを測る。覆土ば焼土粒を多量に含む茶褐色土が主体で

あった。

遺物は，士器 2点を図示した。 1は甕の胴部下位から底部で，胴部外面はハケ調整，底部外面はヘラケ

ズリ，内面はヘラナデが施される。 2はミニチュア土器で，土下から口縁部を作り出したような形状を呈

する。

056 (第174・175図図版20・49)

調査区北西側， E2 -82・83・84・92・93・94, E 3 -02・03・04グリッドに位置する。規模は北墜・南

壁は3.9m, 東壁は3.8m, 西壁は3.4mを測り，横長の方形を呈する。主軸方位はN-2°-Wである。床面

は平坦で，南側に東西方向に細長く硬化面が検出された。覆土は 2層に分かれ，上層はローム粒を多量に

含む茶褐色土，下層は炭化物，焼士粒を多量，ロームブロックを含む暗褐色土が堆積していた。床面上に

ば焼土及び炭化材の分布がみられる。壁高は北墜は45cm, 東壁は44cm, 南壁は50cm, 西墜は40cmを測り，

約70度~80度で立ち上がる。ピットは東側の壁際に 1か所検出された。径約45cm, 深さ10cmを測り，貯蔵

穴と考えられる。炉は中央北東寄りに位置する。長軸径約55cm, 短軸径約50cm, 深さ約 3CIIIを測る。覆土

ば焼土粒を多量に含む褐色土が主体であった。
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遺物は，士器 6点，軽石 1点を図示した。 1は甕で，口縁端部はヨコナデ，外面は口縁部はタテハケ調

整，胴部上位から中位はヨコハケ調整，下位はヘラケズリ後ナデ，内面は口縁部はハケ調整後ヨコナデ，

胴部内面はヘラナデが施される。 2・3は甕の胴部下位から底部で， 2の外面はヘラケズリ，内面はナデ

が施される。 3の外面はハケ調整後ヘラミガキ，胴部下端から底部はヘラケズリ，内面はヘラナデが施さ

れる。 4は折返し状の口縁をもつ鉢で，比較的粗雑な作りである。外面はハケ調整，内面はハケ調整の後

ナデが施される。 5・6は器台の脚部である。 5の外面は縦方向のヘラミガキ，内面は横方向のヘラミガ

キが施される。 6は器受部に貰通孔，脚部に 3か所の透孔を有する。外面はハケ調整後ヘラミガキ，内面

はハケ調整後ナデが施される。 7は軽石である。全体的に擦痕がみられ，面が形成されているため，断面

は多角形状を呈している。一部研磨痕とみられる痕跡も観察される。重さは28.16gを測る。

057 (第176図 図版20)

調杏区中央西寄り， E2 -54・55・64・65・66・7 4・75・76グリッドに位置する。東側約1/2は058に切

られていた。規模は北西壁は3.9m,北東壁は4.lm,南東壁は 4m, 南西壁は3.8mを測り，方形を呈する。

主軸方位はN-27°-Wである。床面はほぼ平坦であるが，東側の墜際はやや高くなっており，炉の周囲

を除いて中央付近には硬化面がみられた。覆土は 2層に分かれ，ロームブロックを少量含む褐色士を主体

とする。床面上には東側コーナーから南側コーナー付近に焼土の分布がみられた。壁高は北西壁は23cm,
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北東壁は25cm,南東壁は17cm,南西壁は20cmを測り，約60度で立ち上がる。ピットは 9か所検出された。

明確に柱穴と捉えられるピットは 3か所で，径約30cm~45cm,深さ約35cm~50cmを測る。炉の北側の 2か

所は径約30cm,深さ約20cmと浅いことから，柱穴であると断定することはできない。南東壁際の 4か所は

それぞれ接しており，北端の最も大きいピットは貯蔵穴と考えられ，長軸径約90cm,短軸径約65cm,深さ

42cmを測る。さらにその南側の 2か所も貯蔵穴と考えられ，径約50cm~80cm,深さ約42cmを測る。南端の

ピットは径約35cm,深さ23cmを測り，梯子ピットである可能性が高い。炉は中央付近と北西側に 2か所検

出された。北西側の炉は径約60cm,深さ約 2cmを測る。中央部の炉は楕円形を呈し，長軸径約80cm,短軸

径約65cm,深さ約 3cmを測る。覆土はいずれも焼土を多量に含む褐色土を主体とする。

遺物は，土器 2点，支脚l点を図示した。 1・2は小型壺で， 1は口縁部から胴部上位と球形の胴部か

ら底部で，接合しないが同一個体と考えられる。外面は縦方向のヘラミガキ，内面はハケ調整後ヘラミガ

キが施される。外面と口縁部内面は赤彩が施される。 2は胴部下端から底部で，外面はヘラケズリ後ヘラ

ミガキ，内面はヘラミガキが施される。 3は支脚である。遺存状態が悪く全体の形状は明らかではないが，

平坦面を持ち，断面が偏平な平行四辺形状を呈するようである。

058 (第177~179図図版20・49)

調査区中央西寄り， E3 -52・53・54・62・63・64・65・66・72・73・7 4・75・76, E 3 -83・84グリッ

ドに位置する。重複によるものか全体に遺存状態が悪く，北西壁と北東壁の東側から南東壁は検出するこ

とができなかった。規模は一辺約4.6m~5 mを測る。主軸方位はN-45°-Wである。床面はほぼ平坦で，

炉の周辺から南西部にかけて硬化面がみられた。覆土はローム粒を含む褐色土を主体とする。壁高は約14

cmを測り，約65度で立ち上がる。ピットは 3か所検出され，径約30cm~68cm,深さ30cm~35cmを測り，柱

穴と考えられるが，本来存在したと考えられる南東側の柱穴は検出することができなかった。炉は西側柱

穴の西側に隣接する。長軸径約90cm,短軸径約85cm,深さ約 4cmを測る。覆土は焼土粒を多量に含む褐色

土，焼土を主体とする。

遺物は，土器18点，烏帽子形支脚 1点を図示した。 1は折返し口縁壺の口縁部から頸部である。外面は，

口縁部外面はヨコハケ調整，頸部はハケ調整後ヘラミガキ，内面は横方向のヘラミガキが施される。 2は

折返し口縁の壺の口縁部から頸部である。口縁部はヨコナデ，頸部外面はタテハケ調整，内面はハケ調整

後ナデが施される。 3は複合口縁の壺の口縁部から頸部である。口縁部には羽状縄文が施され，下端には

押捺が加えられる。さらに押捺の加えられた棒状浮文が貼り付けられる。 4は壺の口縁部から肩部である。

口縁部はヨコナデ，頸部外面から肩部外面はハケ調整後ヘラミガキが施される。頸部内面はハケ調整後へ

ラミガキが施される。頸部と肩部の境には指頭による圧痕がみられる。 5は大型の甕で，口縁部はハケ調

整後ヨコナデ，外面の胴部上半はハケ調整，胴部下位はヘラミガキが加えられる。胴部内面はヘラナデ，

下位は若干ヘラミガキが加えられる。底部外面には木葉痕がみられる。 6は甕の口縁部から胴部中位で，

口縁部はハケ調整後ヨコナデ，胴部は内外面ともハケ調整が施される。 7は甕の口縁部から胴部下位で，

口縁部はハケ調整後ナデ，胴部外面はハケ調整，胴部下位はナデが施される。内面の口縁部と胴部の境の

くびれ部分はハケ調整が施される。 8は甕の口縁部から胴部下位で，口縁部はハケ調整後ナデ，胴部外面

はハケ調整後ヘラミガキ，胴部内面はヘラナデが施される。 9は甕の口縁部から胴部である。外面は，口

縁部と胴部の境のくびれ部分から胴部中位はハケ調整，胴部下位はヘラケズリ，内面は，口縁部と胴部の
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境はハケ調整が施される。 10は甕の口縁部で，外面はタテハケ調整，内面はヨコハケ調整が施される。 11

は胴部が膨らんだ甕で，口唇部はヨコナデ，外面は，口縁部から胴部中位はハケ調整，胴部下位はハケ調

整後ナデ，胴部下端はヘラケズリ後ナデが施される。内面は，口縁部はハケ調整後ヨコナデ，胴部内面は

ヘラナデが施される。 12は甕の口縁部から胴部下位で，外面は口縁部はヨコナデ，胴部はヘラミガキ，内

面は口縁部はヨコナデ後弱いヘラミガキ，胴部はヘラナデが施される。 13は甕の胴部上位から底部で，胴

部外面はハケ調整，内面はヘラナデ，胴部下端から底部はハケ調整が施される。 14~16は甕の胴部下位か

ら底部である。 14の外面は，上端はハケ調整後部分的にヘラミガキ，胴部下端から底部はヘラケズリが施

される。 15の胴部外面はハケ調整，内面はヘラナデが施される。 16の胴部外面はヘラミガキ，内面はヘラ

ナデが施される。 17は堆の口縁部である。内外面とも縦方向のヘラミガキ，赤彩が施される。 18は高杯の

脚部で，透孔は 3か所である。外面はハケ調整後ヘラミガキ，内面はハケ調整後ナデが施される。 19は烏

帽子形支脚である。頂部と左側面を欠損する。窪みが 1か所見られるが，左側にも対称の位置にあったも

のと考えられる。
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059 (第180図図版21・50)

調査区中央西寄り， E3 -25・26・27・35・36・37・44・45・46・47・56グリッドに位置する。西側

コーナー付近は061によって切られていた。規模は北東壁は4.lm, 南東壁は3.5mを測り，横長の方形を呈

する。主軸方位はN-27°-Eである。床面は平坦である。覆土は 2層に分かれ，上層はローム粒を多量

に含む茶褐色土，下層はローム粒を含む褐色土が堆積していた。床面上には北側部分に焼士の分布がみら

れた。墜高は北東壁は30cm, 南東壁は29cm, 南西壁は28cmを測り，約70度~78度で立ち上がる。ピットは

南西壁際に 2か所検出された。北東側のピットは径約35cm,深さ28cmを測る。南西側のピットは径約35cm,

深さ47cmを測る。炉は検出されなかった。

遺物は，士器 2点を図示した。 1は甕の胴部下端から底部である。外面はナデの後ヘラミガキ，内面は

ナデが施される。外面には赤彩が施される。 2は小型鉢で，外面は横方向のヘラミガキ，内面はヘラナデ

が施される。

061 (第181・182図 図 版21・50)

調査区中央西寄り， E3 -24・25・26・33・34・35・36・43・44・45・46・54グリッドに位置する。規

模は北西壁は 4m, 北東壁・ 南西壁は3.8m, 南東壁は4.6mを測り，横長の方形を呈する 。主軸方位は

N -24°-Wである。床面は平坦で，中央から南東壁付近には硬化面がみられた。覆土は 3層に分かれ，

上層はローム粒を多量に含む茶褐色土，中層は炭化物・焼士・ローム粒を含む褐色土，下層はローム粒を

少量含む褐色士が堆積していた。床面上には焼土及び炭化材の分布がみられた。壁高は北西壁は40cm, 北

東壁は33cm, 南東壁は30cmを測り，約65度~70度で立ち上がる。ピットは 6か所検出された．柱穴は 4か
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所で，掘方は径約50cm~60cm,深さ70cm~80cmを測る南北方向に長い楕円形を呈し，東側の柱穴の下半に

は径約30cmのピットが 2か所並んでいる。南東壁際のピットは貯蔵穴と考えられ，長軸径約73cm, 短軸径

約60cm,深さ約20cmを測る。その西側のピットは径約30cm,深さ45cmを測り，梯子ピットと考えられるも

のである。炉は中央北西寄りに位置する。長軸径約90cm, 短軸径約70cm,深さ約 3cmを測る。覆士ば焼土

を多鼠に含む茶褐色士，焼土が主体である。

遺物は，士器11点を図示した。 1は甕である。外面は縦方向のヘラミガキが施され，内面は口縁部はハ

ケ調整後横方向のヘラミガキ，胴部はヘラナデが施され，底部内面はハケ調整が加えられる。底部中央に

焼成前の穿孔がなされている。 2は甕である。外面は口縁部はヨコナデ，胴部上位から中位はヨコハケ調

整胴部下位は縦方向のヘラミガキ，内面は，口縁部はヨコハケ調整後，横方向のヘラミガキ，胴部内面

はヘラナデ後縦方向のヘラミガキが施される。 3は底部を欠く甕で，外面は口縁部から胴部上位はハケ調

整胴部中位から下位は横方向のヘラケズリ，内面は口縁部はハケ調整後横方向のヘラミガキ，胴部は横

方向のヘラミガキが施される。 4・5は甕の胴部下端から底部である。 4の外面はヘラケズリ後ナデ，内

面はナデが施される。底部外面中央には径約1.1cm,深さ約0.5cmの断面三角形状の窪みがあり，焼成後に

穿孔を試みた痕かもしれない。 5の胴部下端はヘラケズリ，内面はナデが施される。底部中央にば焼成後

の穿孔がなされている。 6は折返し状口縁のもので，壺と考えられるものの口縁部から頸部である。口縁

部はヨコナデ，頸部外面は縦方向のヘラミガキ，内面はハケ調整後横方向のヘラミガキが施される。内外

面ともに赤彩が施される。 7は小型鉢で，口縁部から体部外面はハケ調整，底部外面はナデ，体部内面は

ヘラナデが施される。 8は壺の口縁部と考えられるもので，内外面とも赤彩が施される。 9は高杯の杯部

である。内外面ともヘラミガキが施され，内面は赤彩が施される。 10は器台の脚部で，外面はハケ調整，
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内面はヘラナデが施される。 11は器台の器受部と脚部の境の貫通孔付近である。外面はハケ調整，器受部

内面はナデ，脚部内面はヘラナデが施され，貰通孔はヘラによって面取り成形されている。

062 (第183・184図図版50)

調査区中央西寄り， E3 -03・04・12・13・14・15・22・23・24・25・33グリッドに位置する。北側

コーナー付近を056,南東壁を061に切られていた。全辺遺存する壁はないが，規模は南北方向約 5m, 東

西方向約 4mをほどの縦長の住居跡である。主軸方位はN-38°-Wである。床面は平坦で，南側で部分

的に硬化面が検出された。覆土は記録を欠くため，不明である。床面上にば焼土及び白色粘士の分布がみ

られた。壁高は北西壁は16cm, 北東壁は 9cmを測り，約50度~60度で立ち上がる。ピットは柱穴が4か所

検出された。径約20cm,深さ約15cm~20cmを測る。柱間寸法は2.2m~3 mを測る。東側のピットが南西側

に寄っており，配置はやや不揃いである。炉は中央東寄りに 2か所検出された。北側の炉は径約65cm,深

さ約 5cmを測り，焼土粒を多量に含む褐色土が堆積していた。南側の炉は楕円形を呈し，長軸径約60cm,

短軸径約35cm,深さ 1cmを測る。

遺物は，土器 9点，烏帽子形支脚 1点を図示した。 1は甕である。全体的に磨滅・剥落が顕著で，遺存

状態が不良である。口縁部はハケ調整後ヨコナデ，外面は，胴部上位はハケ調整後ナデ，中位はハケ調整，

下位はハケ調整後ナデ，下端から底部はヘラケズリが施される。内面は，胴部上位はハケ調整後ナデ，中

位から下位はヘラナデが施される。 2は甕の口縁部から胴部上位である。口縁部はハケ調整後ヨコナデ，

胴部は内外面ともハケ調整が施される。 3は折返し口縁の甕である。外面は，口縁部はヨコナデ，体部上
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位はハケ調整下位はヘラケズリ後ヘラミガキが施される。4は甕の胴部下端から底部である。胴部外面

下端はナデ後粗くヘラミガキされる。底部外面はナデ，内面はヘラミガキが施される。外面は赤彩される。

5は高杯の脚部である。外面はヘラミガキ，内面はヘラナデが施される。外面と杯部内面には赤彩が施さ

れる。 6は小型鉢の口縁部から体部である。外面はハケ調整後ヘラミガキ，内面はナデ後粗いヘラミガキ

が施される。 7は口縁部と体部の境が弱くくびれる鉢である。外面はハケ調整後ヘラミガキ，内面は口縁

部と体部の境のくびれ部分はヨコハケ調整，体部はヘラナデが施される。 8は用の口縁部である。非常に

器厚が薄いもので，外面は横方向のヘラミガキの後縦方向のヘラミガキ，内面は縦方向のヘラミガキが施

される。 9は堪の体部から底部である。外面はヘラミガキ，内面はヘラナデが施され，口縁部内面および

外面には赤彩が施される。10は一部の遺存であるが，烏帽子形支脚である。図の上下方向に反った形態で

ある。左右は緩やかな稜を持ち，やや偏平な断面形を呈するようである。
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063 (第185図）

調壺区中央北匝寄り， E2 -76・77・78・85・86・87・88・89・95・96・98グリッドに位置する。極め

て遺存状態が悪く，床面を検出したのみである。また，中央から南側コーナー付近は064に切られていた。

検出状況から，規模は一辺約5.5mほどであると推測される。床面はほぼ平坦で，炉の西側と西側コーナー

下付近には硬化面がみられた。ピットは検出されなかった。炉は南側を064に切られているが，長軸径約

1.lm, 深さ約 6cmを測る。覆土は焼士粒を多量に含む茶褐色土が主体である。

遺物は，図示可能なものはなかった。
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064 (第185・186図）

調介区中央北世寄り， E2 -86・87・88・96・97・98, E 3 -06・07・08・09・17グリッドに位置する。

規模は北壁が4.4m, 東壁• 西墜は4.5m, 南壁は4.7mを測り，方形を呈する。主軸方位はN-12°-Wであ

る。床面はやや凹凸を有し，中央付近と南西側に硬化面が検出された。覆土は 2層に分かれ，上層は茶褐

色士，下層は褐色土が堆積していた。壁高は北壁は 8cm, 東壁・南墜は12cm, 西陪は14cmを測り，約55
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度~60度で立ち上がる。ピットは柱穴が 4か所検出された。径約28cm~53cm, 深さ約25cm~45cmを測る。

柱間寸法は2.7m~3 mを測る。配置はやや西側に寄っている。炉は中央北西寄りに位置する。楕円形を呈

し，長軸径約80cm, 短軸径約60cm,深さ約 3cmを測る。

遺物は，土器 5点を図示した。 1は小型壺の直立する口縁部付近である。2は甜の体部から底部である。

外面はヘラミガキ，内面は，ヘラナデ後，底部付近にヘラミガキが加えられる。外面には赤彩が施される。

3は高杯の脚部である。外面はヘラミガキ，内面はハケ調整が施される。外面は赤彩が施される。 4は器

台の脚部である。外面はタテハケ調整，内面はヨコハケ調整が施される。 5は手捏ね土器である。全面に

指頭痕がみられるが，接合痕の観察から，粘土紐を 2回転ほど巻き上げて成形したと考えられる。

065 (第185・186図）

調資区中央北西寄り， E3-07・08・09・17・18・19グリッドに位置する。極めて遺存状態が悪く，壁は

遺存していなかった。正確な規模は不明であるが，遺存する床面の規模は南北方向約3.4m, 東西方向約

3.8mほどで，長方形を呈するものと考えられる。ピット ・炉は検出されなかった。

遺物は，土器 2点を図示した。 6は高杯の杯部で，外面はヘラケズリ後ヘラミガキ，内面はハケ調整後

ヘラミガキが施される。7は高杯の脚部で， 3方に透孔を有する。外面はヘラミガキ，内面はヘラナデ後，

端部付近にはハケ調整が施される。

□ [ 
1 (064) 3(064) 

＼ 

~ 
4(064) 5(065) 7(064) 

゜
10cm 

6(065) 

第186図 064・065(2) 

066 (第187・188図図版21)

調査区北側， F2 -33・34・35・43・44・45・53・54グリッドに位置する。南側コーナー付近以外は079

に切られていた。規模は北西壁・南東壁は2.9m, 北東壁は2.7m, 南西壁は2.5mを測り，丸みを帯びた方

形を呈する。主軸方位はN-64°-Wである。床面はほぽ平坦で，炉の南側に硬化面が検出された。覆土

は2層に分かれ，上層はローム粒を含む褐色土，下層はロームブロック，焼土を少量含む褐色士が堆積し

ていた。床面上には焼土の分布が顕著にみられた。壁高は北東壁は26cm, 北西壁は25cm, 南東壁は35cm,

南西壁は42cmを測り，約65度~70度で立ち上がる。ピットは 2か所検出された。南西壁際のピットは貯蔵
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穴と考えられ，径約60cm,深さ60cmを測る。南東壁際のピットは径約35cm,深さ67cmを測り，梯子ピット

と考えられる。炉は中央北寄りに位置する。長軸径約90cm,短軸径約55cm,深さ約 6cmを測り，焼土を多

量に含む褐色土を主体とする。

遺物は，土器 3点，扁平片刃石斧 1点を図示した。 1は壺の胴部上位の破片である。 2は壺の口縁部付

近である。内外面ともナデが施される。 3は鉢の口縁部から体部下位で，口縁部はヨコナデ，体部は外面

はヘラケズリ後ナデ，内面はナデが施される。 4はホルンフェルス製の扁平片刃石斧である。表面がかな

り剥落しており，擦痕等は明瞭には観察できない。長さは3.55cm,幅は2.8cm,厚さは0.9cm,重さは17.87g 

を測る。

079 (第187・188図 図 版50)

調壺区北側， F2 -22・23・24・32・33・34・35・42・43・52・53・54グリッドに位置する。極めて遺

存状態が悪く，壁は遺存していなかった。東側の一部を048に切られている。正確な規模は不明であるが，

検出状況から，南北約3.9m, 東西約4.3mほどで，やや長方形を呈するものと考えられる。主軸方位は

N-63°-Wである。床面は北側が若干高くなっている。覆土はローム粒を多鯖に含む褐色土の堆積が若

干みられた。ピットは北東コーナー側に 2か所検出された。北側のピットは貯・蔵穴と考えられ，径約70

cm~80cmを測る。東側は 1段深く掘り込まれており，深さ最大約50cmを測る。南側のピットは径約25cm,

深さ47cmを測り，梯子ピットと考えられる。炉は中央北東寄りに検出された。径約40cm,深さ約 9cmを測
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る。覆土ば焼土粒を多量に含む褐色士であった。

遺物は，土器11点，臼予 1点を図示した。 5は折返し口縁壺の口縁部から頸部である。内面から口縁部

外面はハケ調整後ヨコナデ，頸部外面はタテハケ調整が施される。口縁部の接合は頸部のハケ調整後に

行ったとみられる。 6は小型甕の胴部から底部で，外面は胴部上位はナデ，中位はハケ調整後，横方向の

ヘラミガキ，下位は縦方向のヘラミガキ，下端から底部はヘラケズリが施される。内面は器面が著しく剥

落しているが，ヘラナデが施されていると思われる。 7は甕の口縁部から胴部中位である。外面は，口縁

部はヨコナデ，胴部はハケ調整，内面は，口縁部下位はヘラミガキ，胴部はハケ調整が施される。 8は甕

の口縁部から胴部上位である。外面は，口縁部はヨコナデ後，部分的にヘラミガキ，胴部はハケ調整後粗

いヘラミガキが施される。内面はハケ調整後ヨコナデが施される。 9は甕の口縁部から胴部中位で，外面

は，口縁部はヨコナデ，胴部はハケ調整，内面は，口縁部はハケ調整後，ヨコナデ，胴部はヘラナデが施

される。 10・11は甕の胴部下端から底部である。 10の外面は，胴部はハケ調整後ナデ，底部はナデ，内面

はヘラナデが施される。 11は胴部外面はハケ調整，底部外面はナデ，内面はハケ調整後ヘラミガキが施さ

れる。 12は甕の胴部下端から底部で，外面は，胴部はヘラミガキ，底部はヘラケズリ，内面はヘラナデが

施される。外面は赤彩される。 13は鉢で，口縁部と体部の境に接合痕がみられる。外面は，タテハケ調整

後，口縁部はヨコナデ，体部下位はナデが加えられる。内面は，口縁部はハケ調整，体部はヘラナデが施

される。 14は器台で，器受部と脚部の間に貰通孔，脚部に透孔を 3か所有する。器受部内面から外面はヘ

ラミガキ，脚部内面はヘラナデが施される。器受部内面から外面は赤彩が施される。 15は貰通孔を有する

器台の脚部で， 3方に透孔を有する。外面はヘラミガキ，内面はヘラナデが施される。 16は滑石製臼宝で

ある。

067 (第189図図 版22)

調査区西側， F2 -17・26・27・28・36・37・38・46・4 7・48グリッドに位置する。東側コーナー付近

は046によって切られていた。北西墜は4.2m, 南西墜は4.4mを測り，やや縦長の方形を呈する。主軸方位

はN-54°-Wである。床面は平坦で，中央付近から北西壁にかけて硬化面がみられた。覆士は 3層に分

かれ，上層はローム粒を多量に含む褐色土，中層はローム粒を含む茶褐色土，下層はローム粒を少鼠含

む褐色土が堆積していた。墜高は北西壁は32cm,北東壁は29cm, 南東壁は24cm, 南西壁は30cmを測り，約

55度~70度で立ち上がる。ピットは柱穴が4か所検出された。径約25cm, 深さ約20cm~40cmを測る。柱間

寸法は1.8m~2.4mを測る。炉は中央北西寄りに位置する。楕円形を里し，長軸径約1.3m, 短軸径約75cm,

深さ約 4cmを測る。覆土ば焼土粒を多量に含む褐色土を主体とする。

遺物は，士器 1点を図示した。 1は口唇部に押捺による刻み目を有する甕で，台付甕となる可能性が高

いものである。外面はハケ調整後部分的にナデ，内而は，口縁部上位と口縁部と体部の境付近はハケ調整，

そのほかはナデ調整が施される。

068 (第190図図 版22)

調査区北西側， D2-94・95, D3-04・05・06・14・15・16・24・25・26グリッドに位置する。遣存状

態が悪く，西側コーナー付近の壁は失われていた。全辺遺存する壁はないが，検出状況から，規模は一辺

4.8mほどの不整な形状を星する住居跡であると思われる。主軸方位はN-77°-Wである。床面は平坦で，
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第189図 067 

炉の東側から中央付近には硬化面がみられた。覆土は 2層に分かれ，上層はローム粒を含む黒褐色土，下

層はロームブロックを少量含む褐色士が堆積していた。壁高は西壁は12cm, 北壁・東璧は14cm, 南壁は20

cmを測り，約43度~65度で立ち上がる。

cm~25cmを測り， しっかりとした掘方ではない。柱間寸法はl.6m~2.2mを測り，

ピットは柱穴が 4か所検出された。径約20cm~30cm, 深さ約15

配置はやや東側に寄っ

ている。炉は中央東寄りに位置する。長軸径約70cm, 短軸径約63cm, 深さ約 5cmを測る。底面ば焼けて赤

化していた。

遺物は， 土器 1点を図示した。 1は裔杯の脚部で， 4方に透孔を有するものである。外面はハケ調整後

ヘラミガキ，内面はヘラナデが施される。
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第190図 068

069 (第191図図版22)

調壺区北西部， D3 -04・13・14・23・24・25・26・33・34・35・36グリッドに位置する。北東側約1/2

は068に切られていた。規模は東墜が4m, 北壁が4.9m, 西墜が4.5m, 南壁が3.9mを測り，丸みを帯びた

やや不整な方形を呈する。主軸方位はN-72°-Wである。床面は平坦で，北墜際と南壁際以外には硬化

面がみられた。覆士は 2層に分かれ，上層はローム粒を含む茶褐色士，下層はローム粒を含む褐色士が堆

積していた。北東コーナー下の床面上には白色粘土ブロックが堆積していた。壁高は東壁は23cm, 西墜は

20cm, 南壁は22cmを測り，約75度で立ち上がる。ピットは 6か所検出された。柱穴は 4か所で，径約18

cm~35cm, 深さ約50cm~70cmを測り，比較的しっかりとした掘方である。柱間寸法は2.8m~2.9mを測り，

配置は整然としている。東壁際で検出された 2か所のピットのうち，壁際のピットは貯蔵穴と考えられ，

径約75cm, 深さ約40cmを測る。このピットの東側には長さ65cm, 輻35cm, 高さ 6cmほどのt手状の高まり

が存在し，貯蔵穴に関わるものである可能性が高い。南西側のピットは径約25cm, 深さ約61cmを測り，梯

子ピットと考えられる。炉は中央束側に位置する。長軸径約95cm, 短軸径約80cm深さ約 5cmを測る。覆土
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069 

は焼土粒を多量に含む褐色土が主体であった。

遺物は，土器 3点を図示した。 1は甕の口縁部破片である。口唇部には押捺による刻み目が施される。

2は壺の口縁部である。外面はヘラケズリ後縦方向のヘラミガキ，内面は横方向のヘラミガキが施される。

3は台付甕の胴部と脚台部の接合部付近で，外面は，胴部はヘラケズリ，脚台部はハケ調整，内面はナデ

が施される。

071 (第192図

調査区南西端，

図版22・50)

C 4 -55・56・57・64・65・66・67・7 4・75・76・77・84・85・86・87・94・95・96グ

リッドに位置する。炉を境に，斜面下方にあたる西側の床面及び壁は削平されていた。規模は東壁で6.3m

を測り，方形を呈するものと考えられる。主軸方位はN-14°-Wである。削平されていない東側の床面

は平坦で，中央付近には硬化面がみられた。覆土は記録を欠くため不明である。壁高は東壁で28cmを測り，

約67度~77度で立ち上がる。ピットは柱穴が4か所検出された。径約30cm~40cm,深さ45cm~60cmを測る。
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第192図 071 

柱間寸法は3.3m~3.5mを測る。東側の 2か所の柱穴の間には間仕切り状の溝が走っており， その南端は

柱穴に接している。幅約10cm, 深さ 4cm~ 6 cmを測る。炉は中央北側に位置する。長軸径約1.3m,短軸径

約70cm,深さ約 3cmを測る。焼士粒を多量に含む褐色士が堆積していた。

遣物は，士器 1点，鉄製品 1点を図示した。 1は口縁部が弱く外傾する鉢で，外面は横方向を主体とす

るヘラミガキ，内面は縦方向の放射状のヘラミガキが施される。

る。現存長は6.1cmを測る。

2は鉄鏃で，長頸鏃の箆被部と考えられ
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072 (第193・194図図版23・51)

調資区南西側， D4-89・99, D5-09, E4-80・81・90・91, E5-00グリッドに位置する。規模は北

壁は3.5m,東壁は3.8m,南壁は3.2m,西壁は3.9mを測り，方形を呈する。主軸方位はN-2°-Eである。

床面はやや凹凸を有し，炉の周辺の住居跡中央から東壁側にかけて硬化面がみられた。覆士は 2層に分か

れ，ローム粒を含む褐色土が堆積していた。壁高は北壁・東壁は10cm, 南壁は 9cm, 西壁は 7cmを測り，

約40度~50度で立ち上がる。ピットは南側の壁際に 1か所検出された。長軸径約90cm, 短軸径約70cm,深

さ29cmを測り，貯蔵穴と考えられる。このピットの北側から西側には幅約20cm~30cm, 高さ約 2cmを測る

土手状の高まりがあり，この貯蔵穴と一体をなすものと考えられる。炉は中央東寄りに位置する。長軸径

約60cm, 短軸径約40cm,深さ約 7cmを測る。覆土ば焼土ブロック・焼土粒を含む赤褐色土が堆積していた。

遺物は，土器11点を図示した。 1は甕の口縁部から胴部上位で，外面はハケ調整後，口縁部はヨコナデ

が加えられる。内面はハケ調整後ヘラミガキが施される。 2は甕である。口縁部は折返し状になっており，

外面は，口縁部はヨコナデ，胴部はヘラケズリ後ヘラミガキが施される。内面はナデの後ヘラミガキが施

される。 3は甕の胴部下位から底部である。外面はハケ調整後ヘラミガキ，内面はヘラナデが施される。

4は甕の胴部下端から底部である。内面にはヘラミガキが施される。 5は甕の底部で，底部外面に木葉痕

がみられる。 6は底部が小さく平底となる半球形の鉢である。外面はヘラケズリ後ヘラミガキ，内面はナ

デが施される。 7は甜の口縁部である。外面はハケ調整後ヘラミガキ，内面は横方向のハケ調整が施され

る。 8は底部付近を欠く柑である。口縁部は体部から弱く外傾する。内外面ともヘラミガキが施される。

I 
•は3 R 

B『．
 

゜

A A' 

4m =._____.._ --=:::: ―――― ー ニム――

第193図 072・073(1) 
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9は小型の鉢で，外面はハケ調整後ヘラミガキ，内面は口縁部下にヘラミガキが施される。 10は高杯の脚

部である。外面はヘラミガキ，内面はナデが施される。透孔は 3単位と思われるが， 1か所は上下に 2つ

の孔が認められる。 11ば炉器台の器受部から脚部の上半で，内外面ともナデが施される。

073 (第193図図 版23)

調査区南西端， D5-09・19, E5-00・01・10・11グリッドに位置する。極めて遺存状態が悪く，床面

のみしか検出できなかった。また，北東壁から北側コーナー付近を072に切られていた。規模は一辺約3.4

m程度と考えられる。ピット・炉は検出されなかった。

遺物は，図示可能なものはなかった。

074 (第195図図 版23・51)

調査区北側， E2 -42・43・44・52・53・54・62・63・64グリッドに位置する。規模は東壁は3.4m,北
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壁は4.lm,西壁は3.8m,南壁は3.7mを測り，丸みを帯びた方形を呈する。主軸方位はN-75°-Wである。

床面はほぽ平坦で，炉の南側を中心に硬化面がみられた。覆土は大きく 3層に分かれ，上層からローム粒

を多量に含む褐色土，ロームブロックを少量含む茶褐色士，ローム粒を含む褐色土が堆積していた。壁高

は東壁は33cm,北壁は40cm, 西壁は36cm, 南壁は36cmを測り，約68度~70度で立ち上がる。周溝は東壁際

のピットの南側以外は巡っており，深さ約 5cmを測る。ピットは 2か所検出された。東壁際のピットは貯

蔵穴と考えられ，長軸径約55cm,短軸径約約40cm,深さ約20cmを測る。南西側のピットは径約40cm,深さ

34cmを測る。梯子ピットと考えられる。炉は中央北西寄りに位置する。長軸径約90cm, 短軸径75cm, 深さ

約 5cmを測り，焼土粒を多量に含む褐色土が堆積する。

遺物は，土器 1点，鉄製品 1点を図示した。 1は鉢で，口唇部は角張っており，外面は縦方向のヘラミ

ガキ，内面は横方向のヘラミガキが施される。 2は鉄鏃である。無頸鏃であるが，錆による膨張が著しく，

詳しい形状ははっきりしない。恐らくふくらがやや角張り，五角形状を星すると思われる。逆刺はなく平

基であるが，関部は面取りされている。復元全長は3.6cm, 最大幅2.6cm, 重さ5.2gを測る。
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076 (第196・197図 図 版51)

調査区北部， D2 -49・59・69, E 2 -30・31・40・41・50・51・60グリッドに位置する。規模は北壁は

3.6m, 東壁は3.2m, 南墜は3.9m, 西壁は3.5mを測り，東西方向の長い方形を呈する。主軸方位はN-

17°-wである。床面はほぽ平坦で，炉の周辺および南側で硬化面が検出された。覆土は 2層に分かれ，

ローム粒を含む褐色土を主体とする。壁高は北壁は 6cm, 東壁は 7cm, 南壁は10cm, 西壁は12cmを測り，

約30度~50度で立ち上がる。ピットは 5か所検出された。南墜際のピットは貯蔵穴と考えられ，径約50cm,

深さ27cmを測る。他の 4か所のピットは柱穴になる可能性が高いが，径約35cm~40cm, 深さ20cm~40cmと

差があり，位置的にも整然としておらず，断定できない。炉は東寄りに位置し，長軸径約70cm, 短軸径約

55cm, 深さ約 5cmを測る。覆土は焼土粒を含む褐色土を主体とする。

遺物は，士器 7点を図示した。 1は底部付近を欠く小型壺である。口唇部はヨコナデ，外面は，口縁部

はハケ調整，胴部上位は横ないしは斜め方向の，下位は横方向のヘラミガキが施される。内面は，口縁部

はヘラミガキ，胴部はヘラナデが施される。 2は口縁部を欠く甕で，胴部外面はハケ調整後，縦方向のヘ

ラミガキが施される。内面はヘラナデ後ヘラミガキが施される。 3は高杯の脚部で，外面はタテハケ調整

後縦方向のヘラミガキ，内面はヘラナデ後下位はヨコハケ調整が施される。 4・5は平底の小型鉢で， 4 

は口縁部が内彎気味に直立するもので，口縁部はヨコナデ後ヘラミガキ，体部は内外面ともヘラミガキ，

体部外面下端はヘラケズリ後ヘラミガキが施される。 5は口縁部が直立するもので，外面は，口縁部はヨ

コナデ，体部上位はハケ調整，内面は，口縁部は横方向のヘラミガキ，体部はヘラナデ後ヘラミガキが加

えられる。 6・7は炉器台である。 2点とも酷似しているが， 7の方が 1cmほど器高が高い。非常に厚手
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で粗雑な作りである。全体的にナデが施されるが， 6は自重によるものとみられる亀裂がみられ，とくに

接合個所に顕著である。

077 (第198図 図版52)

調査区北西部， D2 -86・87・95・96・97・98, D 3 -05・06・07・08・16・17グリッドに位置する。規

模は北西壁・南東壁は3.6m, 北東壁は 4m, 南西壁は4.4mを測り，南北方向に長い方形を呈する。主軸

方位はN-25°-Wである。床面は平坦で，炉の南側から南東壁にかけて硬化面がみられた。覆土は 2層

に分かれ，上層はロームブロックを含む褐色土を主体とする。床面上では炉の南側で焼土の集中個所がみ

られた。壁高は北西壁は21cm,北東壁は23cm,南東壁は24cm,南西壁は20cmを測り，約62度~80度で立ち

上がる。ピットは 6か所検出された。柱穴は 4か所で径約35cm~55cm,深さ50cm~65cmを測り，しっかり

とした掘方である。柱間寸法は南北方向は約 2m,東西方向は1.7mを測り，配置は整然としている。南東

壁際のピットは貯蔵穴と考えられ，南西側で 1段深く掘り込まれている。長軸径約85cm, 短軸径約80cm,

深さ最大約35cmを測る。南西壁際のピットは径約25cm,深さ15cmを測り，梯子ピットの可能性が高い。炉
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は中央北西側に位置する。長軸径約75cm, 短軸径約48cm, 深さ約 3Clllを測る。覆土ば焼土粒を多贔に含

む褐色土を主休とする。

遺物は， 土器 3点を図示した。 1は短頸の小型壺で，外面は， 口縁部から休部上位と体部下位は横方向

のヘラミガキ，体部中位は縦方向のヘラミガキが施される。内面は口縁部は横方向のヘラミガキ，体部は

ナデが施される。 2は高杯の杯部である。内外面とも丁寧なヘラミガキが施され，赤彩が施される。 3は

i廿である。外面はヘラケズリ後ヘラミガキ，内面は口縁部は横方向，イ本部は縦方向に放射状にヘラミガキ

が施される。内外面とも赤彩が施される。
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078A (第199図図版23・52)

調査区北西部， D2 -78・79・87・97・98・99, D 3 -08・09・19, E3 -00グリッドに位置する。北東側

約1/2を078B, 西側コーナーを077に切られていた。規模は一辺約 5mを測り，丸みを帯びた方形を呈す

るものと考えられる。主軸方位はN-29°-Eである。床面は平坦で，中央付近には硬化面がみられた。

覆土は 3層に分かれ，上層はローム粒を多量に含む茶褐色土，中層はロームブロックを含む茶褐色土が堆

積していた。下層は炭化材・焼土を主体とする褐色土が堆積していた。壁高は南西壁で44cmを測り，約70

度~80度で立ち上がる。ピットは 4か所検出された。柱穴は 2か所で，径約40cm, 深さ約60cm~70cmを測

る。柱間寸法は約2.3mを測る。南西墜際のピットは，長軸径約75cm, 短軸径約60cm, 深さ40cmを測り，貯

蔵穴と考えられる。南側コーナ一部のピットは径約45cm, 深さ約36cmを測り，梯子ピットもしくは支柱穴

の可能性がある。

遺物は，土器 2点を図示した。 1はミニチュアの壺で，内外面ともナデが施される。 2は器台の器受部

である。口唇部はヨコナデが加えられる。外面はハケ調整後下位はヘラナデ，内面はヘラミガキが施され

る。 ， 
ib:I 
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0788 (第200・201図 図版23・52)

調査区北西部， D 2 -79・88・89・98・99, D3-09, E 2-70・80・81・90・91, E3-00・10グリッド

を呈する。主軸方位はN-55°

に位置する。北西壁は 4m, 北東壁は4.6m, 南東壁は4.lm, 南西壁は 5mを測り，南北方向に長い方形

-wである。床面は南西側と北東側の柱穴を結んだラインの外側に約 5

cm~lOcmのベッド状の高まりが存在する。炉の周辺から北西壁際にかけては硬化面が広がっていた。覆土

は大きく 3層に分かれ，上層はローム粒を多量に含む褐色土，中層はローム塊を含む褐色土，下層はロー

ムブロック・焼土・炭化物を少量含む褐色土が堆積していた。床面上にば焼土の集中個所がみられた。壁

高は北西壁は45cm, 北東壁・南東壁は40cm, 南西壁は48cmを測り，約63度~75度で立ち上がる。

5か所検出された。柱穴は 4か所で，径約30cm~35cm,深さ約50cmを測る均質な掘方である。柱間寸法は

2 m~2.5mを測る。南東壁際のピットは貯蔵穴と考えられる。長軸径約 1m, 短軸径約80cm, 深さ30cmを

測り，北東側と南西側にはピットを伴う。炉は中央北東寄りに位置する。長軸径約90cm, 短軸径約65cm,

ピットは

深さ約 3cmを測る。覆土はローム粒を多量に含む褐色土が主体であった。

1は壺の口縁部から胴部上位である。口縁部端部は折返し口縁で，外面

は，胴部はハケ調整後粗いヘラミガキ，内面は，口縁部から頸部はハケ調整後粗いヘラミガキ，胴部はヘ

2は壺の胴部から底部で，外面はハケ調整後ヘラミガキ，内面は上端をヨコハケ調整

遺物は，土器10点を図示した。

ラナデが施される。
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後，全体に縦方向のヘラミガキが施される。 3・4は甕の胴部下端から底部である。 3の外面は縦方向，

内面は横方向のヘラミガキが施される。 4の外面はヘラケズリ後ナデ，内面はヘラナデが施される。 5は

柑の口縁部である。内外面ともハケ調整後ヘラミガキ，赤彩が施される。 6は高杯の杯部と脚部との接合

部で，明瞭な稜を有する。外面はハケ調整後ヘラミガキ，内面はヘラミガキが施される。 7は脚径が21cm

以上を測る，大型の高杯の脚部である。 3方に透孔を有し，外面はタテハケ調整後縦方向のヘラミガキ，

内面はハケ調整が施される。 8は底部を欠く鉢で，口唇部は外反する。外面は，体部上位に縦方向のヘラ

ミガキ，中位以下は粗いヘラミガキが施される。内面はヘラナデが施される。 9・10は小型鉢である。ロ

唇部はヨコナデ，体部は内外面ともヘラミガキ，底部外面はナデが施される。 10は体部下位から底部で，

体部は内外面ともハケ調整，底部外面はナデが施される。

078C (第202図図版52)

調査区北西部， E2 -60・61・62・70・71・72・73・81・82グリッドに位置する。極めて遺存状態が悪
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く，北側は074,東側コーナー付近は055,南西側は078Bに切られ，壁を検出することはできなかった。規

模は推定で約 4m~4.5mほどと考えられる。主軸方位はN-30°-Wである。床面は平坦で，北西側から

南東側にかけて硬化面が認められた。 ピットは南東壁際に 1か所検出された。南西側は078Bに切られてい

るが，東西方向に長く，現存長軸径約l.lm,短軸径約50cmを測る。北東側は一段深くなっており，深さは

最大約32cmを測る。炉は中央北西寄りに位置する。長軸径約75cm,短軸径約50cm,深さ11cmを測る。

遺物は，土器2点を図示した。 1は鉢で，底部中央に径約 1cmの焼成前の穿孔がなされている。口縁端

部から胴部中位はハケ調整，胴部下端から底部はヘラケズリ後ナデが施される。内面はヘラナデが施され

る。 2は体部下位から底部を欠く小型甕である。外面は，口縁部はヨコナデ，体部はナデ後ヘラミガキ，

口縁部から体部上位と体部下位にヘラミガキが施される。内面は，
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080 (第203図

調査区西部，

図版24)

D 3 -75・76・77・85・86・87・95・96・97グリッドに位置する。規模は西壁は3.7m,北

壁は4.4m, 東壁は3.8m,南壁は3.9mを測り， やや不整な東西方向に長い方形を呈する。主軸方位はN-

96°-wである。床面は平坦で，中央から西側には硬化面がみられた。覆土は記録を欠くため，不明であ

る。壁高は西壁・南壁は 3cm, 北壁は 4cm,東壁は 5cmを測り，約45度~50度で立ち上がる。

か所検出された。柱穴は北壁際と南壁際に 3か所ずつ，合計6か所検出された。径約27cm~43cm,深さは

ピットは 7

北側，南側とも中間に位置する柱穴が深く，約45cm, その他は30cm~35cmを測る。西壁際のピットは貯蔵

穴と考えられ，径約約65cm,深さ36cmを測る。炉は検出されなかった。

遺物は，甕 1点を図示した。 1は甕の胴部下端から底部で，外面はヘラケズリ，内面は磨滅が著しい。
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081 (第204図

調査区西部，

図版24・52)

D3-92・93・94, D4-02・03・04・05・12・13・14・22・23・24グリッドに位置する。

規模は北西壁は 5m,北東壁・南西壁は4.7m,南東壁は4m~8mを測り，南北方向に長い方形を呈する。

主軸方位はN-72°-Wである。床面は平坦で，中央付近から南東壁際には硬化面がみられた。覆土は記

録を欠くため，不明である。南東壁際付近では炭化材の分布がみられる。壁高は北西壁・南西壁は 4cm, 

北東壁は 2cm, 南東壁は 7cmを測り，約40度で立ち上がる。ピットは 5か所検出された。柱穴は 4か所で，
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径約25cm~35cm,深さ約30cm~40cmを測る。柱間寸法は2.9m~3.3mを測り，配置は北側の柱穴がやや西

側に寄っている。南東墜際のピットは貯蔵穴と考えられる。東側は南東壁に接しており，径約65cm,深さ

9 cmを測る。炉は中央北西側に位置する。長軸径約75cm,短軸径約65cm,深さ約 5cmを測る。覆土ば焼土

を主体とする。

遺物は，土器 2点を図示した。 1はわずかに平底で，口唇部が外反する小型鉢である。外面はヘラケズ

リ後ナデ，内面はヘラナデが施される。 2は高杯の杯部下位から脚部上位である。杯部は下位に明瞭な稜

を有する。外面および杯部内面はヘラミガキ，脚部内面はヘラナデが施される。

R 

'戸/(戸◎

~ -
/ ' 

I ヽ
I 

／ 
I 

I 
I I 

I 
ヽ
ヽ

I 
／ I 

I --

ぃ ◎ 
、 I 1 

>I ""'~k 

I 
・txl_ 

゜

A
 

4m =--—-.. J 

A' 

~ 

〇 10cm 

2
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083 (第205・206図 図 版52)

調査区中央西寄り， D3 -29・39, E 3 -10・11・12・13・20・21・22・23・30・31・32・33・40・41・ 

42・43グリッドに位置する。西壁を040・041,東壁を061・062に切られている。規模は全辺遺存する壁は

ないが，中軸方向の規模は約7.3mを測り，丸みを帯びた方形を呈するものと考えられる。主軸方位はN-
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16°-wである。床面は平坦で，炉の東側から柱穴周辺及び，炉の西側，南西側柱穴の北側付近には硬化

面がみられた。覆土は記録を欠くため，不明である。壁高は北壁は19cm, 南壁は17cmを測る。

か所検出された。柱穴は 4か所で，径約25cm~40cm,深さは北西側のみが浅く，約20cmで，

ピットは 5

そのほかは約

70cmを測る。柱間寸法は約 4m~4.2mを測る。東側の 2柱穴の間には間仕切り状の溝が認められる。長さ

約3.7m, 幅約13cm, 深さ 6cmを測る。南壁際のピットは貯蔵穴と考えられ，長軸径約1.3m, 短軸径約85

cmを測り，中央部はさらに深くなっており，深さ最大29cmを測る。炉は中央北寄りに位置する。径約Um,

深さ約 5cmを測る。覆土ば焼土粒を多量に含む褐色土を主体とする。

られる。

遺物は，土器 7点，軽石 1点を図示した。 1は甕の胴部下端から底部である。底部外面には木葉痕がみ

2は甕の胴部下端から底部で，外面はナデ，内面はハケ調整が施される。 3は底部が小さく， 口
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縁部がやや外反する小型鉢で，口縁部はヨコナデ，外面は磨滅しており判然としないが，ハケ調整後ヘラ

ミガキ，内面はヘラミガキが施される。 4は内彎しながら立ち上がる小型鉢で，内外面ともハケ調整後へ

ラミガキが施される。 5は器台で，器受部と脚部の間に貫通孔および脚部に 3方の透孔を有する。口縁部

は体部から直立気味に立ち上がり，口唇部はヨコナデ，外面は，器受部はヘラケズリ後ヘラミガキ，脚部

は縦方向のヘラミガキが施される。内面は，器受部・脚部ともヘラナデ後ヘラミガキが施される。 6は脚

裾部を欠く器台で，脚部に透孔を 3方に有するものである。外面は，器受部下位にヘラケズリ，脚部は縦

方向のヘラミガキ，脚部内面はヘラナデが施される。 7は高杯の脚部で，透孔を有する。外面はハケ調整

後ヘラミガキされ，赤彩される。内面はヘラナデが施される。 8は軽石である。擦痕と 一部に研磨痕が観

察される。重さは48.35gを測る。

084 (第207・208 図版52)

調査区北東部， G2 -33・34・35・42・43・44・45・46・53・54・55・56・64・65・66・7 4グリッドに

位置する。遺存状態が悪く，南側の壁は検出することができなかった。規模は北西壁は5.lm, 北東壁は

5.5mを測り，方形を呈するものと考えられる。主軸方位はN-40°-Wである。床面は平坦で，炉の南西

側と北東側，東側コーナー付近には硬化面がみられた。覆土は記録を欠くため，不明である。壁高は北東

壁で 5cm, 北西墜で 9cmを測り，約40度~50度で立ち上がる。ピットは検出されなかった。炉は瓢形を呈

しており，火床が 2か所に分かれている。長軸径約1.4m, 短軸径約90cm, 深さは西側は約 3cm, 東側は約

8 cmを測る。
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第207図 084 (1) 

遺物は， 土器 7点を図示した。 1は折返し口縁をもつ壺の口縁部から胴部上位である。口縁部下端には

刺突による刻み目が施される。外面はタテハケ調整後縦方向のヘラミガキ，内面は，頸部はヨコハケ調整

後横方向のヘラミガキ，胴部はヘラナデが施される。 2は壺の口縁部で，内外面ともハケ調整され，

に内面には部分的にヘラミガキが施される。全体に器面の磨滅が著しい。

さら

3は壺の胴部破片である。外面

s字状結節文で区画された縄文帯に沈線による山形文が施されるもので，施文部以外と磨り消され

た縄文部は赤彩される。 4は甕の口縁部で，粘士帯接合痕が残されている。外面はナデ，内面はハケ調整

には，

が施される。 5は高杯の杯部である。外面はハケ調整後縦方向のヘラミガキされ，赤彩される。内面は縦

方向のヘラミガキが施される。 6は折返し口縁の小型壺である。口縁部はハケ調整後ヨコナデ，体部は，

外面はハケ調整後部分的にナデ，内面はハケ調整が施される。 7は底部を欠く小型鉢の口縁部から体部で

ある。 口縁部はヨコナデ，体部は内外面ともナデが施される。
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085 (第209図図 版24)

調査区南西部， D4 -61・62・63・71・72・73・81・82・83グリッドに位置する。東壁は088に切られて

いた。規模は北壁は2.9m, 東壁は3.9mを測り，不整な方形を皇する。主軸方位はN-30°-Eである。床

面はやや凹凸を有し，中央付近から北側には硬化面がみられた。覆土は記録を欠くため，不明である。壁

高は北壁は11cm, 東壁は16cm, 南壁は 8cmを測り，約60度で立ち上がる。ピットは南壁際に 1か所検出さ

れ，貯蔵穴と考えられる。径約50cm, 深さ20cmを測る。炉は西端は088に切られており，現存長軸径約75

cm, 短軸径約70cm, 深さ約 3cmを測る。覆土は焼土粒を多量に含む褐色土を主体とする。

遺物は，土器 2点を図示した。 1は突出する底部をもつ小型の甕で，外面はハケ調整後丁寧なナデが加

えられ，赤彩される。内面はヘラナデが施される。 2も同様な形状のもので，外面はナデ，内面はハケ調

整が施される。

-249-



R 

A
 

）
 

ヽ

[
 

l
 

ー

、

ー

＼

2

ヽ
ー
9

ー
＼
／
＼

ll 

I
I
I
 

ヽ
＼
 

ヽ
ヽ

↑
 

[

-

＼

 

,

＼

 

＼
 

（
 

A' 

tl!f2 
1 - —· 

088 

゜
10cm 

A
 

2

.

 
ーー一戸竺：

I -~· 
一゚ 4m 

第209図 085 

086 (第210~213図 図版25・52~54)

調査区南西部， D4-35・36・44・45・46・47・54・55・56・57・64・65・66グリッドに位置する。規

模は北壁・南壁は4.4m, 東壁は4.lm, 西陛は4.2mを測り， やや東西方向に長い方形を呈する。主軸方位

はN-18°-Wである。床面は平坦で，南側の 2本の柱穴の間には硬化面がみられた。覆土は 3層に分か

れ， 上層はローム粒を多羅に含む褐色土，中層はローム粒を多量， ロームブロックを少量含む茶褐色土，

下層は焼土， 炭化材を多量に含む褐色土が堆積していた。壁高は北壁・南壁は28cm, 東壁は26cm, 西壁は

23cmを測り，約60度~75度で立ち上がる。ピット 5か所検出された。柱穴は 4か所で，径約45cm~65cm,

深さ 65cm~socm を測る， しっかりとした掘方である。柱間寸法は東西方向は2.lm, 南北方向は2.4m~2.5

mを測る。南壁際のピットは貯蔵穴と考えられ，楕円形を呈し， 2段に掘り込まれている。長軸径約 1m, 

短軸径約90cm, 深さ最大約20cmを測る。炉は中央北側に位置する。長軸径約90cm, 短軸径約60cm, 深さ約

5 cmを測る。覆土は焼土粒を多量に含む褐色士を主体とする。

遺物は， 土器14点，烏帽子形支脚 l点，石製品 1点，鉄製品 2点を図示した。 1 ~ 6は甕である。 1は

口唇部はヨコナデ，外面は口縁部から胴部中位はハケ調整，胴部中位では横方向のヘラミガキが加えられ

る。胴部下位は縦方向のヘラミガキが施される。内面は，口縁部はハケ調整後粗いヘラミガキが施される。

胴部内面は磨滅しており判然としないが， ヘラ当て痕が一部みられるのでヘラナデが施され， さらにヘラ

ミガキも加えられていると思われる。底部外面はヘラケズリ後ナデが施される。 2は胴部中位に意識的な

穿孔がある甕で，外面は口唇部から口縁部上位はヨコナデ， 口縁部下位から胴部中位はハケ調整，胴部中

位には部分的にヘラケズリが加えられる。胴部下位は磨滅が顕著であるが，ハケ調整後ヘラケズリが施さ
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第210図 086 (1) 

れているものと思われる。内面は， 口縁部は横方向のハケ調整，胴部内面は横方向のハケ調整が施される。

底部外面には木葉痕が残されている。 3は完形で出土した甕である。外面は， 口縁部はヘラナデ後ヨコナ

デ，胴部は縦方向のヘラミガキ，内面は， 口縁部は横方向のヘラミガキ，胴部はヘラナデが施される。 4
 

は底部を焼成後に穿孔した可能性のある甕で，外面は，

方向のハケ調整，胴部下位はタテハケ調整が施され，後に部分的にナデが加えられる。内面は，

ョコハケ調整胴部はヘラナデ後，下位には縦方向の粗いヘラミガキが加えられる。

口縁部はタテハケ調整，胴部上位から中位は斜め

口縁部は

5は口縁部から胴部

中位にかけて著しく亀裂が入った売で，外面は，

後，縦方向のヘラミガキが加えられる。内面は，

口縁部から胴部上位にハケ調整，胴部下端にヘラケズリ

口縁部はヨコハケ調整後部分的にヘラミガキが施される。

胴部上位はハケ調整，胴部中位から下位はヘラナデが施される。 6は甕の胴部中位から底部で，外面はハ

ケ調整後縦方向のヘラミガキ， 下端はヘラケズリが施される。内面は著しく磨滅しており判然としない。

7は広口壺で，

明である。

口縁部は内外面ともヨコナデ，胴部外面はヘラミガキされる。胴部内面は磨滅が著しく不

8はS字状口縁台付甕である。口縁部はヨコナデされる。胴部外面には斜め方向のハケ調整を

加えた後，肩部にはさらに横方向のハケ調整が加えられる。脚台部外面はハケ調整後ナデが加えられる。

内面は磨滅・剥落が著しく，調整は不明である。胎上には雲母粒を含む。 9は折返し口縁をもつ小型の甕

である。外面は， 口縁部下端にハケ調整，体部はヘラミガキ，内面は， 口縁部はヘラナデ後粗いヘラミガ
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キ，体部はヘラナデが施される。 10・11は大型の高杯である。 10は杯部下端に稜を有するもので，内外面

ともヘラミガキが施される。脚部は 3方に透孔を有する。脚部内面はヘラナデが施され，端部付近はハケ

調整が加えられる。外面はヘラミガキが施される。外面から杯部内面は赤彩が施される。 11は杯部が全体

的に丸みを帯びた弧状を屋するもので，外面はヘラミガキ調整，杯部内面は 2段のヘラミガキ調整が施さ

れる。脚部には 3方の透孔を有し，内面はヘラナデが施される。外面から杯部内面は赤彩が施される。 12

は高杯の杯部で，内外面とも縦方向のヘラミガキおよび赤彩が施される。 13は高杯の杯部下端から脚部で，

透孔は 3方にあり，杯部の下端はタテハケ調整，外面は縦方向のヘラミガキ，内面は，上位はヘラナデ，

透孔付近から下位はヨコハケ調整が施される。 14は貰通孔を有する器台である。器受部内面から外面はヘ

ラミガキ，脚部は 3方に透孔があり，内面はヘラナデが施される。 15は烏帽子形支脚である。遺存状態は

悪く，互いに接合しない破片となっている。 16は頁岩製の砥石である。上下両端が折損しているが，その

破断面にも擦痕が認められ，全面的に砥石として使い込まれている。重さは31.78gを測る。 17・18は刀子

である。いずれも茎部の破片とみられ， 18は幅と厚さからガの向きを推定することができるが， 17は不明

である。現存全長は17が5.2cm, 18が3.6cmである。
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087 (第214図）

調査区中央部， E 3 -66・67・68・75・76・77・78・85・86・87・88グリッドに位置する。北西壁は057

に一部切られていた。規模は北西壁は4.2m, 北東陛は 5m, 南東壁は4.lm, 南西壁は4.4mを測り，丸み

を帯びた方形を里する。主軸方位はN-58°-Wである。床面は平坦で， 中央付近を境に南北方向に 2か

所に分かれて硬化面が検出された。覆土は記録を欠くため，不明である。壁高は北西陪は 4cm, 北東壁は

8 cm, 南東壁は 6cm, 南西壁は 7cmを測り，約20度~40度で立ち上がる。 ピットは南西壁際に 1か所検出

され，貯蔵穴と考えられる。南西の壁側は 1段深く掘り込まれており，長軸径約90cm, 短軸径60cm, 深さ

最大約70cmを測る。炉は北西陪際に位置する。長軸径約75cm, 短軸径約55cm, 深さ約 3cmを測る。覆士は

焼土粒を多量に含む褐色土が主体であった。
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遺物は，土器 2点，臼玉 1点を図示した。 1は脚部を欠く高杯である。下端には稜を有する。杯部は内

外面とも縦方向のヘラミガキ，脚部外面も縦方向のヘラミガキが施される。 2は小型の器台の脚部になる

と考えられ，外面はヘラミガキ，内面はヘラナデ後ナデが施される。 3は滑石製の臼玉で，黒色を呈する。

088 (第215図図版24)

調査区南西部， D4-60・61・71・81グリッドに位置する。東側は070に切られ，さらに斜面に位置する

ため，東側は失われていた。規模は東壁で3.2mを測る。主軸方位はN-8°-Wである。床面はやや東側

に傾斜しており，炉の東側には硬化面がみられた。覆土は記録を欠くため，不明である。炉の周辺では炭

化材の分布がみられた。壁高は北壁は23cm, 東壁は21cmを測り，約57度で立ち上がる。ピットは南壁際に

1か所検出され，貯蔵穴と考えられる。径約45cm,深さ約 2cmを測る。覆土ば焼士粒を多量に含む黒褐色

土を主体とする。炉は中央北側に位置する。長軸径約90cm,短軸径約65cm,深さ約5cmを測る。

遺物は，土器 l点を図示した。 1ば焼成後に底部に径1.1cmの穿孔がなされる甕である。外面は，口縁部

はヨコナデ，胴部はハケ調整後部分的にヘラミガキ，底部外面はヘラケズリされる。内面は，口縁部はヨ

コナデ後横方向のヘラミガキされるが，胴部は磨滅しており，判然としないが，ヘラミガキが施されてい

ると思われる。
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089 (第216~218図図版54)

調査区北部， F2 -12・13・14・22・23・24グリッドに位置する。北側のほとんどが調壺範囲外に及ん

でおり， 4.8mを測る南壁とその周辺を調査できたのみである。床面はほぽ平坦で，壁際以外の中央付近に

は硬化面がみられた。覆土は大きく 3層に分かれ，上層はローム粒を多量，ロームブロックを少量含む褐

色土，中層はローム粒を多量，ロームブロック，炭化材を含む褐色土，下層は焼土粒，炭化材を多量，

ロームブロックを含む褐色土が堆積していた。壁高は東壁が48cm, 南墜は39cm, 西壁は53cmを測り，約75

度で立ち上がる。ピットは 4か所検出された。調査範囲の境界側で検出された 2か所は柱穴とみられ，径

約20cm~25cm,深さ約90cmを測る。南壁際東側のピットは貯蔵穴と考えられ，径約55cm,深さ32cmを測る。

西側のピットは梯子ピットと考えられ，径約25cm, 深さ40cmを測る。

遺物は土器11点を図示した。 1は甕の口縁部で，口唇部から口縁部中位はヨコナデ，下位は外面はナデ，

内面はヘラナデが施される。 2は大型の甕の胴部上位から底部で， 1の口縁部と同一個体と思われる。外

面はハケ調整後ヘラミガキが施される。底部外面には木葉痕が残されている。 3は甕で，外面は，口縁部

は縦方向のハケ調整，胴部はハケ調整後ナデ，胴部下端から底部外面はヘラケズリが施される。内面は，

胴部下端から底部を除いてハケ調整が施される。 4は折返し口縁をもつ甕の口縁部から胴部上位である。

外面は，口縁部から頸部はナデ，胴部は縦方向のヘラミガキ，内面はヘラミガキが施される。 5・6は底

部が突出する壺で，いずれも口縁部から頸部を欠くものである。 5の外面はヘラミガキ調整，内面はヘラ

ナデが施される。 6の外面はハケ調整後縦方向のヘラミガキ，内面はハケ調整が施される。底部外面には

木葉痕がみられる。 7・8は体部と脚部の間に貫通孔，脚部に 3方の透孔を有する器台である。 7の器受

部内面から脚部外面はヘラミガキ，脚部内面はハケ調整後横方向のヘラミガキが施される。 8は7より一

回りほど小型である。器受部内面から脚部外面はヘラミガキ，脚部内面はヘラナデが施される。 7・8と
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も外面から器受部内面は赤彩が施される。 9は高杯の脚部で，外面はヘラミガキ，内面はヘラナデが施さ

れる。 10は口縁部を欠く柑である。底部は上げ底状となる。外面は縦方向にヘラミガキが施され，上半に

下位については判然としない。内面はナデが施される。 11は内面のは部分的に赤彩の痕跡がみられるが，

体部と口縁部の境に稜を有する鉢で，外面はハケ調整後ナデ，内面は，

デが施される。

口縁部はヨコハケ調整，体部はナ

090 (第219図）

調査区北東部， G 2 -27・28・29・37・38・39・47・48・49・57・58・59, H 2 -20・30・40・50グリッ

ドに位罹する。極めて遺存状態が悪く，北東側はほとんど削平されていた。壁が遺存していたのは南壁の

北側から西墜であり，規模は一辺約5.5m前後と推定される。主軸方位はN-96°-Wである。床面は検出

部分ではほぼ平坦であった。壁高は約 8cmを測る。ピットは検出されなかった。炉は中央西側に位置する。

北西側が突出した特異な形状を里し，長軸径約90cm, 短軸径約45cm, 深さ 5cmを測る。

遺物は，図示可能なものはなかった。

． B l
 

戸

A
 

•tJ:1. 

一ー、

|ご A

A
 

A' 

゜
4m 

第219図 090 

-260-



091 (第220図）

調介区北東部， G2 -22・23・24・25・32・33・34・42・43グリッドに位置する。極めて遺存状態が悪

く，西側コーナー付近は046, 南東側は084・094に切られ，東側の墜も検出することはできなかった。規

模は一辺約5.5m前後と推測される。主軸方位はN-42°-Wである。床面は遺存部分ではほぽ平坦であり，

炉の北側と南側には硬化面が検出された。壁高は約 6cmを測り，約40度~50度で立ち上がる。ピットは検

出されなかった。炉は西側コーナー付近に位置し，長軸径約60cm, 短軸径約55cm, 深さ約 4cmを測る。覆

士ば焼士粒を多星に含む褐色土を主体とする。

遺物は，図示可能なものはなかった。
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第220図 091

092 (第221図）

調壺区北東部， H2 -73・7 4・75・83・84・85・93・94・95グリッドに位置する。斜面に位置するため，

下方に位置する東側は床面が失われて，掘方埋土が露出していた。規模は東壁で3.5mを測る。主軸方位は

N -17°-Wである。壁高は 3cmを測り，約48度で立ち上がる。覆土は記録を欠くため，不明である。

ピット・炉は検出されなかった。
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第221図 092

遺物は，土器 2点，勾玉 1点を固示した。 1は高杯の杯部で，外面はハケ調整後粗い縦方向のヘラミガ

キ，内面はハケ調整後ナデが施される。 2は高杯の杯部で，口縁部はヨコナデ，体部外面はハケ調整後へ

ラミガキ，体部内面はヘラミガキが施され，内外面とも赤彩が施される。 3は滑石製と考えられるの勾玉

である。

094 (第222図）

調査区北西部， G2 -24・25・34・35・36・47・48・49・50グリッドに位置する。上部を084に切られて

おり，南西壁は015Aに切られていた。北東壁から南東壁周辺を検出したのみである。規模は北東壁・南

東壁で6.4mを測り，ほぽ正方形を呈すると推測される。主軸方位はN-40°-Wである。壁高は北東壁は

2 cm, 南東壁は 4cmを測り，約35度-40度で立ち上がる。ピットは東側コーナーに 1か所検出された。径

約55cm, 深さ約40cmを測る。貯蔵穴である可能性が高い。炉は検出されなかった。
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第222図 094

遺物は，土器 2点を図示した。 1は高杯で，口縁部はヨコナデ，外面はハケ調整後粗いヘラミガキ，内

面は縦方向のヘラミガキが施され，内外面とも赤彩が施される。2は小型の甕の胴部下端から底部である。

外面はヘラケズリ後ヘラミガキが施される。
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096 (第223図図版55)

調究区中央南寄り， F3 -86・87・95・96・97, F 4 -06・07グリッドに位置する。規模は北壁は2.4m,

東墜は2.3m,南墜は2.lm, 西壁は2.5mを測り，丸みを帯びた方形を星する。主軸方位はN-18°-Wであ

る。覆土は記録を欠くため，不明である。床面上には炭化材が若干分布していた。墜高は北墜・西競は 4

cm, 東壁は 7cm, 南墜は 9cmを測り，約45度~60度で立ち上がる。ピット・炉は検出されなかった。

遺物は，小型鉢 1点，甕 1点を図示した。 1は甕の口縁部で，口唇部は方形を呈し，外面はタテハケ調

整，内面はハケ調整後粗いヘラミガキが施される。 2は平底の鉢である。外面はハケ調整後ヨコナデ，体

部から底部はヘラケズリ，内面は，口縁部はヨコナデ，体部はヘラナデが施される。
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第223図 096

097 (第224図）

調査区南西部， D4 -63・64・73・7 4・83・84グリッドに位置する。西側を085に切られている。規模は

東陸で2.2mを測る。主軸方位はN-5°-Eである。床面はほぽ平坦であるが，明確な硬化面は検出され

なかった。壁高は北壁は 4cm, 東壁は11cm, 南壁は 3cmを測り，約30度~60度で立ち上がる。ピット・炉

は検出されなかった。

遺物は，土器 l点を図示した。 1は甕の胴部下端から底部である。胴部下端から底部はヘラケズリ，内

面は粗いヘラミガキが施される。
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098 (第225・226図図版25・55)

調壺区南西部， D4 -66・67・68・76・77・78'. 79・86・87・88・89・97グリッドに位置する。規模は

北西壁・南東壁は 4m, 北東璧・南西壁は4.lmを測り，ほぽ正方形を呈する。主軸方位はN-23°-Wで

ある。床面は平坦で，炉の北東側及び南側に硬化面が検出された。覆tは3層に分かれ，上層はローム粒

を多量に含む褐色土，中層はローム粒・ロームブロックを含む茶褐色土，下層はローム粒，焼土粒，炭化

材を多量に含む褐色土が堆積していた。炭化材は住居跡のほぽ全面に分布している。壁高は北西壁は33cm,

北東壁は27cm, 南東壁は24cm, 南西壁は29cmを測り，約60度~70度で立ち上がる。ピットは 6か所検出さ

れた。柱穴は 4か所で，径約30cm~50cm, 深さ約55cm~70cmを測る。柱間寸法は1.9m~2.2mを測る。南

東陛際には 2か所ピットがあり，東側のピットは貯蔵穴と考えられ，径約55cm, 深さ約30cmを測る。西側

のピットは径約45cm, 深さ35cmを測り，梯子ピットの可能性が裔い。両方のピットの間には床面に段差が

認められ，束側が低くなっている。炉は中央北西寄りに位置する。長軸径約約 1m, 短軸径約60cm, 深さ

約4cmを測る。覆土ば焼土粒を多贔に含む暗褐色士を主体とする。

遺物は，土器 9点を図示した。 1は口唇部を欠く球形の壺である。外面は胴部下端にヘラケズリが施さ

れるほかはT寧なナデが施される。内面は磨滅が著しく判然としないが，ヘラナデが施される。 2~4は

甕で， 2は口縁部は内外面ともハケ調整，胴部は外面はヘラケズリ後粗いヘラミガキ，内面は上位から中

位はヘラナデ，下位から底部はハケ調整が施される。 3は口縁部内面はヨコハケ調整，外面はタテハケ調

整後，胴部上位から中位までヘラミガキが加えられる。底部外面はナデが加えられる。胴部内面はヘラナ

デが施される。 4は口縁部はハケ調整後ヨコナデ，胴部外面はハケ調整後ヘラミガキ，内面は磨滅してお

り調整痕が判然としないが，ハケ調整後ナデが施されると思われる。 5は鉢である。口唇部はヨコナデ，
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第225図 098(1) 

外面は，口縁部から体部中位はハケ調整後，体部下位はヘラケズリ後粗いヘラミガキが施される。内面は

口縁部はヨコハケ調整，体部はヘラミガキが施される。 6は高杯の脚裾部で， 3方に透孔を有する，外面

はハケ調整後ヘラミガキ，内面はヨコナデが施される。外面には赤彩が施される。 7~9ば炉器台で， 9 

は完形で出土したものである。いずれも外面は指頭によるナデ，内面はヘラナデが施される。
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101 (第227図）

調査区南西部， D3 -86・87・88・96・97・98, E 3 -00・01・02グリッドに位置する。極めて遺存状態

が悪く，撹乱も受けていた。上部を064に切られており，壁は失われていた。検出状況から，規模は一辺

約4.3m~4.4mほどと考えられる。主軸方位はN-85°-Eである。床面はほぽ平坦で，中央付近から北壁

には硬化面がみられた。床面上にば焼土の集中が 1か所みられた。炉は中央北東寄りに位置する。西側は

撹乱を受けている。現存長約1.lm,深さ約 5cmを測る。覆土ば焼士が主体であった。ピットは検出されな

かった。

遺物は，土器 2点を図示した。 1は甕の胴部下端から底部で，外面はヘラケズリ後ヘラミガキ，内面は

ヘラナデが施される。 2は小型甕の体部下位から底部で，外面はナデ，内面はヘラナデが施される。
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第227図 101

102 (第228図）

調査区南西部， D3 -86・87・88・96・97・98, E 2 -06・07・08グリッドに位置する。 101の下から床

面のみが検出された。墜は失われていたが，一辺約4.3mほどの住居跡であったと考えられる。床面の中央

付近には硬化面がみられた。ピット・炉は検出されなかった。

遺物は，土器 l点，ガラス小玉 1点を図示した。 1は甕の胴部下位から底部である。胴部外面はハケ調

整内面はヘラナデが施される。 2はガラス製の小玉で，色はスカイブルーである。
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第228図 102

103 (第229図）

調査区中央部西寄り， E3 -20・21・22・30・31・32・33・40・41・42・43・50・51・52グリッドに位

置する。 083の下から床面のみが検出された。一辺4.5m~5 mほどの住居跡であったと考えられる。主軸

方位はN-15°-Wである。床面はほぽ平坦で，中央付近には硬化面がみられた。覆土は記録を欠くため，

不明である。ピットは 6か所検出された。柱穴は 4か所で，径約25cm~30cm, 深さ15cm~20cmを測る。柱

間寸法は2.4m~3.5mを測り，配置は北西側柱穴が北側に寄っており，不揃いである。南壁際のピットは

貯蔵穴と考えられ，長軸径約55cm, 短軸径約40cm,深さ60cmを測る。このピットの北側から北東方向に幅

約20cm, 高さ 3cmを測る土手状の高まりが伸びており，この貯蔵穴に関わるものである可能性が高い。北

西側のピットは径約25cm,深さ19cmを測り，梯子ピットと考えられるものである。炉は検出されなかった。

遺物は，土器 1点，鉄製品 1点を図示した。 1は小型の甕で，口縁部はナデが施され，体部外面はヘラ

ケズリ後ヘラミガキ，内面はヘラナデ後ヘラミガキが施される。 2はJJ子の刃部片と考えられる。錆がひ

どく断面形は不定であり，切先の向きも不明である。現存全長は4.6cmである。
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第229図 103 

104 (第230図）

調壺区中央部東寄り， E 3-51・52・53・61・62・71・72グリッドに位置する。北側を040・083, 東側

コーナー付近を058によって切られていた。床面はほぼ平坦で， 中央付近には硬化面がみられた。覆土は

ローム粒を含む褐色土を主体とする。壁高は北東壁が 5cm, 南東壁が 8cm, 南西壁が10cmを測り，約20

度~50度で立ち上がる。 ピットは 3か所検出された。北側の 2か所は柱穴で，径約35cm, 深さ約20cm~30

cmを測る。柱間寸法は約2.6mを測る。南東壁際のピットは貯蔵穴と考えられる。長軸径約75cm, 深さ最大

40cmを測る。炉は検出されなかった。

遺物は， 土器 1点を図示した。 1は器台の脚部で， 3方に透孔を有する。外面は縦方向のヘラミガキ，

内面はナデが施される。
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第230図 104

106 (第231図）

調査区中央部西寄り， E3-07・08・17・18グリッドに位置する。 102の下から検出された住居跡で，南

西壁の西側は削平されていた。床面は平坦で，炉の北側から南東側にかけて硬化面がみられた。規模は北

東壁は約3.6m,南東壁は約3.3mを測り，東西方向にやや長い方形を呈する。主軸方位はN-60°-Wであ

る。覆士は記録を欠くため，不明である。墜高は北西墜は10cm, 北東壁はllcm, 南東壁は 3cmを測る。

ピットは南束壁際に 1か所検出された。南側で深く掘り込まれており， 2基のピットが重複したような形

状を呈する。長軸径約75cm,深さ最大約35cmを測る。貯蔵穴の可能性が高い。炉は中央北西側に位置する。

長軸径約90cm,短軸径約68cm,深さ約 6cmを測る。覆土は火床直上に灰が堆積し，そのほかば焼土粒を多

量に含む褐色土を主体とする。

遺物は，士器 1点を図示した。 1は口縁部はヨコナデ，外面は，体部はヘラケズリ後，下位にヘラミガ

キが加えられる。内面はナデが施される。
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2 方形周溝墓

011 (第232~240図図版26・56~60)

調査区南東部， G4 -36・37・38・46・4 7・48・49・55・56・57・58・59・65・66・67・68, H 4 -40・ 

50・51グリッドに位置する。調査範囲内から検出された 5基の方形周溝墓のなかで唯一平坦面に立地する。

南側は調在範囲外に及んでおり，全体を調在することはできなかった。規模は，全体を検出できなかった

ため明らかにし得ない。ただ，北側周溝の東端は南側に曲がっており，これをコーナ一部分と考えれば，

全体の約1/3強を検出できたものと思われる。周溝外側の長さは検出部分で最大約10.6mを測る。周溝は上

面幅約l.lm~2.4m,下面幅約60cm~1 mを測り，検出部分では全周する。深さは50cm~55cmを測る。周溝

断面は，逆台形を呈する。周溝覆土は 5層に分かれ，上層からローム粒を含む暗褐色土，ローム粒，焼士

粒を含む黒褐色土，ローム粒を少量含む黒褐色土，ロームブロックを少量含む黒褐色土，ロームブロック

を多量に含む暗褐色士が堆積していた。

埋葬施設は検出されなかった。
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遺物は，周溝内から多最の土器が出土している。いずれも周溝底面からかなり浮いた状態で， 5層に分

けた周溝覆上上部の 1層から 3層部分から出土したものである。他の土器と離れて，周溝東端から出土し

た壺 1点を除けば，周溝のほぽ全面に分布して出土しており，器種によって特に出土地点が限定されるこ

ともない状況である。ここでは， 57点の土器を図示した。

1は受口状の複合口縁の壺である。直立する口縁部の外面は，縄文施文後，下端部に押捺が加えられ，

押捺のある 3本 1組の棒状浮文が貼り付けられる。肩部から胴部中位にかけては， S字状結節文に区画さ

れた羽状縄文が 2段に巡り，その間には 6本1組の沈線が施される。外面の頸部から胴部下位までの施文

部以外の部分と，内面の口縁部から頸部までは，横方向にヘラミガキされ，中位まではさらに赤彩される。

胴部内面はヘラナデされる。 2・3は折返し口縁の壺である。 2の口縁部外面はヨコナデされる。外面の

頸部から胴部下半までは縦あるいは斜めの，底部は横方向のヘラミガキが加えられる。内面の口縁部から

頸部までは，横方向のヘラミガキが加えられる。胴部内面はヘラナデされる。 3は内外面とも，口縁部は

横方向の，頸部は縦方向のヘラミガキが加えられる。 4~6は小型の壺である。 4の外面と口縁部から頸

部の内面はハケ調整され，さらに口縁部はヨコナデ，底部はナデが加えられる。胴部内面はヘラナデされ

る。 5の外面は斜め方向の，頸部内面は横方向のヘラミガキが加えられる。胴部内面はヘラナデされる。

肩部にば焼成後の穿孔が 1か所認められる。 6の外面はハケ調整後縦方向にヘラミガキされ，赤彩される。

内面はヘラナデされる。胴部中位にば焼成後の穿孔が 1か所認められる。 7・8は単口縁の壺である。 7

の外面と口縁部から頸部の内面は，ハケ調整後縦あるいは斜め方向のヘラミガキが加えられる。胴部内面

はハケ調整される。 8の外面は縦方向の，口縁部から頸部にかけての内面は横方向のヘラミガキが加えら

れる。胴部内面はヘラナデされる。底部にば焼成後の穿孔が認められる。 9~16は高杯である。 9・10は

ほぽ同じ形態を呈するもので，胎土や調整も極似する。いずれも外面と杯部内面は，縦方向にヘラミガキ

され， 3方に透孔を有する。脚部内面の調整のみは異なり， 9はヘラナデ， 10はハケ調整される。 11・12

はやや小型のもので， 11は内外面とも縦方向にヘラミガキされる。 12は完形品で，外面と杯部内面は縦方

向にヘラミガキされる。脚部内面はハケ調整される。 3方に透孔を有する。 13は下端に稜を有する杯部で，

内外面ともハケ調整後縦方向のヘラミガキが加えられる。 14は脚部で，外面はヘラミガキされ，内面の上

半はヘラナデ，下半はハケ調整，裾部はヨコナデされる。 3方に透孔を有する。 15は下端に稜を有する杯

部で，内外面ともハケ調整され，口縁部はさらにヨコナデされる。 16は椀状の杯部で，内外面ともナデが

加えられる。 17~21は器台である。 17の外面は縦方向にヘラミガキされ，内面の上半はヘラケズリ，下半

はハケ調整後横方向にヘラミガキされる。 3方に透孔を有する。 18の外面は縦方向にヘラミガキされ，内

面の上半はヘラナデ，下半は横方向にヘラミガキされる。 3方に透孔を有する。 19の外面は縦方向にヘラ

ミガキされ，内面の上半はナデ，下半はハケ調整される。 3方に透孔を有する。 20は，内外面とも杯部は

ヘラミガキ，脚部はハケ調整される。 21は，外面はヘラケズリ後ヘラミガキされ，内面はヘラナデされる。

22は胴部以下が遺存する壺である。外面はハケ調整後部分的にヘラミガキされ，内面はヘラナデされる。

底部には木菓痕が認められる。 23~26は甕である。 23の外面は，口縁部がハケ調整後ヨコナデされ，胴部

は上半がハケ調整，下半が縦方向に粗くヘラミガキされる。内面は，口縁部が横方向にヘラミガキされ，

胴部は，上半が粗いヘラミガキ，下半がナデが加えられる。 24の口縁部はヨコナデされる。胴部外面はハ

ケ調整され，内面はナデが加えられる。 25は内外面ともナデが加えられる。 26の外面の口縁部から胴部中

位にかけては，ハケ調整され，口縁部はさらにヨコナデされる。内面は，全体に斜め方向の粗いヘラミガ
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キが加えられるが，頸部にはハケ調整も認められる。 27は小型の台付甕である。外面は，ハケ調整後ナデ

が加えられる。内面はヘラナデされる。 28・29は大型の甕である。 28は，口縁部はヨコナデされ，内面は

胴部中位にかけて，さらに横方向にヘラミガキされる。外面の胴部上半と内面の胴部下半は，ハケ調整後

粗くヘラミガキされる。このハケ調整は，ハケというよりはナデに近い調整である。外面の胴部下半はハ

ケ調整後粗くヘラミガキされ，下端はヘラケズリされる。底部には木菓痕が認められる。 29は胴部中位以

下が遺存するもので，外面はハケ調整され，下部はさらに縦方向にヘラミガキされる。下端はヘラケズリ

され，底部には木葉痕が認められる。内面はヘラナデされる。 30~33は鉢である。 30~32は口縁部がヨコ

ナデされ，体部外面はハケ調整，内面はヘラナデされる。 32の底部外面は，粗くヘラミガキされる。 33は

内外面ともナデが加えられる。 34~49は甕である。 34は，内外面とも口縁部はヨコナデされ，胴部はハケ

調整されるものである。底部には木葉痕が認められ，中央部にば焼成前の穿孔も認められる。 35は直立す

る口縁部を有するもので，口縁部内面は横方向にヘラミガキされる。外面の胴部上半はハケ調整され，中

位以下はヘラケズリされる。内面の胴部中位まではヘラナデされ，下半はハケ調整される。 36~44は外反

する口縁部を有する甕である。 36~38の外面と口縁部の内面はハケ調整される。内面は， 36は胴部上半が

横方向のヘラミガキ，下半がハケ調整， 37はヘラナデ， 38は胴部中位までがヘラナデ，下半はヘラミガキ

される。 39の口縁部はヨコナデされ，胴部外面はハケ調整後下半部はヘラケズリされる。内面はヘラナデ

後下半部のみ粗くヘラミガキされる。 40は口縁部はハケ調整後ヨコナデされる。外面の胴部上半はハケ調

整され，下半はヘラケズリされる。胴部内面は中位までヘラナデされ，下半は部分的にハケ調整される。

41の口縁部外面はハケ調整後ヨコナデされる。胴部外面は，上半がハケ調整後ヘラケズリされ，下半はヘ

ラケズリされる。胴部内面は粗くヘラミガキされる。 43の外面はハケ調整され，内面はナデの後粗くヘラ

ミガキされる。 44の口縁部はハケ調整後ヨコナデされる。胴部外面はハケ調整され，内面はヘラナデされ

る。 45~47は口縁部から胴部上半を欠く甕である。 45は内外面ともヘラケズリされる。 46は外面はヘラケ

ズリ後粗いヘラミガキ，内面はヘラナデされる。 47は外面は斜め方向のヘラミガキ，内面はヘラナデされ

る。 48は口縁部に輪積み痕を残す甕である。口縁部はハケ調整後ヨコナデされる。胴部は，外面はハケ調

整後縦方向にヘラミガキされる。内面は上半はハケ調整され，中位はヘラナデされる。 49の口縁部はヨコ

ナデされる。胴部外面はハケ調整され，内面はナデが加えられる。 50は口縁部を欠く小型の甕で，外面は

ハケ調整，内面はヘラナデされる。 51は小型の甕で，口縁部はハケ調整後ヨコナデされる。胴部外面はヘ

ラケズリされ，内面はヘラナデされる。 52は小型の甕で，口縁部内面は横方向にヘラミガキされる。 53は

焼成前の穿孔が認められる甕の底部で，外面は縦方向にヘラミガキされる。 54は小型の甕の口縁部で，外

面はハケ調整後ヨコナデされる。 55は甜で，ハケ調整される。 56・57は用である。内外面ともヘラミガキ

されるもので， 56は赤彩される。

012 (第241~243図図版27・61)

調査区東部， H3 -38・39・4 7・48・49・56・57・58・66・67・68・69・77・78・79, I 3 -40・50・60 

グリッドに位置する。北側周溝コーナーは013の南側コーナー付近を切っている。周溝は東側と南側の

コーナ一部分が途切れ，南東側周溝は独立している。周溝を含めた全体の規模は6.9mx6.8mを測る。周溝

内側の長さは約4.5m~5 mを測る。周溝の上面幅は，斜面下方の北東側で約1.3m, 北西側では西側で幅

が狭くなり，約70cm,南西側周溝は約60cmを測る。下面幅も差があり， 35cm~lmを測る。深さは，北東
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側周溝は15cm前後と浅い。北側コーナー付近から北西側周溝は一段深くなり40cm前後を測るが，南西側周

溝にかけて浅くなり， 17cm~30cmを測る。南東側周溝は， 20cm前後と浅いが，中央部が一段深くなり， 42

cmを測る。周溝断面は，北東側がfil1状を呈する以外は，逆台形を星する。周溝覆土は大きく 3層に分かれ，

上層は黒褐色土，中層はロームブロックを含む賠褐色土，下層はローム粒を少量含む暗褐色tが堆積して

いた。

埋葬施設は，中央南東寄りで木棺直葬と考えられる主体部が検出された。墓坑の掘方は長方形を呈し，

長さ約2.65m, 幅約1.3mを測る。主軸方位はN-58°-Wである。深さ約16cm~33cmを測り，坑底はやや

凹凸を有する。木棺痕跡は不明である。断面観察によって，坑底にローム粒・ロームブロックを含む粘性

を帯びた茶褐色土を約 6cm~lOcmの厚さで敷いた後に，木棺を設置し，木棺の固定には暗褐色士が用いら

れていたことがわかる。遺物は，木棺と考えられる部分から，ガラス小玉 3点，管玉 2点が出土している。

主体部以外では，北西側周溝内を中心に土器が出土しているが，量は少ない。

遺物は，士器6点，ガラス小玉 3点，管玉 2点を図示した。 1・2は甕の胴部下端から底部である。外

面はヘラケズリ後ナデが加えられ，内面はヘラナデされるものである。 3は鉢と考えられる破片である。
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外面は斜め方向，内面は横方向にヘラミガキされる。4は高杯の杯部下位から脚部上位である。脚部には

3方に透孔を有する。杯部内面及び外面はヘラミガキされ，脚部内面はヘラナデが施される。杯部内面及

び外面は赤彩が施される。 5は高杯の杯部下端から脚部上端である。内外面ともヘラミガキが施される。

6は脚裾部を欠く炉器台である。外面はヘラケズリ後ナデ，内面は，器受部はハケ調整，脚部はヘラナデ

が施される。 7~9はガラス製小玉である。色はいずれもコバルトブルーを呈する。10・11は緑色凝灰岩

製と考えられる管玉である。
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013 (第244~247図 図 版27・28)

調査区東部， H2-98・99, H3-07・08・09・16・17・18・19・26・27・28・29・37・38・39・48・ 

49・59, I 3 -00・11・12・21・22・30・31・40・50グリッドに位置する。南側コーナー付近を012によっ

て切られている。周溝は全周する。周溝を含めた全体の規模は7.7mX9.2mを測る。周溝内側の長さは5.6

m X6.8mを測り，長方形を呈する。周溝の上面幅は，北東側・北西側ともに北側コーナ一部に向かって狭

くなり，約50cm~l.2mを測る。斜面下方の北側に行くに従って，幅が狭くなっているのは上面が削平され

ていることも一因と考えられよう。南東側もかなり差があり， 60cm~l.3mを測る。南西側はほぼ均一の輻

で， 1.3mを測る。下面輻も差があり， 20cm~lmを測る。深さは，東側部分が20cm前後，西側部分が20

cm~50cmを測るが，西側以外のコーナ一部は全体に浅くなり， 15cm前後を測る。周溝断面は，逆台形を星
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する。周溝覆土は 4層に分かれ，上層からローム粒を多量に含む暗褐色土，ローム粒を多量に含む黒褐色

土，ロームブロックを含む暗褐色土，ロームプロックを多量に含む暗褐色土が堆積していた。

埋葬施設は木棺直葬と考えられる主体部が2基検出された。南側のものを第 1主体部，北側のものを第

2主体部とした。第1主体部の墓坑の掘方は，長方形を呈し，長さ約2.75m, 幅約1.25mを測る。主軸方位

はN-83°-Wである。深さ約48cmを測り，坑底はほぼ平坦である。木棺痕跡は長さ約1.85m, 幅約65cmの

長方形を呈する。断面観察によって，墓坑底面に直接木棺を設置し，木棺の固定にはロームブロックを少

量含む褐色土と茶褐色土が用いられていたことがわかる。遺物は，木棺と考えられる部分の東側から，ガ

ラス小玉が破片を含めて 5点出土している。そのほかに，出土位置は不明であるが，主体部内から臼玉が

1点，墓坑の掘方の上面から石製の垂飾 1点が出土している。
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第2主体部の墓坑の掘方は，不整な長方形を呈し，長さ約2.25m, 幅約90cm~l.05mを測る。主軸方位

はN-57°-Eである。深さ約22cmを測り，坑底はほぽ平坦である。木棺痕跡は確認できなかった。遺物

は出土していない。

主体部以外では，南西側周溝を中心に土器が出土しているが量は少ない。そのほかに，南東側周溝から

臼玉が 1点出土している。

遺物は，土器6点，臼玉 2点，ガラス小玉 3点，石製の垂飾 1点を図示した。 1は折返し状の甕の口縁

部付近の破片である。口縁部下端には刻み目が施される。 2は口縁部を欠く甕である。外面は胴部下端を

ヘラケズリ後，全面にナデが施される。内面はヘラナデが施される。 3・4は甕の胴部下端から底部であ

る。 3は外面はハケ調整後斜め方向のヘラミガキ，下端から底部はヘラケズリが施される。内面はヘラナ

デが施される。 4は外面はハケ調整後，下端にヘラケズリが加えられる。内面はヘラナデが施される。 5

は高杯の脚部で，外面はナデ，内面はヘラナデが施される。 6は器台の脚部で，貫通孔を有するものであ

る。器受部内面および外面はヘラミガキ，脚部内面はヘラナデが施される。 7・8は滑石製臼玉で， 7は

黒色を呈する。 9~11はガラス製小玉で，色は9・10がコバルトブルー， 11はにぶい青色である。これら

のほか，にぶい青色を里するガラス製小玉の破片が 2個体分程度出士しているが，実測不可能であった。

12は滑石製の垂飾である。左右 2面の平坦面が作出されており，それぞれの面から穿孔が行われている。
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082 (第248~251図 図 版28~30・61・62)

調査区西部， C2 -84・85・86・94・95・96・97・98, C 3-03・04・05・06・07・08・09・13・14・ 

15・16・17・18・19・23・24・25・26・27・28・29・33・34・35・36・37・38・43・44・45・46・47・ 

48・56グリッドに位置する。周溝は全周せず，南東側コーナー付近で 1か所途切れる。周溝を含めた全体

の規模は11.4mx 11.5mを測る。固溝内側の長さは約8.2m~8.6mを測る。周溝の上面幅は，約 1m~l.6m 

を測り，各コーナー付近は幅が狭く，丸みを帯びている。下面輻も差があり， 50cm~lmを測る。深さは

45cm~60cmで，東側・西側周溝のほぽ中央部には，溝底が周囲より 10cm前後窪んでいる部分が認められた。

また，北側周溝の中央やや西側には， 1.8mx 65cmの範囲で周囲より 15cm前後窪んでいる部分が認められた。

その形状からして，埋葬施設であった可能性も考えられる。周溝断面は逆台形を呈する。周溝覆士は大き

く3層に分かれ，ローム粒・ロームブロックを含む褐色土を主体とする。

埋葬施設は検出されなかった。

遺物は，周溝内から多最の土器が出土しているが，特に北側と東側周溝の中央部分からは土器がまと

まって出土している。いずれも周溝底面から，かなり浮いた状態で出土したものである。北側出士のもの

は，甕を主体とするのに対し，東側出士のものは器台や高杯が主体となっており，器種によって出土地点

が限定される傾向にある。ここでは， 26点の土器を図示した。

1は壺で，頸部以下の外面と頸部までの内面は，ナデの後ヘラミガキされる。胴部内面はヘラナデされ

る。 2は壺で，外面はヘラナデ後ヘラミガキされ，内面はヘラナデされる。 3は壺で，口縁部外面はヨコ

ナデされる。頸部外面と内面はハケ調整後ヘラミガキされる。 4は壺で，外面はハケ調整後ヘラミガキ，

内面はヘラミガキされる。 5は単口縁の壺で，内外面ともハケ調整後ヘラミガキされる。 6は単口縁の壺

で，外面と口縁部内面はハケ調整後ヘラミガキされ，胴部内面はナデが加えられ，指頭圧痕が認められる。

7・8は小型の壺で， 7の外面と口縁部内面， 8の外面はヘラミガキされる。 8の底部には木菓痕が認め

られる。 9は甕で，外面はハケ調整，内面の口縁部はヘラミガキ，胴部はヘラナデされる。 10は甕で，口

縁部はヨコナデされ，胴部の外面はヘラケズリの後ナデ，内面はヘラナデされる。 11は甕で，口縁部はヨ

コナデされ，胴部の外面はハケ調整後ヘラケズリ，内面はヘラナデされる。 12・13は甕の胴部下半から底

部である。 12はナデが加えられる。 13の外面はハケ調整後ナデが加えられる。 14は口縁部と脚台部を欠く

台付甕である。胴部外面はハケ調整後ヘラミガキされ，内面はヘラナデされる。 15は大型の鉢で，口縁部

はヨコナデされる。体部はナデが加えられ，底部はハケ調整後ナデが加えられる。 16は小型の鉢である。

外面はT寧なナデが加えられ，内面はヘラナデされる。口縁部はヨコナデされる。 17はミニチュア土器で，

外面はヘラケズリされ，内面はヘラナデされる。 18は小型の甕で，外面はハケ調整後ナデが加えられ，内

面はヘラナデされる。 19は堆で，外面は縦方向にヘラミガキされ，赤彩される。内面はヘラナデされる。

20は大型の堆で，外面と口縁部内面はヘラミガキされる。体部内面はヘラナデされる。 21・22は高杯で，

内外面ともヘラミガキされるが， 22はさらに赤彩される。 23~26は器台である。 23・24の外面と器受部内

面はヘラミガキされる。透孔は 3か所である。 25は脚部のみの遺存で，外面はヘラミガキされる。透孔は

3か所である。 26は脚部のみの遺存で，外面はハケ調整後ヘラミガキされ，赤彩される。
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第251図 082(4) 

099 (第252~254図 図 版30)

調査区西部， C3 -64・65・66・73・7 4・75・76・77・83・84・85・86・87・88・94・95・97・98, C 4 -

06・07・08・16・17グリッドに位置する。北西側周溝の南端部分の続きは斜面のため失われている。また，

本来は存在したと思われる南西側周溝も，同様に失われてしまった可能性が高い。南東側周溝は独立して

おり，本来は012のように東側と南側のコーナーで周溝が途切れる形態であったと考えられる。周溝を含

めた全体の規模は，東西方向で約9.9mを測る。周溝内側の長さは約7.8mを測る。周溝の上面幅は，北東

側周溝から北西側周溝が70cm~l.2mを測り，南東側周溝は90cm~l.2mを測る 。下面幅も差があり， 40

cm~80cmを測る。深さは，北東側周溝から北西側周溝は30cm~40cmを測るが，両端部は10cm前後と浅くな

る。南東側周溝は，深さ約20cmを測るが，やはり両端部は10cm前後と浅くなる。周溝断面は，南東側周溝

が皿状を呈する以外は，逆台形を呈する。覆土は 4層に分かれ，上層からローム粒を多量に含む暗褐色土，

ローム粒を多量，ロームの小ブロックを少量含む褐色士，ローム粒を含む茶褐色土，ローム粒・ロームブ

ロックを含む茶褐色土が堆積していた。

埋葬施設は，中央やや東寄りで木棺直葬と考えられる主体部が検出された。墓坑の掘方は長方形を呈し，

長さ約2.2m, 幅約1.25mを測る。主軸方位はN-59°-Eである。上面が削平されているため，壁面はほと

んど検出されなかった。坑底は南東に向かって傾斜しており，深さは約 5cmを測る。木棺痕跡等詳細は不

明である。覆土はロームブロック・ローム粒を多量に含む茶褐色土であった。遺物は出土していない。

． そのほか，周溝内から土器が出土しているが，量は極めて少ない。ここでは，土器 3点を岡示した。

1 ~ 3は甕の胴部下半から底部である。 1・3は内外面ともナデが加えられるが， 1は器面が磨滅してお

り，ヘラミガキされている可能性もある。 2は内外面ともヘラミガキされる。
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第254図 099(3) 

105 (第255図図版30)

調査区西部， C4-18・19・28・29・38・39, D4-10・20・21・30・31・40グリッドに位置する。斜面

下方の南西側は削平されており，南西側周溝は検出されなかった。北西側周溝及び南東側周溝は本来はさ

らに南西側に延びていたものと考えられる。周溝を含めた全体の規模は南北方向で約6.65mを測り，北側

コーナーと東側コーナーは途切れている。周溝内側の長さは約5.2mを測る。北東側周溝は，長さ4.2m,

幅80cm, 深さ17cm~22cm, 北西側周溝は，長さ3.2m, 幅90cm, 深さ14cm~l8cm, 南東側周溝は，長さ2.2

m, 幅70cm, 深さ15cm~18cmを測る。ただし，北西側・南東側周溝とも南側はほとんど掘込みがない。周

溝断面は，北東側周溝が逆台形を呈する以外は，皿状を呈する。周溝覆土は大きく 2層に分かれ，上層

は褐色土，下層はローム粒・ロームブロックを少量含む茶褐色土が主体であった。

埋葬施設は，中央やや北西寄りで木棺直葬と考えられる主体部が検出された。墓坑の掘方は隅丸の長方

形を旱し，長さ約3.2m, 幅約95cmを測る。主軸方位はN-46°-Eである。坑底は南西に向かって傾斜し

ており，深さは18cm~22cmを測る。木棺痕跡等詳細は不明である。覆土は 2層に分かれ，上層はロームブ

ロックを少量含む褐色土，下層はローム粒を含む褐色士が堆積していた。遺物は出土していない。

そのほか，周溝内から土器が出士しているが，最は極めて少なく，図示可能なものはなかった。
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第4節 そのほかの時代の遺構

100 (第256図図版3)

調査区北西側， E2-93・94グリッドに位置する。 056の床面下から検出された陥穴で，亜側が住居の

ピットに切られている。検出面での長さは2.14m,幅は約55cmを測る。南北方向の断面形は漏斗状を呈し，

東西方向は東側の壁がオーバーハングする。覆土は 3層に分かれ，上層はローム粒を多贔に含む褐色土，

中層はロームブロックを多量に含む茶褐色土，下層はローム粒を含む暗褐色土が堆積していた。

遺物は出土しなかった。
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第256図 100

022C (第127図図 版12)

調壺区南部， F4-66・76グリッドに位置する。 022Bの北壁から北側に張り出すように延びる溝で，

022Bに伴うものではない。新旧関係は明らかにすることができなかった。長さ約 2m, 幅60cm,深さ約11

cm~l7cmを測る。覆tはローム粒を含む暗褐色土が主体である。

遺物は出土しなかった。

070 (第 3図）

調査区西部， C2-72・73・82・83・93・94, C 3-03・04・14・15・24・25・35・36・45・46・55・ 

56・66・76, D 4 -50・60・70・71・80・81・82・91・92, D 5 -02・03・12・13・23グリッドに位罹する。

調介区西側の台地縁辺を北東から南西に匝線的に走る溝である。 099・105の周辺では途切れているが，本

来は連続していたものと考えれる。検出された総延長は，北側で21.5m, 南側で17mを測る。幅約l.lm,

深さ約40cmを測る。覆士はローム粒を少絋含む暗褐色士，ローム粒を少量含む褐色士を主体とする。

遺物は，覆土中から土器が少量出土しているが，図示できるものはない。
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095 (第 3図）

調査区西部， B2-99, B3-06・07・08・09・14・15・16・17・18・24, C2-00・01・90・91グリッ

ドに位置する。調査区西側の斜面を東西方向に走る溝である。検出された総延長は16mを測る。幅約 lm

を測り，底面は平坦で，深さ約20cmを測る。覆土は粘性・締まりが乏しい褐色土を主体とする。

遺物は出土しなかった。

第5節遺構外出士遺物（第257・258図図版62)

1~3はいずれも、古墳時代の竪穴住居跡の覆土中から出土したもので，土偶の破片である。 1は頭部

で，頭頂部と右耳部分には，焼成前の穿孔が認められる。 2・3は手あるいは足の破片と考えられ，胎

土・焼成が似ており，同一個体の可能性が高い。

4~7は，検出された古墳時代の遺構と同時期の土器である。 4は甕で，口縁部はヨコナデされ，胴部

の外面はヘラケズリ後ナデが加えられ，内面はヘラナデされる。 5は鉢で，口縁部はヨコナデされ，体部

の外面はヘラケズリ後斜め方向にヘラミガキされ，内面はヘラナデされる。底部中央には焼成前の穿孔が

認められる。 6は器台の脚部で，外面はハケ調整後縦方向にヘラミガキされ，内面はハケ調整される。透

孔は 3か所である。 7は堆である。内面はヘラナデされ，外面は縦方向にヘラミガキされ，赤彩される。
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第 3章まとめ

第 1節 18石器時代

1 文化層の概要（第 5~ 7・25・79・259~270図，第 1~3表）

旧石器時代の資料は，本文で説明したが，ここでは改めてまとめて考察してみることにする。文化層の

概要は以下のとおりである。

(1)文化層は，第 I文化層～第1II文化層の三つの文化層に分かれる。その他に，単独出土石器がある。

(2) 出土石器の総数は， 921点である。文化層別の出土点数（相当するブロック）は，第 I文化層915点

（第 1ブロック～第24ブロック），第 1I文化層 1点（第25ブロック），第1IIブロック 4点（第26ブロック），

単独出土 1点である。質・量ともに，第 I文化層が最も充実しており，本章では第 I文化層を中心に考

察することにする。

(3)第 I文化層は， IXa層に生活面を持つと推定される。遺物分布の立地は，南側に面するこの台地の最

も高い位置に立地している。上述のとおり，第 1ブロック～第24ブロックが相当し，東西にブロックが

広がっており，ブロックのまとまりを有意なものと捉えて，西から東側に向かって，第 1ユニットから

第4ユニットの四つのユニットに識別して，石器群を捉えた。各ユニットの出土点数（相当するブロッ

ク）は，第 1ユニット252点（第 1ブロック～第 6ブロック），第 2ユニット456点（第 7ブロック～第

14ブロック），第 3ユニット 153点（第15ブロック～第21ブロック），第 4ユニット54点（第22ブロッ

ク～第24ブロック）である。接合関係については，ブロック内の接合はみられるものの，ブロック間の

接合を示す資料は極めて少なく，第 2ユニットの第12ブロックと第 3ユニットの第17ブロックが，約25

m離れて接合した資料のみである。しかしながら，有意なまとまりとして捉えた第 2ユニットと第 3ユ

ニットの資料が接合したことは爪要な要素で，注Hされる接合関係である。

(4) 第1I文化層は， VI層に生活面を持つと推定される。第25ブロックが相当する。単独出土であるが，本

来ならば，文化層として捉えず，単独出土として取り扱って，文化層を設定する必要がないかもしれな

いが，特徴的なナイフ形石器が出士していることから，第 1I文化層として設定した。ただし，単独出士

であり， 1点のみで生活面を確定することが困難である。また，サイズがやや大型であるが，ナイフ形

石器の形態が第 I文化層から出土しているのナイフ形石器と非常に類似した特徴があることから，第 I

文化層に帰属することも可能と考えられる。

(5) 第皿文化層は， v層に生活面を持つと推定される。第26ブロックが相当する。断面投影図によると IV

層上部から 1II層下部にかけて出士しているが，発掘時の取り上げの所見がV層出土と記載されているこ

とから，発掘時の所見を軍視して， v層から出土した石器群と判断した。

2 第 I文化層の石器群（第259~269図，第 1・2・4表）

(1) 第1ユニット（第 6・7・259・260図）

① 石器群の概要

第 1ユニットの遺物分布状況は，第 7図のとおりである。第 I文化層の石器群の分布状況において

は，西側に位置する。第 1~第 6ブロックが相当し，第 1~第 3ブロックはやや散漫に分布し，第
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4~第6ブロックは小範囲にやや密集する。出士層位は，それぞれのブロックに上下幅の違いがある

ものの，各ブロックともに， IXa層に集中する傾向がある。

② 器種組成

第 1ユニットの主な器種組成は，第260図のとおりである。

ナイフ形石器は， 1~4である。いずれも小型である。特に，第 6ブロックから出土した 1・2の

ナイフ形石器の調製加工は，ー側縁に急角度の調整加工を背腹両面から人念に施されており，調整加

工された部位の断面形状もほぽ直角の形状を示す。 3は，ー側縁にやや粗い急角度の調整加工が施さ

れている。 4は不定形な剥片を素材として，ー側縁にやや荒い調整加工が施されている。 1~4につ

いては，ナイフ形石器として識別したが，いずれも，第一次剥離面の鋭利な刃部を残しておらず，厳

密に器種分類すると，ナイフ形石器と識別することができないかもしれない。ここでは，ー側縁に急

角度の調整加工が集中的に行われていることに注目して，これらをナイフ形石器として識別した。た

だし， 4については，ナイフ形石器として識別しないほうがよいかもしれない。また， 1~4の素材

に注目してみると，いずれも，背面方向が多方向の剥離面で構成され，剥片の形状についても不定形

な剥片が用いられており，石刃を素材にしたものではないと考えられる。このことは，第 2・3ユ

ニットのナイフ形石器のなかに石刃を用いているものがあるのと対照的である。ただし，これらの要

因は，用いられた石材がチャートやガラス質黒色安山岩であり，やや粗悪な石材が用いられているこ

とによるものである可能性もある。

微細剥離痕のある剥片は， 11点出土しおり，比較的扁い割合を示す。 5のような不定形の剥片を素

材として，厚みのない縁辺に微細剥離痕がみられることが特徴である。

ナイフ形石器以外に製品の割合が極めて低いことも，第 1ユニットをはじめとした第 I文化層の特

徴といえる。その中で，楔形石器は特徴的な石器といえる。 6は楔形石器である。幅広の剥片を素材

として，上下両端から両極剥離が行われている。

二次加工のある剥片は，不定形の剥片を素材として， 7・8のように，折断を多用して粗い調整加

工が施されることが特徴である。

剥片は，石刃といえる形状のものはみられず，横長剥片の割合のほうが高く， 9のような縦長状

の剥片がわずかに伴うのみで，大半が，多方向からの剥離によって剥離された不定形な剥片が大半を

占める。

石核は， 10~12に特徴的に素材の用い方や剥離方法がみられる。 10は，摂理面に沿って分割され

た剥片を素材とし，分割面にあたる摂理面を打面にして，多方向から不定形な剥片を剥離している。

11は，小型の円礫を素材として，自然面を打面として上端部から大きく剥片を剥離後に，側面に小型

の剥片を剥離している。 12は拳大の円礫を分割したものを素材として，打面を頻繁に転移して，横長

幅広の剥片を剥離している。

接合資料は，石核にみられた特徴と共通した剥離を行っている。 13・14は， 12と同様に拳大の円礫

を分割したものを素材としいる。 13は，分割面を打面に設定して，摂理面に沿って剥片を剥離してお

り，同時割れによる剥片もみられる。 14は，自然面を打面として，上端部から剥離しており，その際

に，摂理面に沿って同時に剥離されているものがみられる。 15は， 10と同様に，摂理面に沿って剥離

された大型の分割剥片を素材として，剥離が行われている。摂理面に沿って同時割れしている。この
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ように，接合資料のほとんどの資料は，用いられている石材が粗悪な材質である関係から，摂理面に

沿って分割されたり，同時割れした剥片が剥離されており，不定形な剥片が剥離されていることが特

徴としてあげられる。

敲石は，第 1ユニットから17~19の3点出土している。他のユニットでは，敲石が出土しておらず，

第1ユニットのみで出土していることが特徴といえる。 17・19はあまり硬質な石材が用いられておら

ず，敲打部に破損がみられ，器体の中央部から大きく破損していることが特徴である。 18は比較的硬

質なチャートが用いられており，突出部と器体中央部に敲打痕がみられ，器体平坦面に引っ掻いたよ

うな線状痕が見られる。

③ 石器製作技術

石核や接合資料でみられたように，拳大の円礫を母岩として，摂理面，あるいは，分割した礫を素

材として，多方向から剥離を行って，横長幅広の剥片を生産している。また，石材は硬質ではあるが，

比較的粗悪なガラス質黒色安山岩が用いられており，剥片には打瘤の発達したものが多い，おそらく，

17~19のようなハードハンマーである比較的大型の敲石を用いたことによると思われる。また，粗悪

な石材のためか，摂理面に沿って剥離されたり，同時割れしたものが大半を占めることも，第 1ユ

ニットの石器製作技術の特徴といえよう。

ナイフ形石器は，製品として持ち込まれた可能性が高いが，同一母岩と思われるものもみられるこ

とや，素材が不定形の剥片であることから，本遺跡において製作された可能性もある。その他の石器

については，石核．接合資料が出土しており，それに対応する，打面転移の頻繁な横長幅広剥片でほ

とんどが占められる。また，敲石も出土しており，ハードハンマーによって剥離されたと思われる打

瘤のふくらみがみられるものがある。それほど良質ではなく，摂理面で剥離されやすいガラス質黒色

安山岩を多く用いている。これらのことから，母岩，あるいは，分割礫をこの場に持ち込んで，ハー

ドハンマーによる剥離により，横長幅広の剥片を生産していることがうかがえる。

(2)第2ユニット（第 6・25・259・261~266図）

① 石器群の概要

第I文化層のうちで最も質・量ともに充実しているユニットである。出土層位は，各プロックにお

いて，出土層位の上下の幅はあるものの，ほとんどのプロックがIXa層に遺物が集中していることか

ら， IXa層に生活面を持つ石器群と思われる。

第2ユニットは第 7~第14ブロックの八つの遺物集中地点で構成される。出土地点は，第 1ユニッ

トと第 3ユニットの間に位置し，立地的には最も標高の高い位置に分布する。遺物の分布状況みる限

り，石器分布範囲を掘り尽くしているとはいいがたい状況であり，特に，本調査範囲の第 2ユニット

の北側部は，遺物がまだ広がる可能性があるように思われる。

これらの分布状態から，第 2ユニットの遺物分布状況を見ると，一見して，環状ブロックを呈して

いるようにみえる。しかしながら，第 2ユニットは，八つの遺物集中地点で構成されており，ブロッ

ク同士の接合がみられず，ユニットの中間部に空白部分も明確にみられない。

これらのことから，通常IXc層から出土する環状ブロックとは分布状況が異なり，環状ブロックに

後続する石器文化の段階を示すプロック群の分布状況を示していると考えられる。また，器種組成か

ら見ても，第 2ユニットをはじめとして，第 I文化層からは磨製石斧や台形様石器が出土していない
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ことからみても，環状ブロックにはこれらの石器が，ほとんど伴うことからみても，環状ブロックに

後続するブロック群の分布状況を示していると考えるほうが妥当といえよう。

また，第25図で示したように，第 2ユニットに属する第12ブロックと第 3ユニットに属する第17ブ

ロックが，接合関係を持つことは非常に注目される。第 2ユニットと第 3ユニットとが同時期に形成

されたことを示す資料と解釈することも可能ではあるが，ブロック間接合を示す資料がこれ以外にみ

られないことからみて，単純にこの接合資料のみで，第 2ユニットと第 3ユニットの同時性について

確証できるものではない。ただし，第 2ユニットと第 3ユニットとの器種組成・石材組成（第 2・3

表）からみて，共通する点が多いことから，同時期の所産のものである可能性も高い。

② 器種組成

第2ユニットの主な器種組成は，第261~266図のとおりである。

定型的な石器の割合はきわめて低く，ナイフ形石器が4点，楔形石器が 4点，削器が 1点出土して

いるだけである。その上，石刃・縦長剥片は第261・262・266図で示した 5~55・97~ 101の資料であ

り，第 2ユニットの出土点数が456点のなかでは，非常にわずかな割合である。その反対に，あまり

図示できなかったが，大半のものが，第263~265図の56~96で示したような横長幅広剥片や接合資料

で石器群が構成されている。

また，これらの関係は，石材とも緊密に結びついており，石刃・縦長剥片は，良質の頁岩・珪質頁

岩・玉髄（メノウ含む）• 黒曜石で構成されているのに対して，石器群の大半を占める横長輻広剥片

は，やや粗悪なガラス質黒色安山岩・チャート・嶺岡産珪質頁岩で構成されている。

このように，石材による石器製作の使い分けがあることが観察される。また，ナイフ形石器など少

量の製品や石刃のほとんどのものは，単独栂岩のものであり，搬人された石器と考えられる。本遺跡

においては，石器製作されたもののは，横長剥片で構成されるものと考えられる。

ナイフ形石器は， 1~4の4点出土した。いずれも，ー側縁に人念な調整加工が施され，基部側は

両側面から調整加工が施されるという共通した特徴を持つ。サイズも 5cm前後の小型である。素材の

用い方は，それぞれ異なる。

1は石刃を素材として，主要剥離方向を主軸方向に設定している。 2は横長剥片を素材として，打

面部側に急角度の調整加工を施している。 3は石刃を素材として，主要剥離面方向を斜めに設定して，

打面部側を先端部に設定して，打面部を大きく変形して，人念な調整加工が施されている。 4はやや

厚みのある幅広の剥片を素材として，素材を横位に設定し打面部を大きく変形して，人念に調整加工

が施されている。

石材は， 1~3が，頁岩・珪質頁岩で， 4が黒曜石であり，良質の石材が用いられている。特に，

4のナイフ形石器が黒曜石で製作されていることは，この段階の石器群を捉える上で菫要な要素と考

えられる。第 2ユニットの石材においては，黒曜石が16点出土しており，第 I文化層において，黒曜

石の出土が全点で20点であることからみると非常に閥い割合を示すといえる。点数的には， 16点と少

ない資料ではあるが，第 2ユニットの石材において重要な要素であるといえよう。材質は，それほど

良質ではなく，黒味が強くて，透明感がないことから，肉眼観察ではあるが，おそらく高原山産の黒

曜石であると推定される。ただし，産地の同定については，科学的な分析を行っておらず，必ずしも

高原山産のものであるとはいえない。
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横長幅広剥片類（二次加工のある剥片・微細剥離痕のある剥片・剥片）
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楔形石器 石 核 二次加工のある剥片
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5 ~32は，石刃• 石刃状の縦長剥片である。良質の頁岩・珪質頁岩・韮髄（メノウ含む）が主に用

いられている。特に，硬質の石材である玉髄（メノウ含む）は石刃• 石刃状の剥片が製作されている

割合が高い。

石刃• 石刃状の縦長剥片は，頭部調製が顕著で，打面幅が狭いことが特徴である。また，最大幅が

中央部から末端部にあるものが多く， 5 ~ 7・11・14・20・31のように，末端部の形状が左右に若千

曲がり，平面形状が「し」の字の形状を呈するものが多い。また，微細剥離痕がみられるものが多く，

側縁全体に連続的にみられるものが多いが， 31のように側縁の中央部に扶り状の微細剥離痕がみられ

る石器があることも注Hされる。

背面構成は，主要剥離面と同一方向からの剥離面で構成されるものがほとんどであるが，反対方向

からの剥離面で構成されるもの (22・32)などもあることから，両設打面の石刃石核から剥離された

ものもあると想定されるが，石刃石核の下端部からの石核調整を示す剥離面である可能性もある。

32~55は縦長剥片である。背面構成をみると，主要剥離面と同一方向から構成されるもの (34・47)

がみられるものの，横方向からの剥離で構成されるものもみられ，真正な石刃石核による剥離であ

るものによるものではないと考えられる。側縁の鋭利な箇所に微細剥離痕がみられるものが多い。

56~72は横長幅広剥片である。図示したものは少数であるが，第 2ユニット，あるいは，第 I文化

層の石器群においては，このような横長幅広剥片が大半を占め，主要な石器といえる。また，石材は，

比較的粗悪な石材であるガラス質黒色安山岩・チャート・嶺岡産珪質頁岩が多く用いられ，これらの

石材と緊密な関係がみられる。

背面構成は，多方向からの剥離面で構成されるものがほとんどである。また，折断されているもの

や， 69のような剥片剥離時の同時割れによるものと思われるものが多くみられる。石質が粗悪で摂理

面に沿って剥離，あるいは，折断されたものが多いことが，本石器群の特徴といえよう。

楔形石器は， 73~75である。 73・74の背面には自然面が残っており，自然面の形状から，小型の円

礫を素材として，両極剥離を行ったことが推察され，いわゆる「遠山技法」によるものである可能性

が高い。 75は黒曜石を用いており，上下と左右の両端から両極剥離が行われている。

石核は， 76のように厚みのある剥片を素材として，打面を頻繁に転移して，小型の剥片を剥離した

ものがみられる。

二次加工のある剥片は， 37点出士しているが， 77のような細かい調整加工のものは少なく，三角形

素材石器のように，折断を多用して，やや粗い調整加工を施したものが多くみられる。

三角形素材石器は， 78~86である。本ユニットにおいては，三角形の剥片を素材として，折断調整

を多用して，粗い調整加工を施して，素材の三角形上の先頭部をさらに尖らせるような調整加工が施

されているものを三角形素材石器として捉えた。特に，このような調整加工は， 78~80の石器に顕著

にみられる。 78は左側縁と下端部を折断して，三角形状に成形後に，左側縁上部と右側縁先端部付近

に調整加工を施して，尖頭状の石器を作出している。 79は右側縁上部に面的な調整加工を施し，左側

縁上部から先端部にかけて細かい調整加工を施して，尖頭状の石器を作出している。 80は左側縁を切

断し，先端部に細かい調整加工を施して尖頭状の石器を作出している。基部は微細な調整加工により，

丸みのある形状に整えられている。 81・82・84~86は上述の技法と調整加工が施されている。 83は剥

片末端部に細かい調整加工が施され，先端部は微細な剥離により，錐状の尖った形状を呈している。
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横長剥片素材石器は， 87~89である。いずれも，打面部を折断後に粗い調整加工を連続的に施して

いるという共通した特徴を持つ。剥片の末端部は， 87・88は微細剥離痕がみられ， 89は急角度の調整

加工がみられる。

接合資料・石核は90~101である。剥片剥離から I類から V類の五つに分類されるが，その製作技

術については，下記の③石器製作技術において記述することにする。

③ 石器製作技術

石器製作技術は，接合資料・石核の資料 (90~101)から，大きくわけて I類から V類の五つに分

類される。

I類は， 90~92で示される資料で，拳大の円礫を母岩として，分割礫を素材として，打面を頻繁に

転移して，横長幅広剥片を剥離するものである。第 2ユニット，および，第 I文化層を特徴付ける石

器製作技術であり，大半の石器がこの I類の剥片剥離によって生産されている。 90・92ともに，自然

面を大きく残した分割礫を素材として，大きな分割面を打面として設定し，打点を順次転移して剥片

を生産している。 91は摂理面で分割された大型の剥片を素材として，自然面や摂理面を打面として，

打点を転移しながら剥片を剥離しているが， 1回の剥離で，摂理面により同時に割れて，数枚の不定

形な剥片が生産されている。

11類は， 93~96で示される資料で， I類よりも厚みのない分割剥片を素材として，比較的大きな横

長剥片を生産するものである。 I類と類似した石器製作技術である。 I類に次いで，このような剥離

で生産された横長剥片が多くみられる。 93は横長幅広剥片を生産して，折断や微細な調整加工を施し

て，三角形素材石器を作出した資料である。 94~96は，板状の剥片から剥離されたものであるが，お

そらく，調整加工や剥片剥離時に折断された資料であると考えられる。

Ill類は， 97・98で示される資料である。石刃技法によるものと思われる。頭部調整が顕著で，打面

幅が狭い。この特徴は，第261図の 5~32の石刃・石刃状の縦長剥片の特徴と一致する。ただし，第

2ユニットや第 I文化層においては，客体的で，非常に点数も少なく，母岩も単一母岩，あるいは，

数点で構成される母岩である。おそらく，搬入された石器と考えられ，本遺跡では生産されたもので

はないと思われる。

特に， 97の資料は，このことを明確に示す良好な資料である。良質で，縞状の色調の石材であるこ

とから，母岩を識別することが明確である資料である。この母岩は，接合された 3点の資料のみで構

成される。また，特に重要なことは，約25m離れた位置関係にある，第 2ユニットの第12ブロックと

第3ユニットの第17プロックとの接合を示す資料である。基本的には， 2枚の石刃の接合資料である。

1枚の石刃は器体の中央部から折断され，その後に調整加工が施されており，石刃を究極までに使用

し，折断を行い刃部再生を行った資料であると考えられる。いわゆる「下総型石刃再生技法」による

ものである可能性もある。

また， 97の接合の剥離面の剥離面をみると下端部から石刃が剥離されたと思われる剥離面があり，

両設打面の石刃石核によるものと考えられる。両設打面の石刃石核であるとすると，この接合資料の

母岩はかなり大きな母岩であると想定され，良質な石材であることを加味して，さらに推察すると，

原産地付近で良質な大きな母岩を選別して，両設打面の石刃石核を作出し，剥離された石刃を消費地

である本遺跡に持ち込んで，石刃を再生した資料であり，この良質な資料を第 2ユニットと第 3ユ
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ニットで共有して使用したと考えられることができる資料である。

w類は， 99で示される資料である。 99は拳大の栂岩を分割した分割礫を素材として，横位から数

回剥離した後に，上端部の大きな分割面を打面に設定して，打点をほぼ全周に巡らせて，縦長剥片を

量産している資料である。おそらく， 33~55に示した縦長剥片が，このW類の製作技術で剥離された

ものと思われる。

v類は， 100・101で示される資料である。角柱状，あるいは，盤状に分割された剥片を素材として，

打面を頻繁に転移して，横長剥片を生産している。残核の形状は，サイコロ状を呈する。第 2ユニッ

トにおいて，小型の横長剥片が多く出土しており， v類によって生産されたものも多いと推察される。

(3)第3ユニット（第 6・25・259・267・268図）

① 石器群の概要

第I文化層のうちで，第 2ユニットに次いで質・量ともに充実しているユニットである。出土層位

は，各ブロックにおいて，出土層位の上下の幅はあるものの，ほとんどのブロックがIXa層に遺物が

集中していることから， IXa層に生活面を持つ石器群と思われる。

第3ユニットは第15~第21ブロックの七つの遺物集中地点で構成される。出土地点は，第 2ユニッ

トの東側に隣接し，立地的には北斜面に緩やかに面して分布する。遺物の分布状況みる限り，石器分

布範囲を掘り尽くしているとはいいがたい状況であり，特に，本調査範囲の第 3ユニットの南側部は，

遺物がまだ広がる可能性があるように思われる。

これらの分布状態から，第 3ユニットの遺物分布状況をみると，一見して，第 2ユニット同様に環

状ブロックを里しているようにみえる。しかしながら，第 3ユニットは，七つの遺物集中地点で構成

されており，ブロック同士の接合がみられず，ユニットの中間部に空白部分も明確にみられないこと

から，環状ブロックに後続する石器文化の段階の石器群であると考えられる。

第2ユニットにおいても記載したように，第 2ユニットと第 3ユニットの接合関係を示す資料が 1

点（第266図の97と第267図の25)のみであるが出土しており，両ユニット関係をみるうえで重要な資

料である。

② 器種組成

第3ユニットの主な器種組成は，第267・268図のとおりである。

製品の割合が極めて低く，製品ではナイフ形石器が 5点，彫器が 1点，楔形石器が 1点出士してい

るのみである。石刃や石刃状の縦長剥片をできるだけ図示したが，大半は横長幅広剥片で構成される。

この特徴は，第 2ユニットと類似する。

ナイフ形石器は， 1~5の資料である。すべて石刃を素材としており，主要剥離面方向と主軸方向

が一致し，打面を基部に設置しているという共通する特徴がある。また，ー側縁に急角度の調整加工

が施され，片側面の基部側に調整加工が施されるという調整加工の方法についても共通点がある。サ

イズは， 1~4が， 5 cm前後の小型のサイズのもので， 5のみが 7cm前後の中型のサイズのものであ

る。

1は基部の調整加工が人念に施されており，打面が完全に除去され，基部の形状がやや尖る形状を

星する。全体形状は，柳葉形の形状を呈する。 2は1と同様に，基部の調整が入念に施されており，

打面が完全に除去され，基部の形状は丸みをおびる。右側縁と先端部を断ち切るような調整加工が施
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されている。先端部の刃部再生加工の可能性もある。 3は細長の石刃を素材として，基部に入念な調

整加工が施されているが，打面が一部残存している。先端部は尖ってはいないが，第一次剥離面の縁

辺を保っている。 4は左側縁上部に入念な調整加工が施され，基部は微細な調整加工が施されており，

打面が残っている。先端部は破損している。 5は左側縁と基部の両側縁に調整加工が施されている。

特に，左側縁上半部調整加工は人念に施されている。打面が残されている。先端部は破損している。

4・5は，サイズが異なるが，打面が残されており，左側縁上半部の調整加工が入念に施され，基部

の調整加工は両側縁に微細な調整加工が施されるという共通した特徴がみられる。

彫器は 1点のみ出土した。 6は良質で硬質の石材である韮髄（メノウ含む）を用いており，石刃を

素材として，末端部を折断後に，折断面の左側縁小口から樋状の剥離が 2回施されており，その後も

同じ部位に，微細剥離痕がみられる。

楔形石器は 1点のみ出士した。 7は剥片を素材として，上下両端から両極剥離が施されている。第

2ユニットから出士した第264図の73~75とは異なる形態をしており，いわゆる「遠山技法」による

ものではないものと思われ，第 1ユニットから出土した第260図の 6と共通する形態である。

二次加工のある剥片は13点出士した。そのうち，特徴的なものは， 8・9である。 8は剥片を横位

に用いて，末端部にあたる右側縁と上半部を折断により成形後に，急角度の調整加工が施されている。

9はやや大型の剥片を素材として，器体の中間部と末端部を折断して台形状の剥片に成形後に，両側

縁に調整加工が施されている。両極剥離による調整加工の可能性もある。 8・9を二次加工のある剥

片として識別したが，台形様石器として識別することも可能ではあるが，面的な調整加工が施されて

おらず，形状を整えるような調整加工が施されていないことから，台形様石器としては識別しなかっ

た。

10~25は石刃•石刃状の縦長剥片を素材とした二次加工のある剥片・微細剥離痕のある剥片・剥片

である。ほとんどのものが，第 2 ユニットから出土した石刃• 石刃状の縦長剥片（第261図の 5~32) 

と同様に，頭部調整が顕著であり，打面輻が狭く，最大幅が中間部から末端部にかけて位置するとい

う特徴がある。また， 13・18・25のように，全体形状が，「し」の字状の形状を里するものもみられ

る。

26~32は横長剥片を素材とした二次加工のある剥片・微細剥離痕のある剥片・剥片である。第 2ユ

ニットにおいて石器製作技術で分類した I類や II類の石器製作によって剥離されたものが大半である

と思われる。 26~32のほとんどの石器は，折断された部位があり，粗い調整加工によって調整されい

る。

33~36は石核．接合資料である。 33は石器製作技術1II類によるもので，典型的な石刃石核である。

下端部からの剥離面も見られることから，圃設打面の石刃石核と思われる。この石核から剥離された

石刃は，比較的小型の石刃であると考えられ， 1~4のナイフ形石器の素材である石刃や， 10~14の

ような石刃が剥離されたものと思われる。 34は厚みのある板状の剥片を素材として，打点を全周にめ

ぐらせて，横長剥片を剥離している。 35も板状の剥片を素材として，側縁を鋸歯状の粗い調整加工を

施した後に，中間部から折断し，さらに，折断面を打面に設定して，小型の縦長剥片を数回剥離して

いる。 36は石器製作技術W類に分類される石核である。拳大の円礫を素材として，分割面を打面に設

定して上端部から連続的に縦長剥片を生産している。横位からの剥離面もみられ，石核調整の可能性
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もある。

③ 石器製作技術

石器製作技術は，第 2ユニットにおいて分類したものと同様に， I類~V類に分類される。

第2ユニットと同様に，石器製作技術は I類（拳大の円礫を母岩として，分割礫を素材として，打

面を頻繁に転移して，横長幅広剥片を剥離する）が大半を占め，次に II類 (I類よりも厚みのない分

割剥片を素材として，比較的大きな横長剥片を生産する）のもので占められる。出土したほとんどの

ものが， I類.II類によって生産された横長幅広剥片で構成される。 I類.II類のものは，比較的粗

悪な石材であるガラス質黒色安山岩・嶺岡産珪質頁岩が多く用いられている。この石材の用い方は，

m類が良質の石材を用いていることと対照的である。

m類（石刃技法によるものと思われる。頭部調整が顕著で，打面幅が狭い）によるものが量的には

少ないが，出土している。 33の石核が， m類に対応する石刃石核である。石刃を素材として， 1~5 

のナイフ形石器や 6の彫器が作出されており，石刃と緊密な関連が指摘できる。また， m類によって

生産された石刃• 石刃状の縦長剥片は10~25であり，良質の石材である玉髄（メノウ含む）・流紋

岩・頁岩が用いられている。

w類（拳大の母岩を分割した分割礫を素材として，横位から数回剥離した後に，上端部の大きな分

割面を打面に設定して，打点をほぼ全周に巡らせて，縦長剥片を量産している資料）は36が対応する。

v類の打面転移を頻繁に行い，サイコロ状の残核の形状を示す石核は出土していないが，出土して

いる剥片の背面構成が，多方向からの剥離面で構成されているものが多く， v類による石器製作も行

われているもと思われる。

(4)第4ユニット（第 6・79・259・261~266図）

① 石器群の概要

第4ユニットの遺物分布状況は，第79図のとおりである。

第I文化層の石器群の分布状況においては，東側に位置する。第22~第24ブロックが相当し，第

22・23ブロックはやや散漫に分布し，第23ブロックは単独出土に近い状況で出土している。プロック

間の接合はみられない。出土層位は，それぞれのブロックに上下幅の違いがあるものの，各ブロック

ともに， IXa層に集中する傾向がある。

② 器種組成

第4ユニットの主な器種組成は，第269図のとおりである。

製品がみられず，調整加工のあるものは， 1の二次加工のある剥片のみである。石刃状の縦長剥片

を素材として，右側縁に急角度の調整加工が施されており，末端部は破損している。ナイフ形石器の

可能性もある。 2+ 3は接合資料である。横長剥片を素材として，上端部からの剥離によって 2と3

が分離している。 2を石核として捉えることも可能である。

③ 石器製作技術

出土点数が少なく，製品もみられないことから，石器製作技術は明確ではない。ただし，剥片は，

ほとんどのものが横長剥片で占められる。石材は粗悪な石材であるガラス質黒色安山岩でほとんど占

められる。このことは，第 4ユニットにおいては，良質な石材を用いた石刃がみられず，粗悪な石材を

用いて，石器製作技術 I類やII類によって，横長剥片が生産されていることを示しているといえよう。
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二次加工のある剥片 接 合 資 料

~4 こ］
~ 

1 22プロックー 1
ガラス質黒色安山岩

: 屑 〗〗 0 鱈〗乃＋
3 24プロソクー 1

ガラス質黒色安ill岩

~ 虹ご〗
・=文ニニコ

2+3 乙二~2 24プロソクー 2 0 12,s1 5cm 
ガラス質黒色安山岩 I I I 1 1 I 

第269図第 I文化層 第4ユニット器種組成

(5) 第 I文化層の石器群の位置づけと問題点

① 遺物分布状況について

第 I文化層の石器群は， 24箇所の遺物集中地点から構成されており，ブロック群を有意なまとまり

として，西から東側に向かって第 1ユニットから第 4ユニットの四つのまとまりとして捉えた（第

6・259図）。

これらのユニットのうち，第 2ユニットと第 3ユニットは，円形状に近いブロック群が，重複して

分布したような形状をしている。これらのブロック群を， IXc層から検出される環状ブロックと比較

してみると以下の点で異なることが指摘できる。

a. ブロック群は円状に巡っている点で共通する点がみられるものの，中間部の空白部は明瞭でなく，

ブロックが中心部付近にも分布しており，通常環状プロック 11でみられるような中間部の空白部が

みられない。

b. 環状ブロックの中心部には，炭化物集中地点が検出されるものが多いが，本文化層においては，

みられなかった。

C. 石器組成において，環状ブロックには，局部磨製石斧や台形様石器が伴うが，本文化層において

は，これらの石器は 1点も出土していない。

d. 環状ブロックにおいては，ブロック間の接合が頻繁にみられるのが通常であるが，本文化層にお

いては，ブロック間接合を示す資料は， 1資料のみである。また，母岩においても，ブロック間で

同一母岩であると明確に識別できる資料がみられず，ブロック間の共有関係や緊密性などがみられ

ない。

e. ブロックを個別に詳細にみてみると，やや粗悪な石材であるガラス質黒色安山岩やチャートを多

く用いて，石器製作技術 I類や II類によって，横長剥片を最産して，それらの剥片に微細剥離痕の

ある剥片が多くみられる。また，器種組成や石材組成において，上述のような石器製作に基づいて，

ほぼ均質な組成を示しており，ブロック内で完結したような石器組成をしている。

f. ブロックの分布状況を詳細にみると，複数のブロック群が，数回，当遺跡において形成された結

果，円形状のブロック群を形成されたような形跡がみられる。このことは，プロック間の接合がみ

られないことやブロック群が整然とした配置に基づいて分布していないことからも推測される。

g. 出土層位が，第 I文化層のブロックのほとんどのものが， IXa層に集中している。なお，本遺跡に

おいてIXb層も数cmの層厚をもって堆積しており， IXc層出土のものと区分することが，比較的容易

であることからみても， IXc層出土の石器群と明確に区分して分離できる。
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h. 石器製作において， I類や II類の横長剥片を剥離するものでほとんど占められる。しかしながら，

量的には少ないが，皿類の石刃技法による石刃が出土し，石刃素材のナイフ形石器が製品のなかで

主体を占める。

以上， a~hの八つの理由から，第 I文化層の石器群の分布状況は，環状プロックは呈しておらず，

複数 (3~ 4ブロック前後）のブロック群が複数回にわたって，本遺跡で形成された結果，見かけ上，

円形のブロック群を呈するプロック群が形成されたものと思われる。

おそらく，このブロック群の形成の背屎は， JXc層において組織的に形成された結果，環状ブロッ

クを形成されたと推察される。それに後続する， JXa層の石器文化の段階になると，組織的なムラの

形成が行われなくなり，第 1ユニットや第 4ユニットのような単位で，複数 (3~ 4ブロック前後）

のブロック群が，複数回にわたって，立地条件の良かった本遺跡に累積して形成された結果，円状の

ブロック群が複数個，重なったような状況で出土するようになったと推察される。

このことは，ムラの単位や集団の移動形態を示していると思われる。想定されることとして，本遺

跡に 3~4ブロック前後の集団が，季節的に本遺跡に回帰して遺跡を形成したと推定することも可能

ではないだろうか。

② 石器製作技術について

本文化層の石器製作技術について再度まとめると次のようなことがいえる。

やや粗悪な石材であるガラス質安山岩やチャートを多く用いて，石器製作技術 I類と II類により，

横長剥片を生産していることを基盤に置いている。

石器製作技術1II類の石刃技法による石刃や石刃索材のナイフ形石器が，客体的な組成を示す。本遺

跡では，石刃や石刃素材のナイフ形石器は，ほとんど製作されておらず，製品として搬入されている。

主な器種組成のみに注Hすると，石刃や石刃素材のナイフ形石器が主体を占めるようにみえる。

しかしながら，石器群のほとんどのものは， I類.II類のもので生産された横長剥片をもとに，―

次加工のある剥片や微細剥離痕のある剥片で占められる。

③ 八千代市北海道遺跡第 3文化層の石器群との比較

本文化層と類似する石器群は，下総台地においては，八千代市北海道遺跡第 3文化層 2・3)の石器群

の内容がもっとも類似する。本文化層を位置づける上で，重要な石器群であると思われるので，八千

代市北海道遺跡第 3文化層の石器群の内容を列挙すると以下のとおりとなる。

a. 遺物集中地点が26箇所検出され，石器の総数は1,150点である。ブロック間の接合は，隣接する第

47ブロックと第48ブロックで接合する 1資料のみである。比較的，広い範囲に石器の分布がみられ，

複数 (3~ 4ブロック前後）のブロック群が数回にわたって形成されたような分布を示す。

b. 石器の出土層位は， Vila層に生活面を持つ石器群と考えられる。ただし，北海道遺跡においては，

VI層を [VI層］と [VI,層］に分けてあり， VI層の層厚が，通常の遺跡に比べて厚く，台山遺跡と

対比しても厚みがあることがいえる。北海道遺跡で層位区分された [VI,層］を台山遺跡で層位区

分されたVII層に対比することが可能である。このことから，北海道遺跡第 3文化層の [Vila層］を

台山遺跡第 I文化層のJXa層に対比して，層位区分を行うことは十分可能であると思われる。すな

わち，北海道遺跡を調査していた時点では，現在のような，下総台地の甚本層序が確立しておらず，

VI層の識別についての，識別見識が異なることによることが，今回のような，層序対比に大きな差
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異を生んだと思われる。しかしながら，前述したとおり，北海道遺跡の [VI, 層］を台山遺跡の珊

層に読み替えて，層序を整理すると，北海道遺跡第 3文化層のWa層は，台山遺跡第 1文化層のIXa 

層と層序的に，同一層序であると考えられる。

C. 剥片剥離技術は，台山遺跡の石器製作技術 I類.II類のものでほとんど占められ，横長幅広剥片

を生産する技術でほとんど占められる。 1類.II類で生産される石材は，ほとんどのものが安山岩

（おそらくガラス質黒色安山岩）で占められるという特徴がある。

d. 台山遺跡の石器製作技術1II類の石刃技法によるものは，量的には非常に少なく，大型・中型の石

刃，および，石刃素材石器の点数は， 34点で非常に少なく，搬人石材で構成される。

e. 製品の占める割合はきわめて低いことが特徴である。石刃素材のナイフ形石器と楔形石器が大半

を占める。そのほかに，敲石が含まれる。

f. ナイフ形石器の形態は，石刃を素材とし，ー側縁と反対側の基部に急角度の調整加工が施され，

特に，基部の調整加工は入念に施され，やや角ばる形状のものがある。また，先端部は一側縁から

の調整加工で鋭利に尖った形状を呈する。全体形状は，柳葉形を呈するものが多い。また，一部で

はあるが，石刃を素材として，石刃の端部を断ち切るような部分加工のナイフ形石器もみられる。

サイズにおいても， 5 cm前後の中型のサイズのものが多くみられる。石刃は， 3 cm前後の細長の石

刃に微細剥離痕がみられるものもあり，これらも，ナイフ形石器と識別することも可能である。

以上， a~fの六つの石器群の特徴は，台山遺跡第 1文化層の石器群と極めてよく似た特徴を持つ

ことがいえる。これまで，北海道遺跡第 3文化層の石器群の出土層位については，＂層出土であると

して位置づけられていたが， bで述べたように，北海道遺跡において [VI.層］が識別されており，

[VI, 層］を珊層に置き換えて読み替えると，軋層をIXa層と読み替えることが十分可能で， IXa層出土

の石器群と層位的に並行関係にあると考えられる。

④ 石器群の位置づけについて

③で述べたように，下総台地において，石器群の内容がもっとも類似するものは，八千代市北海道

遺跡第 3文化層の石器群があげられ，後述する石器群の類型の I類から 1II類で構成される点でもきわ

めて類似する石器群といえよう。以下，台山遺跡第 1文化層の石器群を類型して分類すると， I類か

らm類によって構成されていることがいえる。

I類：比較的粗悪な石材であるガラス質黒色安山岩や嶺岡産珪質頁岩を用いて，横長輻広剥片を作

出している。石器群においては，このような石器製作技術が大半を占めるが，これらの石器製

作技術から製品が，ほとんど製作されていないことが特徴である。

II類：客体的には，搬入された石刃素材ナイフ形石器が出土し，刃部再生が頻繁に行われている資

料がある。ナイフ形石器は，ー側縁と片側縁の基部に急角度の調整加工が施され，全体形状が

柳葉形を呈するものが多くみられる。そのほかに，小型の細長石刃も比較的多くみられる。製

品においては，ナイフ形石器の比率が高い。いわゆる「下総型石刃再生技法」 4) によるものも

みられる。

m類：両極剥離を多用し，楔形石器を最産するもの。小型の円礫を素材として，両極剥離を行うも

のもみられる。いわゆる「遠山技法」 5・6) によるものもみられる。

以上のように，大まかに分けると，三つに石器群の類型によって構成されているが，これらの内容

-321-



に対比される石器群としては，以下の石器群があげられる。

I類と 1I類で構成される石器群は，大網山田台No.8地点文化層N'1の石器群があげられる。特に，

I類と 1I類が明確に伴って出士し， 13箇所の石器集中地点で構成される点で注Hされる遺跡である。

II類が特徴的に出土する石器群としては，芝山町香山新田中横堀遺跡（空港No.7遺跡） 8・9 i, 多古

町一鍬田甚兵衛山遺跡（空港No.16遺跡） 101, 東金市滝東台遺跡叫本埜村宮内遺跡12)などがあげられる。

III類が特徴的に出土する石器群は， IXa層をはじめとして， IXc層からVI層くらいまで継続的に出士

するが，特に， IXa層を中心に検出される。類似する石器群として，横芝町遠山天ノ作遺跡叫佐原

市出口遺跡14) などがあげられる。

編年的には，下総台地田村・橋本編年is1 II a期新段階，相模野台地諏訪間編年161の段階皿に位置づ

けられる。

3 第 I1文化層の石器群（第270図）

第II文化層からは， 1のナイフ形石器が単独出土した。 8cmの大型のナイフ形石器である。本来ならば，

単独出土の石器として，文化層を設定しないのが通常であるが，特徴的なナイフ形石器であることから，

あえて，文化層として設定した。出土層位はVI層であり，第 I文化層のIXa層と層位的に上層から出土し

第II文化層 ナイフ形石器 第11I文化層石 核

L::::i 

二
こ

2 26プロックー l
1 25プロックー1 I 嶺岡産珪質頁岩

ガラス質黒色安山岩

胃嶺岡産珪質頁岩

単独出土敲 石

4 単独出土-]

流紋岩

O 121s1 5cm 
I I I I I I 

第270図 第 1I 文化層• 第皿文化層・単独出土器種組成
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ており，ナイフ形石器のサイズも第 I文化層のものが 5cm前後の中刑のもので構成されていることから，

第 I1文化層の大型のナイフ形石器を後続する段階の石器として捉えた。しかしながら，本石器は単独出士

であり，第 I文化層においても出土層位がXa層から V層にかけて，比較的層位幅広く，上下から出土し

ている。本報告では，出土層位を重視して，第 I1文化層として捉えたが，第 I文化層のナイフ形石器と共

通した調整加工がみられ，石材も第 I文化層で多くみられたガラス質黒色安山岩が用いられていることか

ら，第 I文化層に掃属させて捉えるほうが妥当かもしれない。

4 第皿文化層の石器群（第270図）

v層に生活面を持つ石器群である。出土点数が， 4点のみの出土であり，石器群の内容は明確ではない。

2・3は分割礫を素材として，分割面を打面として設定して，横長輻広の剥片を生産している。石材は，

いずれも，やや粗悪な材質の嶺岡産珪質頁岩が用いられている。本文化層と比較する石器群は，石器群の

内容が明確でないため，確実に比較できる資料が該当しなかった。

注 1 渡辺修ー 1991「池花南遺跡第 1文化層」『四街道市内黒田遺跡群ー内黒田特定土地区画整理事業地内埋蔵

文化財調査報告書ー』 財団法人千薬県文化財センター

2 橋本勝雄 1985「第 3文化層」『八千代市北海道遺跡一萱田地区埋蔵文化財調介報告書 II-』 財団法人千

葉県文化財センター

3 新田浩三 1990「北海道遺跡VII層」『石器文化研究 2ー第 2回研究討論会AT降灰以前の石器文化 PARTII-』

石器文化研究会

4 新田浩三 1995「下総型石刃再生技法の提唱J『千葉県文化財センター研究紀要16-20周年記念論集ー』

財団法人千葉県文化財センター

5 田村 隆 1989「収束」『佐倉市南志津地区埋蔵文化財発掘調壺報告書 1』 財団法人千築県文化財センタ

6 新田浩三 1988「遠山天ノ作遺跡の再検討」『竹箆』第 5号 北総たけべらの会

7 田村 隆 1994「大網山田台Nu8地点」『大網山田台遺跡群 I-18石器時代篇ー』 財団法人山武郡市文化

財センター

8 西口 徹 1984「Nu7遺跡」『新東京国際空港埋蔵文化財発掘調在報告書w』 財団法人千菓県文化財セン

ター

9 前掲注 4

10 前掲注 4

11 田村 隆 1995「滝東台遺跡」『袖井古塚原遺跡群』 財団法人山武郡市文化財センター

12 吉林昌寿 1994「先土器時代」『宮内遺跡発掘調介報告書』 財団法人印脂郡市文化財センター

13 奥田正彦・高橋博文 1986「遠山天ノ作遺跡」『主要地方道成田松尾線m』 財団法人千葉県文化財センタ

14 新田浩三 1991「出口遺跡」『東関東自動車道埋蔵文化財調査報告書VI (佐原地区 3)』 財団法人千棄県文

化財センター

15 田村 隆・橋本勝雄 1987『房総考古学ライブラリー 1 先土器時代』 財団法人千菓県文化財センター

16 諏訪間 順 1989「相模野台地における石器群の変遷について」『神奈川考古』第24号
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第 2節 古 墳 時代

1 竪穴住居跡

今回の調査で検出された竪穴住居跡は総数llO軒を数え， 10,000面に満たない調在面積に対しては，極め

て密集した状況を示している。これらの竪穴住居跡はその出土上器から，また，遺物が皆無であったり，

遺構の遺存状況が不良で，時期の特定な困難なものは，竪穴住居跡の位置関係や形態・主軸方向などから，

従来の編年ではすべて古墳時代前期に含まれるものと考えられる。この調査成果は，小櫃川右岸における

古墳時代前期の集落を考えるうえで，重要な資料を提供することとなった。しかし，同時に今回の調査は，

広大な広がりを有する台山遺跡の一部に，あたかも長大なトレンチを一本入れたような段階に過ぎず，未

調壺部分には相当数の竪穴住居跡を中心とする遺構が存在するものと考えられる。また，既に前章におい

て述べたように，竪穴住居跡間における出士遺物量の差は著しく，中には遺物の出土が皆無に近い竪穴住

居跡も存在し，古墳時代前期に含まれるとはいえ，明確な時期を特定できないものも多い。現段階では集

落全体を把握するのは不可能な状況であり，今回の調壺で得られた成果のみについてまとめておくことに

したい。

まず，これらの竪穴住居跡の構造を中心とした特徴について，整理しておきたい II 0 

柱穴は，ある程度の規模以上のものは 4本の主柱穴を配置するものが多い。なかには， 019Aのように，

相対的に大型の竪穴住居跡であるにも関わらず，柱穴が明確でないものも存在する。

梯子ピットとしたのは，炉跡の反対側の壁際に位置するもので，出入り口施設と考えられる。南壁のほ

ぼ中央のものが多いが，やや偏った位置にあるものもみられる。大半の竪穴住居跡では，梯子ピットと貯

蔵穴が，炉跡の反対側で隣接して設けられているが，なかには， 066や077のように，離れて位置するもの

もある。

炉跡は，北側の主柱穴を結ぶライン上，あるいはそのやや内側に位置する傾向にある。また，複数の炉

跡を有するもの (015A・016A・040・048・057・062) もある。炉跡の周辺に複数の小ピットを有するも

のがある (001・005B・010・015A)が，その性格は不明である。

貯蔵穴と考えられるピット（円形のものが多い）は多くの竪穴住居跡で検出されている。その位置から

貯蔵穴としたものであるが，小規模なものが多く，貯蔵穴とするにはやや疑問なものもある。位置も，南

壁の中央とコーナ一部との中間に位置するものが多く， 010・016A・017Aのように明確にコーナ一部に

位置するものは極めて少ない。貯蔵穴の周囲の土手状の高まりは， 016E・053・069・072・103の5軒で確

認されているが， 098にみられる貯蔵穴の周辺の段も土手状の高まりと同様の機能を果たしていた可能性

が高い。貯蔵穴とともに，炉跡をも欠く小規模な竪穴住居跡が数軒みられるが，住居としての機能に疑間

が残るものである。

間仕切り溝を有するのは， 015A・071・083の3軒，ベッド状遺構を有するのは， 031・034・078Bの3

軒である。間仕切り溝とベッド状遺構とは 1軒の住居では併用されない 21 と言われており，本遺跡でも，

そのことが確認された。

炭化材は21軒の竪穴住居跡で検出されている。発掘調資時には，出土状況を図化したのち，遺存状態の

良好なものを取り上げている。整理段階では，肉眼で遣存状態が良好なものをさらに選んで樹種同定を

行った。その結果は，付章に示したとおりである。このなかで，アカガシ亜属やイヌガヤなど住居の構造

材としてよくみられるもののほかに，構造材の繋ぎとして使われたと考えられるイタビカズラ類や屋根材
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の可能性が高いタケ亜科31やススキ属が検出されたのは大きな成果といえよう。さらに， 086出土のシキ

ミは特異な木取りのもので，農工具の柄であった可能性が指摘されている。竪穴住居跡出土の炭化材は主

に住居の構造材として判断され，取り上げられる例が多いが，農工具類である可能性もあるのは当然であ

り，特に発掘調査段階において，十分注意する必要がある。

今回の調壺で検出された竪穴住居跡は上記のような特徴を有していることが明らかとなった。しかし，

すべての竪穴住居跡が古墳時代前期に含まれるとはいえ，これらの竪穴住居跡の多くは重複しており，さ

らに重複しないものの，位置関係や形態・主軸方向などから，いくつかの時期に分けることは可能である。

一般的に，南関東地方における弥生時代中期から古墳時代前期にかけての竪穴住居跡の形態は，小判形→

隅丸方形→方形と変化することが知られている 41。また，こうした傾向は君津地域においても検証されつ

つある 51。そこで，その検証の際に用いられた平面形態の分類 6) を参考にすると，台山遺跡における竪穴

住居跡を以下の 3タイプに分けることができる。しかし，この形態の変化は，微妙なものであるので，こ

こではさらに，遺構の重複関係や位置関係と土器の様相（床面直上及び覆土下層の土器をその竪穴住居跡

に伴う土器とした）をも考慮して分けることにした。

A 胴張隅丸方形

001・003・005C・009・016E・Ol 7C・018・019B・021・023・025・027・030B・036・037・047・ 

049・053・054・055・066・078A・097 

B 隅丸方形

002・004・005B・006・008・010・014・015A・016B・016C・016D・017 A・022B・026A・026B・ 

028・029・038・039・040・044・046・048・050・051・056・059・061・062・067・068・069・072・ 

074・076・077・078B・079・083・085・086・087・092・096 

C 方形

005A・007・016A・017B・019A・020・022A・024・030A・031・032・034・035・041・042・043・ 

045・057・058・064・071・080・081・084・088・089・090・094・098・106 

以上の 3分類の竪穴住居跡を重複関係からみてみると，一部に例外がみられるものの，基本的には， A

→B→Cというように推移していくことが明らかである。

次にこれらの竪穴住居跡から，出土した土器を1996年に君津郡市文化財センターによって提示された編

年7) と対比させてみると， AがVI期， BがVIIa期， CがVIIb期におおむね該当する。 A→B→Cと変遷し

ていくにつれて，土器の様相も変化し，基本的に，甕はナデ整形からハケ調整，壺は無文化・ニ童口縁壺

の出現，高杯は杯部の有稜化と優越，器台は小型器台の出現と優越，甜は出現と発展という形で展開して

しヽ<。

2 方形周溝墓

今回の調査では， 011・012・013・082・099・105と計 6基の方形周溝墓が検出された。これらの方形周

溝墓は，竪穴住居跡と重複せず，居住域の外縁の台地縁辺部に立地する。しかし，このうち105について

は，遺存状態の悪さもあり，確実に方形周溝墓と断定できる要素はほとんどないといってよい。したがっ

て，ここでは，残り 5基の方形周溝墓について整理してみたい。

011は全掘することができず，本来の規模等は不明である。埋葬施設についても，調沓範囲内では検出
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されていない。周溝内からは，多量の土器が溝底からかなり浮いた状態で出土している。こうした土器の

量や出土状態から，これらの土器が周溝に廃棄されたという解釈を行うことも可能である。しかし．これ

らの土器の遺存度や．底部穿孔の壺（第235図8).胴部穿孔の壺（第234図5・6), ほぽ完形の高杯（第

235図9・10)の存在などから，やはり，これらの土器は本来的に011に伴うものと考えたい。土器は．周

溝内からまとまりなく出土しているように一見見えるが，遺存度の比較的高い (70%以上）土器は，北側

(2・4・22・37・38) と東側 (9・10・12・35・40・41・56)の周溝のほぼ中央から，長さ約2.5mの範

囲にまとまって出土している。出土レベルは高く，周溝墓全体の削平状況も不明であるが．周溝がある程

度埋没した後に，置かれた土器と考えるのが妥当であろう。調査時の所見には周溝底面の状況の記述がな

いため不明であるが，これらの土器が周溝内の埋葬施設に伴う可能性も考えられるエ

012は，周溝が 2か所で途切れるもので，埋葬施設も検出されている。副葬品として，ガラス玉や管韮

が伴っている。

013は，周溝が全周するもので，埋葬施設も 2か所検出されている。第1主体部には，副葬品として，ガ

ラス玉や滑石製の臼玉・垂飾が伴っている。

082は，周溝が 1か所途切れるもので，埋葬施設は検出されていない。しかし，周溝内から比較的多量

の土器が出土している。これらの土器も,011と同様な理由で，本来的に伴うものと考えたい。土器の出

土状況には偏りがあり，北側周溝の中央やや東より，東側周溝の中央やや南よりからまとまって出土して

いる。このうち，東側周溝部分は遺存度の比較的高い (70%以上）土器が多く (10・16・23・24), 調査

時の所見にある溝底の窪み 91が長方形を呈する（詳細な規模は不明）ことを合わせると， 011と同様に周

溝内の埋葬施設である可能性も考えられる。

099は，遺存状態が悪く，全容を把握することはできないが， 012と共通した形態をとるものと考えられ

る。埋葬施設も検出されている。

これらの方形周溝墓は，大きく 2つに分けることができる。それは．周溝内から多量に土器が出土する

ものとそうでないものである。前者には011・082,後者には012・013・099が該当する。後者の場合，そ

の量は極めて少なく．大半が破片で．方形周溝墓に伴うものとは考えにくく，混入品の可能性が高い。前

者の土器のあり方と比較して，その差はあまりにも大きい。

方形周溝墓の周溝内から出土する土器については，従来方台部からの転落という理解がなされてきた。

しかし，近年では，出土状況や出土層位，さらには土器そのものの詳細な検討から，さまざまな行為が想

定10) されている。さらに．土器そのものも，弥生時代後期には壺を中心としていたものが，古墳時代前期

に至り，壺に加えて，高杯・器台・甕までも含むようになるIll ことも明らかになりつつある。これは，君

津地方においても確認されており，古墳時代前期には甕の比率が増加する 121。台山遺跡においては， 011

では甕や高杯， 082では器台が特徴的に用いられている。

古墳時代前期の方形周溝墓において，周溝内に埋葬される例が検出されている 13)。いくつかの条件が

揃った結果，偶然検出された可能性が高く，果たしてこれが，この時期において一般的なものであったか

は不明である。今回の調査においても,082の周溝内に埋葬施設の可能性が高い窪みが検出されている。

011については．調査時の所見にはそのような記述は見当たらず，今それを検証することはできない。周

溝内埋葬は古墳時代前期に登場した可能性が高い141 とされており，上記の周溝出土土器の変化は周溝内埋

葬の出現とも深くかかわっている可能性が高い1510 
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一般に方形周溝墓の方台部からは埋葬施設が検出される例は少なく，仮に周溝内埋葬が確認されたとし

ても，方台部と周溝内の埋葬を比較することは難しい。今回の調在では，土器がほとんど出土していない

方形周溝墓からは，方台部に埋葬施設が検出され，大量に出土した方形周溝墓からは，方台部の埋葬施設

が検出されないという結果になった。埋葬施設が検出されないのは，方台部が削平されたためというのが，

一般的な理解である。しかし，今回調査された方形周溝墓の立地やその調在方法には大きな違いはないに

もかかわらず，上記のような結果になっており，これを偶然の結果とするのには躊躇を覚える。良く似た

例として，近接して立地する 2基の方形周溝墓が検出された木更津市田川遺跡群第 1・2地点161があげら

れる。 1号方形周溝墓からは，方台部の埋葬施設は検出されず，溝内に士城が検出されたのみである。さ

らに，溝内からは，大量（図示されたものは42点）の完形あるいは半完形の土器が溝底から30cm~40cm浮

いた状態で出土している。一方， 1号方形周溝墓に先行する時期の 2号方形周溝墓は，わずかではあるが

盛土が確認され，方台部の埋葬施設が検出されているが，溝内出土の士器は 3点と少ない。こうした例か

ら考えて，必ずしもすべての方形周溝墓に盛士や方台部の埋葬施設を想定する必要はなく叫溝内埋葬も

含めて，方形周溝墓における埋葬施設のあり方について，今一度充分な検討を行う必要がある。いずれに

しても，方形周溝墓においては，方台部における中心的な埋葬施設に伴う祭祀・儀礼と周溝内の埋葬施設

を中心とした祭祀・儀礼が行われ，そのあり方も多様なものであったことが考えられる。台山遺跡におけ

る方形周溝墓は，周溝内埋葬が出現し，伴う土器も多様化する時期に出現したものであるといえる。

以上のように，台山遺跡は，竪穴住居跡と方形周溝墓で構成される集落で，古墳時代前期に成立した集

落である。本来広大な広がりを有する台山遺跡の一部を調在した範囲においては，それより以前も以後も

竪穴住居跡や方形周溝墓は作られておらず，古墳時代前期にのみ営まれた集落と言える。台山遺跡は，根

形台遺跡群をはじめとする小櫃川右岸の集落群が山王辺田 2号墳の基盤となったという理解181 に立てば，

隣接する山谷遺跡における同時期の集落とあわせて，拠点的な集落である根形台遺跡群と深く関わりなが

ら，古墳時代前期に成立した集落と考えられる。

注 l ただし，検出されたllO軒のうち，重複のため，あるいは調杏区外に延びているため，完掘することができ

ず，規模・構造等が不明な竪穴住居跡が約15%あることには，注意しておく必要がある。

2 石野博値 1975 「考古学から見た古代日本の住居」『日本古代文化の探求 家』 社会思想社

3 タケ亜科については，袖ケ浦市滝ノロ向台遺跡の竪穴住居跡046で出土例がある。

小高春雄 1993 『滝ノロ向台遺跡・大作古墳群』 財団法人千葉県文化財センター

4 比田井克仁 1991 「住居形態の変遷とその画期一弥生～古墳時代の南関束ー」『古代探叢」皿

5 君津郡市文化財センター 1996 「君津地方における弥生後期～古墳前期の諸様相」「研究紀要』珊

6 陛面が曲線的な住居を円形・楕円形，壁面の二辺以上が，やや直線的な住居を胴張隅丸方形，コーナ一部

が丸味を帯び，壁面四辺がほぽ直線的な住居を隅丸方形，コーナ一部の丸味があまりなく，陛面の四辺が直

線的な住居を方形としている。

7 前掲注 5

8 立花 実 1993 「推論・方形周溝墓の立面形態」『西相模考古』 2
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9 当然のことながら，こうした窪みには埋葬施設以外の多様な用途も想定されている。

坂本和俊 1996 「埋葬施設の諸問題」『関東の方形周溝墓』 同成社

福田 聖 1996 「方形周溝墓の死者儀礼」『関東の方形周溝墓』 同成社

10 辻本宗久 1987 「弥生時代の墳墓祭祀についてー大阪湾沿岸地域の資料を中心として一」『花園史学』 8

岩松 保 1992 「溝内埋葬と方形周溝墓」「究班一埋蔵文化財研究会15周年記念論文集ー』

11 福田 聖 1994 「方形周溝墓と出上上器 I」『研究紀要』 11 財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

12 前掲注 5

13 白井久美子 1992 「古墳出現期前後の周溝内埋葬について」「シンポジウム 西相模の三• 四世紀方形周

溝墓をめぐって』 東海大学校地内遺跡調査団

14 大村 直 1996 「ムラと方形周溝墓」『関東の方形周溝墓』 同成社

15 前掲注11

16 千田利明ほか 1980 『田川遺跡群』 田川遺跡群調在会・

17 黒沢 浩 1996 「弥生墓制の中の方形周溝墓」『関東の方形周溝墓』 同成社

18 石川日出志 2000 「南関東の弥生社会展開図式・再考」「大塚初重先生頌寿記念考古学論集』
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附章 台山遺跡出士炭化材の樹種同定

植田 弥生（パレオ・ラボ）

1. はじめに

当遺跡は，千葉県袖ケ浦市北部の標高約50mの台地上に立地する集落遣跡である。

ここでは，古墳時代前期の竪穴住居跡 5軒から出土した炭化材15試料の樹種同定結果を報告する。

2. 炭化材樹種同定の方法

炭化材は壊れやすく飛散もしやすい。したがって，接近していた異なる材が複合している事もある。同

ー木として取り上げた試料でも，複数の樹種が含まれている事がある。したがって，同一試料中に複数の

破片が入っているものは，異なる形状や質感の違う破片を選び，樹種同定を行った。

まず，炭化材の横断面（木口）を手で割り実体顕微鏡で分類群のおおよその目安をつける。アカガシ亜

属・コナラ節・クヌギ節・クリなどは，横断面の管孔配列が特徴的であるため実体顕微鏡下で同定可能で

あるが，それ以外の分類群については 3方向の破断面（横断面・接線断面・放射断面）を走在電子顕微鏡

で観察し同定した。走介電子顕微鏡用の試料は， 3断面を 5mm角以下の大きさに整え，直径 1cmの真鍮製

試料台に両面テープで固定し，その周囲に導電性ペーストを塗る。試料を充分乾燥させた後，金蒸着を施

し，走査電子顕微鏡（日本電子（株製 JSM-TlOO型）で観察と写真撮影を行った。

3. 結果

同定結果を第42表にまとめた。第43表では，各竪穴住居跡から検出された分類群（樹種）を比較した。

5軒15試料からは，イヌガヤの針薬樹 1分類群，アカガシ亜属・イタビカズラ類・シキミ・クスノキ科

の常緑広葉樹 4分類群，コナラ節・サクラ属・カエデ属・トネリコ属の落葉広葉樹4分類群，合計 9分類

群の樹木が検出された。そのほかに，タケ亜科・ススキ属類似・樹皮が検出された。

最も多く出士した分類群はアカガシ亜属で， 4軒 (056・078A・086・088) の 6試料から検出された。

次に多かったのは，イヌガヤ (086と061)・コナラ節 (088と061)・トネリコ属 (088と061) で，それぞれ

2軒から 1試料づつ検出された。

炭化材の形状は，板状・みかん割り・半裁・丸木など様々であった。クスノキ科 (078A-0027)・イヌガ

ヤ (086-0033)・アカガシ亜属 (086-0033) は，材の中心部に樹芯がある丸木であった。しかし086-0039の

シキミは，断面が円形であるがその縁辺部に樹芯があり，明らかいに丸木状に形成したものであった。そ

の径は4.5cmであった事から類推すると元の太さは倍の 9cm以上はある太いシキミの材である。

086-0035からは，薄片状の樹皮と，直径 6mmのタケ亜科（おそらくタケ・ササ類）の程，そして直径3mm~

6 mmのススキ属類似の程の異なる 3分類群が検出された。

なお，竪穴住居跡の005B-0030(21個）および005C-OOO1 (1個）から出士した大型植物化石は，すべて

タデ科のイシミカワ (Polygonumperfoliatum Linn.)の果実であった（第274図 13 a 新山雅弘 同定）。

イシミカワは，川原や砂地などのやや湿った所に生育する雑草である。
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組織記載（分類配列順に記す）

(1) イヌガヤ Cephalotaxus harringtonia (Knight) K.koch イヌガヤ科 第271図 la-le (086-0033) 

仮道管・ 放射柔細胞・樹脂細胞からなる針葉樹材。仮道管の配列はやや不整で，晩材部は非常に少ない。

仮道管には水平に近いらせん肥厚があり，分野墜孔は小さくてトウヒ型やヒノキ型であり， 1分野に 1~

2個である。

イヌガヤは岩手県以南• 四国・九州の暖帯から温帯下部の林内に生育する常緑小高木である。

(2) コナラ属アカガシ亜属 Quercus subgen. Cyclobalanopsis ブナ科 第271図 2a-2c (086-0036) 

集合放射組織を挟み小型～中型の単独管孔が放射方向に配列する放射孔材。接線状柔組織が顕著で，道

管の穿孔は単ーである。放射組織はほぼ同性，単列のものと広放射組織があり，道管との壁孔は柵状・交

互状である。

アカガシ亜属は暖帯から温帯に分布する常緑高木で，いわゆるカシ類である。山野に普通なアラカシ・

アカガシ・シラカシ，関東以南に多いイチイガシ・ ックバネガシ，寒さに強くブナ帯の下部まで分布する

ウラジロガシなどがある。材組織は類似しているため種類は特定できない。

(3) コナラ属コナラ亜属コナラ節 Quercus. subgen. Quercus sect Prinus ブナ科 第271図 (088-0005) 

年輪の始めに大型の管孔が配列し除々に径を減じ，晩材部では薄壁・角形で小型の管孔が火炎状・ 放射

方向に配列する環孔材。道管の穿孔は単一，内腔にチロースがある。放射組織は単列のものと広放射組織

があり，道管との壁孔は柵状・交互状である。

コナラ節は暖帯から温帯に生育する落葉高木で，カシワ・ミズナラ・コナラ・ナラガシワがある。

(4) イタビカズラ類 Ficuscf. Nipponica Franch. et savat. クワ科 第272図 4a-4c(086-0041) 

主に大型の管孔が放射方向に 2~数個が複合して密在し，小型の管孔が同様に複合している所も介在し

ている。年輪界は不明瞭である。道管の壁孔は孔口が横に伸びて交互状から階段状，穿孔は単ーである。

放射組織は異性， 8~10細胞幅で細胞高は非常に高く帯状，結晶細胞を多く含む。帯状の木部柔組織の存

在が放射断面で認められた。

イチジク属の暖帯から亜熱帯に分布する蔓性の，イタビカズラ（福島県以南）・ヒメイタビ（房総半島

から西南）・オオイタビ（房総半島から西南）と同定される。

(5) シキミ Illicium anisatum L. シキミ科第272図 5a-5c(086-0039) 

非常に小型で多角形の管孔が散在し，年輪の始めには放射方向に長くやや大きな管孔が接線状に密接し

て1層並ぶ傾向が見られる散孔材。道管の壁孔はまばらに交互状に配列する部分と階段状に配列する部分

が見られ，穿孔は横棒数が多い階段穿孔である。放射組織は異性， 1~2細胞幅，接線断面で直立細胞は

非常に背が高いレンズ状である。放射柔細胞の細胞壁は厚い。木繊維にらせん肥厚が見られた。

シキミは本州の宮城県・石川県以西の暖帯の山地に育する常緑の小高木である。

(6) クスノキ科 Lauraceae 第272図 6a-6c (078A-0027) 

中型の管孔が単独または 2~3個が放射方向に複合し，やや疎らに分布する散孔材。道管の穿孔は，単

ーと階段数の少ない階段状である。放射組織は異性， 2細胞幅，上下端に大きく膨らんだ袖細胞がある。

単独に分布する油細胞は顕著では無い。

管孔は中型で油細胞が単独で多数分布はしていないことから，ヤプニッケイ（クスノキ属）・シロダモ

（シロダモ属）・タプノキ（タプノキ属）・バリバリノキ（ハマビワ属）・カゴノキ（カゴノキ属）などの可
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能性が考えられるが，材組織は類似しているため特定は出来なかった。

(7)サクラ属 Prunus バラ科第273図 7a-7c(086-0043) 

小型の管孔が放射状．接線状・斜状・塊状などに複合し分布している散孔材。道管の壁孔は対列状また

は交互状，穿孔は単一，内腔にらせん肥厚がある。放射組織は異性，主に3細胞幅である。

サクラ属は暖帯から温帯の山地に生育する落菓広葉樹で，ヤマザクラ・イヌザクラ・ウワミズザクラな

ど多種類があり，モモ・ウメ・スモモなどの栽培種を含む。

(8) カエデ属 Acerカエデ科 第273図 8a-8c(086-0042) 

小型の管孔が単独または 2~3個が放射方向に複合して散在し年輪界は不明瞭，帯状の柔組織が顕著な

散孔材。道管の壁孔は交互状，穿孔は単一，内腔に細いらせん肥厚がある。放射組織は同性，主に 2細胞

幅，道管との墜孔は交互状で孔口はやや大きい。

カエデ属は H本全士の暖帯から温帯の山地や谷間に生育し約26種と多くの変種がある。

(9) トネリコ属 Fraxinus モクセイ科 第273図 9a-9c (061-0020) 

年輪の始めに中型の管孔が 1層配列し，急に径を減じて単独または 2個複合した小型で厚壁の管孔が散

在する環孔材。周囲状や翼状柔組織がある。道管の穿孔は単ーである。放射組織は同性，主に 2細胞幅で

ある。

トネリコ属は温帯を中心に分布する落葉高木で， トネリコ・アオダモなど約 9種ある。

(10) タケ亜科 Gramineaesubfam. Bambusoideae イネ科 第274図 10a-10c (086-0035) 

直径 6mmのやや硬質の程。秤の中心部は中空である。維管束は不整中心柱，維管束は向軸側に原生木部，

その左右に後生木部の 2個の管孔，背軸側に飾部があり，全体としては 4~3個の穴の集合に見える。維

管束の周りには厚墜の繊維細胞からなる維管束鞘が非常に発達している。秤の外周に位置する維管束鞘は

特に原く発達し，厚壁の繊維細胞だけの塊も島状に密在している。節部には幼芽痕の窪みがある。このよ

うな形質からイネ科のタケとササ類を含むタケ亜科であると同定した。

いわゆるタケ・ササの仲間で12属が含まれ，中国や東南アジアから移入され栽培により広まったものが

多い。秤の破片や組織のみからは属や種を識別することは難しい。

(11) ススキ属類似 Miscanthuscf. イネ科 第274図 lla-llb (086-0035) 

直径 3mm~ 6 mmの草本性の秤で，節部はくびれた後にややふくれる。節を取り巻く菓鞘跡がある。程の

中心部は崩れているが，スポンジ状の基本組織の中に維管束が散在している不整中心柱である。秤の外周

は厚い維管束鞘が連続して繋がり，小さな維管束が 1~2層あり，維管束の位置は程の表面の縦筋と対応

している。内側に散在する維管束の鞘は薄い。

ススキ属は大型になる多年草で一般にはカヤ（茅）と呼ばれ，ススキ・オギ・カリヤス・トキワススキ

など約 7種ある。現時点では程の組織から種を識別することはできていない。

4. 考察

古墳時代前期の竪穴住居跡 5軒15試料からは，針葉樹のイヌガヤ，常緑広菓樹のアカガシ亜属・イタビ

カズラ類・シキミ・クスノキ科，落葉広菓樹のコナラ節・サクラ属・カエデ属・ トネリコ属，そしてタケ

亜科・ススキ属類似・樹皮が検出された。同定試料は，多数の試料から遺存状態の良好なものが選別され

たものであり，その選別された試料からは，針葉樹を含み常緑性と落葉性の広葉樹からなる多種多様な分
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類群が検出された。したがって，当遺跡の竪穴住居建築材の樹種選択性は，広かったようである。圧倒的

に多い広葉樹材は，常緑性と落葉性がそれぞれ4分類群づつ検出された。しかし最も多く検出されたのは，

常緑広葉樹のアカガシ亜属であり，調査した 5軒中の4軒から検出された。このような樹種構成の特徴は，

千野 (1991)や山田 (1993) による資料中の関東南部の遺跡，とりわけ三浦半島や房総半島の弥生時代か

ら古墳時代の建築材樹種構成と類似性が見られた。様々な情報から関東南部では弥生時代になると照葉樹

林が成立していた事が知られている（辻ほか， 1983,鈴木・能代， 1985など）。当遺跡の北方に位置する

村田川河口付近の村田服部遺跡では，古墳時代前期の自然木の樹種が報告されている（鈴木・能代， 1985)。

当遺跡から検出された分類群はすべて，村田服部遺跡の調査結果と対応する分類群が見出され，そのほと

んどが村田服部遺跡の調査において出土数の上位を占める分類群である。対応する分類群を，村田服部遺

跡で多いものから列挙すると，カシ類（アカガシ亜属と対応），シキミ，カエデ属，タブノキ（クスノキ

科と関連），イヌガヤ， トネリコ属，ナラ類（コナラ節と対応），ヤマザクラ（サクラ属と関連）の順であ

り，イタビカズラ類も 1点が検出されている。当遺跡においても，周辺にアカガシ亜属を主体として，樹

種構成が多様な照葉樹林が成立しており，そこから建築材を伐採していたと推測される。

炭化材の形状は炭化後や取り上げ後に変形した可能性も大きいが，板状，みかん割り，丸木，半裁など

が観察された。板状はアカガシ亜属に多い。これは広放射組織の部分で割れやすい為であろう。採取され

た炭化材の測定から推測すると，直径 8cm前後の丸木材が多く，これを丸木のままや半裁・みかん割りに

加工して使用していたのではないだろうか。ただし， 086-0039のシキミは，木取りが特異で面取りをして

形成された丸木状であった。このような木取りは，柄などに見られることから，道具類や農具などの柄で

あった可能性もあるのではないだろうか。また，イタビカズラ類は常緑の蔓性植物であることから，建築

材の繋ぎとして使われていたか，編物であった可能性が推測される。
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第42表台山遺跡出土炭化材樹種同定結果

遺構番号 遺物番号 樹種同定 備考（主な破片の形状など） 時 期

056 0018 アカガシ亜属 厚み 1cm~ 2 cm柾目板状破片 古墳時代前期

コナラ節 放射径 4cmみかん割り

061 0020 イヌガヤ 放射径1.5cmみかん割り 古墳時代前期

トネリコ属 中心部に近い破片

0026 アカガシ亜属 破片

078A 0027 クスノキ科 丸木状中心部破片 古墳時代前期

0028 アカガシ亜属 破片

イヌガヤ 推定直径 8cm芯もちの丸木
0033 

アカガシ亜属 推定直径 8cm芯もちの丸木

タケ亜科 直径 6mm硬質の秤

0035 ススキ属類似 直径 3mm~ 6 mm軟質の秤

樹皮 薄片状

0036 アカガシ亜属 推定直径 8cmみかん割り
086 

放射径4.5cm縁に樹芯があり丸木状に形成
古墳時代前期

0039 シキミ
されている

0040 シキミ 直径 8cm半裁

0041 イタビカズラ類 放射径 2cm蔓性

0042 カエデ属 推定直径8.5cmみかん割り

0043 サクラ属 破片

トネリコ属 直径 5cm半裁
0005 

コナラ節 推定直径 6cm破片

088 厚み 2cm柾目板状破片 古墳時代前期

0006 アカガシ亜属 放射径 6cmみかん割り

3 cm角状

第43表台山遺跡検出樹種比較

分類群（樹種） 056 078A 086 088 061 合 計

イヌガヤ （針） 1 1 2 

アカガシ亜属 （常） 1 2 2 1 6 
・-・・・----・・・・  ................................................... .. ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ................................................... .................................. _ ．．．．．．．．．．．．．．．．雫~．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ................... _一••

イタピカズラ類 （常） 1 1 
-----・ 噸...........-噌_............... - ............... ..................................................... ................................................. ....................................................... ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ・・・・・・・・・・・・・-・・・・・・・・・・-・.. ・-・......... -....... 
シキミ （常） 2 2 

.......... - -............................ .. ....................................................... ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．一●●●●一●●●●●●●●一．．．．．．．．＿．．．．．．．． ・・・・・・・・・・・・・・・・.. ·····• ....... _ ... .. ............................ _ 
クスノキ科 （常） 1 1 

コナラ節 （落） 1 1 2 
・・・ ・ - 噸 ,.... 曇-·········-··•······-········ ..................................................... .. .................................................... ........... - ......................... ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

サクラ属 （落） 1 1 
..... _ .. _____ ... 響疇噸-—•••一-·----·--···---···.. ...................................................... .................................................... .. ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ...................... -.............................. ............ -................ 讐●●●●●●●●●讐●●●●讐●●●●●●●●

カエデ属 （落） 1 1 
•••••一..............一•••一..........- ......... 一......................_ ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． .................................................... -·········•··············• ......................... _ --•••---•--•mH••--•-•--•-•""""" 

トネリコ属 （落） 1 1 2 

タケ亜科 1 1 
．．．．．疇鴫・・・・ - 噸 ,............. 噸,..................... ...................................................... ••••••••••H•HH••HH••HHHH•H•H•••HH••H• ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．●●●●一●●●●●一．．．．．．．．．．．．．． ..................................................... ・・・・・・・・・・-・・・・・ ．． 

ススキ属類似 1 1 
.... .. 一•••一••一••一...疇,.... 響•OHM●●●●⇔•••幽幽●●●●MH.,OHH-oHHHH•H••--• 響疇.... ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ..................................................... ............. -..................... _ 
樹皮 1 1 

合 計 1 3 11 3 3 21 
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la イヌガヤ （横断而） lb イヌガヤ （接線断面）

086-0033 bar:0.5mm 086-0033 bar:O.lmm 

3a コナラ節（横断而） 3b コナラ節 （接線断而）

088-0005 bar:1.0mm 088-0005 bar:0.5mm 

第271図 炭化材樹種の顕微鏡写真 (1)

le イヌガヤ （放射断而）

086-0033 bar:0.05rnrn 

3c コナラ節 （放射断而）

088-0005 bar:O.lmm 



4a イタビカズラ類（横断而） 4b イタビカズラ類 （接線断而） 4c イタビカズラ類 （放射断101)
086-0041 bar:l.Omm 086-0041 bar:0.5mm 086-0041 bar:0.5mm 

5a シキミ （横断面） 5b シキ ミ（接線断而） 5c シキミ （放射断而）

086-0039 bar:0.5mm 086-0039 bar:0.5mm 086-0039 bar:O.lmm 

6a クスノキ科（横断而） 6b クスノキ科（接線断而） 6c クスノキ科（放射断而）

078A -0027 bar:0.5mm 078A -0027 bar:O.lmm 078A -0027 bar:O.lmm 

第272図 炭化材樹種の顕微鏡写真 (2)





10a タケ,m科（横断面）

086-0035 bar:0.5mm 

lla ススキ属類似（横断而）

086-0035 bar:0.5mm 

10b タケ亜科（外形表l面）

086-0035 bar:5mm 

.,,.. , .. ヽ-~·,'7

10c タケ亜科（外形内而）

086-0035 bar:Smm 

—,__-~ ヨ巳

勤
・e ―''

彎べ

llb ススキ）成類似（外形表而）

086-0035 bar:5mm 

4
.
.
 

i
 ．．

．
．
 

―
―
 

12 樹皮
086-0035 bar:2mm 

第274図 炭化材樹種の顕微鏡写真 (4)

13a イシミカワ 果実

OOSB-0030 bar:lmm 
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報告書抄録

ふり がな ひがしかんとうじどうしゃどう（ちば・ふっつせん）まいぞうぶんかざいちょうさほうこくしょ

書 名 東関東自動車道（千葉・富津線）埋蔵文化財調資報告書

副 書 名 袖ケ浦市台山遺跡

巻 次 10 

シリーズ名 千葉県文化財センター調査報告

シリーズ番号 第435集

編著者名 小久貫隆史・渡辺修一・新田浩三

編集機関 財団法人 千葉県文化財センター

所 在 地 〒284-0003 千葉県四街道市鹿渡809-2 TEL 043 -422 -8811 

発行年月 H 西暦2002年 3月25日

ふ り が な ふ り が な コード

所収遺跡名 所 在 地 市町村遺跡番号
北緯 東 経 調在期間 調査面積 調在原因

だいやまいせき ちばけん
台山遺跡 千葉県 12481 014 35度 140度 19921102 9,800rri 道路（東関東

そでがうらしのだあざ
25分 01分 -- 自動車道）建袖ケ浦市野田字

代だいか官んわ割り12-1ほか 16秒 31秒 19930326 設に伴う事前

調壺

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

台山 集落跡 旧石器時代 遺物集中地点 IX a層から24ブロッ

26か所 クの石器群が検出さ

れた。環状プロック

に後続する時期の石

器文化である。

縄文時代 陥穴 1基 縄文土器（晩期）、

士偶

弥生時代 弥生土器（前期・中期）

古墳時代 竪穴住居跡 llO軒 土師器、支脚、臼韮、 古墳時代前期の竪穴

勾玉、ガラス韮、鉄鏃、 住居跡と方形周溝墓

刀子 がセットで検出され

た。

方形周溝墓 6基 士師器、ガラス玉、管玉、

臼宝

奈良•平安時代 溝状遺構 3条
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